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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す貴重な埋蔵文化財包蔵地が残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正 し

く理解するのに欠 くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財

産であり、将来にわたって大切に保存 し、活用を図 らなければなりません。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっ

ては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋 もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護

との調和 も求められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発

事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置

をとってまいりました。

本報告書は、国営いさわ南部農地整備事業に関連 して平成17年度に発掘調査された奥州市

(胆沢区)宮沢原下遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時代及び平安

時代の陥 し穴状遺構が多数見つかったことか ら、当時の狩猟の場であったことが明らかになり

ました。陥 し穴状遺構の底面に十和田 a火山灰が含まれているものがあるという成果は、 これ

までの陥 し穴状遺構研究において画期的な成果であるとともに、今回の調査において地域の歴

史に新たな一ページを書き加えることができました。本書が広 く活用され、埋蔵文化財 につい

ての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立て られ

れば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、 ご理解とご協力をいただきまし

た農林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所、奥州市教育委員会をはじめとする関係各

位に対 し、深 く感謝の意を表 します。

平成19年 1月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長  武  田  牧  雄



例   言

1 本書は岩手県奥州市胆沢区若柳字宮沢原地内に所在する宮沢原下遺跡の調査成果を収録 したもの

である。

2 岩手県遺跡台帳における本遺跡の登録番号は NE23-2347、 調査略号はMHS-05で ある。

3 本遺跡の発掘調査は、国営いさわ南部農地整備事業に伴い、岩手県教育委員会の調整を経て、農

林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所の委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財センターが、記録保存を目的として実施 した緊急発掘調査である。

4 野外調査実施期間/実質調査面積/調査担当者 (期間)は下記のとおりである。

平成17年 4月 13日 ～ 8月 31日 /58,700ピ

/戸根貴之・村田 淳 (4/13～ 8/31)、 林  勲 。米田 寛 (4/13～ 5/31)

千葉正彦・丸山直美 (4/22～ 5/18)、 村上 拓・菅野 梢 (5/19～ 6/30)

5 室内整理の期間/担当者 (期間)は下記のとおりである。

平成17年 11月 1日 ～平成18年 3月 31日 /戸根貴之 (11/1～ 3/31)、 菅野 梢 (3/1～ 3/31)

6 本文の執筆 。編集等は全て戸根の総括の下で行った。ただし、 Iに ついては農林水産省東北農政

局いさわ南部農地整備事業所、附編については各委託機関に依頼 した。

7 本書中に示 した平面座標値は平面直角座標第X系 (世界測地系)を用いている。なお、基準点測

量業務はい東開技術に委託 した。

8 野外調査では、農林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所 。奥州市教育委員会ならびに遺

跡周辺住民の方々より多大なるご協力を得た。

9 各種分析 。鑑定 。保存処理は下記の方 ・々機関に委託 した (敬称略)。

放射性炭素年代測定 :パ リノ・サーヴェイ株式会社、 (株)加速器分析研究所

石質鑑定 :花南岩研究会

炭化材同定 :阿部 利吉 (チ ャコールアドバイザー)

火山灰分析 :パ リノ・サーヴェイ株式会社、柴 正敏 (弘前大学理工学部)

10 陥し穴状遺構については佐藤宏之氏 (東京大学大学院人文社会系研究科)か ら御指導頂いた。

11 野外調査では、以下の方々のご指導。ご協力をいただいた (敬称略)。

佐々木いく子・朴沢志津江 (奥州市教育委員会)、 及川司 (平泉町文化財センター)、 酒井宗孝

(花巻市立博物館)、 本澤慎輔

12 本遺跡出土遺物及び諸記録類は岩手県立埋蔵文化財センターで保管 している。

13 今回の発掘調査による成果は岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第490集『平成17年度

発掘調査報告書』 (宮沢原下遺跡 第 1次調査で収録)及 び現地説明会 (平成17年 7月 23日 )等

で公表 しているが、本書を正式な報告とする。
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調査にいたる経過

国営いさわ南部農地整備事業実施地区は、岩手県の西南部に位置 し、胆沢川から北上川にかけての

扇状地の右辺部、標高110～ 210mの 段丘上に立地 している。

この地区の農業は、水田を主体とした経営により発展 してきたものの、所有耕地が分散 し区画形状

は未整備もしくは昭和30年代に整備された10a区画がほとんどで、かんがい用水不足に加え、用排水

路も未整備なことか ら、農業の近代化が図れないまま生産性の低い農業経営を余儀なくされている。

このため、農用地の効率的利用と、労働生産性の高い農業経営の展開が可能な生産基盤を形成する

ため、国営かんがい排水事業により基幹的な用排水施設を整備 し、本事業では既耕地を再編整備する

区画整理1,089haと 地目変換による農地造成■haの 地域を一体的に施工 し、併せて担い手への農地利

用の集積による経営規模の拡大と経営の合理化を図るとともに、土地利用の整序化を通 じ農業の振興

を基幹として本地域の活性化に資することを目的に、平成■年度より事業を進めてきた。

事業実施にあたつては、埋蔵文化財包蔵地の所在等の事前調査が必要になることから、この地区の

埋蔵文化財包蔵地の所在について、平成 8年度に岩手県教育委員会へ分布調査を依頼 した。

この依頼を基に、岩手県教育委員会は平成 8年度に分布調査を実施 し、「上中沢 I遺跡」ほか29遺

跡を確認 した。 この中に宮沢原下遺跡も含まれている。

その結果に基づいて岩手県教育委員会は、農林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所に対 し

事業予定等について照会 した。

回答を受けた岩手県教育委員会は、農林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所と協議を行い、

確認調査を財団法人岩手県文化振興事業団の平成16年度受託事業 とし、平成16年 1月 16日 付け「教生

第1667号」で財団法人岩手県文化振興事業団へ、平成16年 3月 8日 付け「教生第1887号」により農林

水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所長へそれぞれ通知 した。

上記通知を受けた財団法人岩手県文化振興事業団は、「宮沢原下遺跡」ほか3遺跡について東北農政

局いさわ南部農地整備事業所と協議のうえ委託契約を締結 し、確認調査を平成16年 10月 1日 から11月

17日 まで実施 したところ、縄文時代の陥し穴状遺構などの遺構が検出された。

上記の回答を受けた岩手県教育委員会は、農林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所と改め

て協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団の平成 17年度受託事業とし、平成17年 1月

17日 付け「教生第1447号」により財団法人岩手県文化振興事業団へ、平成17年 2月 28日 付け「教生第

1645号」により農林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所長へそれぞれ通知 した。

上記の通知を受けた財団法人岩手県文化振興事業団は、宮沢原下遺跡について農林水産省東北農政

局いさわ南部農地整備事業所と協議のうえ、平成17年 3月 30日 に発掘調査に係る協定書を交わし、平

成17年 4月 1日 に委託契約を締結のうえ、発掘調査を実施することとなった。また、前年度確認調査

が行えなかった調査区西端の確認調査も併せて行うこととなった。

(農林水産省東】ヒ農政局いさわ南部農地整備事業所)

-1-



Ⅱ

1 遺跡の位置と立地 (第 1図 )

立 地 と 環 境

宮沢原下遺跡は岩手県奥州市胆沢

区若柳字宮沢原地内に所在する遺跡

である。

奥州市は、岩手県の南部に位置し、

北に胆沢郡金 ヶ崎町、北上市、花巻

市、東に一関市、遠野市、気仙郡住

田町、南は西磐井郡平泉町及び一関

市、西は秋田県雄勝郡東成瀬村に接

し、平成18年 2月 20日 の旧水沢市、

江刺市、胆沢町、前沢町、衣川村 5

市町村の合併によりできた市である。

東西約 57km、 南北約 37km、 総面積

993.35k賃 を測 り、人口約13万人 (平

成18年 2月 現在)を有する。

遺跡は JR東北本線水沢駅の西南

西約15km、 奥州市の中北部に位置す

る。胆沢川と衣川に挟まれた胆沢扇

状地に形成された段丘上に立地する。胆沢扇状地に形成される段丘は高位面から一首坂、上野原、横

道、堀切、福原、水沢高位、水沢低位とあるが、宮沢原下遺跡はそのうちの堀切段丘の縁辺部に立地

する。国土地理院発行の25,000分 の 1地形図「供養塚」NJ 54 13 16 1(盛 岡16号 -1)の 図幅に含

まれ、北緯39度 6分57秒、東経141度 0分41秒付近にあたる。標高は180～ 183m、 胆沢川の現河道 と

の比高は約30mを測る。調査開始前の状況は水田及び畑地である。

2 遺 跡 周 辺 の地 形 (第 2図 )

地形的に見ると、遺跡の所在する奥州市胆沢区は、西方にある奥羽山脈の山裾、胆沢川及び衣川に

よって形成された胆沢扇状地上に位置 し、胆沢区域の大半はこの扇状地上に立地する。奥州市胆沢区

の北辺を流れる胆沢川は胆沢区馬留付近から東に蛇行 しなが ら流れるが、胆沢区出店付近で流路を北

東方向へ変え、北上川に注 ぐ。この胆沢川は奥州市胆沢区と胆沢郡金ヶ崎町との境界をなしている。

遺跡の所在する胆沢川右岸は、扇状地性の台地として発達 している。宮沢原下遺跡はこのうちの中

位段丘である堀切段丘の縁辺部に位置する。胆沢川が形成 した河岸段丘については、氷河性海面変動

ならびに各段丘面に堆積 したテフラの分析を基軸とした形成年代の特定がある程度なされており、古

い順 に高位段丘 (14万 ～45万 年前 に形成 )、 中位段丘 (5～ 9万 年前 に形成 )、 低位段 丘

(3000～ 2万年前に形成)と いう分類がなされている。これらはさらにTl(大歩面)、 T2(一首坂面)、

T3(西根面)、 Hl(上野原面)、 H2(横道面)、 Ml(堀切面)、 M2(福原面)、 Ll(水沢高位面 )、

●

奥州市

141°   142°

-2-



E 立地と環境

L2(水沢低位面)の 9面に細分される (大上 。吉田 1984)。 本遺跡の位置する堀切段丘は形成年代

がやや古い中位段丘にあって、大歩、一首坂、西根、上野原、横道に次いで形成された段丘との見方

がなされており、今から約 8～ 9万年前に形成されたとされる (渡辺 1991)。 次節で述べる各区の

基本層序の標高を見てもわかるように、西から東に向かって高度を減 じるとともに、段丘縁辺部に本

遺跡は位置するため、北へ向かっては急激に高度を減 じている。

さらに、本遺跡周辺は湿地帯になっていたところも多 く、本来の地形は起伏が大きかったと思われ

る。本遺跡での遣構確認は後述する基本層膨のⅢ層及びVa層が基本であるが、一部Va層を飛び越

してVb層で確認される遺構があることは、本来の地形が平坦でなかったことが推定される。

第 2図 遺跡周辺の地形分類 ((財)岩手県文振埋文センター2005 を一部改変)

3 基  本  層  序 (第 3図、写真図版 2・ 3)

野外調査では、遺跡内に堆積する土層の新旧関係及び各層の時期を把握するよう努めた。第 3図は

宮沢原下遺跡の基本層序模式図である。

基本層序はおおよそ以下のように区分される。なお、本遺跡周辺は第二次世界大戦後の開拓及びか

つての回場整備等による削平を受けており、土層の残 りは非常に良 くない。

I層 黒褐色～暗褐色シル ト。層厚15～ 65clll。 現在の耕作土及びかつての圃場整備の際の盛土。

Ⅱ層 黒～褐灰色シル ト及び粘土。層厚 0～ 50cm。 かつての回場整備の際に残った旧耕作土や盛土。

Ⅲ層 暗褐色シル ト。層厚 0～15cmo G区南西部のみに認められ、遣構確認面になる。ほとんどの

地点では削平により残っていない。十和田 a火山灰が窪地で堆積 している例が観察される。

Ⅳ層 暗褐色～にぶい黄褐色シル ト及び粘土。層厚 0～20cmo V層 へむけての漸移層。残存状況は

-3-
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Ⅱ 立地と環境

極めて不良。

Va層  褐色ん黄橙色粘土 (地山)。 ローム状を呈する。黒沢尻火山灰相当の地山構成層。多 くの

遺構の遺構確認面。上位地山はこの層のことを指す。

Vb層 黄褐色浮石 (地山)。 前沢火山灰相当の地山構成層。一部Va層が削 られ、 この面で検出

される遺構がある。下位地山はこの層のことを指す。

4 周 辺 の 遺 跡 (第 4図、第 1表)

岩手県教育委員会のまとめによると、平成17年 3月 末現在で、岩手県内には11,822ヶ 所の追跡が確

認されている。奥州市には1,064ヶ 所の遺跡が確認されており、このうち胆沢区内には、184ヶ 所の遺

跡が登録されている。宮沢原下遺跡周辺を概観すると、縄文時代の遺跡を中心に確認され、散発的に

古代や中世の遺跡が確認されている。宮沢原下遺跡周辺の主な遺跡の位置及び一覧表が第 4図、第 1

表である。なお、宮沢原下遺跡の所属する主な時期が縄文時代及び平安時代であることから、今回掲

載 したものは縄文時代・古代が関係する遺跡のみに限定 している。

このうち、周辺で発掘調査が行われている主な遺跡について略述する。

宮沢原遺跡 (遺跡番号 1)は、宮沢原下遺跡の西北西約1.5kmに 位置する。胆沢町史ではA～ F地

点に分かれているが、現在は一連の遺跡として扱われている。昭和36年以降数回の発掘調査が行われ

ており、縄文時代前期から晩期まで続 く集落跡である。竪穴住居跡や環状列石、土坑などが見つかっ

ており、多量の上器、石器、石製品、土製品が出土 している。

赤剥遣跡 (遺跡番号 4)は、宮沢原下遺跡の北約0.5kmに 位置する。昭和48年に胆沢町教育委員会

による発掘調査が行われており、縄文時代後期～晩期の土器、土製品、石器などが出上 している。

下中沢Ⅱ遺跡 (遺跡番号24)は、宮沢原下遺跡の南南東約3.5kmに 位置する。平成12年 に岩手県教

育委員会による発掘調査が行われており、縄文時代中期の竪穴住居跡、土坑、陥し穴状遺構が見つかっ

ている。縄文土器、石器が出土 している。

この他に、山の神、北丑転、上大畑平 I～Ⅲ等の遺跡で当事業に伴う確認調査が行われている。

第 1表 宮沢原下遺跡周辺の遺跡
市町村名 遺跡名 よみがな 種房∬ 時代 所在地 調査経歴・ 備考

1 颯州市 (胆 沢 区 宮沢原 みやさわはら 集落跡 IB文 若柳字宮沢原 S3639 イ寸教、 S44484952 町教

2 奥州市 (胆沢懸 成沢東 なりさわひがし 散布地 紹 支

3 奥州市 (胆沢区 宮沢原成沢 みやざわはらなりさわ 散布地 縄 又 若柳字宮沢原

奥州市 (胆沢区 赤 剥 あかはぎ 散布地 縄 文 若柳字赤剥 町教

5 Ⅸ州市 (1旦 沢区 宮沢原下 みやさわはらした 散布知 。狩場跡 縄 文 若柳字宮沢原 H16 県埋、H17 県埋

6 奥州市 BH沢 区 妙神下 みょうじんした 散布地 平安 若柳字上橋

7 囃州市 胆沢盛 赤剥東 あかはぎひがし 歌布地 縄 文 若新,掌赤素‖

8 奥州市 胆沢区 土橋 ど1ぎ し 散布地 縄 文 若柳字上橋

9 lA州 市 胆沢区 山の神 やまの力ゞみ 散布地 縄文・ 古代 看柳字山の森 H17 県埋

10 奥州市 (胆沢区 ) 十二軒 じぃうさんげん 散 布 ll 編文 若柳字横沢原

11 奥州市 (胆沢区 卜 版森 おやまはぎもり 散布地 縄 文 小山字萩森

12 奥州市 (胆沢区 野 中 のなか 散布地 半安 若柳字下結沢原

18 奥州市 (胆 沢区 ) ―の台Ⅳ いちのだいⅣ 散布地 縄 文 小山字上中沢 H15 県埋

14 奥州市 (1旦 沢医 ) 上中沢Ⅲ かみなかさわIl 散布 lll 縄 文 ′卜山字上中沢

15 奥州市 (胆沢区 ) L中沢コ かみなかさわ肛 散布地 纏 支 小山字萩森、上中沢

lll州 市 (胆沢低) 上大畑平 ] かみおおばたひら I 散布地 縄 文 小山字上大畑平 H16 県llL

17 奥州市 (胆沢区 上太畑半 コ かみおおばたひらⅡ 散布ナ也 縄 又 小山字上大畑平 H16 県埋

18 奥州市 (胆 沢区 ―の台 いちのだヽ 散布地 縄文・ 古代 H 県埋

19 理州市 (1旦 沢医 ―の台 Ⅱ いちのだいコ 散布 llll 縄 文 小山字上中沢、上―の台 11315 県埋

20 ― の合 Ⅱ いちのたいⅢ 散布地 紹 支 卜山字上中沢、上―の台 H 県 埋

21 奥州市 (胆沢Ⅸ 卜大 /mttI かみおおばたひら皿 散布地 縄 文 IЧ II掌
「

大畑平 H 県理

奥州市 (胆 沢区 上中沢 I かみなかざわ I 散布地 縄文 。平安

14州 市 (胆沢区 下中沢 I シもなかざわ I 散布地 1/E文 ′卜山字下中沢

祟〕‖ヽ市 (胆沢区う 下中沢 Ⅱ しもなかさわコ 散布地 繹 文 小山字下中沢 県教

奥州市 く胆沢必 北舟転 きたうしころばし 散布地 H17 県埋

金ケ崎町 中 山 なかやま 散布地 縄 文 永 沢 中 I開柘

27 安倍館 (通 入館 ) あべたて 城館跡 平安 永栄キ山

卜歩 こあご 散 布 llll 縄 文 永栄小歩

命 ケ 崎町 泉徽寺 えいとくじ 散布地 編支～中世 永栄門前

凡例 S:昭 和 H:平 成 県教 :岩手県教育委員会 町教 :1旦沢町教育委員会(834～ H18)本 寸教 :胆沢村教育委員会 (～S34)県埋 :岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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4 周辺の追跡
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第 4図 宮沢原下遺跡周辺の地形及び遺跡分布



Ⅲ 野外調査と室内整理

野 外 調 査

(1)調 査 区 (第 5図①、②)

宮沢原下追跡は、東西に向かって長軸が延びた不整楕円形状の形をした範囲をもつ遺跡である。長

軸約800m、 短軸約350m、 面積にして約173,000∬ に及ぶ広大なものである。今回の調査では、国営

いさわ南部農地整備事業によって削平を受ける範囲のうち、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課

(以下生文課とする)及び当センターによる試掘・確認調査の結果から本調査を要すると判断された、

生文課からの調整による面積24,000だ、契約締結時面積52,000ポ が当初対象となった。市道上土橋一

上中沢線、堰袋―宮沢原線、下萱刈窪―鶴田線で囲まれた範囲がこれに当たる。調査前の現況は、水

田及び転作が行われている旧水田である。ほ場整備に伴う上の盛 り切 りの関係で、調査区が10地点に

分かれていることから、原則西から東へA区、 B区、 C区……とした。そして後述するが、 8月 2日

の終了確認の際に追加となったF区の東に隣接する調査区を I区、 J区とした (第 5図①)。

なお、田面標高や構造物の位置により、精査を実施 した部分、確認調査にとどめた部分があるため、

当該区域における工事計画図も付 した (第 5図②)。

(2)調 査 経 過

今回の発掘調査は、平成17年 1月 14日 付け教生第1447号文書に基づいて、期間は平成17年 4月 13日

(水)か ら8月 18日 (木)ま で、生文課からの調整による対象面積は24,000∬、契約締結時における

対象面積は52,000∬ の予定で開始 した。その後、調査の進展に伴う指導や協議等により、最終的に期

間は8月 31日 (水)ま で、面積は58,700笛 を調査対象とすることとなった。

調査経過は以下のとおりである。

4月 13日  調査開始。A区南東端800ポが増になる可能性がある旨委託者から連絡がある。その後

生文課 。当センターで協議の結果、追加となる。

4月 22日   藤沢町十文字遺跡から丸山調査員 。千葉調査員合流。

4月 26～ 27日 基準点測量 (1回 日)実施。

5月 13日  A区 西側6,500だ部分終了確認実施。

5月 18日  丸山調査員 。千葉調査員、二戸市 (旧浄法寺町)舘 Ⅱ遺跡へ移動。

5月 19日  花巻市 (旧石鳥谷町)中村遺跡から村上調査員 。菅野調査員合流。

5月 31日  米田調査員・林調査員、田野畑村千足南遺跡へ移動。

6月 1～ 2日 基準点測量 (2回 目)実施。

6月 21日   H区 北東側において、遺構が東へ延びる可能性が浮上 したため、現地協議実施。 1,400

∬分が追加となる。

6月 30日  村上調査員 。菅野調査員、奥州市 (前沢区)道上遺跡へ移動。

7月 13日  A～ H区重機による表土除去終了。

7月 14～ 15日 生文課確認調査実施。 (の ちの I区・ J区分となる。)

7月 23日  現地説明会開催 (参加者79名 )。

8月 2日   当初調査区 (A～ H区)終了確認実施。 7月 14～ 15日 に生文課で確認調査 した範囲 (I

-  7 -―
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Ⅲ 野外調査と室内整理

区・ J区)について、委託者から調査要望があがる。

8月 4日   8月 2日 に要望のあった I区 。J区 (4,200だ )について全面追加となり、終了予定が

8月 18日 から8月 31日 に延長となる。

8月 9日  航空写真撮影実施。 I区 。」区調査開始。

8月 12～ 17日  お盆休みのため現場閉鎖。

8月 16日  宮城県南部地震発生 (奥州市胆沢区は震度5弱 )。

8月 19日  当初調査区引渡 しにかかる協議。平面検出のみの保護遺構等があるため、当初区終了は

8月 24日 までとなる。

8月 25日   I区 ・ 」区終了確認実施。現場事務所前のゴミ集積所部分について、事業予定地になる

ため、確認調査立会いの指導を生文課より受ける。

8月 29日  現場事務所前ゴミ集積所部分の確認調査立会。

8月 31日  撤収。

9月 7日  生文課から24,000ポから58,700督への調査面積変更通知文書 (教生第905号)至1着。

(3)調 査 体 市J(第 2表 )

宮沢原下遺跡の調査は、 4月 13日 から8月 18日 までの、当初予定で52,000ポ に及ぶ大規模面積の調

査となった。そこで、調査区をA～ Hの 8区に分け、調査区分担制による調査を行うこととした (の

ちに 1・ 」区が追加となったため、最終的には10区、対象面積は58,700だ となった)。 体制及び各区

における調査期間は第 2表のとおりである。

第 2表 各区別調査体制及び調査期間

(4)確 認 調 査

今回の宮沢原下遺跡の調査には、 2回の確認調査が含まれている。本項では確認調査の結果につい

て報告する。

1.A区西側 (付図 1、 第 3表、写真図版 4)

A区西側に確認を要する部分があり、当初契約の段階で当センターが確認調査を行うこととされ、

遺構が確認された場合、その周辺を拡張 して本調査とすることとされていた。

そのため、 4月 14～ 15日 に確認調査を実施 した。対象面積3,250置 に幅 2mの トレンチを 6本設定

(Tl～ T6)し、遺構の有無を確認 した。調査面積は614∬である。

基本層序は、 1層 水田耕作土 (厚 さ30～ 35clll)、 2層 黄褐色シル ト 【地山 。遺構確認面】 (層厚

不明)で ある。

調査の結果、一番東側のTlで東西方向にはしる溝状の陥 し穴状遺構を 1基 (本文中のAl陥 し穴

状遺構)検出した。遺構検出面及び工事計画標高との関係は第 3表のとおりである。

日程

担 当

7月 備考

1 1 15 15 1 15 I

A区 米国・林 9550雷

A区西側確認 戸根・村田 10 3,250∬

B区 村 田 3,500ni

C区 村 田 50言

D区 付田・ 丸山 3150言

E区 村田 40苫

F区 村 田 1,280ポ

G区 戸根・ 千葉 6,500ポ

H区 戸根 。村田・ 村 _ヒ・ 菅覇 27100言

I区 戸根・村田 1.800ド

」区 戸根・村田 2,400言

戸根 100雷
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1 野外調査

なお、すべての トレンチで、北側に向

かうにつれ地山が下がっていく様子が認

められる。 トレンチ北側は黄褐色の地山

であっても水成堆積の様相を呈 している。

第 3表 A区確認調査における検出遺構及び工事計画標高との関係

遺構名
遺構確認標高

(A)
工事計画標高

(B)
標高差
(B― A)

Al陥 し穴状遺構 186291n 186221n -007m

T3で は、 トレンチの一番南側でも水成堆積の様相を呈 していた。

西側田面のT4の一番南側では再び水成堆積を呈さない地山が確認されており、これらのことから、

T3付近及び田面北側で沢の存在が想定される。

この結果を踏まえ、委託者・岩手県教育委員会 。当センターで協議を行った結果、陥し穴状遺構の

確認された周辺500ポについてA区として拡張のうえ、本調査を行うこととした。

2.ゴ ミ集積所周辺 (第 6図、写真図版 3)

8月 25日 の追加調査区 (1・ 」区)の終了確認の際に、ゴミ集積所の部分 (H区北東端)に ついて、

追加で事業予定地になることから、確認調査について委託者から依頼があった。本来であれば文化財

保護部局である岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が行うべきものであるが、短期間での日程調

整が難 しいこと、当センターの調査が 8月 31日 までであることから、委託者 。当センター・生涯学習

文化課の協議のうえ、当センターで立ち会うこととなり、 8月 29日 に調査を実施 した。

調査対象区域100rに トレンチを 2本設定 (Tl～ T2)し、遺構の有無を確認 した。調査面積は23

ポである。なお、ゴミ集積所の上屋構造物が残っていることからトレンチは構造物の周囲に設定 した。

基本層序は、 1層  黒褐色土 【現表土】 (層厚10cm前後)、 2層 暗褐色シル トと黄褐色粘上の混合

層 【盛土】 (層厚15～ 20cm)、 3層 黒褐色シル ト 【炭化物を僅かに含む。旧表土か。】 (層厚 0～ 10cm)、

4層 黄褐色粘土 【地山・遺構確認  三

面】である。調査の結果、T2東側  一

で盛土の下に僅かに旧表土と見られ  =
る黒褐色シルトが見つかったが、基 H/11HIIIIIIIIII

性
に
笠

S=1/50「

肇讐[憲憲茎佑雹籍三遭環瑕∈⊆祈
・
Ⅲる「と占

~~…
`

:睦:藍    1中
Lと∪
    1翼

た。                       第 6図  8/29確認調査 トレンチ配置図

(5)グ リッ ドの設定 と基準点 (第 7図、第4表 )

検出される各種遺構・遺物の詳細な座標値を記録するため、調査区を覆う碁盤目状のグリッドを設

定 した。

今回の調査区は広大な遺跡範囲の中に点在 している。そのため、各調査区の位置関係を明確に示 し、

かつ、本遺跡範囲において将来同様の調査が行われる際にそのまま用いることができるように配慮 し

て、今回の調査区全域を網羅するグリッドを配置した。

グリッドの設定は、平面直角座標 (第 X系)【世界測地系】に従い、基準点を 2点、補助点を12点

設定 した。

グリッドは、100m四方を単位にして等分 した大グリッドを設定する。大グリッドは、X=-98140

m、 Y=14800mを 基準とする。西から東へ I、 Ⅱ……、北から南へ A、 B、 C……とし、数字と英字

の組み合わせによって名称を付与する (第 7図 )。 その後、大グリッドを 4m単位で等分 し、西から

＼、ャャい`｀
ジ~~Tl__ ・

|
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Ⅲ 野外調査と室内整理

東へ 1～ 25ま での名称を、北から南へ a～ yま での名称を付与 し、小グリッドを設定する。すなわち、

X=98,140m、 Y=14,800mの 基準点のグリッド名称は、 IAlaと なる。現地では各小グリッドの

北西隅に位置する杭にその小グリッドの名称を表記 して用いた。本書中のグリッド表記では、原則と

して、小グリッドの北西隅に位置する杭を表記 しているが、遺構平面の位置が小グリッドの杭から著

しく離れている場合、小グリッド十方角十距離で示 している場合がある。 I A21c ttE 2 mの 場合、

I A21cの杭から東に 2m離れていることを示す。すなわち北西隅が小グリッド名で対応できる場合

は、方角十距離については表記 していない。_

上記のグリッドを実際に調査区に割り付けるため、現地には基準杭とこれを補う区画割付杭を打設

した。

基準杭及び区画割付杭の第X系座標値 (X、 Y)と 標高値 (H)、 及び対応するグリッド杭名は第 4

表のとおりである。

第 4表 基準点座標一覧 (世界測地系による)

対応グリッド杭 区 X(m) Y(m) H(m)
基準点 1 H B21a A -9814000C 1508000( 185490

基準点 2 Ⅳ Alu G -9812000C 1520000( 18399C

補 点 1 B21 f A -9816000C 15080000 185631

補 点 2 Ⅳ Alk G -9808000( 15200000 184054

補 点 3 Ⅲ A21u G -9812000〔 15180,000 18409こ

補 点 4 VAlp H -98100,00〔 15300000 18306C

補 点 5 VAlu H -9812000( 15300000 183032

対応グリッド杭 区 X(m) Y(m) H(m)

補 点 6 Ⅳ Bla G -98140000 15200000 183850

補 点 7 Ⅳ Bllp D -98200000 15240000 183926

補 点 8 Ⅳ Bllu D -9822000C 15240000 184002

補 点 9 VA6u H -98120000 15320000 182759

補 点10 V A16u H -98120.000 15360000 182311

補 占
〔

Ⅵ Alu H -98120000 15400000 182258

補 点12 ⅥAllu H -98120000 15440000 181693

(6)試 掘・ 表 土 除去

調査は、調査区をA～ 」の計10区 に分けた。その後、各区で試掘 トレンチを設定 し、土層の堆積状

況を確認後、表土を重機で除去 した。平成16年度に当センターで実施 した試掘調査の際の深掘リトレ

ンチ等で基本層序の確認を行うとともに、人力による遺構検出を行った。ただし、バックホー等の機

械類、調査員の配置等の関係で、一斉に調査区全面に対 して調査員を配置できないことから、最初に

A・ D・ G区において、試掘・表土除去・精査を行い、当該調査区の調査が終了後、順次 BoC・ E・

F・ H・ I・ J区へ入り、上記の工程により調査を行った。つまり、各区において、試掘→表土除去

→精査という流れで調査を行った。

調査では、まず対象区域に任意に トレンチを設定 し、バックホー掘削によって土層の堆積状況と遺

構の存否を把握 した。試掘及び昨年度当センターで実施 した確認調査により遺構・遺物が確認されな

かった範囲については、これをもって調査終了とした。一方、遺構が確認された場合は、その上面を

面的に広げるように土層を除去 した。この際、バックホー 。キャリアダンプ等の重機を積極的に用い

たが、検出面までの土層が薄い場合など、重機の使用が適当でないと判断 した区域では、入力による

掘削を行った。

なお、H区については対象面積が27,100だ と非常に広大であることから、調査前の田面 1枚を 1つ

の トレンチとし、 1枚おきに表土除去を行った。

(7)遺 構 検 出・ 精 査

表土除去の後、鋤簾 。両刃草削り。移植ベラを用いて、遺構検出を行い、必要に応 じてスプレー塗

料による白線で遺構プランにマーキングを施 した。

精査では遺構の規模に応 じて 2分法・ 4分法を使い分け、土層断面を観察 しながら、埋土を除去 し
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Ш 野外調査と室内整理

た。検出時に遺構の重複が認められた場合、なるべく平面観察で新旧関係を把握するように努め、原

則として新期のものから順に埋土の掘削を行 った。この場合、両者を縦断する断面を設定 し上層の堆

積状況からも併せて新旧関係を検討 した。また、平面プランの確定や埋上の解釈が困難な場合には、

積極的にサブトレンチを活用 して、これらの確認に努めた。 これにより、完掘段階には平面プランの

一部がサブトレンチで壊された状態になったものも多い。出上 した遺物は、遺構名やグリッド名及び

出土層位を記録 して取 り上げ、必要に応 じて出土状況記録として実測・撮影を行った。

なお、A区西側 (確認調査区を除 く)、 B区南側については、平成16年度に実施 した確認調査の ト

レンチの間に トレンチを設定し、遺構が確認されなかったことから、 トレンチ調査のみで終了とした。

(8)遺 構 の 名 称

①野外調査中の仮名称

遺構名は、遺構の種類毎に、次のような記号を定め、数字をつけ、遺構名の前に調査区名を付して

仮番号とした。

SKl、 SK2、 SK3、 ～ :土坑 (陥 し穴を含む)  SXl、 SX2、 SX3、 ～ :そ の他遺構

(例)A SKl A区 の 1号土坑

以上の仮名称は、室内整理段階でも作業用遺構名としてそのまま使用した。

②本書中の掲載名称

遺構は掲載にあたって仮名称を変更し、区毎に1か らの連番とした (Al陥 し穴状遺構など)。

(9);蒸 ツRIJ

遺構 。出土状況等の平面実測は、光波 トランシットを用いて行った。縮尺は1/20と した。 トレン

チ位置図 。遺構配置図 。現況地形図等の作成 も光波 トランシットを用いて行った。

断面図は水平に設定 した水糸を基準にして実測・作図 した。縮尺は1/20を基本とし、細部表現を

要する場合には、1/10図 も作成 した。

(10)土層断面 の分層 と注記

遺構や トレンチなどの上層断面は慎重に観察し堆積状況を把握するように努めた。分層は堆積過程

を表現するのに必要と思われた場合は細部にも配慮したが、薄層が連続的に互層をなす部分や、偶然

の結果と思われる混入物の偏りなどは徒に細分せず、有意と思われるまとまりの境界を表現するよう

に努めた。

この分層の根拠を示すため、各層の性状を記録 し、色調・土性 。混入物・粘性・締まりの程度等を

記載 した。また、解釈可能な場合は、その層の持つ性格を想定 し付記 した。

土色の表記は新版標準土色帳 (農林水産省農林水産技術会議事務局)に準 じたが、調査員が受ける

層間の印象の差が土色名の違いとして反映されない場合も多 くあった。このため、各層の記録には調

査員個人の主観による相対的な層全体の印象 (明暗や色味の差)も併記 した。例えば、「○層よりも

明るい」。「焼土含み全体に赤味」。「炭化物多 く黒み強」。「地山含み責味がかるJ等の表現がこれにあ

たる。また、混入物の量について「極微」。「やや多」等の表記としたが、調査員の主観的基準を上色

帳に示されているパーセント表記に置き換えれば、概ね下記のとおりとなる。

極微(1～ 2%)・ 微(3～ 5%)・ 少(5～ 10%)・ やや多(15～ 30%)・ 多(30～50%)。 大量(50%以上)

なお、調査体制で前述 したように、今回の宮沢原下遺跡は調査区分担制による調査としたことから、

分層・注記においては、各調査員間でばらつきがあることをあらかじめ了承願いたい。
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1 野外調査

(11)写 真 撮 影

野外調査では、 6× 7 cm判 カメラ (モ ノクロ)、 35mm判 カメラ (カ ラーリバーサル・モノクロ)、 デ

ジタルカメラを用い、各種遺構の全景・土層断面 。遺物出土状況等を撮影した。撮影に際しては、撮

影状況を記 したカードをその都度写し込み、現像後これを元に整理した。撮影は35mm判 カメラ。デジ

タルカメラを基本とし、必要に応じて 6× 7 cm判 カメラを使用した。また、省略したカットや不手際

により必要なカットを撮影できなかったものもある。また、これらとは別に、 8月 9日 (火)に セス

ナ機による遺跡の航空写真撮影を行った。

(12)広 報 活 動

埋蔵文化財に対する啓蒙活動の一環として、平成17年 7月 23日 に調査成果を公開する現地説明会を

開催した (参加者数79名 )。

室 内 整 理

(1)作 業 手 順

野外調査終了後、室内において遺物洗浄、地点別の仕分・分類、土器の接合・復元作業を行い、随

時掲載資料の選別 。登録を行った。その後写真撮影、実測図作成 。拓影作成 。トレースの順に作業を

進めた。調査員はこれらの作業の統括と並行して図面合成 。遺物観察表作成 。原稿執筆を行った。

(2)i貴 構

各遺構は第 2原図を作成 し、 トレース後図版を作成 した。図中には縮尺を示すスケールを付 し、 ま

た、方位マークにより座標北を示 した。本書に記載の遺構実測図に付 した方位は、平面直角座標第 X
系 (世界測地系)に よる座標北を示す。土層注記は、基本土層にローマ数字、遺構埋土にアラビア数

字を用いた。

(3)i豊 物

土器は出土地点 。遺構別に分けた後、各々の集合の内容を代表資料を選抜 し、実測作業対象とした。

石器は、いわゆる定形的な石器に加え、細部加工剥離または微細な剥離をもつ剥片類に対 しては番

号を付 して登録 し、実測等の作業対象とした。微細な剥離をもたない剥片類及び礫類等については番

号を付 して登録するものの、写真掲載のみとした。

全ての遺物には掲載番号・出土地点 。計測値 。観察事項等を記載 した一覧表を作成 した。本来であ

ればあらゆる観察事項を網羅すべきだが、実測図から読みとれる属性については、記載を省略 したも

のも多い。

実測図の縮尺は、土器 1/2、 石器2/3を原則とし、図版毎にスケールを付 した。写真図版は土器・

石器は実測図と同縮尺を原則としている。写真掲載のみのものがある石器剥片及び礫についても同様

とした。ただし、法量の大小等により、原則の縮尺とは異なる場合は、遺物の脇に当該スケールを記

している。

なお、法量については、石器は残存値を示 した。土器は小片のため、国径・底径は算出できないの

で、器高のみ示 した。ただし、残存値よりも高 くなることしか示せないので、不等号を用いて残存値

よりも高 くなるということを示 した (3.0<であれば、3.Ocmよ りも高いことを示す)。
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構遺出検Ⅳ

調 査 の 概 要

本遺跡は、面積にして約173,000ピ に及び、岩手県遺跡台帳には縄文時代の遺物を包含する遺跡と

して登録されている。今回調査対象となった10地点 (A～ J区)は、この広大な遺跡範囲の約1/3に

あたる。今回の調査では、10地点すべてにおいてほぼ類似性のある遺構が検出され、本遺跡の性格が

明らかになった。

検 出 遺 構

本遺跡で検出された遺構は焼土遺構 1基 と陥し穴状遺構206基である。以下その内容について詳述

する。

(1)焼 土 遺 構 傍 8図・写真図版33)

【位置・検出状況】G区のⅣB2bグ リッドに位置する。Va層上面で中央が赤褐色、周縁が黒褐色

の不整形なプランを確認した。

【規模・形状】平面形は長軸129cm× 短軸50cmの 中央がくびれた楕円形状を呈する。底面までの残存

深度は27cmで ある。

【埋土と堆積状況】埋上には炭化物や焼土粒子を含んでいる。おおむねレンズ状堆積を呈している。

【重  複】なし。

【出土遺物】なし。

【所属時期】出土遺物がないので、時期は不明である。
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第 8図 G区焼土遺構

(2)陥 し穴 状 遺 構

今回の調査において検出された遺構のほとんどは陥し穴状遺構であり、調査区全域で206基確認さ

れた。

平面の形態として円形、溝状、楕円形の 3種に大別される。なお、溝状については、短軸の幅が広

いものと狭いものの 2種に、溝状のうち短軸幅が広いものと楕円形については底面の形状で 3種類、

大きさにより2種にさらに細分される。ほとんどの遺構は、地山構成層となる黄褐色粘土 (基本層序
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2 検出遺構

のVa層 )で検出しているが、 G区南西隅の一部の遺構ではその上に堆積 していた暗褐色 シル ト (基

本層序のⅢ層)で、H区北東側の一部の遺構では地山構成層であるが下位にあたる黄褐色浮石層 (基

本層序のVb層 )で検出している。

以下では形態別に概要を詳述する。なお、各遺構の規模、形状、図版表示等の記述については24ペー

ジ以降の表により代用することとし、記載方法については、22～ 23ペ ージのとおりとする。

①円筒形の陥 し穴状遺構 (1類)

【検出数】54基。底面に杭穴を有するもの (´b類)が40基、有さないもの (d類)が 14基である。

【分布状況】A区以外の調査区全域で認められる。

【検出面における平均規模】長軸90cn4× 短軸83clll、 深さ95cmで ある。

【断面形状及び検出数】 ビーカー状 (b類)が43基、漏斗状 (c類)が 5基、その他 (d、 e類)6
基であり、 ビーカー状をしたものが多い。

【埋土と堆積状況】黒色、黒褐色、暗褐色のシル ト及び粘上を主体として堆積するものを基本とする。

下部には黄褐色系の粘土が含まれるものもあるが、これは地山が崩落 した際に堆積 したものと考えら

れ、主体の上である黒色、黒褐色、暗褐色の上を狭在することが多い。底部に黒褐色土や褐灰色土、

水成堆積を呈する黄褐色系の土が堆積することもある。ほとんどが自然堆積によるものと考えられる。

【杭穴】杭穴を有する場合、認められる杭穴の数は 1個 のものが大多数であるが、稀に 2個あるもの

もある。底部の中央付近に認められ、壁際では認められない。

【その他】 」5、 J9、 J10の各陥 し穴状遺構では、埋土中で火山灰と思われるものが見つかり、火

山灰分析を実施 したところ、十和田 aと いう結果が出た。また、 G29陥 し穴状遺構、 」5陥 し穴状遺

構では放射性炭素年代測定 (AMS法)を行っている。

【所属時期】今までの研究成果及び放射性炭素年代測定の結果から、多 くのものは縄文時代前期にな

るものと思われる。ただし、十和田 aと みられる灰白色火山灰が含まれているものも出てきており、

一部には平安時代に属するものもある。

②溝状の陥 し穴状遺構

開口部短軸の狭いもの (Ⅱ 類)と 広いもの (Ⅲ類)の 2種に分けられる。

a 短軸が狭い陥し穴状遺構 (Ⅱ 類)

【検出数】41基。底面に杭穴を有さないもの (d類)がほとんどであるが、 1基のみ (H19陥 し穴状

遺構)杭穴状の穴が認められるもの (b類)が ある。

【分布状況】調査区全域で認められる。

【検出面における平均規模】長軸314c14× 短軸44cm、 深さ91cmである。

【断面形状及び検出数】断面形は全てがU字形である。

【埋土と堆積状況】黒色、黒褐色、暗褐色のシル ト及び粘土と地山崩落に伴う黄褐色系粘土での構成

を基本とする。ほとんどが自然堆積によるものと考えられる。

【長軸方向】まちまちではあるが、真北から東西それぞれ20度ずつの範囲で傾いているものが多い。

【杭穴】唯一杭穴を確認 しているH19陥 し穴状遺構では、中央に 1個認められる。壁際では認められ

ない。

【その他】A25陥 し穴状遺構の底面から縄文時代前期と考えられる土器片が出上 している。 G23陥 し

穴状遺構では底面に有機質遺物 ?が残っており、放射性炭素年代測定 (AMS法)を行っている。

【所属時期】A25陥 し穴状遺構底面から出上 した土器では縄文時代前期になるが、出土遺物の時期が

遺構所属の時期とは一致 しないことがある陥し穴状遺構がもつ特性を考えると一概には前期と決定は
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Ⅳ 検出遺構

できない。G29陥 し穴状遺構底面有機質遺物 ?で行った放射性炭素年代測定結果では3870± 40yrBP

という結果が出ている。さらに今までの研究成果等を勘案すると、縄文時代中～後期になるものと思

われる。

b 短軸が広い陥 し穴状遺構 (Ⅲ類)

調査区全域で計36基確認された。分布はA、 B、 G、 H区で認められる。底面が方形状を呈するも

の (1類)と 楕円状になるもの (3類)の 2種に分けられ、さらに杭穴の位置で底面の端部にあるも

の (a類 )、 底面の中央にあるもの (b類 )、 中央・端部の両方にあるもの (c類 )、 確認できないも

の (d類)に細分される。

底面が方形状を呈 し、端部に杭穴を持つ陥 し穴状遺構 (Ⅲ la類 )

【検出数】20基。

【分布状況】 A、 G、 H区で認められる。

【検出面における平均規模】長軸206cm× 短軸 90clll、 深さ117cmで ある。

【断面形状及び検出数】断面形は漏斗状のもの (c類)が 13基、 ビーカー状 (b類)が 5基、その他

が 2基である。

【埋土と堆積状況】上部に黒色上、黒褐色土、暗褐色上、下部に黒褐色土などを狭在 した黄褐色粘土

が堆積することを基本とする。検出面で十和田 aと みられる灰白色火山灰が見つかることが多いが、

まれに底面で灰白色火山灰が見つかることもある。ほとんどが自然堆積によるものと考えられる。

【長軸方向】まちまちであるが、真北、東20度前後、西20度前後に傾 くまとまりがある。

【杭穴】 1～ 6個あるが、平均 3個ある。

【その他】H9、 H34、 H57の 各陥 し穴状遺構で火山灰分析を実施 している。

【所属時期】底面において灰白色火山灰が確認されているものは平安時代に属する。 これ以外の埋土

上部に灰白色火山灰があるものや火山灰が確認できないものでも、形態や埋上の特徴等から、平安時

代に属する可能性が高い。

底面が方形状を呈 し、中央に杭穴を持つ陥 し穴状遺構 (Ⅲ lb類 )

【検出数】 6基。

【分布状況】 A、 B、 H区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸212c14× 短軸86cln、 深さ83cmで ある。

【断面形状及び検出数】断面形はビーカー状が 4基、漏斗状、その他が 1基ずつである。

【埋土と堆積状況】上部は黒色または黒褐色土、下部は褐色ないしは黄褐色土で構成されることを基

本とする。底面に褐灰色土を含むものもある。火山灰の堆積は認められない。ほとんどが自然堆積に

よるものと考えられる。

【長軸方向】真北から西へ50度前後に傾いたものが多い。

【杭穴】杭穴は 2個前後だが、中には 8個あるものもある。

【所属時期】今までの研究から、縄文時代のものと考えられる。

底面が方形状を呈 し、中央・端部両方に杭穴を持つ陥し穴状遺構 (Ⅲ lc類 )

【検出数】 2基 (H4、 H12陥 し穴状遺構 )。

【分布状況】H区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸237cm× 短軸 110cm、 深さ127cmで ある。

【断面形状及び検出数】断面形はビーカー状、漏斗状各 1基である。

【埋土と堆積状況】H4陥 し穴状遺構は、上部が黒褐色土を狭在 した黄褐色土、下部は灰褐色土、底
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2 検出遺構

面が黒色土で構成される。 1層に十和田 aと みられる灰白色火山灰が堆積する。H12陥 し穴状遺構で

は、上部は地山崩落に伴う黄褐色系土を狭在 した黒褐色、暗褐色のシル ト、下部は黄褐色系の粘土質

シル トで構成される。ほとんどが自然堆積によるものと考えられる。

【長軸方向】H4陥 し穴状遺構は真北から西へ53度、H12陥 し穴状遺構は70度傾いている。

【杭穴】 4な いしは 6個である。いずれも底面に対 して斜方向に打ち込まれている。

【所属時期】埋土に十和田 a火山灰があること、遺構形態、杭穴の状況、埋上の特徴等から、平安時

代の可能性が高い。

底面が方形状を呈するが、杭穴を持たない陥 し穴状遺構 (Ⅲ ld類 )

【検出数】 3基 (B9、 G4、 G20陥 し穴状遺構)。

【分布状況】 B、 G区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸214cm× 短軸92c14、 深さ105cmで ある。

【断面形状及び検出数】断面形は全て漏斗状を呈する。

【埋土と堆積状況】黒色または黒褐色上で構成されることを基本とする。地山崩落に伴う黄褐色上が

下部に入ることもある。底面や上部に灰白色火山灰が堆積するものもある。ほとんどが自然堆積によ

るものと考えられる。

【長車由方向】ばらつきがある。

【その他】B9陥 し穴状遺構では火山灰の分析、および火山灰堆積層の上下で見つかった炭化物を用

いた放射性炭素年代測定を実施している。

【所属時期】埋土に十和田a火山灰があること、遺構形態等から、平安時代の可能性がある。底面の

端部に杭穴を持つⅢla類の系譜をひくものと考えられる。

底面が楕円形を呈 し、端部に杭穴を有する陥し穴状遺構 (Ⅲ 3a類 )

【検出数】 2基 (A9、 A13陥 し穴状遺構)。

【分布状況】A区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸240cm× 短軸115cm、 深さ107cmで ある。

【断面形状】ビーカー状を呈する。

【埋土と堆積状況】上部に黒色土、黒褐色土、暗褐色土、下部に黒褐色土などを狭在した黄褐色粘土

が堆積することを基本とする。埋土上部で十和田aと みられる灰白色火山灰が見つかることが多い。

ほとんどが自然堆積によるものと考えられる。

【長軸方向】A9陥 し穴状遺構は真北から西へ68度、A13陥 し穴状遺構は真北から東へ24度傾いてい

る。

【杭穴】 6個。

【その他】ヽヽずれも火山灰が確認されていることから分析を行ったところ、十和田 aが含まれている

ことが明らかになった。

【所属時期】遺物が出土 していないので詳細は不明だが、遺構の形態や火山灰をはじめとした埋上の

堆積状況から、平安時代に属する可能性が高い。

底面が楕円形を呈 し、中央に杭穴を有する陥 し穴状遺構 (Ⅲ 3b類 )

【検出数】 1基 (B10陥 し穴状遺構)。

【分布状況】 B区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸206cm× 短軸 73cnl、 深さ89claで ある。

【断面形状】U字形を呈する。
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【埋土 と堆積状況】上部 は黒褐色および暗褐色のシル ト、下部 は黄褐色系の シル ト、底面 は水成堆積

の様相を呈す る褐灰色 シル トで構成 される。 自然堆積によるもの と考え られる。

【長軸方向】真北か ら西へ56度傾 く。

【杭穴】 2個。

【所属時期】今までの研究成果から、縄文時代のものと考えられる。

上言己のほかに、平面検出のみ等により分類できないものが 2基ある。

③楕円形の陥し穴状遺構 (Ⅳ類)

76基確認された。分布は調査区全域で認められる。さらにこれらは底面の形状により、方形 (隅丸

方形を含む)(1類)の もの、撥形をしたもの (2類)、 楕円形のもの (3類)と いう3種類に細分で

き、さらに底面に打たれた杭穴の位置及び開口部の大きさによってさらに細分される。うち 4基は工

事計画の関係で平面検出及び一部のみ掘削としているため、底面施設についてははっきりしない。

底面が方形を呈し、杭穴が底面端部にある陥し穴状遺構 (Ⅳ la類 )

【検出数】28基。

【分布状況】調査区のほば全域で確認される。

【検出面における平均規模】長軸203clll× 短軸120cm、 深さは124cmで ある。

【断面形状】漏斗形をしたもの21基、ビーカー状 2基、逆台形状などが 5基である。漏斗型以外のも

のは、本来漏斗型をしたものが、戦後の開拓等による削平や自然崩落等により、変形したものと考え

られる。

【埋土と堆積状況】上部は黒色または黒褐色土、下部は黒色および黒褐色土を狭在 した黄褐色系土で

構成されるものを基本とする。埋土上部または底部に灰白色火山灰が堆積することが多い。埋上の上

～中位に分布するものと下位及び底面に分布するものとがある。底面に分布する場合、堆積は水成堆

積の様相を呈する場合が多い。全て自然堆積によるものと考えられる。

【長軸方向】真北～真北から西へ20度 の範囲で傾いているものが多い。

【杭穴】 1～ 7個 にまで及ぶ。

【その他】掘削する際に残った工具 ?の痕跡を残すもの (H32陥 し穴状遺構、H90陥 し穴状遺構など)

もある。H50陥 し穴状遺構で放射性炭素年代測定を行っている。また、 B6陥 し穴状遺構をはじめと

した多くの陥 し穴状遺構から火山灰が出ているため、火山灰分析を行ったところ、青森県の十和田湖

で爆発 した際に降下 した十和田 aを起源とするものという結果が出ている。

【所属時期】埋土中から遺物が出上 していないため、詳細は不明な部分が多いが、放射性炭素年代測

定 (AMS法 )の結果や灰白色火山灰の出土状況などにより、平安時代に属するものと考えられる。

底面が方形を呈 し、杭穴が中央にある陥し穴状遺構 (Ⅳ lb類 )

【検出数】12基。

【分布状況】 A、 B、 G、 H、 Jの各区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸 158clll× 短軸99cm、 深さは89cnaで ある。底面端部に杭穴を持つⅣla

類と比べ大きさは小さくなる。

【断面形状】断面形はビーカー状をしたもの10基、漏斗型 2基である。

【埋土と堆積状況】黒色または黒褐色の土と黒褐色土を狭在 した黄褐色系の土で構成されることを基

本とする。底面に水成堆積の様相を呈 した褐灰色土や黄褐色系の上が含まれることもある。埋土中に

火山灰を含まれないことが多いが、 」1陥 し穴状遺構では埋上下部に火山灰が堆積 している。全て自

然堆積によるものと考えられる。
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【長軸方向】真北から西へ10度前後に傾いた範囲までのものが多い。

【杭穴】 1～ 9個 にまで及ぶ。

【その他】H54陥 し穴状遺構で放射性炭素年代測定を行 った。また、 」1陥 し穴状遺構では火山灰と

みられるものが確認されたことから、火山灰分析を行 った。

【所属時期】埋土中から遺物が出上 していないため、詳細は不明な部分が多いが、今までの研究や放

射性炭素年代測定 (AMS法)の結果などにより、多 くのものは縄文時代に属するものと考え られる。

ただし、 」1に ついては、埋上下位で十和田 aと みられる火山灰を確認 しており、平安時代に下る

ものも含まれる可能Jl■がある。

底面が方形を呈 し、底面の端部と中央両方に杭穴が確認された陥 し穴状遺構 (Ⅳ lc類 )

【検出数】 1基 (A17陥 し穴状遺構)。

【分布状況】A区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸220cm前後×短軸 178cm、 深さは114cmで ある。

【断面形状】逆台形を呈する。

【埋土と堆積状況】暗褐色・褐色・黄褐色の粘土で構成される。自然堆積によるものと考え られる。

【長軸方向】真北とほぼ直交する。

【杭穴】13個。

【その他】上部はA30陥 し穴状遺構に切 られる。

【所属時期】埋土中から遺物が出上 していないため、詳細は不明であるが、Ⅲd類とみられるA30陥

し穴状遺構より新 しいことは確かである。

底面が方形を呈するが、杭穴が確認されなかった陥 し穴状遺構 (Ⅳ ld類 )

【検出数】 8基。

【分布状況】 A、 B、 D、 F、 G、 Hの各区で確認される。

【検出面における平均規模】検出面における長軸で170cmを境として大形のもの 5基 と小形のもの 3

基に分けられる。大形のものは、長軸210cm× 短軸 128cm、 深さ117cln、 小形のものは、長軸138cm× 短

軸88om、 深さ83c14で ある。

【断面形状 。検出数】大形のものの断面形は漏斗状 4基、 ビーカー状 1基、小形のものはビーカー状

2基、漏斗状 1基である。

【埋土と堆積状況】大形のものは、上部が黒色ないしは黒褐色土、下部が黒褐色土を狭在 した黄褐色

上で構成されるものが多 く、底面に十和田 aと みられる灰白色火山灰を含むものもある。小形のもの

も大形のものと埋土構成はあまり変わらないが、灰白色火山灰は確認されず、底面に黒褐色 シル トな

どが堆積 していることもある。全て自然堆積によるものと考えられる。

【長軸方向】ばらつきがある。

【その他】形態及び埋土の状況等から、大形のものはⅣla類、小形のものはⅣlb類の系譜をひくも

のと考えられる。

【所属時期】大形のものは平安時代に、小形のものは縄文時代に属するものと考えられる。

底面が撥形を呈 し、中央に杭穴を有する陥 し穴状遺構 (Ⅳ2b類 )

【検出数】 8基。

【分布状況】 B、 G、 H区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸127cm× 短軸74cm、 深さは81cnlで ある。

【断面形状・検出数】断面形はビーカー形 6基、漏斗型 2基である。
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Ⅳ 検出遺構

【埋土 と堆積状況】上部 は黒色及び黒褐色のシル ト、下部 は黄褐色系の上、底面 に暗褐色や褐灰色 の

上の構成を基本 とす る。埋土中に火山灰は含まれない。全て自然堆積によるものと考え られる。

【長車由方向】ばらつきはあるが、真北から西へ80度前後に傾 くものがまとまっている傾向がある。

【杭穴】 1～ 5個。

【所属時期】埋土中から遺物が出土 していないため、詳細は不明である。

底面が撥形を呈 し、杭穴の確認できない陥 し穴状遺構 (Ⅳ2d類 )

【検出数】 5基。

【分布状況】H区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸137cm× 短軸82cm、 深さは75cnlで ある。

【断面形状 。検出数】断面形はビーカー形 3基、漏斗型 2基である。

【埋土と堆積状況】上部は黒色及び黒褐色のシル ト、下部は黄褐色上で構成されることが多 く、底面

に暗褐色や褐灰色の粘土質 シル トが入ることもある。埋土中に火山灰は含まれない。全て自然堆積に

よるものと考えられる。

【長軸方向】ばらつきはあるが、真北から西へ20度前後に傾 くものがまとまっている傾向がある。

【その他】H54陥 し穴状遺構で炭化材が出上 しており、放射性炭素年代測定 (AMS法)を行ってい

る。

【所属時期】埋土中から遺物が出上 していないため、詳細は不明であるが、放射性炭素年代測定 (A

MS法)の結果を考慮すると、縄文時代の可能性がある。

底面が楕円で底面端部に杭穴を残す陥し穴状遺構 (Ⅳ3a類 )

【検出数】 2基 (A7、 A23陥 し穴状遺構)。

【分布状況】A区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸218clll X短 軸130cm、 深さは107clllで ある。

【断面形状・検出数】断面形はビーカー状、逆台形が各1基ずつである。

【埋土と堆積状況】上部に黒褐色上、下部に黒褐色土を狭在 した黄褐色上、底面に水成堆積の様相を

呈する褐色土での構成を基本とする。火山灰は含まれない。モヽずれも自然堆積によるものと考え られ

る。

【長軸方向】真北か ら西へ15度及び23度傾 く。

【杭穴】 6～ 8個有する。底面に対 し斜方向に打たれる。

【その他】 A SK23陥 し穴状遺構で放射性炭素年代測定 (AMS法 )を実施 している。大きさ、埋土

や杭穴の特徴などから、Ⅳla類の変形 したものと見ることができそうである。

【所属時期】埋土中から遺物が出土 していないため、詳細は不明であるが、A24陥 し穴状遺構の放射

性炭素年代測定の結果や形態をあわせて考えると、平安時代の可能性がある。

底面が楕円で底面中央に杭穴を残す陥し穴状遺構 (Ⅳ3b類 )

【検出数】 4基 (H66、 H67、 H92、 H94各陥し穴状遺構)。

【分布状況】H区で確認される。

【検出面における平均規模】長軸113cm× 短軸83cm、 深さは75cmで ある。

【断面形状・検出数】断面形は全てビーカー状である。

【埋土と堆積状況】上部に黒褐色及び暗褐色土、下部に狭在する層のない褐色・黄褐色上、底面に水

成堆積の様相を呈する褐灰色・黄褐色土での構成を基本とする。火山灰は含まれない。ヽヽずれも自然

堆積によるものと考えられる。
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2 検出遺構

【長軸方向】ばらつきがある。

【杭穴】 1～ 2個。底面に対 し垂直方向に打たれる。

【その他】大きさ、埋土や杭穴の特徴などか ら、Ⅳlb類の変形 したものと見ることができそうであ

る。

【所属時期】埋土中から遺物が出上 していないため、詳細は不明である。

底面が楕円で杭穴が確認できない陥 し穴状遺構 (Ⅳ 3d類 )

【検出数】 3基 (G2、 H43、 H58各陥 し穴状遺構 )。

【分布状況】 G、 H区で確認される。

【検出面における平均規模】大きさにより、開口部長軸が200cm以上の大形のもの1基 と、200cm以下

の小形のもの 2基に細分される。大形のものは長軸237cm× 短軸 161cm、 深さ143cm、 小形のものの平

均規模は、長軸127cm× 短軸87cm、 深さ70c14で ある。

【断面形状 。検出数】大形は漏斗状、小形は 2基ともビーカー状を呈する。大形のものは漏斗状とし

ているが、 フラスコイ犬にかなり近い。

【埋土と堆積状況】黒色、黒褐色、暗褐色 シル トでの構成を基本とする。H58陥 し穴状遺構では所々

に崩落 した地山褐色粘上が、H43陥 し穴状遺構では下部は黄褐色系粘質 シル トが堆積 し、 12層 より下

は水成堆積の様相を呈する。 G2陥 し穴状遺構では、下部に地山崩落の褐色粘土を狭在 した黒褐色・

暗褐色のシル トが堆積する。いずれも自然堆積によるものと考えられる。

【長軸方向】大形のものは真北から西へ51度傾 く。小形のものはばらつきがある。

【その他】大きさ、埋上の特徴などから、H43陥 し穴状遺構はⅣld類の変形 したものと見ることが

できそうである。大形のG2陥 し穴状遺構 と小形のH58陥 し穴状遺構は他の陥 し穴状遺構 とは若干様

相を異にする。

【所属時期】埋土中から遺物が出土 していないため、詳細は不明である。

陥 し穴状遺構一覧表 の記載方法

1 遺構名・登録遺構名

遺構名は各区1か らの通 し番号による名称、登録遺構名は野外調査時に付 した名称を示す。

2 位置 。検出状況 。重複関係

当該遺構が位置するグリッド名、検出された状況、重複する遺構・カクラン等の状況を示す。

3 形状

平面形状・断面形状は大局的に下記のように示す。

平面形状 :開口部、底面形状、杭穴位置の 3つの要素を組み合わせて表記する。

(【例】ⅣAla…開口部は楕円形、底面は方形を呈 し、短軸端に杭穴を持つものを示す。)

開口部 :I類……円形を呈するもの。開口部の長軸/短軸の値が1.25未満のもの。

Ⅱ類……溝状を呈するもの。開口部の長軸/短軸の値が 4以上のもの。

Ⅲ類……溝状を呈するが、開口部の長軸/短軸の値が 2以上 4未満のもの。

Ⅳ類……楕円形を呈するもの。開田部の長軸/短軸の値が1,25以上 2未満のもの。

※Ⅳ類については開口部長軸170cmよ り大形のものをA、 小形のものをBと 細分する。

底面形状 (Ⅲ・Ⅳ類のみ):
1類…方形のもの (隅丸のものを含む) 2類 …撥形のもの 3類…楕円形のもの。

杭穴位置 :a類…端部にあるもの。 b類 …中央部にあるもの。
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Ⅳ 検出遺構

c類…端部 。中央双方にあるもの。 d類 …杭穴を伴わないもの。

断面形状 :a類…U字形をしたもの。  b類 ―ビーカー状の形をしたもの。

c類…漏斗状の形をしたもの。

d類一逆台形をしたもの。 b類 とc類 との分類が困難なもの。 e類…その他のもの。

4 規模

開口部及び底部の長軸×短軸の長さ及び検出面か らの深さを示す。

5 長軸方向

長軸の真北からのぶれを示す。

6 埋土

まず自然堆積、人為堆積の別を示 し、後に構成される埋土及び特徴的事項 (水成堆積、火山灰等)

を記載する。構成される埋土は、堆積順の記載 とは限らないことをあらかじめお断りしてお く。

7 杭穴数

底部で見つかった杭穴の数を示す。詳細な分布状況は特記事項で記載する。

8 底面

くばみや凹凸等の底面の状況を示す。

9 図・写真図版

図版・写真図版の番号を示す。

10 特記事項

杭穴の分布状況や打設方向、出土遺物、自然科学分析結果、その他特記事項について記載する。

自然科学分析等の結果の記載 も本項目で行 う (詳細は附編 1～ 3を参照のこと)。 分析機関等を示

す略号は次のとおり。

【加】・中 (株)加速器分析研究所   【パ】―。パ リノ・サーヴェイ (株) 【弘】…・弘前大学

なお、弘前大学による火山灰分析の類型は、 1類 :To― aテ フラのみからなる試料、 2類 :To a

テフラと基盤上の混合物、 3類 :To aを ほとんど含まない基盤上、とする。

平面

(【:こう)b

Ⅲ lb

Ⅲ ldⅢ lc

Ⅲ3bⅢ3a

L b・ 側

(Qb

◎悧 ⑤

0)O

③ ③

第 9図 陥し穴状遺構形態分類模式図
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2 検出遺構

遺構名 Al陥 し穴状遺構 A2陥 し穴状遺構 A3陥 し穴状遺構

登録遺構 A― SKl A― SK2 A-8K3
位置 IB7f～ g IB7e～ f IB8f
検出状況 Ⅳ層で検出。 Ⅳ～Va層で検出。 Va層 で検出。南側の一部

で旧水路に伴 うカクランを
受ける。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Πd Hd ⅣAld
断面形 a a C

規模

開口部径  (cm) 304× 48 306× 43 177× 107

廠部径   (cm) 306× 22 290× 10 159× 60

深 さ (cm)

長軸方向 N-60° ―W N-2° 一 Aヽ「 N-65° ―W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色粘

土、下部は暗褐色粘土及び
地山崩落のにぶい黄橙色粘
上で構成される。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト及び粘土、暗褐色粘土、
下部は黒褐色粘土を狭在す
る地山崩落の暗褐色及びに
ぶい黄褐色粘土で構成され
る。

自然堆積。上部は黒色 シル
ト、下部は暗褐色・ 黄褐色
系粘土で構成される。上部
は撹乱を受けている可能性
がある。

杭穴数 0 0

底面 中央付近がやや くばむ。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版 4 4 5

特記事項 6層 は湧水により粘性が強
くなったか。

遺構名 A4陥 し穴状遺構 A5陥 し穴状遺構 A6陥 し穴状遺構

登録遺構 A― SK4 A― SK5 A― SK7
位置 IB9g～ h ⅡB8g Ⅱ B10i～ j

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・ 杭穴位置 Ⅱd Ⅱd ⅣAla
断面形 a a b

規模

開田部径  (cm) 339× 24 258× 20 203× 110

底部径 (cm) 306× 11 234× 11 189× 79

深 さ (cm)

長軸方向 N-27° ―W N-10° ―W N-54° ― Vヽ
埋土 自然堆積。上部は黒色 シル

ト、下部は地山崩落のにぶ
い黄褐色粘土で構成される。

自然堆積。黒褐色 シル トを
主体とし、地山崩落である
褐色粘土を狭在する。

自然堆積。上部は黒褐色・
暗褐色 シル ト、下部は黒褐
色 。暗褐色粘土を狭在 した
にぶい黄褐色粘土で構成さ
れる。

杭穴数 0 6

底面 南東側が若千上がる。 ほば平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版 5 5

特記事項 〈杭穴〉北西側・ 南東側各
3個 ある。北西側は分散す
るが、南東側は密集傾向。
底面に対 してやや斜方向に
入 る。
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遺構名 A7陥 し穴状遺構 A8陥 し穴状遺構 A9陥 し穴状遺構

登録遺構 A― SK8 A― SK9 A― SK10
位置 Ⅱ B13i Ⅱ B14h― i H B13～ 14h

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し A10陥 し穴状遺構より新 し
い 。

形 状
平面形・杭穴位置 Ⅳ A 3a Πd Ⅲ 3a
断面形 b a b

規模

開口部径  (cm) 205× 111 273× 38 236× 111

底部径 (cm) 182× 97 281× 15 236× 80

深 さ (clll)

長軸方向 N-57° ― AヽI N-15° 一 Vヽ N-68° ―W
埋土 自然堆積。最上部は黒褐色

シル ト、下部は暗褐色粘土
を狭在 した地山崩落土を含
んだ黄褐色粘土、底部は水
成堆積の様相を呈する褐色
粘土で構成される。

自然堆積。上部は暗褐色粘
土、下部はにぶい黄褐色粘
土及び地山崩落による黄褐
色粘土で構成される。

自然堆積。上部は暗褐色、
掲色 シル ト、

~下

部は1こ ぶヽヽ

黄褐色及び褐色粘土と地山
崩落による黄褐色粘土で構
成される。上位に灰白色火
山灰が堆積する。

杭穴数 6 0 6

底面 ほぼ平坦。 両端が若千上がる。 北西側がやや下がる。

図 11

写真図版 6 6 7

特記事項 〈杭穴〉北西側 。南東側各
3個ある。底面に対 してい

ずれも斜方向に入る。

〈杭穴〉北西側 。南東側各
3個ある。底面に対 して斜
方向に入る。
(火山灰分析〉

6c層 :3類、8層 :1類 【弘】

Ⅳ 検出遺構

遺構名 A10陥 し穴状遺構 All陥 し穴状遺構 A12陥 し穴状遺構

登録遺構 A― SKll A― SK12 A― SK13
位置 Ⅱ B14h II B14～ 15f Π B15e～ f

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 A9陥 し穴状遺構より古い。 A12陥 し穴状遺構より古い。 All陥 し穴状遺構より新 し
い 。

形状
平面形・杭穴位置 Ⅱd Ⅱd Ⅲla
断面形 a b

規模

開口部径  (cm) 239前後×72 331× 33 193× 88

底部径   (cm) 132以上×31 346× 6 168× 65

深 さ (cm)

長軸方向 N-59° ―WV N-10° ―E N-25° ― E
埋土 自然堆積。上部に灰自色火

山灰を含んだ暗褐色シル ト、
下部は褐亀 。黄褐色系の粘
上で構成される。

自然堆積。褐色及び地山崩
落に伴 う黄褐色の粘土で構
成される。底部に黒色 シル

トが堆積する。

自然堆積。上部は暗褐色 シ
ル ト、下部は黄褐色系の粘
土、底面は水成堆積の様相
を呈する褐色粘土で構成さ
れる。

杭穴数 0 0 5

底面 凹凸が著 しい。 ゴヒが下がっている。 中央がわずかにくばむ。

図 12

写真図版 7 6 6

特記事項 〈その他〉中央付近に比べ

両端の幅が広い。幅の計測
値は中央付近の値。

〈杭穴〉北側に 4個、南側
に 1個ある。底面に対 して

斜方向に入る。
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2 検出遺構

遺構名 A13陥 し穴状遺構 A14陥 し穴状遺構 A15陥 し穴状遺構

登録遺構 A― SK14 A― SK15 A― SK16
位置 E B15f Ⅱ B18j～ k Ⅱ B191

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し。 なし。 A16陥 し穴状遺構と接する。

形状
平面形・杭穴位置 Ш 3a Ⅲ lb ⅣAlb
断面形 b b b

規模

開口部径  (cm) 245× 119 188× 64 172× 100

底部径   (cna) 198× 83 174× 73 158× 70

深 さ (cm)

長軸方向 N-24° ― E N-54° 一 Vヽ N-18° ― AヽF

埋土 自然堆積。 2枚の黒褐色 シ
ル トを狭在 した暗褐色、褐
色、黄褐色の粘土及びシル
トで構成される。 4層 に地
山と混 じった灰白色火山灰
が堆積する。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、下部は暗褐色、褐色、
黄掲色の粘上で構成される。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、下部は褐色・黄褐色
系の粘土で構成される。

杭穴数 6

底面 北側に凹凸あり。 ほぼ平坦。 北が若干低い。
図

写真図版 7 8 8

特記事項 〈杭穴〉北側に3個、南側に2

個、中央に1個ある。中央の穴
は開口部が50cm近 くになる。底
面に対して斜方向に入る。
(火山灰分析〉
4層 :2類 【弘】

〈杭穴〉中央を境にして東
半、西半の中央付近に 4個
ずつある。底面に対 して垂
直に入る。

〈杭穴〉中央付近に集中す
る。南北壁際にはない。底
面に対 して垂直に入る。

遺構名 A16陥 し穴状遺構 A17陥 し穴状遺構 A18陥 し穴状遺構

登録遺構 A― SK17 A― SK18 A― SK19
位置 Ⅲ B19 h～ i Π B18f～ g Ⅱ B19-20f、 20冨

検出状況 Va層で検出① Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 A15陥 し穴状遺構と接する。 A30陥 し穴状遺構より古い。 な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣA2b ⅢAlc Ⅱd

断面形 b d a

規模

開口部径  (cln) 188× 103 220前後×178 310× 36

底部径   (clp) 162× 77 252× 91 288× 20

深 さ (cm)

長軸方向 N-58° ―W N-90° 一E N-22° ― Vヽ
埋土 自然堆積。上部は黒褐色 シ

ル ト、下部は暗褐色 。褐色・

黄褐色の粘土で構成される。

自然堆積。暗褐色・褐色・
黄褐色の粘上で構成される。
上部はA30陥 し穴状遺構 に
切 られる。

自然堆積。上部は暗褐色 シ
ル ト、下部は黒色 シル トを
狭在 した黄褐色・ 褐色の粘
上で構成される。

杭穴数 9 0

底面 ほぼ平坦。 凹凸が著 しい。 ほぼ平坦。

図

写真図版 8 9

特記事項 〈杭穴〉中央を境として西
中央に 4個、東中央に 5個
ある。底面に対 して垂直に
入る。

〈杭穴〉ゴヒに 6イ固、 高奪恨」に
7個 ある。北の杭穴は密集
し、南の杭穴は分散傾向。
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遺構名 A19陥 し穴状遺構 A20陥 し穴状遺構 A21陥 し穴状遺構

登録遺構 A― SK20 A― SK21 A― SK22
位 置 Ⅱ A20～ 21f、 21g H B22 g～ h Ⅱ B16～ 17d

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な じ な じ な し

形 状
平面形・杭穴位置 Πd Ⅲ la ⅣAla
断面形 a C b

規模

開口部径  (cm) 416× 36 228× 101 208× 115

底部径   (cm) 418× 8 205× 29 192× 64

深 さ (釦 )

長軸方向 N-15° ―W N-15° 一 Vヽ N-41° ―W
埋土 自然堆積。上部は暗褐色・

褐色のシル ト、下部は黄褐
色 。暗褐色の粘土で構成さ
れる。

自然堆積。にぶい黄褐色の

粘土及びシル ト、暗褐色・

褐色・黄褐色の粘土で構成
される。

自然堆積。上部は黒色及び

褐色のシル ト、下部は黒褐
色や暗褐色の粘土・ シル ト

等を狭在 した褐色 。黄褐色
系の粘土で構成される。

杭穴数 0 4 7

底面 ゴヒ恨1カくこがる。 凹凸著 しい。 南東側若干上がる。

図

写真図版 9 9 9

特記事項 〈遺物〉底面から縄文土器
片(1)。

〈杭穴〉南側 |こ 3イ回、 】ヒ狽!

に 1個 ある。底面に対 して

斜方向に入る。

〈杭穴〉南東側に 5個、北
西側に 2個ある。底面に対
して斜方向に入る。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 A22陥 し穴状遺構 A23陥 し穴状遺構 A24陥 し穴状遺構

登録遺構 A― SK23 A― SK24 A― SK25
位 置 Ⅱ B22b Ⅱ B23b Ⅱ A23 x～

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Ⅲ 2b ⅣA3a Ⅱ d

断面形 b d a

規模

開口部径  (cm) 224× 80 231× 149 257× 38

底部径   (cm) 210× 71 183× 88 245× 18

深 さ (C14)

長軸方向 N-52° ― Vヽ N-31° ― E N-23° 一W
埋土 自然堆積。上部は黒色 シル

ト、下部は褐色・ にぶい黄
褐色・地山崩落に伴 う黄褐
色の粘土で構成される。

自然堆積。上部は黒色上、
下部は 3枚の黒褐色 シル ト
を狭在する褐色・黄掲色系
の粘土で構成される。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、下部は黄褐色系の粘
土で構成される。

杭穴数 2 0

底面 中央部が若千盛 り上がる。 凹凸著 しい。 南側中央よりは若干 くばむ
が、両壁際寄 りは上がる。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉 2個 とも中央付近
にある。底面に対 して垂直
に入る。
(そ の他〉平面は中央付近
にくびれがある。

〈杭穴〉北西側、南東側各
生個ずつある。各 1個 ずつ
は中央に寄る。底面に対 し
て斜方向に入る。
(C14年代測定〉

6層 :1130± 30yrBP【加】
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2 検出遺構

遺構名 A25陥 し穴状遺構 A26陥 し穴状遺構 A27陥 し穴状遺構

登録遺構 A― SK26 A― SK27 A-8K28
位置 Ⅱ A19x～ y Ⅱ A15v～ w H A17u

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Ⅱd Ⅱd Ⅱd

断面形 a a

規模

開口部径  (cm) 469× 49 251× 43 234× 54

底部径 (cm) 459× 12 239× 14 260× 14

深 さ (cm)

長軸方向 N-8° 一E N-39-W N-6° ― E
埋土 自然堆積。黒褐色粘土及び

シル ト、褐色粘上で構成さ
れる。

自然堆積。上位は黒褐色粘
土・ シル ト、下位は暗褐色・

褐色・ にぶい黄褐色の粘土
で構成される。

自然堆積。上位は黒褐色粘
土か らシル ト、下位は暗褐
色・褐色・ にぶい黄褐色の

粘土で構成される。

杭穴数 0 0 0

底面 中央付近若千盛 り上がる。 引印」力頭下がる。 ほぼ半坦。

図

写真図版

特記事項 〈遺物〉底面から縄文土器
片(2、 3)。

遺構名 A28陥 し穴状遺構 A29陥 し穴状遺構 A30陥 し穴状遺構

登録遺構 A― SK29 A― SK30 A― SK31
位置 Ⅱ A19s～ t Ⅱ A16～ 17t Ⅱ B18f～ g

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し A17陥 し穴状遺構より新 し
い 。

形状
平面形・杭穴位置 Ⅲ la Ⅱd Ⅲ d

断面形 C a d

規模

開口部径  (cm) 240× 104 496× 70 42以上 ×132程度

底部径   (c14) 173× 31 473× 16 42以上 ×不明

深 さ (cm)

長軸方向 N-2° ― E N-38° ―W N-16° ?― E
埋土 自然堆積。上部は黒色粘土

及び黒褐色粘土、下部は互
層をなした黒色粘土及び黄
褐色粘土で構成される。 1
層に灰白色火山灰が堆積す
る。

自然堆積。上部は黒色粘土、
下部は黄褐色 。明黄褐色粘
土で構成 される。底面に黒
褐色 シル トが堆積する。

自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色のシル ト、下部は黒
褐色粘土を狭在した暗褐色・
褐色 。黄褐色系の粘土で構
成される。

杭穴数 1 0 0

底面 ほぼ平坦。 引囮鞭」が上がる。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉南側にある。底面
に対 して垂直に入るが、深
さは浅い。

〈その他〉A17陥 し穴状遺
構を構築後、拡張するため
にA30陥 し穴状遺構を作 っ
たと考え られる。A30陥 し
穴状遺構の正確な規模は不
明。 このため、長軸方向も
推定になる。
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遺構名 Bl陥 し穴状遺構 B2陥 し穴状遺構 B3陥 し穴状遺構

登録遺構 B― SK01 B― SK02 B― SK03
位 置 Ⅱ B20 u Π B19～ 20s コB21s

検出状況 Va層か ら検出。 Va層か ら検出。 V且 層から検出。
南北方向に撹乱を受ける。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Ib ⅣB2b ⅣBlb
断面形 b b b

規模

開口部径  (cm) 125× 110 135× 94 165× 110

底部径   (cm) 97× 68 115× 61 135× 71

深 さ (cm)

長軸方向 N-8° ―W N-13° ―W N-50° ― E
埋 土 自然堆積。上部は黒褐色 。

暗褐色・ 褐色のシル ト、下
部は黄褐色系のシル トで構
成される。 19層 のにぶい黄
褐色粘質土は水成堆積の様
相を呈する。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、下部は黄褐色系の シ
ル トで構成される。

自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色のシル ト、下部は黒
褐色 シル トを狭在 した明黄
褐色などのシル ト、底面は
水成堆積の様相を呈する褐
灰色粘質土で構成される。

杭穴数 1 1 1

底面 ほぼ平坦。 南側が完≡千あがる。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉ほぼ中央にある。
〈遺物〉底面から礫 (56)。

〈杭穴〉中央か らやや南に
ある。底面に対 して垂直に
入る。

〈杭穴〉中央か らやや北東
側にある。底面に対 して垂
直に入る。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 B4陥 し穴状遺構 B5陥 し穴状遺構 B6陥 し穴状遺構

登録遺構 B― SK04 B― SK05 B― SK06
位 置 Π B24o I B22r～ s Π B23r～ s、 22r

検出状況 Va層か ら検出。 東端上面撹乱を受ける。 西端上面及び中央上面撹乱
を受ける。

重複関係 B7陥 し穴状遺構より新 し
七ヽ 。

B6陥 し穴状遺構より古い。 B5陥 し穴状遺構より新 し
い 。

形状
平面形・杭穴位置 Ib Ib ⅣAla
断面形 b b d

規模

開口部径  (cm) 115× 102 89× 88 237× 141

底部径   (cm) 84× 82 84× 75 227× 71

深さ   (cm)
長軸方向 N-36° ―W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色 シ

ル ト、下部は暗褐色 シル ト
を狭在 した黄褐色系のシル
ト、底面は黒褐色 シル トで
構成される。14層 の灰黄褐
色土は水成堆積の様相を呈
する可能性がある。

自然堆積。上部は黒褐色・
暗褐色のシル ト、下部は底
面及び埋土中部に黒褐色 シ
ル トを狭在 した黄褐色系の
シル トで構成される。

自然堆積。上部は一部に褐
色及び明黄褐色のシル トが
混 じるものの、黒褐色～暗
褐色 シル トで、下部は黒褐
色 シル トを狭在 した黄褐色
系のシル ト及び粘土で構成
される。 2層 に焼土状粒子
を極微量含む。

杭穴数 1 1 4

底面 やや凹凸あり。 ほぼ平坦。 北西側がやや高 くなる。

図 17 17

写真図版 14

特記事項 〈杭穴〉ほぼ中央にある。
底面に対 して垂直に入る。

〈杭穴〉中央にある。底面
に対 して垂直に入 る。

〈杭穴〉北西壁際、南東壁
際に各 2個ある。底面に対
して斜方向に入る。
〈火山灰分析〉
6層 。13層 :2類 【弘】
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2 検出遺構

遺構名 B7陥 し穴状遺構 B8陥 し穴状遺構 B9陥 し穴状遺構

登録遺構 B― SK07 B― SK08 B― SK09
位置 Ⅱ B24～ 25p ⅢB4r～ s Ⅲ B5q

検出状況 Va層から検出。 Va層か ら検出。 Va層から検出。

重複関係 B4陥 し穴状遺構より古 t な し。 な し

形状
平面形・杭穴位置 Ⅲ la ⅣAld Ⅲ ld
断面形 b C C

規模

開田部径  (cm) 204× 76 296× 158 225× 111

底部径   (cm) 223× 62 258× 87 210× 68

深 さ       (cm)
長軸方向 N-53° 一 Vヽ N-47° ―W N-38° ―W
埋土 自然堆積。上位は黒褐色・

暗褐色のシル ト、下位は黄
褐色系のシル ト及び粘質土
で構成される。

自然堆積。上部は黒褐色 。

暗褐色シル ト、下部は黒色・
黒褐色・ 暗褐色のシル トを
狭在 した褐色 。黄褐色系 シ
ル トで構成 される。18及 び
33層 に灰白色火山灰が堆積
する。埋土上部に焼土粒を
含む。

自然堆積。上部には黒褐色・

暗褐色のシル ト、下部は暗
褐色 シル トを狭在 した黄褐
色系のシル トで構成される。
検出面東側及び底面に灰自
色火山灰が堆積する。埋土
上部に焼土粒を極微量含む。

杭穴数 1 0 0

底面 ほぼ平坦。
西

ｏ

北

る
・南東両端がやや上が

凹凸者 しい。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央か らやや北西
にある。底面に対 して垂直
に入る。

〈C14年代測定〉
8層 :1110± 30【加】
23層 :1140± 33【パ】
〈火山灰分析〉

33層 :十和田 a【パ】
18層 。19層。33層 :2類 【弘】

〈C14年代測定〉
16～ 18層 :1070± 40【加】
底面炭化物 :2780± 40【力日】
〈火山灰分析〉

検出面西側・検出面東側・

底面 :2類 【弘】

遺構名 B10陥 し穴状遺構 Bll陥 し穴状遺構 B12陥 し穴状遺構

登録遺構 B― SK10 B― SKll B― SK12
位置 Π B22o ⅢB5r Ⅱ B23～ 24s

検出状況 Va層から検出。 Va層か ら検出。 Va層から検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Ⅲ 3b IVB l b ⅣBlb
断面形 b b

規模

開口部径  (cm) 206× 73 145× 84 156× 114

底部径   (伽 ) 205× 46 172× 80 148× 83

深さ      (cm)
長軸方向 N-56° ―W N-3° ― E N-1° 一E
埋土 自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色 シル ト、下部は黄褐
色系のシル ト、底面付近は
水成堆積の様相を呈する褐
灰色 シル トで構成される。

自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色・褐色、下部は褐色・

黄褐色系のシル トで構成さ
れる。

自然堆積。上部に黒褐色 シ
ル ト、下部は黒褐色・暗褐
色 シル トを狭在 した黄掲色
系 シル ト、底面は水成堆積
の様相を呈する灰黄褐色粘
質土で構成される。

杭穴数 2 1 1

底面 西側凹凸者 し峰 ほぼ平坦。 北端 。南端が下がり気味。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉 2個 とも中央付近
にある。底面に対 して垂直
に入る。

〈杭穴〉中央か らやや北に
ある。底面に対 して垂直に
入る。
(そ の他〉壁面は著 しく挟
られている。

〈杭穴〉中央か らやや北 とこ

ある。底面に対 し垂直に入
る。
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遺構名 B13陥 し穴状遺構 B14陥 し穴状遺構 B15陥 し穴状遺構

登録遺構 B― SK13 B一 SK14 B― SK15

位 置 Ⅱ B23 b Ⅲ B2r～ s Ⅱ B25o

検出状況 Va層から検出。 Va層か ら検出。 Va層か ら検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・ 杭穴位置 Ⅲ lb ⅣBlb Ⅲ lb

断面形 b b d

規模

開口部径  (cm) 193× 77 165× 115 211× 97

底部径   (cm) 213× 49-70 165× 92 243× 58

深さ   (伽 )

長軸方向 N-28° ― Vヽ N-4° ―W N-45° 一 Aヽr

埋土 自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色 シル ト、下部は暗褐
色 シル トを狭在 した黄褐色
系 シル トで構成される。 5

層以下ではほとんど混和物
はみられない。

自然堆積。上部 は黒褐色 シ
ル ト及び火山灰 と見 られる

灰白色ブロックが混 じった
黒褐色 シル ト、暗褐色 シル

ト、下部は黒褐色・暗褐色
シル トを狭在 した黄褐色系
シル ト及び粘質土で構成さ
れる。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、下部は黒褐色 シル ト
または暗褐色粘質土を狭在
した黄褐色系 シル ト、底面
は水成堆積の様相を呈 した

褐灰色粘質土で構成される。

杭穴数 2 1 2

底 面 南側が くぼむ。 ほぼ半坦。 ほぼ平坦。南側は快 られる。

図

写真図版 17

特記事項 〈杭穴〉 2個 とも中央付近
にある。底面に対 して垂直
に入る。
くその他〉南北壁面は快 ら

れる。

〈杭穴〉ほぼ中央にある。
底面に対して垂直に入る。

〈杭穴〉ほぼ中央に 2個あ
る。底面に対 して垂直に入
る。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 Cl陥 し穴状遺構 C2陥 し穴状遺構 C3陥 し穴状遺構

登録遺構 C― SK01 C― SK02 C― SK03

位置 ⅢC9o Ⅲ C19a ⅣClf～ g

検出状況 Va層から検出。 Va層か ら検出。 Va層から検出。

重複関係 な し な し な じ

形状
平面形 。杭穴位置 Ⅱ?d Id Ⅱ?d
断面形 d b a

規模

開口部径  (cm) 54以上 ×50以上 85× 66以上 126以上 ×54

底部径   (cm) 44以上×18 62× 51以上 126以上 ×19

深 さ (cal)

長軸方向 N-43° ―W N-31° ―W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色 シ

ル ト、下部は黒褐色 シル ト
を狭在 した黄褐色系シル ト
で構成される。

自然堆積。上部は黒褐色 。

暗褐色のシル ト、下部は 2

枚の黒色・黒褐色 シル トを
狭在 した黄褐色系 シル トで

構成される。

自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色 シル ト、下部は黒褐
色 シル ト・暗褐色 シル トを

狭在 した黄褐色系 シル トと

水成堆積の様相を呈する暗
褐色 シル トで構成される。
6層の黒褐色土は、 1回 目
の地山崩落後に堆積を再開
したものであろう。

杭穴数 0 0 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版 18、  19

特記事項 〈その他〉水路部分のため、
全体規模は不明。

くその他〉東側は調査区域
外。

くその他〉水路部分のため、
全体規模は不明。

―- 31 -―



2 検出遺構

遺構名 C4陥 し穴状遺構 Dl陥 し穴状遺構 D2陥 し穴状遺構

登録遺構 C― SK04 D― SK01 D― SK02
位置 ⅢB12s ⅣBllv ⅣB14n― o

検出状況 Va層か ら検出。 Va層か ら検出。 Va層か ら検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・ 杭穴位置 Hd Ⅱ d Ⅱ d

断面形 a a a

規模

開口部径  (cm) 215以上×48以上 303× 50 327× 55

底部径   (cm) 203以上 ×23以上 308× 19 309× 11-19
深 さ (cm)

長軸方向 N-68° ―W N-51° ―E N-10° ―W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色 シ

ル ト、下部は黄褐色系 シル
トと褐灰色 シル トで構成さ
れる。

自然堆積。上部には黒褐色
シル ト、下部は底面および
7層 に黒褐色土を狭在 した
黄褐色系 シル トで構成され
る。

自然堆積。上部 と底面 は黒
褐色 シル ト、下部は黄橙色
シル トで構成される。

杭穴数 0 0

底面 ほぼ平坦。 北東側が若千下がる。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈その他〉水路部分のため、
全体規模は不明。

〈遺物〉検 出面 か ら石鏃
(51)。

〈その他〉底面中央付近は
狭い。

遺構名 D3陥 し穴状遺構 D4陥 し穴状遺構 D5陥 し穴状遺構

登録遺構 D― SK4 D― SK05 D― SK06
位置 ⅣCllb ⅣC13e ⅣC13e

検出状況 Va層から検出。 Va層か ら検出。 Va層から検出。

重複関係 な し なし。D5陥 し穴状遺構に近接。 なし。D4陥 し穴状遺構に近接。

形状
平面形・杭穴位置 Ⅱ d Ⅱ d Ⅱ d

断面形 a a a

規模

開口部径  (cm) 348× 35 328× 46 318× 39

底部径 (cm) 370× 16 326× 6～ 16 324× 14

深 さ (cm)

長軸方向 N-45° 一ヽヽ「 N-46° ― E N-81° ― E
埋土 自然堆積。上部は黒褐色 シ

ル ト、下部は黄橙色 シル ト
で構成される。

自然堆積。上部は黒色及び
黒褐色 シル ト、下部は黒色
粘質 シル トを狭在 した黄褐
色系粘質 シル トで構成され
る。

自然堆積。上部は黒色粘質
シル ト、下部は黄褐色系粘
質シル トで構成される。

杭穴数 0 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 若干中央がくばむ。

図

写真図版

特記事項 〈その他〉底面中央付近は
狭い。
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遺構名 D6陥 し穴状遺構 D7陥 し穴状遺構 D8陥 し穴状遺構

登録遺構 D― SK07 D― SK08 D― SK09

位置 ⅣB15n′ヤo ⅣB12ι ～ m ⅣC10d

検出状況 Va層から検出。 Va層か ら検出。 Va層から検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣAla ⅣAla ⅣBld
断面形 C b

規模

開口部径  (cm) 210× 121 185× 101 141× 82

底部径   (cm) 164× 32 149× 36 135× 72

深さ   (cm)
長軸方向 N-15° 一E N-34° ― E N-2° 一W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色のシル ト、下部は黒
褐色粘質 シル トを狭在 した

褐色の粘質 シル トで構成さ
れる。 2層 に灰白色火山灰
が堆積する。

自然堆積。上部は黒褐色 。

暗褐色のシル ト、下部は黒
掲色粘質 シル トを狭在 した

掲色の粘質 シル トで構成さ
れる。 2層 に灰白色火山灰
が堆積する。

自然堆積。上部は黒色及び

黒褐色 シル ト、下部は黄褐
色系のシル トで構成される。
底面に黒褐色粘質 シル トが

堆積する。

杭穴数 3 3 0

底面 ほぼ半 坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉北側に 2個、南側
に 1個ある。南側の杭穴形
状は不整形。底面に対して
垂直からやや斜方向に入る。

〈杭穴〉】ヒ側に 2イ固、 南側
に 1個ある。底面に対 して

斜方向に入る。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 D9陥 し穴状遺構 D10陥 し穴状遺構 El陥 し穴状遺構

登録遺構 D― P01 D― P02 E― SK01

位置 ⅣC15c～ d ⅣC16d ⅣC24～ 25

検出状況 Va層か ら検出。 Va層か ら検出。 Va層から検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・ 杭穴位置 Id Id Ⅱ d

断面形 b C a

規模

開口部径  (cm) 74× 73 75× 72 102以上×47

底部径   (cm) 66× 60 64× 58 102以上×14

深さ   (cm)
長軸方向 N-20° 一 E

埋土 自然堆積。上部は黒褐色の
粘質シルト、下部は2枚の
黒褐色シルトを狭在した黄
褐色系シルトで構成される。

自然堆積。上部に黒褐色 シ
ル ト、下部は 2枚の黒褐色
シル トを狭在 した黄褐色系
シル トで構成される。

自然堆積。黒褐色と黄褐色

系シル トで構成される。

杭穴数 0 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 くその他〉水路部分のため、
全体規模は不明。
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2 検出遺構

遺構名 E2陥 し穴状遺構 Fl陥 し穴状遺構 F2陥 し穴状遺構
登録遺構 E― SK02 F― SK01 F― SK03
位置 ⅣB25k VC10c～ d VC6d
検出状況 Va層か ら検出。 Va層か ら検出。 Va層から検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・ 杭穴位置 Ⅱ d ⅣAld ⅣAla
断面形 a C C

規模

開口部径  (cm) 256以上×52以上 180× 108 171× 114

底部径   (cm) 244以」L× 15 189× 44 120× 32

深 さ (cm)

長軸方向 N-7° 一E N-19° 一W N-6° 一 Vヽ
埋土 自然堆積。黄褐色系 シル ト

を主体とし、底面に黒褐色
シル ト、最上部に黒色 シル
トが堆積する。

自然堆積。黄褐色系 シル ト
を主体とし、数次の黒褐色
シル トが狭在する。

自然堆積。上部 は黒褐色 シ
ル ト、下部は黒褐色 シル ト
を狭在 した黄褐色系 シル ト
で構成される。底部に黒色
シル トが堆積 している。

杭穴数 0 0 2

底面
南側が若千上がる。中央付
近にくばみあり。平面で図
化できるほどではない。

若干南側が下がる。

図

写真図版

特記事項 〈その他〉北東側は調査区
外。

〈杭穴〉南側、ゴヒ側各 1個
ある。底面に対 して斜方向
に入る。
(そ の他〉底面のほかに壁

面にもくぼみがある。

遺構名 F3陥 し穴状遺構 Gl陥 し穴状遺構 G2陥 し穴状遺構

登録遺構 F― SK04 G― SKl G― SK2
位置 VC4j～ k ⅢB16～ 17 f～ 富 ⅢB16～ 17d

検出状況 Va層か ら検出。 Ⅲ層で検出。 Ⅲ層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Il d Hd ⅣA3d
断面形 a a C

規模

開口部径  (cm) 276× 34 329× 58 237× 161

底部径   (cm) 295× 10～ 31 312× 12 165× 72

深 さ (cm) 92-121
長軸方向 N-3° ―W N-38° ― E N-51° ―W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色 シ

ル ト、下部は黄褐色系の粘
土及びシル トで構成される。

自然堆積。黒色・黒褐色の
シル ト、黒色・ 黒褐色・暗
褐色の粘質土で構成される。

自然堆積。上部 に黒色 シル
ト、下部は地山崩落の褐色
粘土を狭在 した黒褐色・暗
褐色のシル トで構成される。

杭穴数 0 0 0

底面 北側が波打 っている。 ほぼ平坦。
中央が くばみ、両端が若千
上がる。

図

写真図版

特記事項 くその他〉北側の底面が広
くなっているとともに波打っ
ている。快られている。

〈その他〉調査区西端。
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遺構名 G3陥 し穴状遺構 G4陥 し穴状遺構 G5陥 し穴状遺構

登録遺構 G― SK4 G― SK7 G― SK8

位置 ⅢB18g ⅢA18t～ u ⅢA19t

検出状況 Ⅲ層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形 。杭穴位置 Ⅲ la Ⅲ ld Π d

断面形 a

規模

開口部径  (cm) 200× 97 207× 90 401× 51

底部径   (cm) 155× 33 179× 29 390× 18

深 さ (cm)

長軸方向 N-19° 一W N-12° ― E N-7° ― E

埋土 自然堆積。黒色・黒褐色・

暗褐色のシル トを主体とし、
地山崩落の褐色粘土を狭在
する。 2、 3、 6層に灰白
色火山灰が堆積する。

自然堆積。黒色・黒褐色・

暗褐色のシル トを主体とし、
地山崩落の褐色粘土を狭在
する。 1層 に灰白色火山灰
が堆積する。

自然堆積。上部は黒褐色 。

暗褐色のシル ト、下部 は褐
色粘土で構成される。底面
に黒褐色シル トが堆積する。

杭穴数 2 0 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。
両端はやや低いが、ほぼ平
坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉北側に2個ある。
くその他〉試掘で掘り下げ
た際に断面で 2層の灰白色
火山灰を確認した。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 G6陥 し穴状遺構 G7陥 し穴状遺構 G8陥 し穴状遺構

登録遺構 G一 SK9 G― SK10 G― SKll

位置 ⅢA21u ⅢA179 ⅢA14～ 15o

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形 状
平面形・ 杭穴位置 Ⅲ la Ib ⅣB2b
断面形 C b b

規模

開口部径  (cm) 191× 86 73× 70 132× 70

底部径 (cm) 161× 28 64× 62 123× 60

深 さ (cm)

長軸方向 N-369-W N-60° ―WV

埋土 自然堆積。黒褐色・ 暗褐色
のシル トで構成される。間
に地山ロームの崩落土を狭
在する。

自然堆積。黒褐色及び暗褐
色粘質土を主体とする。間
に数回の地山崩落が観察さ
れる。

自然堆積。上部は黒褐色粘
土、下部は暗褐色・褐色の
シル トで構成される。

杭穴数 3 1 1

底面 凹凸あり。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉北西側に 2個、南
東側に 1個 ある。底面に対
して斜方向に入る。

〈杭穴〉中央からやや東寄
りにある。底面に対 して垂
直に入る。

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対して垂直に入る。
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2 検出遺構

遺構名 G9陥 し穴状遺構 G10陥 し穴状遺構 Gll陥 し穴状遣構

登録遺構 G― SK12 G― SK13 G― SK14
位置 ⅢA16m ⅣAl営 ～ h ⅣAlv
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し 旧水田の水路に切 られる。

形状
平面形・杭穴位置 Ⅲ la Ⅱ d Ⅲ la
断面形 b a C

規模

開口部径  (cm) 195× 96 338× 29 202× 82

底部径   (cm) 186× 54 (333)× 18 167× 31

深 さ (cm)

長軸方向 N-44° ―E N-26° 一 Aヽr N-29° ―W
埋土 自然堆積。黒色・ 暗褐色の

シル ト及び褐色粘土で構成
される。

自然堆積。黒褐色 。暗褐色
のシル ト、地山崩落の褐色
粘土で構成される。

自然堆積。黒色・黒褐色・
暗褐色のシル トで構成され
る。 1層に灰白色火山灰が
堆積する。

杭穴数 4 0 3

底面 やや凹凸あり。 若干凹凸あるがほぼ平坦。 凹凸あり
図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉北東側、南西側各
2個ある。底面に対 して斜
方向に入る。
(そ の他〉調査時点では明
らかではなかったが、調査
の進行につれ、11層 が灰自
色火山灰であった可能性が
ある。

〈その他〉南側は掘りすぎ。 〈杭穴〉北西側に 2個、南
東側に 1個ある。底面に対
して斜方向に入る。

遺構名 G12陥 し穴状遺構 G13陥 し穴状遺構 G14陥 し穴状遣構

登録遺構 G― SK15 G― SK16 G― SK17
位置 ⅣA4w ⅣA6x ⅣA3x～ y

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形 状
平面形・ 杭穴位置 ⅣAla Ⅲ la Ⅱ d

断面形 C a

規模

開口部径  (cm) 216× 116 238× 82 321× 38

底部径 (cm) 170× 40 (217)× 29 339× 15～32

i栗 さ (m)

長軸方向 N-25° ― E N-24° ―E N-6° ― E
埋土 自然堆積。黒色・黒掲色土

及びシル トで構成され、地
山崩落の褐色粘土を狭在す
る。 2層 に灰白色火山灰が
堆積する。

自然堆積。黒褐色・暗褐色
の粘土及びシル トで構成さ
れ、地山崩落の褐色粘土を
狭在する。 1層 に灰白色火
山灰が堆積する。

自然堆積。黒褐色・暗褐色
のシル ト及び粘土で構成さ
れ、地山崩落の褐色粘土を
狭在する。

杭穴数 3 1以上 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 全体が若千波うつ。
図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉北東側に 2個、南
西側に 1個ある。底面に対
して斜方向に入る。

〈杭穴〉北東側にある。底
面に対 して斜方向に入る。
(そ の他〉Hl区 との境界
に位置する。南西側掘りす
ぎ。

〈その他〉地山崩落土を地
山と誤認 したため、断面写
真が 2枚に分かれている。
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遺構名 G15陥 し穴状遺構 G16陥 し穴状遺構 G17陥 し穴状遺構

登録遺構 G一 SK18 G― SK21 G― SK22

位置 ⅣA2～ 3y ⅣB5a～ b ⅢB25富 ～ h

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣAla ⅣAld Ⅲ la

断面形 C d

規模

開口部径  (cm) 211× 149 228× 152 169× 71

底部径   (cm) 175× 78 176× 68 160× 30

深 さ (cm)

長軸方向 N-34° 一E N-9° ―W N-16° 一W
埋土 自然堆積。黒褐色・ 暗褐色

のシル トで構成され、地山
崩落の褐色粘土を狭在する。

自然堆積。黒掲色 。暗褐色
のシル ト及び粘土質 シル ト
で構成され、地山崩落の褐
色粘土を狭在する。

自然堆積。黒色・黒褐色・

暗褐色のシル トで構成され、
地山崩落による褐色粘土を

狭在する。

杭穴数 4 0 3

底面 ほぼ平坦。 若干波打つ。 南側が若千下がる。

図

写真図版

特記事項 く杭穴〉北東側、南西側に

各 2個ある。底面に対 して

斜方向に入る。

〈杭穴〉南側に 1個、北側
に 2個ある。底面に対 して

斜方向に入る。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 G18陥 し穴状遺構 G19陥 し穴状遺構 G20陥 し穴状遺構

登録遺構 G― SK23 G一 SK24 G一 SK25

位置 ⅣB3g～ h ⅢB22a ⅢA16t～ u

検出状況 Va層で検出。 Ⅲ層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形 。杭穴位置 ⅣAla ⅣAla Ⅲ ld

断面形 d C

規模

開田部径  (cm) 194× 99 218× 152 210× 76

底部径   (cm) 161× 39 170× 79 187× 33

深 さ (cm)

長軸方向 N-18° 一W N-6° 一W N-23° 一W
埋土 自然堆積。黒褐色 。暗褐色

のシル トで構成され、地山
崩落の褐色系粘上を狭在す
る。 1層 に灰白色火山灰が

堆積する。

上部は黒褐色のシル ト、下
部は暗褐色の粘土を主体 と
して構成 される。 6層 に灰
白色火山灰が堆積する。上

部は自然堆積だが、20～32

層及び42層以下の下部は人
為的に埋めた可能性もある。

自然堆積。黒褐色 。暗褐色
の粘質土で構成され、地山
崩落の褐色粘土を狭在する。

杭穴数 3 2 0

底面 やや凹凸がある。
若干凹凸はあるが、ほぼ平
坦。

ほぼ平坦だが、南側に凹凸
がある。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉北西側に 2個、南
東側に 1個ある。底面に対
して斜方向に入る。

〈杭穴〉北側、南側各 1個
ある。底面に対 して斜方向
に入る。
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2 検出遺構

遺構名 G21陥 し穴状遺構 G22陥 し穴状遺構 G23陥 し穴状遺構

登録遺構 G― SK26 G― SK28 G― SK29
位置 ⅢA16r ⅢA131 Ⅲ A17～ 18m
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Ib I? Ⅱ d
断面形 b a

規模

開口部径  (cm) 82× 77 365× 24-40
底部径 (cm) 78× 73 431× 20

深 さ (cm) 63以上

長軸方向 N-44° ―れ「

埋土 自然堆積。黒褐色 。暗褐色
の粘質土で構成 され、地山
崩落の褐色粘土を狭在する。

自然堆積。黒褐色 。暗褐色
のシル トで構成され、地山
崩落の褐色粘質土を狭在す
る。

自然堆積。黒色・ 黒褐色 。

暗褐色のシル トで構成され、
地山崩落の褐色系粘土を狭
在する。13層 に有機質が混
じった土壌があった。

杭穴数 1

底面 ほぼ平坦。 若千凹凸あり
図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対 して垂直に入る。

くその他〉ほとんどが調査
区外のため、詳細は不明で
ある。

〈C14年代測定〉
13層 :3870± 40yrBP【力日】
〈その他〉壁面の凸凹が者
しい。

遺構名 G24陥 し穴状遺構 G25陥 し穴状遺構 G26陥 し穴状遺構

登録遺構 G― SK30 G― SK31 G― SK32
位 置 ⅢA14～ 15i ⅢA14i ⅢA19～20h
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・ 杭穴位置 Ⅲ A Ⅲ B Ⅲ A
断面形

規模

開田部径  (cm) 273× 142 160× 70 197× 127

底部径   (cm)
深 さ (cm)

長車由方向 N-55° ―W N-46° ― E N-54° ―W
埋土

杭穴数

底面

図

写真図版

特記事項 〈その他〉計画標高の関係
から平面のみ記録。

くその他〉計画標高の関係
から平面のみ記録。

〈その他〉計画標高の関係
か ら平面のみ記録。
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遺構名 G27陥 し穴状遺構 G28陥 し穴状遺構 G29陥 し穴状遺構

登録遺構 G― SK33 G― SK36 G― SK37

位 置 ⅢA19～ 20 営～ h ШA19i～ k ⅣA2o
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形 。杭穴位置 ⅢA ⅣAlb Ib

断面形 b b

規模

開口部径  (cm) 193× 125 184× 100 77× 64

底部径 (cm) 155× 62 63× 50

深 さ (cm)

長軸方向 N-89° 一 E N-27° 一W
埋土 自然堆積。黒褐色 シル ト、

暗褐色の粘土・ シル トで構
成され、地山崩落の褐色粘
土を狭在する。

自然堆積。上部は黒色・黒
褐色 。暗褐色のシル ト、下
部は地山崩落の褐色系粘土
を狭在 した暗褐色のシル ト

及び粘土で構成される。

杭穴数 1

底面 ほぼ平坦。 凹凸あり。

図

写真図版

特記事項 くその他〉計画標高の関係
から平面のみ記録。

〈杭穴〉北側に 3個、南側
に 1個あるが、壁面にはな
い。底面に対して垂直に入っ
ている。南東側の杭穴は掘
りすぎ。

〈杭穴〉中央からやや南寄
りにある。底面に対 して垂

直に入る。
(C14年代測定〉
5層 :5650± 40yrBP【加】

Ⅳ 検出遺構

遺構名 G30陥 し穴状遺構 G31陥 し穴状遺構 Hl陥 し穴状遺構

登録遺構 G― SK38 G― SK39 Hl― SK01

位 置 ⅢA24p-9 ⅢA23q ⅣB7～ 8e

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形 。杭穴位置 Ib Ib ⅣAla
断面形 b b C

規模

開口部径  (cm) 80× 75 66× 64 242× 132

底部径 (cm) 64× 61 60× 68 199× 61

深 さ (cm)

長軸方向 N-18° ― E

埋土 自然堆積。黒色・ 黒褐色の
シル ト、暗褐色 シル ト及び

粘土で構成され、地山崩落
の褐色粘土を狭在する。

自然堆積。黒色・黒褐色・

暗褐色のシル トで構成され、
地山崩落の褐色粘土を狭在
する。

自然堆積。上部は黄褐色系
の上を狭在 した黒色 シル ト

及び黒褐色のシル ト、下部
は黒褐色土を狭在 した黄褐
色系粘土で構成される。

杭穴数 1 1 4

底面 凹凸あり ほぼ平ナ日ハ やや凹凸あり。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央よりやや南東
にある。底面に対 して垂直
に入る。

く杭穴〉中央付近にある。
底面に対して垂直に入る。

〈杭穴〉南側、北側各 2個
ある。底面に対 して斜方向
に入る。
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2 検出遺構

遺構名 H2陥 し穴状遣構 H3陥 し穴状遺構 H4陥 し穴状遺構

登録遺構 H2-SK01 H2-SK02 H3-SK01
位置 ⅣA9-10v ⅣA10a ⅣB16f
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。一部撹乱を

受けている。
Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Ⅲ la ⅣAld Ш lc

断面形 C b

規模

開回部径  (cal) 209× 98 171× 113 225× 103

底部径   (cnl) 169× 26 155× 86 185× 65

深さ   (cm)
長軸方向 N-14° ― E N-4° ― E N-53° 一W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色 シ

ル ト、暗褐色粘土質シル ト、
下部は黒褐色 シル トを狭在
した黄橙色系粘土で構成さ
れる。 1～ 3層で様態は違
うが、灰白色火山灰が堆積
する。

自然堆積。上部は暗褐色 シ
ル ト、下部は褐色粘土質 シ
ル ト、明黄掲色粘土、底部
は暗褐色 シル トで構成され
る。

自然堆積。上部は黒褐色土
を狭在 した黄褐色系の上、
下部は褐灰色土、底面は黒
色土で構成される。 1層に
灰白色火山灰 ?が堆積する。

杭穴数 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 若千凹凸あり。
図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉全て北東側にある。
底面に対 して斜方向に入る。

〈杭穴〉北西側 3つ、南東
側 1つ 。北西側の 1つ は壁
際にある。北西の壁際の杭
穴 と南東側の杭穴は底面に
対 して斜方向に入る。

遺構名 H5陥 し穴状遺構 H6陥 し穴状遺構 H7陥 し穴状遺構

登録遺構 H3-SK02 H3-SK03 H4-SK01
位 置 ⅣB15a～ b ⅣA15x～ v ⅣA19y
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形 。杭穴位置 Ⅲ la Ⅱ d Ⅲ la
断面形 C

規模

開口部径  (cm) 219× 103 370× 29 218× 91

底部径   (cm) 104× 36 362× 7 201× 44

深 さ (cm)

長軸方向 N-15° 一 Vヽ N-50° ―W N-27° 一W
埋土 自然堆積。黒色・黒褐色・

暗褐色のシル トで構成され、
黄褐色系の土を狭在する。
1、 2層 に灰白色火山灰が
堆積する。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、下部は黄褐色系の土
で構成される。

自然堆積。暗褐色 シル トを
主体 とし、上部に黒褐色 シ
ル ト、褐色粘土質 シル トの

堆積により構成される。

杭穴数 1 2

底面 】ヒ狽1がラ音干あがる。
南東側が若千あがる。
側の底面は非常に狭い

】ヒZ百
ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉南側にある。底面
に対 して垂直に入 るが、浅
ヽヽ。

〈杭穴〉南側、北側各 1個
ある。底面に対 して斜方向
に入る。
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遺構名 H8陥 し穴状遺構 H9陥 し穴状遺構 H10陥 し穴状遺構

登録遺構 H5-SK01 H5-SK02 H5-SK03
位置 ⅣA21-22Mァ ～ x ⅣA22 w ⅣA24 w

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。北端若千撹
舌とを受けているか。

Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣAla Ⅲ la ⅣAla
断面形 e C

規模

開口部径  (cm) 231× 124 234× 114 188× 125

底部径   (cn) 219× 39 195× 40 157× 61

深 さ (cm)

長軸方向 N-53° ―W N-31° ―W N-12° ―W
埋土 自然堆積。上部は暗褐色 。

褐色・黄褐色土及びシル ト、
下部は黒色土を狭在 した黄
橙色系の粘質上で構成され
る。 1～ 3層 に形状等は異
なるが、灰白色火山灰が堆
積する。16層 は水成堆積の

様相を呈する。

自然堆積。上部は黒褐色・

褐色のシル ト、下部は黒褐
色土を狭在 した黄褐色系の

上で構成される。 4層及び
底面に灰白色火山灰が堆積
する。

自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色 シル ト、下部は黒褐
色土を狭在 した黄褐色系 シ
ル トで構成される。底面に

灰白色火山灰が堆積する。

杭穴数 3 3 1

底面 若千南西側が高いか。 南側に看干凹凸あり。 ほぼ平坦。

図

写真図版 36、  37 36、  37

特記事項 〈杭穴〉北西側に 2個、南
東側に 1個ある。底面に対
して垂直に入るが、浅い。
〈遺物〉検 出面 より石鏃

(53)。

〈杭穴〉北西側に 2個、南
東側に1個 ある。底面 に対
して垂直に入るが、浅い。
(火山灰分析〉
4層 :1類 【弘】
底面 :3類 【弘】

〈杭穴〉北側にある。底面
に対 して垂直に入 るが、浅
ヽヽ。
〈火山灰分析〉

底面 :2類 【弘】

Ⅳ 検出遺構

遺構名 Hll陥 し穴状遺構 H12陥 し穴状遺構 H13陥 し穴状遺構

登録遺構 H5-SK04 H6-SK02 H6-SK03
位 置 ⅣA24x ⅣA24～ 25v ⅣA259-r
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Id Ⅲ lc ⅣAla
断面形 C C d

規模

開口部径  (cm) 80× 75 249× 116 184× 104

底部径 (cm) 41× 48 203× 58 126× 42

深 さ (Cn4)

長軸方向 N-70° ―W N-44° ―W
埋 土 自然堆積。黒褐色 シル ト及

び黄褐色系粘土で構成され
る。 4層 は水成堆積の様相
を呈する。

自然堆積。上部は黄褐色系
の土を狭在 した黒褐色及び
暗褐色 シル ト、下部は黄褐
色系の粘土質 シル トで構成
される。全体に炭化物が入
る。

自然堆積。黒褐色、暗褐色
の粘土質 シル ト及びシル ト
で構成され、地山崩落土の

黄褐色系の土が狭在する。
1、 2層に灰白色火山灰が

堆積する。

杭穴数 0 6 2

ほ 面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 やや凹凸あり。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉北側に 2個、南側
に 4個ある。 うち、】ヒ側 1

個、南側 2個は壁寄 りにあ
る。底面に対 して斜方向に
入る。
〈その他〉西壁面に段差が

ある。

〈杭穴〉北西に 2個ある。
底面に対 して垂直に入るが、
浅い。
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2 検出遺構

遺構名 H14陥 し穴状遺構 H15陥 し穴状遺構 H16陥 し穴状遺構

登録遺構 H7-SK01 H7-SK02 H7-SK03
位置 VA4～ 5y VA5w～ x VA40
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣAla Ⅱ d Ⅱ d

断面形 C a a

規模

開口部径  (cm) 205× 103 390× 62 350× 33

底部径   (cm) 147× 43 414× 16 374× 11

深 さ (cm)

長軸方向 N-77° ― E N-19° ― E N-41° 一 E
埋土 自然堆積。上部は黒褐色、

暗褐色のシル ト及び土、下
部は黄褐色系の土で構成さ
れる。 1～ 3層に灰自色火
山灰が堆積する。16層 は水
成堆積の様相を呈する。

自然堆積。黒褐色土、暗褐
色上で構成され、地山崩落
の黄橙色土が狭在する。底
面には水成堆積の様相を呈
する灰黄褐色土が堆積する。

自然堆積。黄褐色系の土を
主体 とする。底面に水成堆
積の様相を呈する褐灰色土
がある。黒褐色土は最上面
と褐灰色土の上面に堆積す
る。

杭穴数 4 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 やや凹凸あり。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉東側、西側各 2個
ある。底面に対 して斜方向
に入る。

遺構名 H17陥 し穴状遺構 H18陥 し穴状遺構 H19陥 し穴状遺構

登録遺構 H7-SK04 H7-SK05 H7-SK06
位置 VA2o VA 4ι VA5ι
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Ⅲ la ⅣAla Π b
断面形 C C a

規模

開口部径  (銅 ) 188× 86 172× 110 355× 40

底部径   (cm) 160× 32 124× 35 356× 18

深 さ (cm)

長軸方向 N-82° ―W N-31° ―W N-5° 一W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色土、

下部は黒褐色土を狭在 した
黄褐色系及び暗褐色の土で
構成される。 2層に灰白色
火山灰が堆積する。

自然堆積。上部は黒色 。暗
褐色のシル ト、下部は黄褐
色系の上、底面に水成堆積
と考えられる褐灰色土で構
成される。 2～ 3層 に灰自
色火山灰が堆積する。

自然堆積。最上部と底部は
黒褐色及び暗褐色の土、下
部は黄褐色系の土で構成さ
れる。

杭穴数 3 4
？

・

底面 ほぼ平坦。 凹凸あり。 やや凹凸あり。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉西側に 2個、東狽1

に 1個ある。底面に対 して
斜方向に入る。

〈杭穴〉北側、南側に各 2

個ある。底面に対 して垂直
及び斜方向に入る。垂直に
入るものは穴が浅い。
〈遺物〉埋土中位か ら縄文

土器 (8)。

〈杭穴〉中央にある。底面
に対 し、垂直に入る。
(そ の他〉溝状の陥 し穴状

遺構 (Π a類)で は数少な
い杭穴跡 ?を もつ。
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遺構名 H20陥 し穴状遺構 H21陥 し穴状遺構 H22陥 し穴状遺構

登録遺構 H7-SK07 H7-― SK09 H8-SK01
位 置 VA5p VA2～ 3t VB7a～ b

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Id Ⅲ lb Ш la

断面形 b C C

規模

開口部径  (cm) 93× 92 254× 120 224× 105

底部径   (cm) 77× 74 215× 74 146× 49

深 さ (clll)

長軸方向 N-59° ―E N-23° ― E
埋土 自然堆積。上部は暗褐色 シ

ル ト、下部は黄褐色系の土、
底部は水成堆積 と考え られ
る褐灰色土で構成される。

自然堆積。上部 は黒褐色及
び暗褐色のシル ト、下部 は
黄褐色系の上で構成される。
14、 15層 は水成堆積の様相
を呈する。

自然堆積。暗褐色 シル トを
主体とし、底面にグライ化
したにぶい黄褐色粘土質 シ
ル トが堆積する。 1、 2層
に灰白色火山灰が堆積する。

杭穴数 0 2 5

底面 やや凹凸あり ほぼ平坦。 やや凹凸あり。

図 34

写真図版

特記事項 く杭穴〉中央付近に 2個 あ
る。底面に対 して垂直に入
る。

く杭穴〉北側に 3個、南側
に 2個ある。底面に対して
斜方向に入る。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 H23陥 し穴状遺構 H24陥 し穴状遺構 H25陥 し穴状遺構

登録遺構 H8-SK02 H8-SK03 H8-SK04
位置 VA8r VA6p VA7p
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣBld Ib Ib

断面形 b b b

規模

開口部径  (cm) 152× 96 84× 93 73× 72

底部径   (cm) 136× 71 72× 61 70× 63

深 さ (cm)

長軸方向 N-55° 一W
埋土 自然堆積。黒褐色の粘土質

シル トを主体とし、地山崩
落の黄褐色 シル トが狭在す
る。

自然堆積。黒褐色 シル トを
主体とし、底面に暗褐色 シ
ル トが堆積する。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、下部は暗褐色 シル ト
で構成される。

杭穴数 0 2 1

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版 41

特記事項 く杭穴〉中央付近及び中央
よりやや北側に 1個ずつあ
る。底面に対 して垂直に入
る。

〈杭穴〉中央よりやや西恨」
にある。底面に対して垂直
|こメ、る。

―- 43 -―



2 検出遺構

遺構名 H26陥 し穴状遺構 H27陥 し穴状遺構 H28陥 し穴状遺構

登録遺構 H8-SK05 H8-SK06 H9-SK01
位 置 VA8n VA8っ VB10c
検出状況 Va層で検出① Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形 。杭穴位置 Id Ib ⅣAla
断面形 b b C

規模

開口部径  (cm) 71× 70 84× 80 195× 109

底部径 (cm) 63× 62 72× 70 171× 46

深 さ (cm)

長軸方向 N-10° 一W
埋土 自然堆積。黒褐色 シル トを

主体として構成される。
自然堆積。黒褐色シルトを
主体として構成される。

自然堆積。最上部は褐色 シ
ル ト、中部は黒褐色および
暗褐色シル ト、下部は黄褐
色系の土で構成される。底
面付近の黄褐色系の土には、
黒褐色の上が狭在する。

杭穴数 1 4

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 やや凹凸あり。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央よりやや南側
にある。底面に対 して垂直
に入る。

〈杭穴〉東側、西側各 2個
ずつある。底面に対 して斜
方向に入る。

遺構名 H29陥 し穴状遺構 H30陥 し穴状遺構 H31陥 し穴状遺構

登録遺構 H9-SK02 H9-SK03 H9-SK04
位置 VA12q VA12q VA17n～ o

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Ib Ib Ib

瞬面形 b b b

規模

開口部径  (cm) 80× 76 87× 76 138× 112

底部径   (cln) 72× 77 71× 70 118× 96

深 さ (cm)

長軸方向 N-44° 一W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色、

暗褐色 シル ト、下部は黒褐
色土を狭在 した黄褐色系の
土で構成される。底面には
水成堆積とみられる褐灰色
土が堆積する。

自然堆積。上部は黒褐色、
暗褐色のシル ト、下部は黒
褐色土を狭在 した黄褐色系
の土で構成 される。

自然堆積。上部は黒褐色・
暗褐色のシル ト、下部は黄
褐色系のシル トで構成され
る。ほぼ全ての層がシル ト
質で陥 し穴状遺構の埋土と
は性質がまったく異なる。
底面に水成堆積の褐灰色土
が堆積する。

杭穴数 1 1 1

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 く杭穴〉やや南よりにある。
底面に対し垂直に入る。

〈杭穴〉中央よりやや南側
にある。底面に対 し垂直か
らやや斜方向に入る。

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対し垂直に入る。
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遺構名 H32陥 し穴状遺構 H33陥 し穴状遺構 H34陥 し穴状遺構

登録遺構 H10-SK01 H10-SK02 H10-SK03
位 置 VB16～ 17e VB15～ 16e VB13a
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣAla Ib Ⅲ la

断面形 d b d

規模

開口部径  (cm) 182× 120 87× 76 196× 62

底部径   (cm) 166× 58 71× 70 177× 26

深さ   (cm)
長軸方向 N-40° ― E N-2° 一 E

埋土 自然堆積。黒色及び黒褐色
土を狭在 した黄褐色系の土
で構成される。 1層及び埋
土中位に灰白色火山灰が堆
積する。

自然堆積。地山崩落の明黄
褐色 シル トを狭在 した暗褐
色 シル ト及び粘土質 シル ト
を主体とし、上部に黒色、
黒褐色 シル トが堆積する。

自然堆積。暗褐色 シル トを
主体 とし、上部に黒色 シル

トが堆積する。 7層に灰白
色火山灰が堆積する。 8層
の明黄褐色シルトは地山ロー
ムを突いたことによってば
そばそになった層か。

杭穴数 5 1 3

底面 やや凹凸あり。 ほぼ平坦。 やや凹凸あり。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉北側に 2個、南側
に 3個ある。底面に対 しい

ずれも斜方向に入る。
(そ の他〉工具痕 と見 られ
る痕跡がある。
(火山灰分析〉
1層 :1類 【弘】
埋土中位 :2類 【弘】

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対 し垂直に入る。
(遺物〉埋土上部か ら石器

剥片 (58)。

〈杭穴〉南側に 3個ある。
底面に対 し斜方向に入る。
(火山灰分析〉

底面 :1類 【弘】

Ⅳ 検出遺構

遺構名 H35陥 し穴状遺構 H36陥 し穴状遺構 H37陥 し穴状遺構

登録遺構 H10-SK04 H10-SK05 H10-SK06
位置 VA16y VA16y VA14a
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Hd ⅣBld 凸rB 2b

断面形 C C

規模

開口部径  (cm) 289× 58 122× 87 145× 89

底部径   (cm) 282× 10 84× 51 165× 46

深 さ (cnl)

長軸方向 N-60° 一 E N-45° ― E N-90° ― E
埋土 自然堆積。暗褐色 シル トを

主体とする。底面及び中部
に黒色、黒褐色 シル トが入
る。

自然堆積。黒褐色 シル ト及
び粘土質シル トを主体とし、
最上部に黒色 シル ト、底面
にしまりが疎な地山ブロッ
ク層が堆積する。

自然堆積。黒褐色 シル トを
主体 とし、最上部に黒色 シ
ル ト、底面に暗褐色 シル ト
が堆積する。

杭穴数 0

底面 凹凸著 しい。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉すべて中央付近に
ある。底面に対 し垂直に入
る。
〈その他〉東西壁面は挟 ら

れる。
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2 検出遺構

遺構名 H38陥 し穴状遺構 H39陥 し穴状遺構 H40陥 し穴状遺構

登録遺構 H10-SK07 H10-SK08 H10-SK09
位置 VA14-15a VA14～ 15t VA15t
検出状況 Va層で検出。一部撹乱で

切 られている。
Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣB2b Ⅲ 2b ⅣB2b
断面形 b b C

規模

開口部径  (cm) 110× 65 123× 60 109× 66

底部径   (cm) 132× 39 138× 34 133× 30～50

深さ   (cm)
長軸方向 N-75° 一W N-78° 一W N-73° 一 Vヽ

埋土 自然堆積。黒褐色 シル ト及
び粘土質シル トを主体とし、
最上部に黒色 シル ト、底面
に暗褐色粘土質 シル トが堆
積する。

自然堆積。黒褐色 シル ト及
び粘土を主体 とし、最上部
に黒色 シル ト、底面に暗褐
色粘土質 シル トが堆積する。

自然堆積。黒褐色 シル ト及
び粘土を主体 とし、最上部
に黒色 シル ト、底面に暗褐
色粘土質シル トが堆積する。

杭穴数 3 1 1

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版 45

特記事項 〈杭穴〉全て中央付近にあ
る。底面に対 して垂直に入
る。

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対 し垂直に入る。

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対し垂直に入る。

遺構名 H41陥 し穴状遺構 H42陥 し穴状遺構 H43陥 し穴状遺構

登録遺構 H10-SK10 H10-SKll Hll― SK01
位置 VA14っ VA15o VB17b～ c

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・ 杭穴位置 Ib Ib ⅣB3d
断面形 C b b

規模

開回部径  (cm) 89× 90 83× 80 154× 95

底部径 (cm) 64× 69 68× 65 144× 74

深 さ (cm)

長軸方向 N-899-E
埋土 自然堆積。上部は黒褐色 シ

ル ト、下部は黄褐色系 シル
ト及び粘質土を主体とする。

自然堆積。上部は黒褐色土、
下部は黄褐色系の土を主体
とする。底面に水成堆積層
がある。

自然堆積。上部は黒褐色、
暗褐色 シル ト、下部は黄褐
色系粘質 シル トで構成 され
る。12層 より下は水成堆積
の様相を呈する。

杭穴数 1 1 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 く杭穴〉中央か らやや南側
にある。底面に対 し垂直に
入る。

〈杭穴)中央からやや東側
にある。底面に対 し垂直に
入る。
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遺構名 H44陥 し穴状遺構 H45陥 し束状遺構 H46陥 し穴状遺構

登録遺構 Hll― SK02 Hll― SK03 Hll― SK04

位置 VB17b VB17a～ b VB17c

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形 状
平面形・杭穴位置 ⅣB2b ⅣB2d ⅣB2d
断面形 b C b

規模

開口部径  (cm) 146× 87 148× 102 136× 82

底部径 (cm) 128× 58 132× 42 114× 49

深 さ (cm)

長軸方向 N-81° ― Vヽ N-88° ―W N-14° ― E

埋土 自然堆積。上部は黒色、黒
褐色 シル ト、下部は黒褐色
土を狭在 した黄褐色系の土、
底面は水成堆積の褐灰色粘
質土で構成される。

自然堆積。上部は黒褐色、
暗褐色 シル ト、下部は黄褐
色系の上、底面は褐灰色土
で構成される。 8層より下
は水成堆積の様相を呈する。

自然堆積。上部は黒褐色、
暗褐色シル ト、下部は黄褐
色系土で構成される。底面
の 7・ 8層 は水成堆積層 と
みられる。

杭穴数 1 0 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 北側が若干あがる。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央よりもやや東
側にある。底面に対 し垂直
に入る。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 H47陥 し穴状遺構 H48陥 し穴状遺構 H49陥 し穴状遺構

登録遺構 Hll― SK05 H12-SK01 H12-SK02

位置 VB19～ 20 c― d VB20d VB21e

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・ 杭穴位置 Ib ⅣAla ⅣBlb
断面形 d C

規模

開回部径  (cm) 154× 133 234× 133 145× 88

底部径   (cm) 151× 91 236× 61 131× 49

深 さ (cm) 84

長軸方向 N-36° ―W N-13° ―W N-24° 一E

埋土 自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色のシル ト、下部は黄
褐色系の土、底面は褐灰色
土で構成される。底面の16・

17層 は水成堆積の様相を呈
する。

自然堆積。上部か ら黒褐色
シル ト、黒色・ 黒褐色・ 暗
褐色 シル トを狭在 した黄褐
色系の上、黄橙色系の上の

順で構成される。15層 には

灰白色火山灰が堆積する。

自然堆積。上部は黒色、黒
褐色 シル ト、下部は黄褐色

系及び褐灰色 シル トの土で

構成される。

杭穴数 5 1

底面 ほぼ平坦。 やや凹凸あり。 ほば平坦。南側がテラス状
になる。

図 41 41

写真図版 47 48

特記事項 〈杭穴〉中央付近に 2個あ
る。底面に対 し垂直に入る。

〈杭穴〉】ヒ狽Jに 2イ固、 南狽!

に 3個 ある。底面に対 し斜
方向に入 る。
(火山灰分析〉

底面 :1類 【弘】

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対し垂直に入る。
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2 検出遺構

遺構名 H50陥 し穴状遺構 H51陥 し穴状遺構 H52陥 し穴状遺構

登録遺構 H12-SK03 H13-SK01 H13-SK02
位 置 VB23b V A25～ⅥAlw ⅥA3n～ O

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。
重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣAla ⅣAla Ib
断面形 C C

規模

開田部径  (cm) 203× 135 203× 139 123× 110

底部径 (cm) 163× 65 152× 57 69× 59

深 さ (Cn4)

長軸方向 N-1° ―W N-13° ―W
埋土 自然堆積。上部はにぶい黄

褐色土を狭在 した黒褐色、
暗褐色土、下部は一部で黒
褐色土を狭在 した黄橙色土
で構成される。底面は黄橙
色土と黒褐色土が混在 して
いる。12及 び16層に灰自色
火山灰が堆積する。

自然堆積。黒褐色、暗褐色
シル ト及び粘土質 シル トで
構成され、一部に地山崩落
による褐色粘土が堆積する。
20層 に灰白色火山灰が堆積
する。

自然堆積。黒色、黒褐色、
暗褐色 シル ト及び粘土質 シ
ル トで構成され、一部地山
崩落による褐色粘土が堆積
する。

杭穴数 2 2 1

底面 南側が若干あがる。 ほぼ平坦。 中央がややくばむ

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉南狽1、 北側に各 1

個ある。底面に対 し斜方向
に入る。
(C14年代測定〉

火山灰直上 :1180± 30
【力日】
〈火山灰分析〉

埋土中位 :2類 【弘】
底面 :1類 【弘】

〈杭穴〉南側、北側に各 1

個ある。底面に対 して垂直
か ら斜方向に入る。垂直に
入るものは浅い。

〈杭穴〉中央にある。底面
に対して垂直に入る。

遺構名 H53陥 し穴状遺構 H54陥 し穴状遺構 H55陥 し穴状遺構

登録遺構 H14-SK01 H14-SK02 H14-SK03
位置 ⅥB7b ⅥB7～ 8b ⅥB8b
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形 。杭穴位置 ⅣB2d ⅣB2d IVB 2d

断面形 C b b

規模

開口部径  (伽 ) 138× 74 127× 77 135× 73

底部径   (cm) 143× 57 146)(54-86 141× 56

深 さ (cm)

長軸方向 N-22° 一 Aヽr N-22° ―W N-26° ―W
埋土 自然堆積。黒色、黒褐色 シ

ル トを主体とし、壁面沿い
に崩落 した黄褐色粘上、底
面に暗褐色粘土質 シル トが
堆積する。

自然堆積。上部に黒色、黒
褐色 シル ト、その下に崩落
した黄褐色粘土、底面に暗
褐色粘土質 シル トが堆積す
る。

自然堆積。上部 に黒色、黒
褐色 シル ト、その下に崩落
した黄褐色粘土、底面に暗
褐色粘土質 シル トが堆積す
る。

杭穴数 0 0 0

ほ 面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。
図

写真図版

特記事項 くC14年代浪1定〉
6層 i5010± 40【加】
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遺構名 H56陥 し穴状遺構 H57陥 し穴状遺構 H58陥 し穴状遺構

登録遺構 H14-SK04 H14-SK05 H14-SK06

位 置 ⅥA5x～ y ⅥA7x～ y ⅥA4p
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し し
接

な
近

H59陥 し穴状遺構 と

形状
平面形・杭穴位置 ⅣAla Ⅲ la ⅣB3d
断面形 C b b

規模

開口部径  (cm) 203× 119 220× 80 100× 78

底部径   (cm) 182× 51 194× 52 78× 78

深 さ (Cl14)

長軸方向 N-3° ―E N-3° ― E N-4° 一E

埋土 自然堆積。上部は黒色、黒
褐色、暗褐色のシル ト、下
部は黒褐色・暗褐色の粘土

質 シル トを狭在 した褐色粘
土で構成される。11層及び

底面直上に灰白色火山灰が

堆積する。

自然堆積。上部か ら黒色 。

暗褐色のシル ト、褐色粘土
質 シル ト、再び黒褐色・ 暗
褐色のシル ト、褐色のシル

トの順で構成される。 8層
及び11層 に灰自色火山灰が

堆積する。

自然堆積。黒褐色、暗褐色
シル トを主体 とし、所々に

崩落 した地山褐色粘土が堆
積する。

杭穴数 2 3 0

底面 ほぼ平坦。 北側若干下がる。 やや凹凸あり。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉南側、北側に各 1

個ある。底面に対 して斜方
向に入る。
(火山灰分析〉

底面直上(?):1類 【弘】

〈杭穴〉ゴヒ側に 2イ固、 南側
に 1個ある。底面に対 して

斜方向に入る。
〈火山灰分析〉
8層 :2類 【弘】
11層 :1類 【弘】

Ⅳ 検出遺構

遺構名 H59陥 し穴状遺構 H60陥 し穴状遺構 H61陥 し穴状遺構

登録遺構 H14-SK07 H14-SK08 H14-SK09

位 置 ⅥA4o～ p ⅥA6o ⅥA7ι

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 し
接

な
近

H58陥 し穴状遺構 と な し な し

形 状
平面形・杭穴位置 Ib Ib ⅣBlb
断面形 b b

規模

開田部径  (cm) 58× 72 107× 107 160× 95

膜部径   (cm) 66× 56 75× 69 142× 39

深 さ (cm)

長軸方向 N-8° 一 Vヽ

埋土 自然堆積。地山崩落の褐色
粘土を狭在 した黒褐色、暗
褐色のシル ト、粘土質 シル

トで構成される。

自然堆積。地山崩落の褐色

粘土を狭在 した黒褐色、暗
褐色のシル ト、粘土質 シル

トで構成される。

自然堆積。黒色・ 黒褐色・

暗褐色のシル ト、粘土質 シ
ル トで構成され、地山崩落
の褐色粘土が狭在する。

杭穴数 1 1 5

底面 ほぼ半坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対 して垂直に入る。

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対して垂直に入る。

〈杭穴〉中央付近か らやや

南側にある。底面 に対 して

垂直に入る。
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2 検出遺構

遺構名 H62陥 し穴状遺構 H63陥 し穴状遺構 H64陥 し穴状遺構
登録遺構 H14-SK10 H15-P01 H16-SK01
位 置 ⅥA5k ⅥA9n llIB16d

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形 状
平面形・杭穴位置 Id Ib Ib
断面形 d b b

規模

開口部径  (cm) 145× 126 67× 60 99× 96

底部径   (cm) 101× 97 73× 63 109× 90

深 さ (cm)

長軸方向 N-75° ―W
埋土 自然堆積。黒色及び黒褐色

のシル ト、粘土質 シル トを
主体とする。

自然堆積。黒褐色、暗褐色
のシル トで構成される。中
～下部には途中崩落 した地
山褐色粘土が堆積する。

自然堆積。 I・B色粘土を狭在
した黒褐色、暗褐色シル ト
で構成される。 15。 16層 は
水成堆積の様相を呈する。

杭穴数 0 1 1

底面 中央が くばむ。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。
図

写真図版

特記事項 〈その他〉調査区北端。他
の I類 (円形)の陥 し穴状
遺構と様相を異にする。

〈杭穴〉中央よりやや東に
ある。底面に対 して垂直に
入る。

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対 して垂直に入る。
〈その他〉 15、 16層 は調査

時点では気づかなかったも
のの、灰白色火山灰であっ
た可能性がある。

遺構名 H65陥 し穴状遺構 H66陥 し穴状遺構 H67陥 し穴状遺構
登録遺構 H16-SK02 H16-SK03 H16-SK04
位 置 ⅥB16～ 17c WIB17a ⅥA16y
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Ib ⅣB3b ⅣB3b
断面形 b b b

規模

開口部径  (clll) 96× 79 128× 95 113× 85

底部径   (cm) 91× 82 130× 88 100× 81

深 さ (側 )

長軸方向 N-86° ―W N-64° ―E N-72° ― E
埋土 自然堆積。黒褐色、暗褐色

シル ト、粘土質 シル トで構
成される。壁面に途中崩落
した地山褐色粘土が堆積す
る。14層 は水成堆積の様相
を呈する。

自然堆積。上部は黒褐色 。

暗褐色のシル ト及び粘土質
シル ト、下部は黄掲色・褐
色の粘土および砂質シル ト、
底面は暗褐色粘土を主体と
して構成される。下部の黄
褐色・褐色の層は水成堆積
の様相を呈 している。

自然堆積。上部は黒色、黒
褐色、暗褐色のシル ト、粘
土質 シル ト、下部は褐色粘
土及び粘土質 シル トを主体
とする。一部に水成堆積の
様相を示す層がある。

杭穴数 1 1 2

底面 やや凹凸あり。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。
図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対して垂直に入る。

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対 して垂直に入る。

〈杭穴〉全て中央付近にあ
る。底面に対 して垂直に入
る。
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遺構名 H68陥 し穴状遺構 H69陥 し穴状遺構 H70陥 し穴状遺構

登録遺構 H16-SK05 H16-SK07 H16-SK08

位 置 171ン(15t^Vu WIA13 q WIA14n

検出状況 Va層で検出。 Vb層で検出。 Vb層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣB2b Ib Ib

断面形 b e e

規模

開口部径  (cm) 119× 63 66× 68 77× 75

底部径 (clll) 129× 51 69× 71 70× 68

深 さ (cm)

長軸方向 N-10° ―WV

埋土 自然堆積。褐色粘土を狭在
した黒褐色、暗褐色の粘土、
粘土質 シル ト、 シル トで構
成される。

自然堆積。黒褐色 シル トを
主体とし、壁面に地山崩落
の褐色粘土が堆積する。

自然堆積。黒褐色 シル トを

主体とし、壁面 に地山崩落
の褐色粘土が堆積する。

杭穴数 5 1 1

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉全て中央か ら南側
にある。底面に対 して垂直
に入る。

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対 し垂直に入る。
〈その他〉Vb層での検出

のため、残 りがわずかであ
る。

〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対 して垂直に入る。
(そ の他〉Vb層での検出

のため、残 りがわずかであ
る。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 H71陥 し穴状遺構 H72陥 し穴状遺構 H73陥 し穴状遺構

登録遺構 H17-SK01 H17-SK02 H17-SK04

位置 IヽB18b WIB19a― b IヽA20 a

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Id Id Id

断面形 b b b

規模

開田部径  (cm) 110× 105 119× 110 79× 87

底部径   (cm) 45× 47 55× 60 50× 51

深さ   (cm)
長軸方向

埋 土 自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト及び粘土質 シル ト、中
部は地山崩落の褐色粘土を

狭在 した暗褐色粘土、下部
は褐色粘土を主体 とする。

自然堆積。上部は黒色・黒
掲色 。暗褐色の粘土、粘土
質シルト、下部は互層となっ

た黒褐色 シル トと地山崩落
の褐色粘土で構成される。

自然堆積。黒色・黒褐色・

暗褐色のシル ト、粘土質 シ
ル トで構成され、下部に地

山崩落に伴 う褐色粘土が堆

積する。

杭穴数 0 0 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項
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2 検出遺構

遺構名 H74陥 し穴状遺構 H75陥 し穴状遺構 H76陥 し穴状遺構
登録遺構 H17-SK05 H18-SK01 H18-SK02
位置 lヽA20r～ s WIA22-23  r～ 8 WIッ 2ヽ2r～ s

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し し
接

な
近

H76陥 し穴状遺構に し
接

な
近

H75陥 し穴状遺構に

形状
平面形・杭穴位置 Ⅲ la ⅣAla Hd
断面形 b C a

規模

開口部径  (cm) 169× 82 195× 122 355× 54

底部径 (cm) 187× 53 180× 39 348× 18

深 さ (cm)

長軸方向 N-3° ― E N-3° 一 E N-2° ―W
埋土 自然堆積。黒色・黒褐色・

暗褐色のシル ト、粘土質 シ
ル トを主体 として構成され
る。20層 に灰白色火山灰が
堆積 し、その直上に地山崩
落の褐色粘土が堆積する。

自然堆積。黒色・黒褐色・
暗褐色のシル ト、粘土質 シ
ル トを主体とする。14層に
灰白色火山灰が堆積する。
灰白色火山灰堆積の前後に
地山の崩落がある。

自然堆積。黒色・ 黒褐色 シ
ル トを主体 として構成され
る。

杭穴数 4 6 0

底面 若干の凹凸あり。 若千の凹凸あり。 ほぼ平坦。
図

写真図版 54、  55
特記事項 〈杭穴〉南側、北側に各 2

個ある。底面に対 し、斜方
向に入る。

〈杭穴〉北側に 4個、南側
に 2個ある。底面に対 して
垂直気味に入る。ただ し浅
ヽヽ。
〈火山灰分析〉

14層 :1類 【弘】

遺構名 H77陥 し穴状遺構 H78陥 し穴状遺構 H79陥 し穴状遺構
登録遺構 H18-SK03 H19-Pl H20-SKl
位 置 171A22っ ⅣA6o
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形 状
平面形・杭穴位置 Id Ib Ⅱ d
断面形 d b a

規模

開回部径  (cm) 78× 76 87× 85 185× 26

底部径 (cm) 52× 56 60× 65

深 さ (cm)

長軸方向

埋土 自然堆積。黒色・ 黒褐色の
シル ト、暗褐色粘土質 シル
トで構成され、地山崩落に
伴 う褐色粘土が中～下部に
堆積する。

自然堆積。上部は黒色・黒
褐色のシル ト、下部は黒褐
色土を狭在 した黄褐色系粘
質土、底面は黒褐色土で構
成される。

自然堆積。黒褐色・暗褐色
シル トを主体とする。

杭穴数 0 1 0

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。
図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央よりやや南側
にある。底面に対 して垂直
に入る。

くその他〉平面図とり忘れ。
南西側掘り過ぎ。
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遺構名 H80陥 し穴状遺構 H81陥 し穴状遺構 H82陥 し穴状遺構

登録遺構 H20-SK02 H20-SK03 H20-P01
位 置 ⅣA13m～ n ⅣA131 ⅣA8n
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣAla ⅣAla Ib

断面形 C d b

規模

開口部径  (cm) 190× 108 217× 123 70× 74

底部径   (cm) 181× 61 215× 63 63× 68

深 さ (cm)

長軸方向 N-80° 一れた N-67° ―E
埋土 自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色 シル ト、下部は暗褐
色粘土質 シル トを狭在 した

褐色粘土及び粘土質 シル ト
で構成される。底面に灰自
色火山灰が堆積する。 1～
6層 は堆積過程が 7層以下
と異なっており、掘 り返 し
の可能性がある。

自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色のシル ト、下部は 2

枚の黒褐色 シル トを狭在 し
た褐色系の粘土で構成され
る。底面には灰白色火山灰
が堆積 している。 1～ 8、

15～ 18層 は堆積過程が 9～
14、 19層以下と異なってお

り、掘 り返 しの可能性があ
る。

自然堆積。黒褐色 。暗褐色
シル トを主体に構成される。
東側のみに地山崩落の褐色
粘土が堆積する。

杭穴数 2 3 2

底面 やや凹凸あり。 凹凸著 しい。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉全て西側にある。
底面に対 し斜方向に入る。
〈火山灰分析〉

底面 :2類 【弘】

〈杭穴〉東側に 2個、西側
に 1個 ある。底面に対 し斜
方向に入る。
(火山灰分析〉

28層 :2類 【弘】

〈杭穴〉全て中央から南側
にある。底面に対 して垂直
に入る。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 H83陥 し穴状遺構 H84陥 し穴状遺構 H85陥 し穴状遺構

登録遺構 H20-P02 H20-P3 H20-P04
位置 ⅣA12m ⅣA14ι ⅣA19k

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Ib Ib Ib

断面形 b b b

規模

開口部径  (cm) 83× 81 83× 75 72× 65

底部径 (cm) 63× 65 66× 65 59× 59

深 さ (clII)

長軸方向

埋土 自然堆積。黒褐色 。暗褐色
シル トを主体 として構成さ
れる。下部では地山崩落に

伴 う褐色粘土が狭在 してい

る。

自然堆積。黒褐色 。暗褐色
のシル トを主体として構成
される。途中 2回若 しくは
それ以上の地山崩落に伴 う
褐色粘土が堆積 している。

自然堆積。上部では黒色・

黒褐色 シル ト、下部は褐色
粘土を主体 とする。底面に

暗褐色粘土がある。

杭穴数 2 1 2

底面 ほぼ平坦。 西側がやや下がる。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉全て中央か ら南狽1

に 2個ある。底面に対 して

垂直に入る。

〈杭穴〉中央より南側にあ
る。底面に対 して垂直に入
る。

〈杭穴〉中央付近と中央よ

りやや北西側に 1個ずつあ
る。底面に対 して垂直に入
る。
(そ の他〉埋土上部掘 りす
ぎ。
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2 検出遺構

遺構名 H86陥 し穴状遺構 H87陥 し穴状遺構 H88陥 し穴状遺構

登録遺構 H20-P05 H21-Pl H24-SK01
位 置 ⅣA18p ⅣA22～ 23n ⅣA19k
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形 状
平面形・杭穴位置 Ib Id Ⅲ la
断面形 e C b

規模

開口部径  (cm) 80× 77 105× 100 196× 86

底部径   (cm) 70× 60 64× 73 171× 42

深 さ (cm)

長軸方向 N-58° ―ヽヽ「

埋土 自然堆積。黒色、黒褐色 シ
ル トを主体 とする。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、暗褐色粘質 シル ト、
下部は黄褐色系の土で構成
される。全体に色調が淡 く、
混和物が少ない。底面の灰
黄褐色土は水成堆積の様相
を呈する。

自然堆積。上部は黒色・黒
褐色・暗褐色のシル ト、下
部は数次の黒褐色土を狭在
した黄褐色系の上で構成さ
れる。 2、 3、 6層 に灰自
色火山灰が堆積する。底面
の黄橙色粘土は水成堆積の

様相を呈する。

杭穴数 1 4

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 南東側が くばむ。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央付近にある。
底面に対 して垂直に入る。
〈その他〉杭穴も浅いため、

陥し穴でない可含酵隆もある。

〈杭穴〉北西側、南東側に
各 2個ある。底面に対 し斜
方向に入る。

遺構名 H89陥 し穴状遺構 H90陥 し穴状遺構 H91陥 し穴状遺構

登録遺構 H24-SK02 H24-SK03 H25-SK01
位置 ⅣA 9i VA8f ⅣA19k
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣAla ⅣAla Ⅲ la
断面形 C C

規模

開口部径  (cm) 190× 98 188× 98 193× 93

底部径 (cm) 159× 42 126× 60 181× 40

深 さ (cm)

長軸方向 N-66° ―W N-64° ―W N-70° ― Vヽ

埋土 自然堆積。上部は黒褐色。
暗褐色土、下部は黒褐色土
を狭在 した黄褐色系の土で
構成される。 2、 3層に灰
白色火山灰が堆積する。そ
の直下に褐色 シル トが堆積
している。 1～ 6層は 7層
以下 と堆積過程が異なるこ
とか ら、掘 り返 しの可能性
がある。

自然堆積。黒褐色 と灰黄褐
色土の混合土を狭在 した黄
褐色系の土をで構成される。
2層 に灰白色火山灰が堆積
する。 1～ 4、 9、 10層 は
5～ 8及び11層以下の堆積
過程が異なり、掘 り返 しの

可能性がある。

自然堆積。上部は黄褐色系
の土を狭在 した黒褐色 シル
ト、下部は黒色・ 黒褐色土
を狭在 した黄褐色系の上で
構成される。

杭穴数 4 3

底面 東側が下がる。 やや凹凸あり。 ほぼ平坦。
図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉東側、西側各 2個
ある。底面に対 し斜方向に
入る。
(そ の他〉全体に工具 ?痕。

デコボコ。 (表現できるほ
どの深さはない。)

〈杭穴〉西側に 2個、東側
に 1個 ある。底面に対 し斜
方向に入る。
(遺物〉埋土中位で縄文土

器 (9)。

〈杭穴〉西側に 1個、東狽」
に 2個ある。底面に対 し垂
直から斜方向に入る。垂直
に入る穴は深さが浅い。

―- 54 -―



遺構名 ■92陥 し穴状遺構 H93陥 し穴状遺構 H94陥 し穴状遺構

登録遺構 H26-SK01 H27-SK01 H27-SK02
位置 ⅣA19j VA19f ⅣA19k

検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣB3b ⅣBlb ⅣB3b
断面形 b b b

規模

開口部径  (cm) 104× 80 115× 69 106× 72

底部径 (cm) 94× 70 100× 72 106× 67

深 さ (cm)

長軸方向 N-61° ― Vヽ N-61° ―W N-54° ―W
埋土 自然堆積。上部は黄褐色系

の上を狭在 した黒褐色 シル

ト、下部は水成堆積の様相
を呈する褐灰色及び黄橙色
の土で構成される。

自然堆積。上部は黒色及び

黒褐色のシル ト、下部は灰
黄褐色 シル ト及び水成堆積
の様相を呈する明黄褐色粘
質 シル トで構成される。

自然堆積。上部は黄褐色系
の土を狭在 した黒褐色 。暗
褐色のシル ト、下部は黄褐
色系の土で構成される。底
面の灰黄褐色の土は水成堆
積の様相を呈する。

杭穴数 1 1 1

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央付近か らやや
西側にある。底面に対 し垂
直に入る。

〈杭穴〉中央付近か らやや

北側にある。底面に対 し垂
直に入る。

く杭穴〉ほば中央にある。
底面に対し垂直に入る。

Ⅳ 検出遺構

遺構名 11陥 し穴状遺構 12陥 し穴状遺構 13陥 し穴状遺構

登録遺構 I― SK01 I一 SK02 I―SK03

位 置 VC14c VC14～ 15f VC19 k

検出状況 】ヒF石狽!に 撹舌しを受ける。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 ⅣAla Ⅱ d Ⅱ d

断面形 a a

規模

開田部径  (cm) 207× 129 335× 47-65 293× 30

底部径   (cm) 184× 50 306× 3′-22 315× 18

i栗 さ (cm) 42-74

長軸方向 N-23° ― AヽF N-84° ― Vヽ N-67° 一WV

埋土 自然堆積。黒褐色土を狭在
した黄褐色系の上を主体と
して構成される。埋上の状
況か ら、 上吉[はだモヽぶ肖!ら

れている可能
J14がある。

自然堆積。黒褐色土と黄橙
色土が互層になって堆積 し
ている。底面に灰黄褐色の

水成堆積層がある。

自然堆積。灰黄褐色と明黄
褐色土を主体とし、最上部
に黒褐色を含んだ混合土が

埋まっている。

杭穴数 1 0 0

底面 中央に向かうにつれて低 く
なるとともに凹凸が著 しい。

ほぼ平坦。底面両端が広 く
なり、途中がくばむ。

西側がやや下がる。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉北西側にある。底
面に対 して斜方向に入る。

〈その他〉かつてのほ場整

備により東側は削平を受け
ている。
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2 検出遺構

遺構名 14陥 し穴状遺構 15陥 し穴状遺構 16陥 し穴状遺構
登録遺構 I― SK04 I― SK05 I― SK06
位 置 VC15i VC14～ 15ι VC20 k
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・ 杭穴位置 Ib Ⅱ d Ib
断面形 b a b

規模

開口部径  (cm) 95× 90 330× 71 80× 65

底部径 (cm) 66× 66 322× 6 65× 58

深さ   (cm)
長軸方向 N-64° ―W N-36° ―W N-70° 一W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色のシル ト、下部は黒
色土および黒褐色土を狭在
した黄褐色系土、底面は水
成堆積の様相を呈する褐灰
色土で構成される。

自然堆積。黒色・ 黒褐色と
黄褐色系の土が互層になっ
た状態で構成される。

自然堆積。上部から黒褐色、
黄褐色系、黒褐色、褐灰色
の順で構成される。褐灰色
の層は水成堆積の様相を呈
する。

杭穴数 1 0 1

底面 ほぼ平坦。
南北端が高 くテラス状を呈
し、中央部が くぼむ。

ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央からやや南西
寄 りにある。底面に対 して
垂直に入る。

〈杭穴〉中央からやや南西
寄 りにある。底面に対 して
垂直に入る。

遺構名 17陥 し穴状遺構 」1陥 し穴状遺構 」2陥 し穴状遺構

登録遺構 I― SK07 J― SK01 」―SK02
位置 VC16i VC25j～ ⅥClj ⅥC5g～ h
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形 状
平面形・杭穴位置 Ib ⅣBlb ⅣAlb
断面形 b b b

規模

開口部径  (cm) 66× 60 121× 94 180× 110

底部径   (cm) 56× 49 96× 78 140× 76

深 さ (cm)

長軸方向 N-49° ―W N-14° 一W
埋土 自然堆積。地山崩落に伴 う

黄褐色系の上を狭在 した黒
色・黒褐色・ 暗褐色のシル
トで構成される。全体的に
層の境界があいまいで、根
カクランが多い。混和物は
少ない。

自然堆積。上部は黒褐色及
び暗褐色土で、下部は黒掲
色土を狭在 した黄褐色系土
で構成される。埋土下位に
灰白色火山灰が入る。11～
15、 20、 21層 は水成堆積と
思われ、全体的に しまりが
強い。

自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色 シル ト、下部は黄褐
色系の上で構成される。底
面に水成堆積の様相を呈す
る層がある。

杭穴数 1 2 2

底面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦 ほぼ平坦。
図

写真図版

特記事項 く杭穴〉中央か らやや南西
側にある。底面に対 して垂
直に入る。

〈杭穴〉全て中央にある。
底面に対 して垂直に入る。
(火山灰分析〉

埋土下位 :1類 【弘】

〈杭穴〉中央及び中央から
やや北寄りに 1個ずつある。
底面に対 して垂直に入る。
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遺構名 」3陥 し穴状遺構 J4陥 し穴状遺構 」5陥 し穴状遺構

登録遺構 」―SK03 」―SK04 J― SK05

位 置 ⅥC6k ⅥB3x ⅥC2e
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形状
平面形・杭穴位置 Id 二b Ib

断面形 b b b

規模

開口部径  (cm) 84× 81 65× 65 96× 82

底部径   (cm) 58× 55 75× 70 86× 71

深さ   (cm)
長軸方向 N-66° ― E

理 土 自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、下部は黒褐色土を狭
在 した黄褐色系の土、底面
は水成堆積の様相を呈する

灰黄褐亀土で構成される。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、下部は黄褐色系土を

主体とする。最下部で 2枚
黒褐色土を狭在する。底面
に水成堆積の様相を呈する

黒褐色及び灰黄褐色のシル

ト層がある。

自然堆積。最上部 は暗褐色
シル ト、上部は責褐色系の

土、底面は水成堆積の様相
を呈する灰褐色粘質土で構
成される。埋土中位 に灰白
色火山灰が堆積す る。

杭穴数 0 1 1

底面 ほぼ平坦。 東狽!が i央 られる。 ほぼ平坦。

図

写真図版

特記事項 く杭穴〉中央付近にある。
底面に対 して垂直に入る。

〈杭穴〉中央にある。底面
に対して垂直に入る。
(C14年代測定〉

10層 :5220± 40yrBP【加】
く火山灰分析〉

埋土中位 :1類 【弘】

Ⅳ 検出遺構

遣構名 」6陥 し穴状遺構 」7陥 し穴状遺構 」8陥 し穴状遺構

登録遺構 J一 SK06 J一 SK07 」―SK08

位置 hiIC 2 f ⅥC3k～ J ⅥC2m
検出状況 Va層で検出。 Va層で検出。 Va層で検出。

重複関係 な し な し な し

形】犬
平面形・ 杭穴位置 Id Ⅱ d Ib

断面形 b a b

規模

開口部径  (cm) 86× 83 296× 46 86× 80

底部径   (cal) 66× 68 275× 12 56× 52

深さ   (cm)
長軸方向 N-13° 一W
埋土 自然堆積。上部は黒褐色・

暗褐色 シル ト、下部は黄褐
色系の上で構成される。底
面の黄橙色粘質土は水成堆
積の様相を呈する。

自然堆積。上部は黒褐色 シ
ル ト、下部は黄褐色系の土、
底部は黒色土で構成される。

自然堆積。上部 は黒褐色 シ
ル ト、下部は黒褐色土を狭
在 した黄褐色系の土、底面
は水成堆積の様相 を呈する

灰褐色土で構成 される。全

体 として混和物 は少なく、
層の境界は不明瞭である。

杭穴数 0 0 1

底面 ほぼ平坦。 南へ向かうにつれ、看千あ
がる。

若千西側に下がる。

図

写真図版

特記事項 〈杭穴〉中央にある。底面
に対 して垂直に入 る。形状
が類似 した他の陥 し穴状遺

構 と比べて杭穴の深 さが浅
い 。
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Z  鱒

離 ! Jつ 陥し穴状遺構 J19陥 し永状遺構
登録遺構 」一SK09 J一 SK10
位置 ⅥC2f WIC 2+h

検出状況 V鼻 サ曙でALH。 Vo,膏で検臨。

鞠 係 な し な し

棘
半 南 醍 み,輌 興 椛 遺 lb Ib
断齢 b b

規模

開1口縫   亀五) 102X87 116x100
睡             (cm) 90× BI 91X37
深 さ Ccmう 53 104

長軸方向 N一ぽ ―E N‐解 ―E
雖

胞 1 1

繭 東側が若干あが|る。 ほ咆 ―

図
一５
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A4陥 し穴状遺楼
1 10YR17/1黒 色 ンル ト。 しまりやや強・粘性弱。黄褐色粘土やや多量。

2 WYRν4沓 黒否蓋亀蓬念螢 しまりやや強・粘性強。壁崩落による構成。

Ｓ
尊

A3陥 し穴状遺構
1 10YR17/1黒 色 ンル ト。 しまり弱・粘性弱。植
2 10YR4/2 灰黄褐色粘土。 しまりやや強・粘性il¥記カイ1震曇適也薙坐|を望詈ヽ増監甲稚糧黎督乗密暴■密鈍契不PCn)極微量。

水酸化鉄ブロック (径 l cm)少 量。
10YR5/2 灰黄褐色粘土。 しまり強・粘性強。水田床上の流入か。
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夕常唇キ竃最薇量。

ID

1働

BB'
L=185600m~~

X

A5陥 し穴状遺構
A'Ａ

一

0          1 : 60        2m

全
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i;三
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三旱議し穴|を構

絨言自鳥ζをと涯子急!;ヒヨそ邑§ヨ奏:古急:懲と拿う計微量。
上部の壁の崩落層であろう。

10YR3/3暗 褐色粘土。 しまり強・粘性強。黄褐色土粒 (径 l mm)微 量。

|∞
イ /3

A
- L=186200m

A3陥 し穴状遺構

>
A'

::卓:?:鷺
g慧言|:!子 g与をgg::38:ョ三:ケ4ビ:奪1奪を自i岳暑≧層。

A5陥 し穴状遺構
1 10YR2/3黒褐色シル ト。 しまり弱・粘性疎。崩落土粒やや多量。

:鍔¥畳蛎攣篇雹税レヤF[輩う鶉牛霜稚嘉

"曇

落E呈継み≦算
lω 微量。壁崩落土か。
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第10図  A区陥し穴状遺構 (1)
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2 検出遺構
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6陥 し穴状遺構
10YR1 7/1黒色シル ト。 しまり弱・粘性微。黄褐色土粒少量。

黄褐色火山灰ブロック (径 5 mm)微量。
10YR3/8暗 褐色ンル ト。 しまり弱・粘性微。黄褐色土粒少量。

1田

「
||

1曖

7陥 し穴状遺構
10YR2/3黒掲色 ンル ト。 しまり弱・ 粘性弱。黄褐色土粒やや多量。
10YR4/4褐色粘土。 しまり弱・ 粘性弱。黄褐色土粒微量。炭化物極微量。
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土。 しまり弱・粘性やや弱。火山灰ブロック (径 3 cm)少 量。
10YR4/4褐色粘土。 しまりやや強・粘性強。黄褐色土ブロック (径 5帥)少量。
10YR5/6黄褐色粘土。 しまり強・粘性強。黒色土少量 (壁崩落土)。

10YR3/4暗褐色粘土。 しまりやや弱・粘性やや強。黄掲色粘土少量。
10YR5/6黄褐色粘土。 しまり強・ 粘性強。黒色土微量 (壁崩落土 )。

10YR4/6褐色粘土。 しまりやや強・粘性やや強。黒色土微量 (壁 崩落上を含む)。

10YR4/6褐色粘土。 しまり強・粘性強。黒色土微量 (壁崩落土を含む)。

10YR4/4掲色粘土。 しまり強・ 粘性強。水酸化鉄微量。洪水 ?水性堆積層。
楕円形の陥し穴の下部で共通埋土。

※自然堆積。北側のうまりはやい ?。 前沢火山灰層 (Vb層 )を きる。

XO弾
あ

▲L=185600m生 :

A9陥 し穴状遺構・ A10陥 し穴状遺構
10YR4/4褐 色シル ト。 しまりやや強・粘性やや弱。炭化物極微量。黄褐色火山灰ブロック (径 2 cm)微量。
10YR3/4暗 掲色 ンル ト。 しまり弱・粘性弱。炭化物少量。
10YR5/6黄 褐色粘土。 しまり強・粘性強。崩落土か ?。 黄褐色火山灰 (径 5 mm)極 微量。
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土。 しまり強・粘性やや強。黄掲色火山灰 (径 5 mm)極 微量。
10YR5/6黄 掲色粘土。 しまり強・粘性強。 3層 と同 じ。
10YR4/4褐 色粘土。 しまりやや強・粘性強。水酸化鉄多量。
10YR2/2黒 4島色粘土。 しまり弱・粘性弱。
10YR4/4褐 色粘上。 しまりやや強・帖性強。水酸化鉄多量。
10YR4/6掲 色ンル ト。 しまり弱・粘性弱。10層の崩落を起源とする。灰自色火山灰極微量。
10YR7/1灰 白色火山灰。 しまりなし・粘性なし。灰白色火山灰でA10陥 し穴状遺構の10層 を切る。
10YR4/4掲 色シル ト。 しまり弱・粘性弱◇
10YR7/1灰 白色火山灰。A10陥 し穴状遺構の埋土であり、A9陥 し穴状遺構に切られている。
10YR3/8暗 褐色シル ト。 しまり弱・粘性弱。灰白色火山灰 (十和田a)含む。
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土。 しまりやや強・粘性やや弱。黄褐色土粒微量。
10YR5/6黄 褐色粘土。 しまり弱・粘性弱。
10YR4/4褐 色粘土。 しまり弱・粘性やや弱。黄褐色土粒多量。

※A9陥 し穴状遺構が新 しく、A10陥 し穴状遺構が古い。
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誓

1曖

生L=185600m▲ |
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/A6陥 し穴状遺構

誓

10

11

12

13

10YR5/4
10YR3/1
10YR4/3

10YR3/2
10YR5/4
10YR3/4
10YR5/4
10YR2/3
10YR5/4
10YR4/6
10YR5/3

黄褐色火山灰 ブロ ノク (径 l cm)少 量。
にぶい黄褐色粘土。 しまり強・ 粘性やや強。黄褐色土粒微量。
黒褐色粘土。 しまり強・ 粘性やや弱。黄褐色土粒徴量。
にぶい黄褐色粘土。 しまりやや弱・粘性やや弱。
黄褐色火山灰 ブロ ック (径 l cm)微 量。
黒褐色粘土。 しまりやや弱・ 粘性やや弱。黄褐色土粒微量。
にぶい黄褐色粘土。 しまり弱・ 粘性強。壁崩落土か ?
暗掲色粘土。 しまり強・粘性強。黄掲色土粒極微量。
にぶい黄掲色粘土。 しまりやや強。壁崩落土か ?
黒掲色粘土。 しまりやや強・ 粘性強 水性堆積か ?
にぶい黄褐色粘土。 しまり強・ 粘性強。壁崩落上が水性推積 している。
掲色粘土。 しまり弱・粘性弱。水酸化鉄層が水性堆積。
にぶい黄褐色粘土。 しまり弱・ 粘性弱。水酸化鉄層。12層 より明るい。

1受

亀x
生L=185600m J

＼
禁・

|∞

▲     」
A8陥 し穴状遺構

A'

A8陥 し穴状遺構
1 10YR3/4暗褐色粘土。 しまり強・粘性弱。
2 10YR5/6黄褐色粘土。 しまり強・粘性強。壁崩落上。
3 10YR4/3に ぶい黄褐色粘土。 しまり強・粘性弱。

黄褐色火山灰ブロック (径 l cm)微 量。

6a
6b
6c
7
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第11図 A区陥 し穴状遺構 (2)
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Ⅳ 検出遺構

All陥 し穴状遺構
1 10YR4/61B色 ンウ ト。 しまり強 。粘性弱し黄掲色上粒多壁。

2 10YR5/6黄椙色格土。 しまり強・ 粘性強。壁の崩落土か ?。

3 10YR4/6褐色粘上。 しまりやや強・ 粘性強。
黄褐色火山灰 ブロ ック く径 2 cm)微 i電 。

4 10YR2/1黒色 ンル ト。 しまりな し。粘性弱。黄掲色上位極微量。

※ A12陥 し穴状遺構に切 られている。

A12陥 し穴状遺構
1 10YR3/4暗掲色 ンル ト。 しまり弱・ 粘性弱。黄褐色上位少量。

黄褐色火山灰 ブロ ンク (径 l cm)微 量。

2 ЮYRν3箋
帽色主匙歳豊}婁亀琶笑雷炭り皆与

'覗

梅2耐 艦。
3 10YR5/6黄褐色粘土。 しまりやや弱・粘性強。
4 10YR4/3にぶい黄掲色粘上。 しまりやや弱・粘性やや弱。

黄掲色上やや多量。炭化物微量。

℃,5翻 ホ浮」贅号43警どLL[薇評衆議駿テ亀含む。
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A12陥 し穴状遺構

D         D'
L=185600m

生 L=185600m

L=185600m
A    B

慨認¥驚充議糧呂権孟しまη零零零i権性驚ぉ強。黄褐色土粒微量。
15 10YR5/6黄掲色粘土。13層 と同じ。
16 10YR3/4暗ネロ色粘上。14層 と同じ。

話器¥影:藩雹鳥竺ナ化ピF嘉ワ艦稚強。欄骰蝿。炭化物腫。

A13陥 し穴状遺構
1 10YR5/6黄褐色粘土。 しまり強・ 粘性やや強。平面では中央部に楕円形 に見 られる。

: II¥踏チ;悟亀笹ナ移 杉蕉Pをまり継卓起確鶉計曼浩笹災暑及 ブロ ノク (径 5 cm)極 微量。

4 10YR6/8明黄IB色 火山灰。 しまり弱・ tOr性 な し。

|こ専:′:ζ8:号与1与をζ子宮与ぞヒ::ζζ:骨i奏自3雪昌:
を鶴:∝勤姫鞠韓踵羹期緩和ω縄

14陥 し穴状遺構
10YR1 7/1黒褐色 ンル ト。 しまり弱・粘性 な し。
10YR3/3暗褐色粘土。 しまり強 。粘性強。
10YR5/6黄褐色粘土。 しまり強・ 粘性強。

10YR4/4掲 色粘土。 しまり強 ,粘性強。
10YR3/3暗褐色粘土。 しまり強・ 粘性強。炭化物微量。

※ A16陥 し穴 1犬遺構 と一対
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A14陥 し穴状遺構
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A15陥 し

A15陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまり弱・粘性なし。

10YR2/3黒 掲色シルト。 しまり強・粘性弱。
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土。 しまりやや弱・粘性やや弱。
10YR5/8黄 褐色粘土。 しまり弱・粘性強。
10YR6/6黄 褐色粘上。 しまり強・粘性強。
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土。 しまり弱・粘性強。

認¥畳班 再燥R婆落毯}乱生rし峻糠零幣弱・ lbllや や強。
10YR4/6褐 色粘土。 しまり強・粘性強。

10 10YR4/4褐色粘土。しまり弱・粘性やや強。

All陥 し穴状遺構

第12図 A区陥 し穴状遺構 (3)
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2 検出遺構

I A16陥 し穴状遺構

16陥 し穴状遺構
10YR1 7/1黒褐色 シル ト。 しまり弱・粘性な し。
10YR3/3暗 褐色粘土。 しまり強・粘性鴨
10YR4/4掲 色粘土。 しまり強・ 粘性強。黄掲色上 ブロ ック (径 l cm)微 量。
10YR5/6黄 褐色粘土。 しまり強・粘性強。
10YR3/3暗 褐色粘土。 しまり強・粘性強。炭化物微量。

※ A14陥 し穴状造構 と一対

A4ア 陥 し穴状遺構・ A30陥 し穴状遺構
10YR3/8暗 IB色粘土。 しまりやや強・粘性強。黄掲色土ブロック (径 3 cm)や や多量。
10YR2/3黒 4∃色 シル ト。 しまりやや弱・粘性弱。黄掲色土ブロノク (径 5 cm)微量。
10YR3/4暗掲色シル ト。 しまり弱・粘性弱。黄掲色ブロック (径 5 cm)少 量。黄褐色火山灰粒微量。
10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまりな し・ 粘性弱。黄褐色土粒微量。
10YR3/8暗 掲色粘土。 しまり弱・粘性やや強。黄掲色 ブロ ック (径 2 cm)少量。

黄褐色火山灰 (径 2 cm)や や多量。
10YR3/4暗 褐色粘土。 しまりやや強・粘性やや弱。黄褐色土粒多量。
10YR2/3黒 褐色粘土。 しまり弱・ 粘性強。黄掲色土粒微量。
10YR4/3に おゞ い黄褐色粘土。 しまり弱・粘性やや弱。黄褐色上位少量。
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A19陥 し穴状遺構
1 10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しま り強・ 粘性弱。
2 10YR4/4褐色 シル ト。 しまり弱・ 粘性強。
3 10YR5/8黄褐色粘土。 しまり弱・粘性強。
4 10YR3/3暗掲色粘土。 しま り弱・ 粘性強。

※ A18陥 し穴状遺構 と一対
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A18陥 し穴状遺構
1 10YR3/3暗褐色シル ト。 しまり強・粘性弱。
2 10YR5/6黄褐色粘土。 しまり弱・粘性強。
3 10YR1 7/1黒 色シル ト。 しまりなし,粘性なし。
4 10YR4/6褐色粘土。 しまり弱・粘性弱。

※A19陥 し穴状遺構と一対

＼

A18陥 し穴状遺構

A'

A20陥 し穴状遺構

20陥 し穴状遺構
10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト。 しまり弱・粘性弱。黄褐色土粒微量。黄褐色火山灰プロック微量。
10YR3/3暗 掲色粘上。 しまり弱・粘性やや強。黄掲色ブロック (径 l cm)少 量。
10YR4/3に ぶい黄掲色粘土。 しまり弱・粘性弱。黄褐色土粒少量。
10YR4/6褐 色粘土。 しまり弱・粘性やや強。黄掲色土粒多量。
10YR5/6黄 掲色粘土。 しまりやや強・粘性やや強。黄掲色粘土多量。黒色土少量。
10YR5/4に ぶい黄褐色粘土。 しまり弱・粘性やや強。黄掲色粘土少量。
10YR5/6黄 褐色粘土。 しまり弱・粘性強。黄褐色粘土多量。黒色土微量。
10YR5/4に ぶい黄褐色粘土。 しまり弱 ,粘性強。黄褐色粘土多量。黒色土やや多量。

0カ クラン

10YR3/3暗掲色粘土。 しまり弱・粘性やや強。黄褐色火山灰プロック (径 5 cm)多 量。
10YR5/4に おゞい黄掲色粘土。 しまりやや強・粘性やや強。黄掲色土少量。黒色土やや多い。
10YR3/3暗 褐色粘上。 しまりやや弱・粘性やや強。黄褐色土粒多量。
10YR5/6黄 褐色粘土。 しまりやや強・粘性やや強。
10YR4/4褐 色粘上。 しまりやや弱・粘性やや強。黄褐色土粒やや多量。

黄掲色ブロ ック (径 3 cm)少 量。黄褐色火山灰ブロック (径 3帥 )少量。
水酸化鉄やや多量。

A19陥 し穴状遺橋

―- 62 -―

第13図  A区陥 し穴状遺構 (4)
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A23陥 し穴状遺構

A21陥 し穴状遺構
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Ⅳ 検出遺構

十口   A22陥 し穴状遺構
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A21陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや弱・粘性な し。黄褐色土粒微量。根の発達が見 られる。

2 10YR4/44・ B色 シル ト。 しまりやや弱・粘性な し。黄褐色土粒やや多量。根の発達が見られる。

3 10YR2/1黒色 ンル ト。 しまり弱・ 粘性弱。黄褐色土位少量。炭化物極微量。

4 10YR3/2黒褐色粘土。 しまり弱・ 粘性弱。黄褐色土粒微量。炭化物少量。

: ili息 :′::::::iこヨ!ヨiを

g:ggg3言

9警:!3と
[ζサ哲:そ亀晟雹。

告褐角大山灰 ブロ ンク (径 l cm)微 量。

A22陥 し穴状遺構

黄褐色火山灰ブロ ンク (径 l cm)微 量。

i! ii学専:ケ1橿信魯落垂:iま ,ここ畜1憾構語尋撮i菖指自島岳沃尋岳豊デや夕量。
托鍔¥畳銹曇糧呂Ⅲ惹■)を 望η弟管絶窪監言蟹亀夫檻実§ヶロックに獅 頻。
悌認¥謗:甕糧色権�しま′肇i権桂盈嚢糧色圭雑跡壁欝母色火山灰に1耐 微量。
硝ЮYRγ4嚢

糧色焚古及▼鹿イ盟)・ 歩撞許米霰糧象歩畳鉾
量。

10YR2/1黒 色ンル ト。 しまり強・粘性なし。黄褐色土粒少量。
10YR5/8黄 褐色粘上。 しまり強・粘性強。壁の崩落土か。
10YR4/4掲 色粘土。 しまりやや弱・粘性やや強。黒色土少量。
10YR4/6褐 色粘土。 しまり強・粘性強。
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土。 しまり強・粘性強。黄褐色火山灰 (径 2 mm)

ギヘ

微量。

ヽ
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A24陥 し穴状遺構
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A  L=185400m
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A23陥 し穴状遺構
1 10YR3/1黒掲色。 しまり弱 。粘性なし。現代の水路跡の埋土。
2 10YR2/1黒色。 しまり弱・粘性なし。
3 10YR1 7/1黒色。 しまり弱・粘性弱。
4 10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまり弱・粘性弱。黄褐色土粒微量。

:認¥影月塁嬉ヒ夢掃争rtま z培ぉ亀甲慈樫鰭評警喬雹呈走概量鉾請ヒ物催。
7 10YR4/3にぶい黄褐色粘上。 しまり弱・粘性やや弱。

;粥 ¥託究 糎黒襟妻箔ヒ患皇ア と螢歩零幣強・粘性やや強。黄褐色火山灰ブロ ック に 比⑪ 少量。
10 10YR2/3黒褐色 ンルト。 しまり弱・粘性弱。黄褐色土粒微量。

揚褐¥静:帽色権圭しま′需i権桂導導敷嚢糧雹王最歩量。熱飲ほヵックに鰤燿。
視認¥雖嘘糧呂権童しま′嘉卓落荏増培疑晏橿也.lt纏。鵡飲倣カックに幼蛭。

と韓髯坊藉催≦壽鉢愛雲再籐聟鐸靴蟄⊇弓飲蝦″犠硼蜆
0          1 : 60         2m

24陥 し穴状遺構

認¥髭疼吾燻岳姜名と稚比0[警あ軽学瑶甚疑羹糧呂圭雑箸尋多量。
10YR4/3に ぶい黄偶色粘土。 しまり強・粘性強。黄褐色土粒少量。
10YR5/6黄 掲色粘土。 しまり強・粘性強。黄褐色土粒大量。
10YR5/4に ぶい黄褐色粘上。 しまりかなり強・粘性強。
10YR5/8黄 褐色粘土。 しまりかなり強・粘性強。
10YR5/6黄 掲色猫土。 しまり弱・粘性強。

第14図 A区陥し穴状遺構 (5)
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2 検出遺構

▲ L=185400m

A25陥 し穴状遺構
1 10YR3/2黒褐色 ンル ト。 しまり弱・粘性弱。黄掲色上粒少量。
2 10YR3/3黒褐色粘上。 しまり弱・粘性やや弱。黄掲色土粒やや多量。
3 10YR4/6褐色粘上。 しまり弱・粘性やや強。黄掲色上位多量。
4 10YR3/1黒掲色。 しまりやや弱・粘性強。黄掲色上位極微量。
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A27陥 し穴状遺構

A'
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L=184800m

生 L=184800m

診%易 カクラン

A27陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒掲色ンル ト。 しまり弱・ IIj性 弱。

10YR3/2黒褐色粘土。 しまり強・粘性強。赤褐色スコリア微量。
10YR4/4掲色。 しまり弱・粘性強。 (崩 落土)黄掲色土多量。
10YR2/2黒褐色粘土。 しまり弱・粘性強。
10YR3/4暗褐色粘土。 しまりやや強・粘性強。
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土。 しまり強 ,粘性強。
10YR3/3暗掲色粘上。 しまり強・粘性強。
10YR4/6褐色粘土。 しまり弱・粘性強。黄褐色土粒微量。

A29陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色。 しまり弱・ 粘性弱。水酸化鉄微量。
2 10YR6/6明黄褐色粘上。 しまり弱・ 粘性強。 (地 山崩落土 )

3 10YR5/6黄掲色粘土。 しまり弱 。粘性やや強。灰褐色粘土微量。
4 10YR2/3黒掲色 ンル ト。 しまり弱・ 粘性弱。黄褐色土粒極微量。

B, 29陥

し穴状遺構

る
。
xA'

A26陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまり弱・ 粘性弱。
10YR3/2黒 褐色粘土。 しまり強・ 格性強。赤褐色スコ リア微量。
10YR2/2黒 掲色粘土。 しまり弱・粘性強。
10YR4/4褐 色粘土。 しまり弱・ 粘性強。
10YR3/4暗 褐色粘土。 しまりやや強・ 粘性強。
10YR4/3に ぶ い黄褐色粘土。 しまりかな り強・粘性強。
10YR3/3暗 褐色粘上。 しまり強・ 粘性強。

A'

L=184800m

A28陥 し穴状遺構

B'      A'

A28陥 し穴状遺構
1 10YR8/1灰白色火山灰。 しまり弱・粘性なし。

灰白色火山灰 (十和田 a)?
10YR3/2黒 褐色粘土。 しまりやや弱・ 粘性弱。黄掲土粒少量。
10YR2/2黒 褐色粘土。 しまり弱・粘性弱。黄褐土粒微量。
10YR2/1黒 色粘土。 しまり弱・粘性やや強。黄褐土粒やや多量。
10YR3/3暗 褐色粘土。 しまり弱・ 粘性やや強。黄褐土粒多量。
10YR6/6明 黄褐色粘土。 しま りやや強・ 粘性強。 (壁 崩落土 )

10YR2/1黒 色粘土。 しまり弱・ 粘性強。
10YR5/6黄 褐色粘土。 しまり弱・ 粘性強。
10YR2/1黒 色粘上。 7層 と同 じ。
8層 と同 じ。
7層 と同 じ。
8層 と同 じ。
10YR4/6褐 色粘上。 しまり弱・粘性強。黄褐色粘土多量。

水酸化鉄少量。
8層 と同 じ。

0           1 : 60         2m

10
1と 、
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B2陥 し穴状遺構
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Bl陥 し穴状遺構

10
11

12

13

14

15

16
17

18

19

20
21

5 ЮYR駆 香誓黒r名甚ぉ単義そ夢とりす察稚嘉売2伊
6 10YR2/3黒掲色ンル ト。 しまり中・粘性中。

地山ブロ ンクやや多量。
7 10YR3/3暗褐色シル ト。 しまり中・粘性中。

10YR4/44∃ 色土ブロ ックやや多量。
8 10YR6/8盟義顎夢護鉄七也ヱ多名守ケ歩萱警托山崩落層。
9 10YR6/8明黄褐色と10YR3/2黒 掲色土との混合土。

しまりやや密・粘性中。壁面付近に10YR6/8が
集中。

10 10YR3/3暗 掲色ンル ト。 しまり中・粘性中。

捲認¥静ζ曇糧色し好
～
:し ま′串ギ籍甚幣片寝あ籐ぁ銑

醤認¥畳霧誦曇箔出を費生「[まげ寡:絶桂宅幣強。
おЮYRν6遭

覇晟辣唇壷造とき恐雷二Ⅲ
性やや強。

硝 ЮYR78駆
喬堀岳蓬1馬

しまりやや密・粘性中。

W ЮYR4/1渠
贋鍵接窪ナ

しまりやや密・粘阻。
18(杭)10Y聯尖災菅炭愛雲

色ンルト。しまり疎・粘性弱。

甥 カクラン

灘斡細影ξ騒酔欝睡揺悪砕
1鸞稔尋宣鳥旨§墨尊誌身専魯をと与欝tと号〔:写]i44:蕊聯軍

'こ

:写f岳ギロ千讐ヵぉ
10YR3/2黒 褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。

B7陥 し穴状遺構 注記はP66へ 。
o          l : 60        2m

10
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13

14

15

16

:2峰了霊捻穐色チ好
～
:しま′串ギ霜荏幣件鬼缶勢瞥丁テ監r径 〔蒜;零モ多豊

偲¥艶男難呂シ打
～
:し ま′弔導密:離乳地山カック解1～ 5耐

解聯 議§5形キ][彗ン¥簿手態を&地出号屯サケ耀!寛 :那
少艶

鶴残鍵勢ピ遷妙籐覇聟発鴛8螺噂
。

小礫 (径 5 mm)極微量。

i中学専:チ:暑糧魯し身|:tg与 :モ宮耳奪をこ争ちこ;む子テ薇豊ヶ量。

1中学ξ!ケ1悟信営しウやよiζ

'こ

ξ竜修七:池乎粗い。

前沢火山灰多量。

k; 
二 L=184000m

B3陥 し穴状遺構

A'

%物¨カクラン

〕認¥謗ウ難呂レ好|:しま′零導薯:雑乳
地山ブロ ンク (径 1～ 3 mm)少 量。

3 10YR3/3暗褐色ンル ト。 しまりやや密・ 4LL性 中。
地山ブロックやや多量。

4 10YR3/2黒掲色粘質土。 しまりやや密・粘性中。

1倖ξ:ちξ言掌号を与il章 :奪::二;与身;となと:ヨを身首子]を4享

曽:や多量。
II¥畳 :チ息箭晏権とケ舟

。卜よを望ケ串靴甚串:司i搬え酷柏念坐移ロックゃゃ多量混入。
7層 との境界は不明瞭。

帯::チ:種搭§鋳モ1揺|ヨ 1辱摩銘権配隷翅艶警Vitシ量麒。
7層 との境界は不明瞭、第 8層 と同一層か。

イ拿基完1員景亀欝晶ま丸涯亀樺輔宮。下舶こ炭化物縄
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第16図  B区陥 し穴状遺構 (1)
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2 検出遺構

B5陥 し穴状遺構

ヾ

B5陥 し穴状遺構
1 10YR3/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。黄掲粒 (径 1～ 3 mm)微量。

10YR4/4褐 色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。黄掲粒 (径 1～ 3 mm)微量含み、
10YR7/8黄 橙色土 ブロ ンク微量混入。

10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。黄掲粒 (径 1～ 3 mm)微量。
10YR4/3に ぶい黄掲色 ンル ト。 しまり中・粘性中。
10YR7/8黄 12色 と10YR5/4に ぶい黄褐色の混合土。 しまり中・粘性やや強。

10YR2/2黒 掲色土 ブロ /ク 少量。
6 10YR5/4にぶい黄褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。根撹乱多い。
7 10YR3/2黒掲色ンル ト。 しまり中・粘性中。黄褐粒 (径 1～ 2 mm)微量。
8 10YR7/8黄橙色粘質土。 しまりやや疎・粘性やや強。地山崩落層。
9 10YR5/2灰黄掲色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。黒色粒子 (炭化物か)極微量。
10 10YR7/6明黄褐色ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。

部分的に10YR5/2灰 黄褐色土ブロック微量。
H 10YR7/8黄 惟色シル ト。 しまりやや疎・粘性やや強。地山崩落層。
12 10YR3/1黒掲色 シル ト。 しまり中・粘性中。10YR5/6黄 褐色土プロ ンクやや多量。

B6陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまりやや疎・粘性弱。黄褐粒少量。炭化物微量。
2 10YR4/4掲色シル ト。 しまりやや疎・粘性やや弱。黄褐粒やや多量。

炭化物・赤色粒子 (焼土か)そ れぞれ極微量。
3 25Y6/8 明黄褐色ンル ト。 しまり中・粘性弱。火山灰層か。炭化物極微量。
4 10YR3/3暗掲色ンル ト。 しまり中・粘性中。美褐粒 (径 2～ 5 mm)や や多量。
5 10YR4/4褐色シル ト。 しまり中・粘性中。全体に黄褐粒 (前沢火山灰か、

径 5～ 20mm)、 炭化物微量。
6 10YR3/4暗掲色シル ト。 しまり中・粘性中。

黄色粒子 (黄掲粒または火山灰粒子)多量。
7 10YR3/3暗掲色ンル ト。 しまり中・粘性やや強。黄褐粒やや多量。炭化物微量。
8 10YR3/2黒褐色。 しまり中・粘性やや強。黄褐粒微量。
9 10YR3/2黒褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄掲粒 (径 2～ 10mm)少 量。

炭化物微量。
10 10YR7/8黄 橙色と10YR2/2黒 褐色の混合土。 しまりやや疎・粘性中。

火山灰極微量。 2つ の層が互層状に入り組む。
11 10YR8/8黄 橙色粘土。 しまり密・粘性強。地山崩落ブロ ック。
12 10YR7/8黄 橙色と10YR4/31こ おゞい黄褐色が混合 した粘質上。

しまりやや疎・粘性やや強。
13 10YR3/2黒 掲色ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。黄褐粒少量。炭化物極微量。

黄色粒子 (前沢火山灰か)I・
j微量。

14 10YR4/3に おゞい黄掲色ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。
10YR7/8黄 橙色土ブロックやゃ多量。

15 10YR7/8黄 橙色と10YR4/3に ぶい黄掲色が混合した粘質土。
しまりやや疎・粘性やや強。

16 10YR7/8黄橙色粘質土。 しまりやや疎・粘性やや強。地山崩落層。
17 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト。 しまり疎・粘性中。黄褐粒やや多量。
18 10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまりやや疎・粘性やや強。地山崩落暦。
19 10YR6/4に ぶい黄憶色ンル ト。 しまり疎・粘性中。
20 10YR7/8黄 橙色粘土。 しまり密・粘性強。地山崩落層。混和物なし。

※粒径を記 していない黄掲位は径 1～ 3 mm、 炭化物は径 1～ 2 mm、

前沢火山灰は径 5 mm前後

Bフ 陥 し穴状遺構 (P65か ら)

10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄色粒子 (径 l mm)微 量。
10YR3/2-10YR2/3黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。責色粒子 (径 l mm)

少量。赤色粒子 (挑土 ?)と 炭化物 ?各 々極微量。
10YR3/3暗掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。地山ブロック (径 1～ 5 mm)少量。
10YR5/6黄掲色粘質土。 しまり中・粘性やや強。炭化物微量。
10YR4/3に ぶい黄 4弓 色 シル ト。 しまり中・粘性中。地山 ブロ ック (径 1～ 5 mm)少量。

10YR7/8黄 橙色土・ 10YR3/3暗 卜島色土 ブロ ンク多量。
前後の層 との境界線 は不明瞭。

10YR6/8明 黄褐色粘質土。 しまり中・ 粘性やや強。地山崩落層。
10YR4/3に ぶい黄掲色と10YR6/8明 黄掲色の混合土。 しまりやや疎・ 粘性中。

炭化物 (径 l mm)微 量。
10YR7/8黄橙色 シル ト。 しまりやや疎・ 粘性やや強。地山筋落層。
10YR5/3に ぶい黄褐色 シル ト。 しまり中・ 粘性中。地山ブロ ック (径 1～ 5コm)徴 量。

10 10YR7/8黄 橙色シル ト。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
11 10YR4/2灰 黄褐色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。

下部に前沢火山灰 ?(径 10～ 40mm)少 量。

B6陥 し
穴状遺構

A'
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24
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27
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32
33

B8陥 し穴状遺構
10YR2/1黒 色 ンル ト。 しまり中・粘性中。黄掲粒 (径 1～ 3 mm)少 量。
10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。黄褐粒 (径 1～ 3 mm)や や多量。
10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。黄褐粒やや多量。焼上粒微量。
10YR2/2-2/3黒掲色 シル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒やや多量。焼土粒微量。
10YR3/4暗 掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。黄掲粒少量。焼土粒 eFk微量。
10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。下部 に焼土粒少量。炭化物極微量。
10YR5/4に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性 やや弱。黄掲粒少量。
10YR2/2-2/3黒 掲色 シル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。黄掲粒少量。

炭化物・ 焼土それぞれ微量。
9 10YR5/4に ぶい黄褐色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性中。黄褐粒やや多量。焼土粒極微量。
10 10YR4/4褐色シルト。 しまり中 。粘性中。黄掲粒やや多量。
■ 10YR2/2黒 褐色シル ト。 しまりやや疎・粘性中。黄褐粒微量。

炭化物・焼土それぞれ極微量。
12 10YR3/2黒褐色ンル ト。 しまりやや疎・粘性やや弱。
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貢褐粒 (火 山灰、径 1～ 5 mm)や や多量。炭化物極微量。
10YR2/1黒 色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。黄掲粒微量。炭化物極微量。炭化物層か。
10YR5/4に 小い黄掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性やや強。

黄褐粒 (径 2～ 7 mm)や や多量。中央部 に炭化物微量。
10YR5/4に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性やや強。

黄掲位 (径 1～ 3 mm)や や多量。
10YR5/4に ぶい黄掲色 ンル ト。 しまり中・粘性やや強。黄褐粒極微量。
10YR4/4掲 色 ンル ト。 しまり中 ,粘性中。黄褐粒やや多量。炭化物極微量。
25Y8/4 淡黄色に25Y7/6明 黄褐色が混入する火山灰層。 しまり密・粘性弱。

十和田 a火山灰か。黄褐粒微量含み、色調 も黄色系に変化 していることか ら
二次堆積であるFτ 能性が高い。

25Y7/8 黄色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘‖生弱。下部 に前沢火山灰多量。
遺構掘削により排土 となった地山の崩落譴。

10YR3/3暗 4S色 シル ト。 しまり中・ 粘性中。黄褐粒微量。
10YR3/3暗 掲色 シル ト。 しまり中・ 粘性やや強。黄掲粒少量。
10YR3/2黒 褐色 シル ト。 しまり中・ 粘性中。中央郡に黄褐粒やや多量。
10YR3/2黒 褐色と10YR3/3H音 褐色が混合 した粘質土。 しまり中・ 粘性やや強。

全体に10YR7/8黄 橙色土 ブロ ック少量。
10YR7/8黄 194色 ンル ト。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR3/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。 10YR7/8黄 橙色土 ブロ ック微量。
10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまりやや密・ 粘性やや強。地山崩落層。
10YR3/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。
10YR7/8黄 悟色粘質土。 しまりやや疎・ 粘性やや強。地山崩落層。
10YR2/1黒 色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。 10YR7/8黄 橙色土 ブロックやや多量。
10YR5/4に ぶい黄掲色粘質土。 しまり中・ 粘性強。下部の色調は10YR3/2に 近 い。

10YR7/8黄 橙色土 ブロック少量。
10YR7/8黄 橙色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性やや強。色調は均―であるが、

ブロ ックとやや砂質に近 い部分があ り、塊で崩落する。地山崩落層。
25Y7/8 黄色 ンル ト。 しまりやや密・粘性弱。壁面崩落層。前沢火山灰層 プロック。
25Y5/2 暗灰黄色に25Y7/4浅黄色が多量 に混入す る火山灰層。 しまり密・ 粘性弱。

黄掲粒 (前 沢火山灰か、径 5 mm)微量。黒色粒子 (炭 化物か径 l mm)微 量。
色調などが均質ではな く流れ込みによる二次堆積 (水成堆積層)の可能性
がある。なお、底面 との境界付近の一部 には10YR5/2灰 黄褐色 (し まり疎・ 粘
性弱 粒子粗い)が薄 く堆積す る。

10YR3/2黒 掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。黄褐粒 (径 l mm以 下)微量。
10YR2/3黒 褐色 ンル ト。 しまり中・ 枯性中。
10YR3/3暗 褐色 シル ト。 しまり中・粘性やや強。黄褐粒 (径 2～ 5 mm)微 量。
10YR3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり中・粘性やや強。黄褐粒少量。
10YR3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり中・粘性やや強。黄褐粒微量。
10YR3/3暗 褐色 シル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。黄褐粒少量。
10YR4/3に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。 10YR7/8黄 橙色土 プロ ック多量。
10YR2/2-2/3黒褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。黄褐粒極微量。
10YR7/8黄 橙色と10YR4/3に ぶい黄掲色の混合土。 しまりやや疎・粘性中。

10YR7/8は ブロ ンク状 に堆積。
10YR2/1黒 色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性弱。
10YR7/8黄 橙色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性やや強。地山崩落層。
10YR4/3に ぶい黄掲色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性中。黄偶粒微量。

bは色調が10YR2/21こ 近い。
10YR2/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。 10YR7/8黄 橙色土 ブロ ックやや多量。
10YR7/8黄 橙色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性やや強。地山崩落層。
10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまりやや疎・粘性やや強。地山崩落層。
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第17図  B区陥 し穴状遺構 (2)
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Bll陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒 掲色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性中。下部に地山 ブロ ノク (径 5 mm)微量。
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B12陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。地山ブロ ック (径 1～ 3 mm)少量。
10YR3/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。地山 ブロ ック (径 2～ 5 mm)や や多量。
10YR3/38音 掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。地山 ブロ ノク (径 1～ 3 mm)微 量。炭化物微量。
10YR4/41]色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。地山ブロ ノク (径 2～ 5 mm)少 量。
10YR5/3に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。地山ブロ ック微量含み、 10YR2/2黒 掲色上

微量混入。
6 10YR4/3に ない黄掲色ンル ト。 しまりやや需・ 粘性中。地山ブロ ック (径 2～ 5 mm)や や多量。炭

化物微量。
OYR4/3に ない黄 lPJ色 ンル ト。 しまり中・粘性中。地山ブロ ック (径 2～ 10mm)少 量。
OYR4/6褐 色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。地山崩落燿か。
OYR5/3にぶい黄掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。炭化物微量。
OYR3/2黒褐色 シル ト。 しまりやや疎・粘性中。炭化物微量。
OYR6/4にぶい黄橙色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。
OYR7/8黄橙色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。地山崩落層。
OYR7/8黄橙色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。地山崩落層。
OYR6/8明黄褐色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。地山崩落層。
OYR3/3暗掲色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。
OYR5/4にぶい黄掲色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。
OYR5/4に ぶい黄掲色 シル ト。 しまり中・粘性中。
OYR4/2灰 黄掲色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。水成堆積層。

1田

B43陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒掲色 シル ト。 しまりやや密・粘性中。
2 10YR3/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロ ック (径 1～ 3 mm)

少量。炭化物極微量。
10YR3/2黒 褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。地山ブロ ック微量。
10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。地山プロ ック微量。
10YR3/3暗 褐色。 しまりやや密・ 粘性中。
10YR6/8明 黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。地山崩落層。
10YR6/8明 黄褐色粘質土。 しまり中・ 粘性やや強。地山崩落層。
10YR5/6黄 掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。
10YR3/4暗 褐色 ンル ト。 しまり中 。粘性中。
10YR6/8明 黄褐色粘質上。 しまりやや疎・ 粘性やや強。
10YR5/8黄 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘仕中。
10YR4/2灰 黄掲色楷土。 しまりやや密・ 粘性強。

※第 5隠以下はほとんど混和物 な し

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

カクラン

!亀

Ａ

一

∞Ｉ

Ｆ
＝

岳
∞
８

ｏ
日Ａ

一

田―

い
＝

滓
∞
｝
『
ｏ
ｏ
Ｂ

A

もB鶴

B14陥 し穴状遺構

斡 カクラン

B14陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。下部に地山 ブロック微量。

～ 5 mm)や や多量。灰白色ブロック (火10YR3/2黒 掲色シル ト。 しまり中・粘性中。地山プロック (径 2

山灰か)極微量。
10YR3/3暗 掲色ンル ト。 しまり密・粘性中。
10YR3/3暗掲色ンル ト。 しまり中・ 粘性中。地山ブロック (径 1～ 2 mm少量、径10mm極 微量、)含む。
10YR6/6明 黄褐色ンルト。
10YR3/3暗 褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロック (径 5 mm)微量。
10YR4/4掲 色ンル ト。 しまりやや密・粘性中 地山プロ ′ク (径 1～ 3 mm)多 量。炭化物 。焼上極微量。

色調を除いては第 5層に酷似。
10YR3/3暗 褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。地山プロック (径 1～ 3 mm)微 量。
10YR5/4に ぶい黄掲色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。
10YR4/3に ぶい黄掲色ンルト。 しまりやや密・粘性中。第 5肩 との境界は不明瞭で境界付近に地山ブロッ

A'

、、二́ノ B15陥 し穴状遺構
1働

L=183800m杢 :

15陥 し穴状遺構
10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロンク

(径 1～ 5 mm)微量。
10YR7/6明 黄褐色と10YR3/2黒 褐色と10YR2/2黒 掲色が混合した粘質土。

しまり中・ 粘性やや強。地山ブロック微量。
10YR3/2黒 掲色。 しまり中・粘性中。地山ブロ ンク微量。炭化物微量。
10YR7/6明 黄掲色粘土。 しまりやや密・粘性強。地山崩落層。
10YR3/2黒褐色ンル ト。 しまり中・粘性中。地山プロックやや多量。
10YR7/6明 黄掲色 ンル ト。 しまり中・粘性やや強。地山ブロノク少量。

地山崩落層。
10YR7/8黄橙色粘質土。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR5/3に ぶい黄掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。10YR3/3暗 掲色

上ブロック多量。
10YR3/3暗 掲色粘質上。 しまり中・粘性やや強。

10 10YR3/31子褐色と10YR5/4に ぶい黄褐色の混合土。
11 10YR7/6H川黄掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。地山崩落層c

12 10YR7/8黄橙色シル ト。 しまり中・粘性やや強。 7層 と同一由米。
13 10YR5/4にぶい黄褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。
14 10YR7/611B黄 掲色粘質上。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
15 10YR4/1掲灰色粘質上。 しまり中・粘性やや強。水成堆積層。

※各層の境界は不明瞭←自然堆積による
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クが混 じる。
10YR4/3に ぶい黄掲色IBr質 土。 しまりやや密・粘性やや強。
10YR6/4に ぶい黄橙色 ンル ト。 しまり中・粘性やや強。
10YR5/3に ぶい黄掲色ンル ト。 しまり中・粘性中。地山ブロック極微量。
10YR3/3暗 掲色ンル ト。 しまり中・粘性やや強。地山プロ ック微量。炭化物・焼土極微量。
10YR3/3暗 褐色ンル ト。 しまり中・粘性やや強。
10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまりやや疎・粘性やや強。地山崩落層。
10YR5/4に ぶい黄褐色ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。10YR7/8黄 橙色土ブロック微曼。
10YR3/2黒 lgj色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性やや強。10YR7/8黄 惜色土ブロック微量。
10YR3/2黒 掲色シル ト。 しまり中・粘性中。
10YR4/3に ぶい黄掲色ンル ト。 しまり中・粘性中。10YR7/8黄 橙色上ブロック微量。
10YR7/6明 黄掲色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。10YR6/6明 黄褐色上ブロンク (径50mm)lヶ 所混入。
10YR4/3に ぶい黄褐色ンル ト。 しまりやや疎 。粘性中。
10YR7/8黄 橙色ンル ト。 しまり中・粘性やや強。
10YR5/3に ぶい黄褐色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。水成堆積層か。
10YR7/8黄 橙色ンル ト。 しまり中・粘性やや強。
ЮYR4/3に ぶい黄掲色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。24層 とほぼ同じ性質。
10YR6/6明 黄掲色ンル ト。 しまり中・粘性やや強。前沢火山灰 ?微量。

L=183700m
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第19図  B区陥 し穴状遺構 (4)



調査区外
聖く

Ct陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒掲色 ンル ト。 しまり中・

粘性やや弱。根悦乱多い。
2 10YR3/2黒 掲色 ンル ト。 しまり中・

粘性中。 10YR7/8黄 橙色土
ブロ ンク (径20mm)

やや多量。
3 10YR2/2黒掲色 シル ト。 しまり中・

粘性中。黄掲粒 (径 l mm)

微量。
4 10YR5/3にぶい黄掲色 ンル ト。 しま

りやや密・粘性弱。
10YR7/8黄 橙色上 ブロ ック

(径 30～ 50mm)大 量。
5 10YR3/2黒 4目 色シルト。 しまり中・

粘性中。10YR7/8黄 橙色上
プロック (イと20mm)や や

多量。
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Ⅳ 検出遺構

A'l ЮYR3/2置望争拓宇齢6筋義絶L二号謝歩密挽響】移督声
橙

~  2 10YR3/38音
掲色ンルト。しまりやや密・粘性やや強。黄褐粒 (経

l mm)少 量。 10YR7/8黄 悟色土 ブロック (径 10～ 20mm)

やや多量。
3 10YR3/3暗掲色 ンル ト。 しまり中・粘性やや強。 10YR6/6明黄

IB色土 ブロック (径 10～ 20mm)や や多量。

4 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性やや強。黄掲粒 (径 l mm)

少量。炭化物 (根 の腐朽 したものか)微量。

5 ЮYRγ3懸
豊
ヽ
壱勁畠ザ雖耳ど鴛 豊縦躍請島留

昆
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Cl陥 し穴状遺構
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カクラン

9鴇
学£ ,芦尊 目色 ンル ト。 しまり中・粘性中。 10YR6/6明 黄ホ目色土ブロ ック (径 50mm)

微量。
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黄掲色土 ブロック (径20mm)極 微量。
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Dl陥 し穴状遺構
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1陥 し穴状遺構

II予岳?チ:畏晏権とし舟。卜)を ζ宕モ隼繰中托性中。地山ブロ/ク (径 2～ 5 mm)
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ЮYR4/3協盤f惑昌亀とⅢ10犠乱夕崖』習色糾与易脅れぞ
れやや多量。

10YR4/3に ぶい黄掲色と10YR7/8黄 橙色 と10YR2/2黒 褐 色の混

合上。 しまりやや疎・粘性やや強。
10YR4/3に ぶい黄掲色 と10YR7/8黄 橙色の混合上。 しま りやや

疎・粘性やや強。 10YR2/2黒 掲色土 ブロ ック (径 20mm、

しまり疎 )と 10YR7/8黄 橙色土 ブロ ック (径 30mm、 し

まり密)がそれぞれ少量。
9 10YR5/3にぶい黄掲色 ンル ト。 しまり疎・ 粘性中。 10YR2/1黒色

土 ブロック微量。

習 認穏 :チ:壽景黒鍮 シ粽 !t捏翡 志埠犠:潤
山崩落層。

12 10YR7/6胡聟著糾 ごSbる 磐震 l粘性やや強。地山崩落

13 10YR6/4層 4ti、 黄橙色 シル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。

|: II¥母 :チき語黒X豊娼也ラ元【デゼ肇あ箪培誤ギ霜稚ゃゃ弱。
善認半爵年ζ語燻豫発名乙し杉ヽPt要管ヽ箪接申稚性中。開嵌含
硝 ЮYR76吊 後俺登ザ限 しまりやや疎・ 粘性中。地山崩落層。
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くI       C4陥 し穴状遺構

C4陥 し穴状遺構

〕!解母ζチみ景握信笞と,と

';ぞ

:ウ曽1弔望尋握を彗信喜繋整絲
3 10YR2/2黒 IB色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。上部に10YR7/8黄橙色地

山崩落土ブロック混入。
4 10YR7/8黄橙色ンル ト。 しまりやや疎・粘性やや強。10YR2/2黒 掲色土ブ

ロック少量。
5 10YR7/8黄 橙色と10YR2/2黒 褐色の混合土。 しまりやや疎・ 粘性中。
6 10YR4/1褐灰色ンル ト。 しまり中・粘性やや強。

10YR7/8黄 橙色 ンル ト。 しまり中・

粘性やや強。地山崩落層。
10YR4/2灰 黄掲色 ンル ト。 しまり

やや密・ 粘性中。
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itま ′零お換学寇稚中。地ブいノクに2～ 5耐 少亀

10YR2/2黒 褐色土微量。

帯と魯シ‡昌糧宮;申li3をま,ξ:榛:懲修モ筆誓¥鶏監話第鈴紫まりやや疎・粘帷
10YR3/2黒褐色ンル ト。 しまりやや疎・枯性やや弱。
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第20図  C区陥し穴状遺構、D区陥 し穴状遺構 (1)
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2 検出遺構

A'

D3陥 し穴状遺構

A'

臼
|

A

A'

し穴状遺構

A'

D3陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性やや弱。地山ブロ ンク (径 2～ 5 mm)や や多量。
2 10YR2/2黒掲色 と10YR7/8黄 橙色の混合土。 しまりやや疎・粘性やや弱。地山ブロ ック

(径 2～ 5 mm)多 量。炭化物微量。
3 10YR3/8黄橙色 と10YR2/2黒 褐色の混合土。 しまりやや疎・ 粘性やや弱。地山 プロ ンク

(径 2～ 5 mm)多 量。
4 10YR8/8黄橙色 ンル ト。 しまり中・ 粘性やや強。やや粘質。地山崩落層。
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D6陥 し穴状遣構

差脅
生

(

4陥 し穴状遺構
10YR2/1黒色粘質 ンル ト。 しまり中 。粘性中。
10YR3/2黒 掲色粘質 シル ト。 しまり中 。粘性中。
10YR5/6黄掲色粘質 ンル ト。 しまり中・ 粘性やや強。
10YR3/1黒掲色粘質 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性やや強。
10YR5/4に ぶい黄褐色粘質 ンル ト。 しまり疎・粘性強。地山崩落層。
10YR4/1褐 灰色粘質 ンル ト。 しまり疎・粘性強。地山崩落層。
10YR6/8明 黄掲色粘質 シル ト。 しまり疎・粘性強。地山崩落層。
10YR5/8黄掲色粘質 シル ト。 しまり疎・ 粘性強。地山崩落層。
10YR2/1黒色粘質 シル ト。 しまり疎・ 粘性強。 10YR5/8黄 掲色土粒子極微量。
10YR5/8黄掲色粘質 シル ト。 しまり疎・ 粘性強。地山崩落層。
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D5陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色粘質 シル ト。 しまりやや密・粘性中。
2 10YR4/2灰黄褐色粘質シル ト。 しまり中・粘性中。地山崩落層。
3 10YR5/8黄褐色粘質ンル ト。 しまりやや疎・粘性強。地山崩落層。
4 10YR5/8黄掲色粘質ンル ト。 しまりやや疎・粘性強。10YR3/1黒 褐色土粒子全体に少量。
5 10YR5/8黄褐色粘質ンル ト。 しまり疎 。粘性強。10YR3/1黒 褐色土粒子全体に微量。
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D6陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。炭化物やや多量。
10YR4/4掲 色 シル ト。 しまり中・粘性やや弱。自色の火山灰 (十和田a?)多 量。
10YR5/4に ない黄掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性やや弱。地山ブロック (径 2～ 5 mm)

やや多量。炭化物微量。
10YR4/4褐 色 ンル ト。 しまり中・粘性やや弱。地山ブロ ック (径 2～ 10mm)多量。

炭化物微量。
10YR3/4暗 褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。地山ブロ ック (径 2～ 5 mm)少 量。
10YR3/2黒 褐色 と10YR8/8黄 橙色の混合土。 しまりやや疎 。粘性やや弱。壁面崩

落土 と流土の混合層。
10YR3/2黒 褐色 シル ト。 しまり中・粘性やや弱。地山ブロ ック (径 2～ 10mm)・ 炭

化物それぞれ微量。
10YR8/8黄 橙色 ンル ト。 しまり中・ 枯性中。 10YR3/2黒 褐色土多量。壁面崩落層。
10YR3/2黒 褐色と10YR8/8黄 橙色の混合土。 しまりやや疎・ 粘性やや弱。 6層 と

性質は同 じ。
10 10YR7/8黄橙色粘質土。 しまりやや密・ 粘性やや強。 10YR3/2黒 褐色土 プロ ンク

やや多量。

A'

D7陥 し穴状遺構

A'

183 800 rn

ア陥 し穴状遺構
10YR2/1黒 色粘質 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。 1こ ぶい黄褐色土 プロ ノク極微量 (攪乱 )。

10YR8/2灰 白色火山灰 (ash)。 しまり密・ 粘性弱。 レンズ状堆積。降下一次か水成二次かの

識別は困難。層中でのテフラの濃淡 (疎密)はあるが、 はっきりとしたラ ミナほ腱
認できない。

10YR3/4暗 褐色粘質 シル ト。 しまりやや密・粘性中。 10YR5/6黄 褐色土粒子 (径 2 mm)極 微
量。炭化物 (径 2～ 5 mm)極微量。

10YR3/2黒 掲色粘質 ンル ト。 しま り中・ 粘性中。 10YR5/6黄 掲色土粒子 (径 2 mm)極 微量。
10YR3/3暗 褐色粘質 シル ト。 しまり中・粘性やや強。 10YR5/6黄 掲色上粒子 (径 3 mm)極 徴量。
10YR3/4暗 褐色粘質 ンル ト。 しまり中・粘性やや強。 10YR5/6黄 褐色上粒子 (径 2 mm)極 微量。
10YR3/4暗 掲色粘質 ンル トと10YR5/6黄褐粘質 ンル トの混合土。 しまり中・ 粘性強。
10YR5/6黄 褐色粘質 ンル ト。 しまり中・粘性強。 10YR3/1黒 掲色粘質 ンル トブロ ック多量。

地山崩落層。
10YR2/3黒 褐色粘質 ンル ト。 しまり中・粘性強。 10YR5/6黄 掲粘質 ンル ト小 ブロック (径 2～

3 mm)全 体に微量。
10 10YR4/4掲色粘質ンル ト。 しまりやや疎・粘性強。10YR2/3黒 褐色粘質ンル ト小ブロック (径

2～ 3 mm)全 体に微量。地山崩落層。
■ 10YR4/6褐 色粘質ンル ト。 しまり疎・粘性強。10YR2/3黒 褐色粘質シル ト小ブロック (径 3 mm)

全体に多量。
12 10YR4/6掲 色粘質 ンル ト。 しまり疎・ 粘性強。10YR3/1黒 褐色土粒子極微量。地山崩落層。
13 10YR4/6褐 色粘質 シル ト。 しまり疎・粘性強。10YR3/1黒 褐色土粒子微量。地山崩落層。
14 10YR3/1黒 褐色粘質ンル ト。 しまり疎・粘性強。10YR4/6褐 色土粒子極微量。
15 10YR4/6掲 色粘質シル ト。 しまり疎・粘性強。10YR3/1黒 褐色粒子微量。地山崩落層。
16 10YR3/1黒 褐色粘質ンル ト。 しまり疎・粘性強。10YR4/6褐 色土粒子微量。
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第21図  D区陥 し穴状遺構 (2)
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A'~  D8陥

し穴状遺構

D8陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色粘質 シル ト。 しまりやや密・粘性中。

2 10YR2/2黒掲色粘質 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。

,ユ
認靭愚橿三毒曇1常事孟拷:欝笠!ぎどヨ亀鞍量。

5 10YR4/2灰黄褐色粘質 ンル ト。 しまりやや疎 ,粘性強。
10YR2/1黒 色土ブロ ック多量。

6 10YR5/4に ぶい黄褐色粘質 ンル ト。 しまり中・粘性強。
地山崩落層。

7 10YR5/8黄褐色粘質 ンル ト。 しまり中・粘性強。地山
崩落層。

3 10YR4/2灰黄掲色粘質 ンル ト。 しまり中・粘性強。
地山崩落層。

10YR6/8明 黄褐色粘質 ンル ト。 しまりやや密 。粘性強。

地山崩落層。
10YR4/1褐 灰色粘質 ンル ト。 しま り密・ 粘性強。

10YR3/2黒 褐色粘質 ンル ト。 しまり密・粘性強。

D10陥 し穴状遺構

L=

黒褐色土 プロックやや多量。
10YR3/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性やや弱。地

山 ブロック (径 5～20mm)や や多量。
mYR6/8惚

韓際指墨堤t易撃碧 焔崩羅。
ЮYR4/2蜀

講幾笹登垢努盤爺継デ推。

El陥 し穴状遺構
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183900m
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しまり中・粘性中。
3 10YR4/2灰黄褐色シル ト。 しまり中・粘性やや強。

4 ЮⅦ郭騨勢計♯習縛籍招課牽静酌YR78難 LELカ ック
(径20mm)や や多量。

:群母ちチ】重離斬北麓解離学朧乳鞘確融馳確1～ 2耐
微量。

7 10YR7/8黄橙色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。前沢火山灰微量。
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Ⅳ 検出遺構

D9陥 し穴状遺構
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Pをま辮宰際.雛中。
10YR2/2黒 掲色土 ブロックやや多量。

3 10YR3/2黒掲色 シル ト。 しまりやや疎 。粘性中。地山
ブロ ンク (径 2～ 5 mm)や や多量。

4 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。地山ブロ ッ

ク (径 2～ 5 mm)徴 量。
5 10YR3/8暗掲色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。地山

ブロ ック (径 2～ 5 mm)や や多量。
6 10YR4/2灰黄褐色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性やや弱。

地山 ブロック (径 2～ 5 mm)少 量。 10YR3/2
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純与鑑塀僣齋藍鵜鉢典邦を黄い
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2 検出遺構
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Fl陥 し穴状遺構

A'
700m~

1陥 し穴状遺構
10YR5/3に ぶい黄褐色 シル ト。 しまり密・ 粘性やや強。 10YR7/8黄 橙色土 プロ ノク

(径 3～ 10mm)少量。後世の埋め立て上。ЮYM帽笙多靭な好赤≧F族曽拷壇協翌?話r黒
掲色上■llYR4だい輔

10YR2/2黒 褐色と10YR4/3に ぶい黄褐色の混合土。 しまり密・粘性やや強。前沢火山

夢ざ争,振聟!m)ゃ
や多量。黄褐粒 (径 3～10mm)含 み、10YR7/8黄 橙色土

ЮYRγ3低
魯撲蒸憬仔う智子冴購

混合土。 しまりやや密・粘性中。黄橙色上

ЮYR76招
諦

目
零モそ

しまりやや疎・粘性中。地山ブいノク (し まり疎、径 2～

10YR7/8黄 橙色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性やや強。10YR4/3に おゞい黄褐色土ブロ ッ

ЮYR72決 墨亀篭計 レ眺 しまり中・粘性やや強。全体に黄褐粒 確 2～ 5的、火山

認¥畳腱 宿瞥サ府 tg,ζ 織換阜ぞ進ξ:笞牌 堡三言r長と亥ξttL
プロ ックが混在)少量。

10YR7/8黄 橙色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性やや強。地山崩落層。
10YR4/2灰 黄掲色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性中。東側に10YR6/6明 黄褐色土 プロ ン

クやや多量。
10YR7/8黄 橙色 シル ト。 しまりやや疎・ 粘性やや強。地山崩落層。

認¥辞死甕君雹9完宵Y針ご蠣F亀と宅亀執 占扇選誤
疎・rLl■中。

10YR8/8黄 橙色シル ト。 しまり疎・粘性弱。前沢火山灰の層。
10YR3/2黒 褐色シルト。 しまり疎・粘性弱。前沢火山灰微量。
ЮYRν2磐

書蟹そき窪告嵐能蓬P疎
・粘1/1jEjl。 前沢火山灰層 飩 Dを 多量。地山崩

A'

F3陥 し穴状遺構

A'

3陥 し穴状遺構
10YR3/2黒 掲色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒 (径 l mm)微 量。
mYR4/3拓

鈷 易 量亀と生塊 場 名宅夢些す
やや強。黄褐粒 に lmo微量、ЮYR7だ黄橙色土カ ック多量

ЮYR7/8霧
層象rル

ト。 しまりやや疎・粘性やや強。西側にЮYR4/3にお沖 黄掲色土カ ックやゃ多量。地山脳

ЮYR7/6詔
霧糧寮〆

ル ト。 しまりやや疎・粘性やや強。西側にЮYR4/3に ぶい黄掲色土ブロックゃゃ多量。地山

解 母|チ:墨遭遼霧望子 と笠オ格 1尾逸墨ダ鼈乱鏑砦虐:黄
掲粒 (径 2～ 5 mp微 量。

ID

A'

≒c碗
+E2m

F2陥 し穴状遺構
生 L=

F2陥 し穴状遺構
1 10YR3/2黒褐色 ンル ト。 しまり中 。粘性中。黄褐粒 (前沢火山灰 ?径 1～ 5 mm)や や

多量、 10YR3/3Hき 褐色土 ブロ ノク微量。

:器畳

'チ

ζ賽騒と絆負鵜継あ雛監穫好群ャ魁轟轡輸 に1～
3 mm)微量、 10YR7/8黄 橙色土 ブロック (径10～ 20mm)少 量。

4 10YR3/2黒褐色 と10YR4/3に ぶい黄掲色の混合土。 しまり中・ 粘性やや強。

:料畳λ焙ぅと阜雪,託 捲

'そ

翠檄 電器せ猛i匙融ブロ/

7 10YR4/3にぶい黄掲色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性中。10YR2/2黒 褐色上 (し まり疎う
・ 10YR7/8黄橙色土 (し まり密)を プロンク状にそれぞれ少量。

8 10YR2/2黒褐色と10YR7/8黄 推色の混合土。 しまりやや疎・粘性中。黄褐粒 (径 1～
3 mm)微量。

9 10YR7/6明黄掲色粘質土。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10 10YR2/2黒褐色と10YR7/8黄橙色の混合上。 しまりやや疎・粘性中。ただ し、

10YR7/8は ブロ ック状に混入。
■ ЮYRν2量

堰夢き与歩秩た芝れ必男疹茎Ⅲ
性中。ЮYW″ 離 壁 ■OYR78難 色

12 10YR2/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性やや弱。黄掲粒 (径 1～ 3 mm)極微量。
13 10YR5/2灰黄褐色 ンル ト。 しまり密・粘性弱。黄褐粒少量。ブロック状に崩落する。
14 10YR2/1黒色 ンル ト。 しまり疎・粘性弱。粒子粗い。酸化層か。

0      1160     2m

L=183300m
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Ⅳ 検出遺構
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¥罷先墾亀笹功レヤ0[蜜ち磐学急栓協楷P要罷厩役桂怖m～ 3耐 翻量に含む。駅欣倣肝に
～ l mm)を やや多 く含む。

i導彰瞳‰棚%蕪扱歓
裾;鶏先辱撃蓄亀4!をまち毒れ臨跳?焔崩盈。
17 15層 と同 じ。
18 16層 と同 じ。
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Gl陥 し穴状遺構

j鍔穏ちチ媚烈誓発進色竹到▼絶性あり。地山カック
を微量に含む。

ユ 孔託 見 婆 掲色粘質上。 しまり中・ lb14あ り。地山カ ックを少

5 mYR2滑 量亀也■ 3/3暗掲色粘質土。 しまり中・粘性あり。黄掲

色を微量に含む。

♀ ぜ騨 舎 ぽ¥をぜ イ胞S軒蓄証′ 祢:巻摯覇撃r経鞘 含む。

8 6層 に同 じ。 しまり疎・ 粘性あり。

▲'A＼

1鷲萌菖    讐
軌

5刊 YR〃 2婁亀香修π

～

μtま り密・ 粘性あり。黒沢火山灰粒子を微量に含む

1韓 影 擦 籍 差 穏 鍮 鞠 ぶ 枠
視

9 10YR2/2も偽尋彗眉琶ウ ル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。地山ブロックをやや多

と酵歎 熾撒感:薄蕪 F:。

溌穴
Ю澪監〕/長囁見≦指とし厭′℃まり挨々そ極ぁり。

周囲に10YR7/6明 黄褐色粘土あり。
※東側の欠けた部分は試掘時に掘りすぎた。
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G4陥 し穴状遺構

0      1:60     2m

L=184300m

第24図  G区陥 し穴状遺構 (1)
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2 検出遺構
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・縦あり。軸カック動量臥る。

認¥踏月馴義柏圭しま′霧:離 2′ :軸
カンク柱体とする。

lt常二手子を写彗三fをとと|キ;ま猛4亀戯?4fi弓 J普:ど:サ
テ星おる多宅舞。
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G6陥 し穴状遺構
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G7陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色粘質土。 しまり密・粘性あり。

11 10YR3/3暗 褐色粘質土。 しまり中・粘性あり。
※ 9層以下の地山は基本層序のVb層。

10YR2/1黒色粘質土。 しまり密・粘性あり。
黒沢尻火山灰を微量に含む。

10YR3/3暗褐色粘質土。 しまり密・ 粘性あり。
黒沢尻火山灰を東側を中心に して多 く含む。

10YR3/4暗褐色粘質土。 しまり密・粘性あり。
10YR2/3黒掲色粘質土。 しまり中・ 格性あり。

暗褐色粘質土を多 く含む。
10YR3/3-3/4暗掲色粘質上。 しまり中 。粘性あり。

黒沢尻火山灰を微量 に含む。
75YR4/6褐色粘土。 しまり中・ 粘性あ り。地山崩落土。
10YR2/3黒掲色粘質土。 しまりやや疎・ 粘性あり。
75YR4/6褐 色粘土。粘性あり。8 75YR4/6褐 色粘土。粘性あり。

9 10YR3/3暗褐色粘質土。 しまり中。
10 75YR4/6掲色粘土。 しまり中・ 粘性あ り。地山崩落土。
11 10YR3/3暗 褐色粘質土。 しまり中・粘性あり
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賊

Xへ
   6陥

し穴状遺構

1碗

ⅢA15o

A'

10YR2/3黒褐色 -3/3暗 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。黒沢尻粒子 (径01～
0 5cm)をやや多 く含む。

ЮYR2/外
ぴぎ則

色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。黒沢尻粒子 確 ～ 3 mm)を

10YR2/1黒色 シル ト。 しまり中・ 粘性あり。上位地山ブロ ック (50mm)を 多量 に含む。
7 5YR4/4-4/6褐 色粘土。 しまり中・ 粘性あり。上位地山崩落土か
75YR4/6掲 色粘土。 しまり中・粘性あ り。上位地山崩落土か
10YR2/1黒色 -2/2黒 褐色 シル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山ブロック (径01～

3側 )を少量含む。

'最

喜f)庁指誘 望比 筆け警 ?懇麟 怒サ示 ;だ 誘 路霜 凱

41/N鈴 む。

8層 と同 じ。
10YR1 7/1黒 色 ンル ト。 しまり疎・ 粘性あり。
10YR2/2-2/3黒 掲色 ンル ト。 しまり疎・ 粘性あり。地山粒子 (径 ～ l mm)を やや多

く含む。

;馨観義,`1層名亀計ごます議1嬉起rぢⅢ痣壼嵩辞鍛尻
ロツクに1～ 5 mm)大量。

13層 と同じ。 しまり疎・粘性かなりあり。地山の崩落土か 。黒褐色上が微量混 じる。
10YR1 7/1-2/1黒 色シル ト。 しまり疎・粘性あり。
10YR2/3黒褐色-3/3暗掲色ンル ト。 しまりやや疎・粘性あり。地山粒子 (径 ～ l mm)

を多 く含む。植物根によるカクランか。
10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり疎 。粘性あり。

生 L=183900m
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183 800 rn

G9陥 し穴状遺構

9陥 し穴状遺構

75YRγ 6グ
,μゼ漕占 磐 義

や密・ISl■ あり。下部に 7～ 8剛程度のЮYRy3暗褐色

認¥露チニ踊g管器 、そ
ノ
tyリザ・鱈蹴憐

あり。地山カック主体。

珊 sttG義遭せ勢陛iFし摯緒塩糾孵黒知囃嚇紐を含む。
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4的

就砦́亀出恋全とτ堪含憲ぁは基本層序のVa層をさす。

l tu

乾

誓  8陥

し穴状遺構
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il穏 :チ]羅彊&穂圭:しま′零お警牛紀逸協ナ拌空姥置傍島り
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10YR4/4褐色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。
75YR4/6褐 色粘土。 しまり密・ 粘性あり。土地山崩落上。
10YR3/8暗褐色粘土。 しまり密・ 粘性あり。
10YR3/4暗褐色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。
10YR3/4暗掲色 ンル ト。 しまり疎・ 粘性あり。杭穴。

0     1:60     2m
|
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Ⅳ 検出遺構

粒 (径 ～ 2 mm)微 量。
黒掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。下位地山粒微量。

暗掲色粘上。 しまりやや密・粘性あり。下位地山ブロック (径 ～ l cm)

少量。上位地山ブロ ノクをやや多 く含む。

612陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色 -2/2黒 褐色 シル ト。 しまり

密・粘性ややあり。炭化物粒 (径
05～ 2 mm)少 量含む。

2 10YR5/6黄褐色 -6/6明 黄褐色砂質上。 し

まり密・粘性な し。十和田 a火山
灰か

3 10YR3/8-3/4暗褐色 シル ト。 しまり密・

粘性あり。地山粒 (下位、径 ～

l em)少 量含む。
4 10YR2/3黒掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘

性あ り。炭化物粒 (径02～ l cm)

を微量に、地山粒 (下位、径05～
2 cm)を やや多 く含む。

5 10YR2/3黒掲色。 しまり密・粘性あり。地

山粒 (下位、径 1～ 3 mm前後)を
微量 に含む。

10YR2/3黒 褐色。 しまり密・粘性あり。地

山粒 (下位、径 1～ 3 mm前後)を
極微量に含む

10YR2/3黒掲色。 しまり密・ 粘性あり。地

山粒 (下位、径 ～ l mm)を 微量
に含む。炭化物粒 (径 ～ l mm)

を極微量に含む。
10YR2/3黒 掲色。 しまり密・粘性あり。地

山粒 (下位、径 ～ 2 mm)を 微量
に、炭化物粒 (径 3 mm)を 極微量
に含む。

10YR2/2-2/3黒褐色ンル ト。 しまりやや
密・粘性あり。地山粒子 (下位、
径 ～ l cm)を 微量に含む。上部
に集中する傾向あり。

▲      ゴ
G10陥 し穴状遺構

A'

10陥 し穴状遺構
10YR2/1黒 色 -2/2黒 褐色 シル ト。 しまり密・粘性ややあり。炭化物粒 (径 ～ l mm)

10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。地山 ブロ ンク多量。
10YR2/3黒 掲色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あ り。
10YR3/3-3/4暗掲色 シル ト。 しまりやや密・粘性あり。地山ブロック少量。
7 5YR4/4-4/6掲 色粘土。 しまりやや密・粘性あ り。地山崩落土。
10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あ り。地山ブロックをやや多 く含む。
※地山ブロ ックはいずれも上位 (ロ ーム)を指す。

G12陥 し穴状遺構

狛了膀*銑工ふ

7 10YR2/2
8 10YR3/3

HЮ層と同じ     
Ю ЮYttβ

融 攀填署 郡
r獲

ゝ

~

12 10YR2/3黒褐色 シル ト。 しまり中・ 粘性あり。ナ也山粒 (径 2 mm前後)を微量に含む。
13 75YR4/6掲 色 -5/6明 褐色粘土。 しまり密・粘性 あり。上位地山崩落土。
14 75YR4/6褐 色粘土。 しまりやや疎・ 粘性あり。上位地山崩落上。
15 75YR4/6褐 色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。上位地山崩落土。
16 10YR2/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性あり。上位地山ブロック (径 2 cm前 後)を微量に含む。
17 75YR4/6褐 色粘上。 しまり疎・ 粘性あり。上位地山崩落土。
18 10YR2/1黒色 ンル ト。 しまり疎・ 粘性あり。
19 10YR2/3黒掲色 シル ト。 しまり疎・ 粘性あり。上部に上位地山プロ ックを多 く含む。
北西・北東側杭穴 10YR2/3黒 褐色 -3/8暗 掲色 シル ト。 しまり疎・粘性な し。
南側杭穴 10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。地山プロック入る。

>

14陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 褐色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あ り。

上位地山ブロックを少量含む。
10YR2/3黒 褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あ り。
10YR2/3黒 掲色 -3/3暗 褐色 シル ト。 しまりやや密・粘性あり。

下部に 黒褐色上を含む。
10YR3/4暗 lFJ色 ンル ト。 しまり密・粘性あ り。
7 5YR4/6掲色粘土。 しまり密・粘性あ り。地山崩落土。
10YR3/3暗 掲色粘土。 しまり密・粘性あ り。
10YR4/4掲 色粘土。しまり密・粘性あり。

ヽ 叶

A

G13陥 し穴状遺構

613陥 し穴状遺構
1 10YR8/6黄橙色砂質土。 しまり密・粘性な

し。十和田 a火山灰か。
2 10YR2/3黒褐色-3/81音 掲色 シル ト。 しま

りやや密・粘性あり。地 J」粒子
(径 ～ l mm)を 極微量。

3 10YR3/3-3/4暗 褐色 ンル ト。 しまり中・

粘性あり。地山粒子 (径 ～ 2 mm)

を極微量。
10YR2/2-2/8黒褐色 シル ト。 しまり中・粘性あり。地山粒子 (径 ～ 2 mm)を 極微量 に含む。
4層に同 じ。 しまり中・ 粘性 あり。地山粒子 (径 ～ l mm)を 極微量含む。

解畳ちチ:量騒ラ
'チ

背児見イ名峰謀詔盈
・
流糊佐響楷軒絡托切″務 ゎ

解畳ち売遷講 。
′
七警り鷺縄 1で苫ゴ普与乳絶越肯蓼樫最さ免5盗載ξ纂宝勒 粒

(径 ～ l mm)を 極微量含む。
10YR2/3黒 褐色 シル ト。 しまり中・粘性あり。地山粒子 (径 ～ l mm)を 少量含む。下部に多めに

入 る傾向あり。
11 10YR2/3黒掲色 シル ト。 しま り中・粘性あり。地山粒子 (径 ～ l mm)を 少量含む。全体に入 る。
12 10YR2/2-2/8黒掲色 シル ト。 しまり中・ 粘性あり。地山粒子 (径 ～ l mm)を 極微量含む。
13 10YR3/3暗褐色粘土。 しまりやや疎・粘性あり。 14層 と比 して混合物がない。
14 10YR3/3-3/4暗褐色粘土。 しまりやや疎・ 粘性 あり。地山ブロックを主体 とする。
15 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまり疎・ 粘性あり。
16 10YR4/6褐色粘土。 しまり疎・ 粘性あ り。地山崩落土か。
と7 10YR2/3黒 褐色粘土。 しまり疎・粘性あり。地山粒子 (径 ～ l mm)を 多 く含む。
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捏費淫
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各々極微量。

3 10YR2/8黒褐色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性 あり。下地

山粒 (径 ～ 5 mm)微 量。炭化物 (径 ～ l mm)

極微量。
4 10YR3/8暗褐色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性 あり。下地

山粒 (径 ～ l cm)少 量含む。
5 10YR2/3黒褐色 -3/3暗 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘

性あり。下位地山粒 (径 ～ l mm)極 微量。
6 10YR2/8黒褐色 シル ト。 しまり中・ 粘性あ り。下位地 山

9 10YR3/3暗褐色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。下位地山粒 (径 ～ 2 mm)微 量。

上位地山ブロ ックをやや多 く含む。
10 10YR2/2黒 褐色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。下位地山粒 (径 ～ 2 cm)少量。

■ 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山ブロ ックを多 く含む。

12 10YR2/1黒 色 ンル ト。 しまりjlk・ 粘性あり。下位地山粒 (径 ～ 2 mm)極微量。

18 75YR4/643色 -5/6明 褐色粘土。 しまり疎・ 粘性あり。上位地山崩落土。 11・

12層 の脇に根カクラン (10YR2/3黒 褐色 ンル ト)あ り。
14 10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。
15 10YR3/8暗 掲色 ンル ト。黒色 シル ト微量。下位地山ブロ ックをやや多 く含む。

南側杭穴 10YR2/3黒褐色 -3/3暗 褐色 シル ト。 しまりやや疎・粘性あり。

北側杭穴  10YR2/3黒 褐色 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。下位地山粒をやや多 く含む。
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G15陥 し穴状遺構

G15陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1-2/1黒色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘

性ややあり。炭化物 (径 ～ l mm)を
微量に、黒沢尻火山灰粒子 (径 ～ 1

mm)を微量に含む。
2 10YR2/3黒褐色ンル ト。 しまり密・粘性あり。

炭化物 (径 1～ 3 mm)を 微量に、黒沢
｀~~~~~             

尻粒子 (径 ～ 2 mm)を やや多 く含む。
3 10YR3/3暗掲色 ンル ト。 しま りやや密・ 粘性あ り。黒沢尻粒子 (径 ～ l mm)を 微量

に、炭化物 (径 5 mm～)をやや多 くまとまって含む。
4 10YR3/4暗掲色 ンル ト。 しま り中・ 粘性 あり。前沢火山灰相当の上 (径 ～ 3 mm)を

少量含む。
5 10YR3/3-3/4暗 褐色 ンル ト。 しまり中。前沢火山灰の上 (径 l cn～ )がやや多 く、

炭化物 (径 2 mm)を 極徴量含む。
6 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。前沢火山灰のプロ ックをやや多 く含む。
7 10YR2/8黒褐色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性あ り。黒沢尻粒子及び炭化物 (い ずれ も

径 ～ l mm)を 極微量 に含む。
8 10YR3/3-3/4暗 褐色 シル ト。 しまり中・粘性あり。前沢火山灰を極微量に含む。
9 10YR3/4暗褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性あり。
10 75YR4/6掲 色粘土と10YR3/3暗 褐色ンル トの互層。 しまり疎・粘性あり。 lF9色粘土

は地山の崩落土と考えられる。
11 75YR4/6褐 色粘土。 しまり中・粘性あり。地山の崩落土と考えられるが、 黒褐色土

がうす く互層をなすところあり。
12 10YR2/2-2/3黒 褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性あり。炭化物を少量含む。 上位地山粒

子 (径 ～ 2 mm)を 少量含む。
13 10YR3/4暗褐色シル ト。 しまり密・粘性あり。上位地山ブロックを主体とする。
14 10YR4/3に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。グライ化 している。
※ 8～ 9層にかけて炭化物を少量含む。
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G16陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色 シル ト。 しまり密・ 粘性あり。

炭化物粒子 (径 ～ l mm)を 極微量、

黒沢尻火山灰粒子 (径 ～ l mm)を
微量に含む。

2 10YR3/3暗掲色 シル ト。 しまり密・粘性あ り。
炭化物粒子及 び焼土状粒子 (径 ～

l mm)を 微量 に、黒沢尻 (径 1～ 2

mm)を少量含む。下部に 黒掲色 シ
ル トが うす く層状 に人る。

3 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや常・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 1～ 3 mm)をやや多 く含む。
炭化物粒子 (径 2 mm前後)を 微量に含む。

4 10YR2/2-2/3黒掲色 ンル ト。 しまりやや密。粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ l mm)を 極微量、
黒沢尻粒子 (径 ～ 2 mm)を やや多 く含む。

5 10YR2/3黒掲色 シル ト。 しまり中 。粘性あり。地山ブロ ック (径 3 mn前後)を微量に含む。
6 10YR3/3-3/4暗掲色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ l mm)を 少量、炭化物

粒子 (径 ～ l mm)を 極微量含む。
7 6層 と同 じ。ただ し、炭化物については、大 きさ (径 2 mm前後)になる。
8 10YR2/3黒掲色 -3/3暗掲色 シル ト。 しまりやや密。粘性あり。炭化物粒子及び黒沢尻粒子

(い ずれ も径 l mm)を 極微量含む。
9 8層 と同 じ。黒褐土 も微量 に含む。上位地山ブロ ック (径 5 mm～ l cm)を 多量 に含む。
10 10YR2/3黒褐色～3/3暗褐色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性あ り。上端 と下端 に層状になった崩

落層 とみ られる地山の土あり。
■ 10層 と同 じ。
12 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性あり。上位地山ブロックを少量、炭化物を極微量含む。
1314 75YR4/6褐 色。粘土。 しまりやや密・粘性あり。地山崩落土。
15 10YR3/3暗褐色粘土質ンル ト。 しまり中・粘性あり。 こ位地山ブロックを多重に含む。
16 10YR3/4暗掲色粘土。 しまり密・粘ltあ り。75YR4/6掲 色粘土ブロックを主体とする。

2 検出遺構
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G17陥 し穴状遺構

, fl叫凧洋協携瑳身3黒褐色ンル
:     卜。 しまりやや密・ 粘

性あり。焼上状粒子

3    (径 ～ l mm)極微量、
黒沢尻粒子 (径 ～ 5

mm)微量に含む。炭化
2    物粒子 (径 ～ l mm)

2■     極微量含む。
2 10YR3/4暗褐色 ンル ト。

9     
〉F皇戻男窪手校桂

あ

～ 1伽)少量、炭化物
粒 (径 ～ 3 mm)極 微
量含む。

G18陥 し穴状遺構
1 10YR6/6-7/6明黄褐色砂質土。 しまり密・ 粘性な

し。十和田 a火山灰か。
2 10YR2/1黒色 -2/2黒 褐色 ンル ト。 しまり密・ 粘性

あり。
3 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。

黒沢尻火山灰粒 (径 ～ 2 mm)少 量、十和田 a火
山灰極微量、炭化物粒 (径 ～ l mm)極 微量含む。

4 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。黒沢
尻火山灰粒 (径 ～ 2 mm)微 量に、炭化物粒 (径

～ l mm)極 微量含む。
5 10YR2/3黒掲色シル ト。 しまり密・粘性あり。黒沢

尻火山灰粒 (径 ～ l mm)極 微量、炭化物粒 (径

南側杭 10YR2/3黒 4号色 -3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり疎・

粘性あ り。下位地山粒子を多 く含む。
北東側杭 10YR2/3黒 褐色 -3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり疎・

粘性あり。下位地山粒子を多 く含む。水分が多い。

G区陥 し穴状遺構 (4)
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10YR2/3黒褐色 -3/3暗褐色 シル ト。 しまり中 。粘性あり。黒沢尻粒子
(径 ～ 2 mm)や や多く、焼土状粒子 (径 ～ l mm)極 微量含む。

10YR2/2黒 褐色ンル ト。 しまり中・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ l cm)

多く含む。
10YR2/2黒 褐色シル ト。 しまりやや密・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ 1

cm)少量含む。
10YR2/1黒 色 -2/2黒 褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。黒沢尻粒子

(径 ～ 2 mm)微量に含む。
10YR2/3黒 掲色シル ト。 しまりやや密・粘性あり。上位地山粒 (径 2 mm)

少量含む。
10YR2/2黒 掲色シル ト。 しまり中・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 5 mm)少

量含む。炭化物 (径 ～ 5 mm)極 微量含む。
10YR2/2黒 褐色シル ト。 しまりやや疎・粘性あり。
10YR2/2黒 褐色シル ト。 しまり中・粘性あり。 8層よりは、 しまりは疎。

9層より密。黒沢尻&子 (径 ～ l mm)微 量に含む。
10YR2/3黒掲色 -3/3暗褐色 シル ト。 しまり中・ 粘性あり。上位地山ブ

ロックを主体とする。
10YR2/1黒 色ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性あり。色調はほぼ同 じ。 しま

りに差あり、境界付近に 5 mm程度の厚さの7 5YR4/6褐 色粘土
あり。

121 12層 と同 じ。 しまり中・ 粘性あ り。色調はほぼ同 じ。 しまりに差あり、
境界付近に 5 mm程度の厚 さの7 5YR4/6粘土あり。

13 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。
14 10YR2/1黒色 ンル ト。 しまり中・ 粘性あり。
15 75YR4/6褐 色粘土。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土。
16 75YR4/6褐 色。 しまり疎・粘性 あり。上位地山崩落上。
17 10YR3/4暗褐色 ンル ト。 しまり疎・ 粘性あり。上位地山粒子を多 く含む。
18 10YR2/1黒 色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性あり。
19 75YR5/8明 掲色粘土。 しまり密・粘性ややあり。下位地山。掘 りすぎ。

～ l mm)極徴量。下位地山ブロック極微量含む。                  25
6 10YR2/2-2/8黒褐色 シル ト。 しまり密・ 粘性あり。上位地山粒子 (径 ～ l cm)少 量 含む。
7 10YR2/2黒褐色ンルト。しまり中・粘性あり。上位地山粒子 (径 ～3 mm)、 茂化物粒 (径 ～l mm)III

微量含む。
10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性あ り。上位地山粒子 (径 ～ 2 cm)や や多 く含む。
10YR2/3黒 褐色 シル ト。 しまり中・粘性あり。下位地山粒子 (径 ～ 3 mm)極微量 含む。上位地山粒子

(径 ～ l ca)少 量含む。
10YR2/2黒 掲色 シル ト。 しまり中・ 粘性あり。炭化物粒 (径 ～ l mm)極 微量、上位地 山粒子 (径 ～ 5

mm)極微量含む。
11 10YR2/3黒 掲色 シル ト。 しまりやや疎・粘性あり。上位地山ブロック、暗褐色シル トを多く含む。
12 75YR4/6掲 色粘土。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土か。
13 10YR3/3暗褐色 シル ト。 しまり疎・粘性あり。上位地山粒子 (径 ～ 3 mm)少 量含む。
14 75YR4/6褐 色 -5/6明 4母 色粘土。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土か。
15 10YR2/3黒 掲色 シル ト。 しまり疎・粘性あり。上位地山粒子 (径 ～ 2 mm)や や多 く含む。
16 75YR4/6褐 色 -5/6明 掲色粘土。 しまり疎・粘性あり。上位地山崩落土か。
17 10YR2/2黒 褐色 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。
18 75YR4/6褐 色 -5/6明 褐色粘土。 しまり密・粘性あり。上位地山崩落土か。
19 75YR4/6褐 色-5/6明 掲色粘土。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土か。
20 10YR3/3暗 IB色 ツル ト。 しまり疎 。粘性あり。
21 10YR2/2-2/3黒 褐色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性あり。
22 75YR4/6褐 色粘土。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土。
23 10YR2/3黒 褐色シル ト。 しまり疎・粘性あり。下位地山粒 (径 ～ 2 cm)少量含む。
24 10YR2/3黒 掲色 しまり疎・粘性あり。上位地山ブロノク少量含む。
25 10YR2/3黒 掲色-3/3暗 褐色シル ト。 しまり疎・粘性あり。下位地山を少量含む。
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G19陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1-2/1黒 色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。黒沢尻火山灰少量、炭化物、焼土状

粒子 (い ずれも径 ～ l mm)を 極微量に含む。
2 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。黒沢尻火山灰やや多 く、炭化物、焼土状

粒子 (い ずれも径 ～ l mm)を 極微量含む。
3 10YR2/1黒色 -2/2黒 掲色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。黒沢尻を微量に、炭化物粒子

(い ずれ も径 ～ l mm)を 極微量含む。
4 10YR2/3黒掲色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。黒沢尻 (径 ～ l mm)を 微量 に含む。

5 10YR2/3黒褐色 -3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。黒沢尻 (径 ～ 2 mm)を 多 く

含む。炭化物粒子 (径 ～ l mm)を 微量に含む。
6 10YR5/6黄 褐色 -6/6明黄褐色火山灰。 しまり密・ 粘性 な し。十和田a?。  黒褐色 シル

トが混 じる。
7 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。
8 10YR3/2黒 褐色 シル ト。 しまりやや密 。粘性 あり。黒沢尻を少量 (径 ～ 2 mm)、 炭化物

粒子を極微量含む。
9 10YR3/4暗 褐色 -4/4褐 色粘土。 しまり密・ 粘性 あ り。黒沢尻粒子 (径 ～ l mm)を 主体

とする。15層 との境に多量の炭化物を含む。
10 10YR2/3黒 掲色 ンル ト。 しまり密 。粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ 2 mm)を やや多 く含む。

炭化物を含む。

|ロ
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G20陥 し穴状遺構
l ttl

184300m
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G20陥 し穴状遺構
10YR3/3暗 褐色粘質土。 しまりやや密・ 粘性あり。黒沢尻火

山灰を少量含む。
10YR2/3黒 褐色粘質上。 しまり中・ 粘性あり。黒沢尻火山灰

を微量含む。
10YR3/3暗褐色粘質上。 しまり疎・粘性あり。黒沢尻火山灰

及び地山ブロックを微量に含む。
10YR3/4暗 褐色 -4/4褐 色粘質土。 しまり中・ 粘性あ り。
75YR4/6褐 色粘質土。 しまり密・ 粘性あり。地山崩落上の一

部に 1音褐色粘質土を含む。
75YR4/6褐 色粘質土。 しまり中・ 粘性あり。地山崩落土。
10YR3/3-3/4暗褐色粘質土。 しまり疎・粘性あり。
7 5YR4/6褐 色粘質土。 しまり疎・ 粘性あり。地山崩落土。
10YR2/3黒 掲色 -3/3暗 褐色粘質土。 しまり疎・粘性あり。
7 5YR4/6掲 色粘質土。 しまり疎 。粘性あり。地山崩落土。
9層 に同 じ。 しまり疎・ 粘性あり。

Ⅳ 検出遺構

11 10YR4/4褐色粘上。 しまり密・粘性あ り。前沢 (径 l en前 後)を 微量に、黒沢尻 (径 ～

2 mm)を やや多 く含む。

と 尊彩
:3:与 を報 毎 財 鰺 墟 軸 瑳 3:笑

16 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あ り。地山ブロ ンク (径05～ 2側 )を やや多 く含

口
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些 C'W 
ЮYR3/チ宅

'4暗

褐色粘土。 しまり密・粘性あり地山カ ック ∝ 3 mm～ 5 cm)を 多く含
む。下部に層状に 黒掲色ンル トを含む。

18 10YR3/3-3/4暗褐色粘上。 しまりやや密 。粘性あり。地山プロック (径 ～ 2 cm)を 少量

含む。

鍔晨訛チ患躁罠靴。
しご望肝蕃聯斜らゴ記覧孔井歩ルマ盈彎

'縦
壊豊魯む。黒

褐色土 も少量混 じる。
21 10YR3/3暗褐色粘上。 しまり密・ 粘性あ り。地山プロ ック (径 3 cm前後)を微量に、粒子

(径 ～ 1帥)をやや多 く含む。

銘招¥畳影:ど覗聯整越
り長
・
辮塩 ,毀篭肘ま分(径 ～2�御及び粒

子 (径 5 mm前後)をやや多く含む。
24 10YR3/3-3/4暗 褐色粘土。 しまり密・粘性あり。地山ブロック (径 1～ 5 cm)を 多量に

含む。鏑ЮYRV3夢鷲箪ェョ色上をみ堅な∫雫七:亀盈歩せ;け排堰;孟綿行脅勇露誓1増♂や
26 75YR4/6掲 色粘土。 しまり密・ 粘性あ り。上位地山崩落土か。
27 10YR3/8-3/4暗 褐色粘土。 しまり密・ 粘‖生あり。上位地山ブロック (径 2 cm前 後)及び

粒子を少量含む。

認瑶据環撮鵠飾土Y勇隠 孟り。m蜘カックを多く含む。ζるmm
前後)を主体。

10YR3/3-3/4暗 褐色粘上。 しまり密・ 粘性あり。上位地山ブロックをやや多く含む。 (径

3 cm前 後)を主体。
10YR3/3暗 褐色粘土。 しまりやや密 :粘性あり。上位地山プロック (径 lm前後)をやや

多く含む。黒褐色土を微量に含む。
10YR2/3黒 褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ 2 mm)多 く含む。焼土

状粒子 (径 ～ l mm)ご く微量含む。
10YR2/2-2/3黒掲色ンル ト。 しまりやや密 。粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ 2 mm)少 量含

む。焼上状粒子 (径 ～ l mm)ご く微量含む。

努¥畳 :チ:氏

'著

亀訴訣」,,荒りぇ
。
か黒柔勇ぎf識、ミ陥辞mlと彎f∵爺す蛙含

む。
10YR1 7/1-2/1黒 色ンル ト。 しまり中・粘性あり。黒沢尻粒子 (笹 ～2 mm)ご く微量含

む。
10YR3/3暗 褐色粘土。 しまりやや密・粘性あり。 上位地山ブロ ンク (径 ～ 2 cm)少 量含

む。
10YR2/1黒 色-2/2黒 褐色ンル ト。 しまり中・ 粘性あり。

識 チ冬賛紀
'9峠

す。し窮箸亀腺申陥後ちす留聖把乱苧逹4鈷土を各々少量含む。
10YR3/3暗 褐色粘土。 しまり密・ 粘性 あ り。上位地山ブロック (径 ～ 2 cm)少 量含む。

黒褐色上 (径 ～ l cm)ご く微量含む。
10YR3/3-3/4暗褐色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。上位地山プロック (径 ～ 3 cm)や

や多く含む。黒褐色土 (径 ～ 2 cm)ご く微量含む。
10YR3/8暗 褐色粘土。 しまりやや密・粘性あり。上位地山プロック (径 ～ 2 cm)少 量含

む。黒掲色土を徴量含む。
10YR3/4暗 褐色粘土。 しまりやや密・粘性あり。上位地山粒子 (径 ～ l cm)多 量に含む。
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む。
やや多 く含む。

※20～ 32層 及び42層以下 は人為的に一気 に埋 まったか ?
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遺構

A'

G21陥 し穴状遺構

21陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 褐色粘質上。 しまり中・粘性あり。黒沢尻火山灰 (黄褐色)微量。
10YR3/3暗 掲色粘質上。 しまり中・粘性あり。
75YR4/6褐 色粘土。 しまり中 。粘性あり。地山崩落土。
10YR2/3黒 褐色粘質土。 しまり中・粘性あり。
10YR2/3黒 褐色-3/3暗褐色粘質土。 しまり疎・粘性あり。黄褐色上 ブロックをやや多 く含む。
10YR3/4暗 褐色粘質上。 しまり密・粘性あり。
10YR2/3黒 褐色粘質土。 しまり中・粘性あり。黄褐色土プロ ックを夕量に含む。
10YR3/8暗 褐色粘質上。 しまり密・粘性あり。

22陥 し穴状遺構

認¥母擁藉糧呂シ打
～
:ヒ ξ′暮ギ霜甚哲壕́緒ヒ場蓬隼泉荏

。～1耐 を極微量。黒沢尻火山灰粒子を極微量含む。
10YR2/2-2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。
10YR2/8黒 褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ 2 mm)を極微量に含む。

7 5YR4/6掲色粘土。 しまり中・ 粘性あり。地山崩落土か。

※架羅ぜ辮 与き胎し壻起現晩推域外に遭構が広がるので、断面で測定できるのは6層まで。
0          1 : 60         2m
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2 検出遺構

A寺'＼袋
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23陥 し穴状遺構
10YR2/1黒 色 -2/2黒 掲色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。地山粒子 (径 1～ 3 mm)を

多量 に含む。
10YR2/2-2/3黒褐色 シル ト。 しまりかなり密・ 粘性あり。地山粒子 (径 1～ 3 mm)を

多量に含む。上部に地山塊を含む。
2層に同じ。
7 5YR4/6褐色粘土。 しまり密 。粘性あり。地山 (上 位)崩落上。
10YR1 7/1-2/1黒 色ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。地山粒子 (径 ～ l mm)を 少量含む。
10YR2/2-2/3黒tB色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。地山粒子 (径 ～ l mm)を やや多

く含む。
7 5YR4/6掲色粘土。 しまり密・ 粘性あ り。 暗掲色 ンル トプロ ックをやや多 く含む。
7層に同 じ。
10YR2/1黒 色ンルト。しまりやや密・粘性あり。地山粒子 (径 1～ 2 nm)及 びブロック

を多量に含む。
10 75YR4/6掲 色粘土。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落層。
11 75YR5/6明 掲色粘上。 しまり疎・粘性あり。地山崩落層の前尺火山灰 プロックをやや

多 く含む。
12 10YR3/4暗掲色 ンル ト。 しまりかなり密・ 粘性あ り。 しまりは非常にある。
13 10YR17/1黒 色 ンル ト。 しまり疎・粘性な し。水分多い。有機質あり ?。

※ 9層以下の地山は前沢火山灰層。

G30陥 し穴状遺構

G28陥 し穴状遺構

G28陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色 -2/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。
2 10YR2/2-2/3黒掲色 シル ト。 しまり密・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ 2 mm)少 量含む。
3 10YR4/4掲色粘土。 しまり密・粘性あり。地山崩落土。
4 10YR3/4暗掲色粘土。 しまり密 。粘性あり。上位地山粒子 (径 ～ 5 mm)大量。10YR3/4暗掲色粘土。 しまり密 。粘性あり。

10YR3/8暗 掲色粘土。 しまり密 。粘性あり。
10YR2/2黒 掲色 シル ト。 しまり密・粘性あり。黒沢尻粒子及びブロ ンク (径 ～ l cm)少

量含む。 2層 よりは多い。
75YR4/6掲 色粘上。 しまり中・ 粘性あり。地山の上が部分的に入 ったか。
10YR3/4暗 褐色-4/4掲 色ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。
75YR4/6掲 色粘上。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土。
10YR3/3-3/4H百褐色ンル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山ブロック (径 ～ 2 cnl)微量。

〓Ｌ

Ｘ
　
Ａ

傘
ヾ

10
11

12
13
14

15

16
17
18
19
20
21

22
23

10YR4/4掲 色粘土。 しまり密・粘性あり。
75YR4/6掲 色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。上位地山崩落土。
10YR3/4暗掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。上位地山 ブロ ックを少量含む。
10YR2/3黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。
75YR4/6掲 色粘土。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土。
10YR3/3-3/4暗掲色粘土。 しまり密・粘性あり。
10YR3/3暗 褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。
10YR3/3-3/4暗掲色ンル ト。 しまり中・粘性あり。
75YR4/6褐 色粘上。 しまりやや密・粘性あり。上位地山崩落土。
10YR3/3-3/4暗褐色ンル ト。 しまりやや疎・粘性あり。水分多い。
75YR4/6褐 色粘土。 しまり密・粘性あり。上位地山と間違えやすい。
10YR3/4暗 褐色-4/4掲 色粘土質ンルト。 しまり密・粘性あり。地山ブロック微量。
10YR3/41音 褐色粘土。 しまり疎・粘性あり。
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G30陥 し穴状遺構
1 10YRl1 7/1-2/1黒色シル ト。 しまり密・

粘‖生あ り。
2 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまり密・粘性

あり。
3 10YR2/3黒褐色 -3/3暗 褐色 ンル ト。 し

まりやや密・粘性あり。
4 7 5YR4/6褐 色粘土。 しまり密・粘性あり。

地山崩落土。
5 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・

粘性あ り。
6 10YR3/3暗褐色粘上質 シル ト。 しまり密・

粘性あ り。
7 10YR2/3黒掲色 シル ト。 しまりやや密・

粘性あり。
8 10YR3/4暗褐色 シル ト。 しまり中・ 粘性

あり。
9 10YR2/8黒褐色 -3/3暗 褐色粘上。 しま

りかなり密・粘性あり。
杭穴 10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまりやや疎・

粘性あ り。水分多 く含む。

G31陥 し穴状遺構
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29陥 し穴状遺構
10YR1 7/1-2/1黒 色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。
10YR2/2黒 掲色シル ト。 しまり中・粘性あり。
10YR2/2-2/3黒掲色シル ト。 しまり密・粘性あり。
10YR2/2-2/3黒褐色シル ト。 しまり中・粘性あり。地山粒子少量。黒沢尻

粒子微量。
10YR2/2黒 褐色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。炭化物微量。黒沢尻粒子極

微量。
6 75YR4/6褐 色 -5/6明 褐色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。上位地山崩落上。
7 10YR2/8黒褐色 -3/8Π音褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。地山ブロ /ク

やや多量。
8 10YR2/3黒掲色 -3/3Π音掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。炭化物極

微量。
9 10YR4/6褐色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。地山崩落土か ?。

10 10YR2/3黒褐色 シル ト。 しまり中・ 粘性あり。
11 10YR3/4暗褐色 -4/4掲 色 シル ト。 しまり中 。粘性あり。地山崩落土か ?。

12 10YR3/3暗褐色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。
13 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。
14 75YR4/6褐 色粘土。 しまり密・ 粘性あり。地山崩落土か ?。

15 10YR3/3暗褐色粘土。 しまり密・粘性あり。
杭穴 10YR2/3黒 褐色 -3/3Π音褐色 シル ト。 しまり疎・粘性あり。下位地山少量。

水分を多 く含む。

G31陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒 色 ンル ト。 しま り密・粘性あ り。黒沢

尻火山灰 (径 ～ 2 mm)を 微量含む。
2 10YR2/2-2/3黒 褐色 シル ト。 しまりやや密・ 粘

性あり。黒沢尻火山灰 (径 ～ l mm)微 量含む。
ただ し、 1層より多 い。

3 75YR4/6褐 色粘土。 しま りやや密 。粘性あり。地

山崩落土。
4 10YR2/3黒掲色 シル ト。 しまり中・粘性あり。ナ也

山粒子 (径 ～ 2 mm)を少量含む。
5 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しま り中・ 粘性あり。地

山ブロ /ク を少量、 黒褐色 ンル トをやや多 く

含む。
6 75YR4/6掲 色粘上。 しま り密・ 粘性あり。地山崩

落上。
7 6国 と同 じだが、若千 7層 が暗 い。
8 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。炭

化物粒子 (径 ～ l mm)を微星に含む。
9 75YR5/8明 掲色粘上。地 山
杭穴 10YR2/2黒 褐色 シル ト。 しまり疎・ 粘性あり。
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第29図  G区陥 し穴状遺構 (6)
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Hl陥 し穴状遺構

A'

10YR7/8

10YR6/4
10YR7/8
10YR5/1

10YR2/1

H2陥 し穴状遺構

H4陥 し穴状遺構
A~L=

6

1陥 し穴状遺構
10YR4/2黒 掲色シル ト。 しまり中・粘

性中。黄掲粒・炭化物各々微量。
10YR4/3に ぶい黄褐色ンル ト。 しまり

中・粘性中。自色の際 ?(径 10mm

程度)・ 地山ブロック・赤色粒子
(焼土 ?)各々微量。

10YR2/2黒褐色シル ト。 しまり中・粘
性中。赤色粒子 (焼土 ?)。 前沢
火山灰各々微量。

25Y7/8黄色。 しまりやや密・粘性弱。前沢火山灰を含む地山の掘削土が崩落 した

層。前沢火山灰の塊 (径 5 mm以 上)微量。西壁付近がとくに黄色。
10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまり中・粘性中。前沢火山灰微量。東側に 4層 と同じ

性質の黄色土やや多量。
10YR3/2黒 褐色シル ト。 しまり中・粘性中。前沢火山灰・地山ブロック各々微量。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・ l●性中。地山崩落層。
10YR3/2黒 掲色ンル ト。 しまり中・粘性中。前沢火山灰極微量。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR2/2黒 掲色。 しまり中・粘性中。10YR7/8黄 橙色土プロ ンク (径10mm)極 微量。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・ 粘性やや強。10YR2/2黒 褐色土が層状またはブロノ

ク状にやや多量混入。地山崩落層 (分層可か)。

10YR2/2黒 褐色。 しまりやや疎・粘性中。地山ブロック (径 10mm)極 微量。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・ 粘性やや強。11層 と類似するが10YR2/2黒 褐色上は

微量。
10YR2/1黒 色。 しまりやや疎・粘性弱。10YR7/8黄 橙色土ブロ ンク (径 10mm以下)

やや多量。 しまりが弱いためブロック状に崩落する。
10YR7/8黄 橙色。 しまりやや疎・粘性やや強。10YR2/2黒 褐色土 (し まり疎)多

量。地山崩落層。
25GY7/1明 オリーブ灰色火山灰。しまり密・粘性弱。各層の境界付近は10YR7/8

に変色するが、それ以外の色調はほぼ均質。
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3陥 し穴状遺構
10YR3/4暗褐色 ンル ト。 2層 よりわずかに暗い。
10YR3/4暗褐色 -4/6褐 色ンル ト。 と、 3層よりやや明るい。
10YR3/3-3/4暗褐色シル ト。最も黒っぽい層。
10YR4/4-4/6掲色粘土質ンル ト。全体黄味帯びる。地山上の混入 (壁崩落等 ?)

によると思われるも
10YR5/4-4/4褐色粘土質ンル ト。 4層より黄味強く明るい。 6層 より暗い。
10YR6/8明 黄掲色粘上。Va層 との区別できない。
5層 に酷似。
10YR3/4暗褐色 シル ト。 3層 と同じくらい暗い。

※本土坑底面は黄掲色粘土 (Va)層 でとどまっており、黄掲色浮石層 (Vb層 )に
は到達 していない。

H2陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 褐色 ンル ト。灰白色火山灰全体に少量。
10YR8/2灰 白色火山灰。径 5～ 30mmの ブロ ック状呈

する。 (も とは軽石状の固体か ?)
10YR3/4暗 掲色 ンル ト。 4層 に似 るが灰白色火山灰

を部分的に含む。
10YR3/4暗 掲色粘土質 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性

あり。黄橙色粒子 (10YR8/8)径 2～ 5 mm微量

(5層 よ り少ない)。

10YR3/4暗 褐色粘上質 ンル ト。黄橙色粒子 (10YR8
/8)を全体に多 く含む。炭化物粒子微量。局所
的に黒 っばい。

10YR3/4暗 褐色粘土質 ンル ト。 4層 に似るが、 4層 よりやや暗い。粘性 に富む。
しまり疎。 グズグズ。 5層 によ く似 る。
10YR2/8黒 褐色 ンル ト。黒 っばい。
10YR2/3黒 褐色 シル ト。地山 ブロ ック (10YR8/8-7/8黄 橙色 :壁崩)大量に含む。黄

色味強。
8層 と同 じ。
10YR2/3黒 褐色 ンル ト。地山大形 プロック (径10～ 20cm)点 在。
ほぼ地山ブロ ンク層 (10YR8/8-7/8黄橙色 )

10YR2/8黒 褐色 シル ト、 10YR3/3暗 掲色 ンル ト、地山 (10Y■ 8/8:黄橙色)の 混 ブロッ
ク層。

14 15、 16層 の混 プロ ノク層。
※遺構は地山浮石層 (Vb層)ま で掘 り込んでいる。
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4陥 し穴状遺構
10YR3/3暗 掲色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。径20mm前後の前沢火山灰・地山ブロッ

ク (10YR7/8)各 々やや多量。炭化物 (径 5 mm)微 量。白色粒子 (十和国a火 山
灰 ?)極微量。

25Y6/6明黄褐色。 しまり中・粘性中。白色粒子を含まない以外の混和物は第 1層 と同じ。
10YR5/3に ぶい黄掲色。 しまり中・粘性中。 1層 と混和物は同じだが全体として粒子が

細かい。炭化物は径 5～ 15mln。

25Y6/6明黄褐色。 しまり中・粘性中。前沢火山灰 (径 5 mm)少 量。
10YR3/2黒 4B色。 しまり中・粘性中。黄掲色土粒少量。炭化物微量。
25Y6/6明黄掲色。 しまり中・粘性中。前沢火山灰 (径 5 mm)少 量。
10YR4/3-5/3に 4・ い黄褐色。 しまり中・ 粘性中。前沢火山灰・黄掲粒各々微量。炭化物

極微量。 (aが 4/3、 bが 5/3)

黄橙色。 しまり中・粘性やや強。中央に10YR2/2黒 褐色土ブロック混入し、そ
の周辺が10YR5/3に ぶい黄褐色に変色。
にぶい黄橙色。 しまりやや疎・粘性中。
黄橙色粘質土。 しまりやや疎・粘性やや強。地山崩落層。
褐灰色。 しまり密・粘性強。10YR7/8黄橙色土プロック (径 10～ 20mm)微 量、
炭化物 (根腐れ?)少量。 ブロック状に崩落する。 (炭 化物サンプリング)

黒色。 しまり疎・粘性弱。前沢火山灰・地山プロック各々やや多量。
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2 検出遺構
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183500m

5陥 し穴状遺構
10YR4/2灰 黄掲色火山灰。 しまりやや密・粘性弱。変色 した十和田a火 山灰層 と考え られる。
10YR3/1灰 自色火山灰。 しまり密・ 粘性弱。 ブロ ック状に堆積 しており、塊で崩落する。やや茶

褐色に近 く、炭化物 を極微量含むことか ら純粋な降下 1次堆積 とは考えがたい。
10YR5/4に おゞ い黄褐色 シル ト。 しまりやや密 。粘性中。炭化物微量。
10YR3/8暗 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロ ック微量。炭化物極微量。
10YR3/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。東西で地山ブロ /ク の混入量 は異なるが、性質

的にはまった くlblじ 。
10YR4/3に ぶい黄掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。 10YR7/8黄 橙色土 ブロ ック (径 5～ 10

mm)多量。
10YR5/3に ぶ い黄掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。前沢火山灰 (径 3 mm)微 量。炭化物極微量。
10YR3/2黒 掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。色調はやや10YR2/2に 近い。地山 ブロ ック (径 5 mm)

微量。
10YR5/3に ぶ い黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。地山ブロ ンク微量。
10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまり中・ 粘性中。西側には10YR7/8ブ ロ ックやや多量、東側には黄

褐色土粒微量含む。
■ 10YR2/1黒 色。 しまりやや疎・粘性中。
12 10YR7/8黄栓色。 しまりやや疎 。粘性中。地山崩落層。
13 10YR2/2-3/2黒 褐色。 しま りやや疎・ 粘性中。 10YR7/8黄 構色土 。前沢火山灰各々微量。
14 10YR7/8黄橙色。 しまりやや疎・ 粘性中。地山崩落層。
15 10YR2/2-3/2黒 褐色。 しまりやや疎・粘性やや弱。 10YR7/8黄 橙色上を中央に含む。

※全体的に根捜乱が多い。炭化物 としたもののなかには恨が腐 ったものが含まれている可能性 もある

6陥 し穴状遺構
10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。黄褐色上粒微量。
10YR3/2黒 褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。 10YR7/8黄 橙色土 ブロ ックやや多量。
10YR3/2黒 4母色。 しまり中・粘性中。10YR7/8,10YR2/2が 広範囲に混入。地山ブロン

ク (径 3 nm)微 量。
10YR5/2吸 黄褐色。 しまりやや疎・粘性中。10YR7/8黄 橙色土 (し まり疎)微量。地山

プロック (径 2 mm)微 量。
10YR7/6明 黄掲色。 しまり中・粘性中。10YR2/2黒 掲色土微量。
10YR7/8黄橙色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。地山崩落層。

H9陥 し穴状遺構
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H7陥 し穴状遺構

7陥 し穴状遺構
10YR3/4暗 掲色粘土質 ンル ト。 しまり

あり・粘性あ り。
10YR4/4褐 色粘土質 ンル ト。 しまりあ

り・粘性あ り。 10YR7/8粒 子 【浮
石 ?】 (径 2～ 5 mm)少 量。 1・ 3

より明るい。径 2～ 5 mm炭化物粒
極微量。

10YR2/3黒 褐色 シル ト。 しまり 1、 2

屑よ りやや疎。 10YR7/8粒 子 【浮
石 ?】 (径 2～ 5 mm)少量。径 2～
5 mm炭化物粒極微量。

4 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり 1、 2層よりやや疎。10YR7/8粒 子
【浮石 ?】 (径 2～ 5 mm)極微量。

5 10YR3/3暗褐色シル ト。10YR6/8明 黄褐色粘土ブロックを全体に含
む。 (7、 9層よりは量少なく黒っばい。)

6 10YR3/3暗褐色シル ト。 しまり疎。ボツボツ。 5層 によく似るが締ま
り欠 く。恨等のカクラン部分か?

7 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり疎。ボツボツ。 5層 より地山ブロック
多く全体黄味強。

8 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり疎。 ボツボソ。 5層 と同じ。
9 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり疎。ボツボツ。 7層 と同じ。
10 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり疎。ポソボツ。 5、 8層に似る。
H 10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり疎。ボツボツ。 7、 9層に似る。
12 10YR3/3暗掲色粘土質シル ト。最下層。やや締まっている。底面上面

は酸化鉄集積、赤 くサビている。
※遺構は地山浮石層 (Vb層)ま で掘り込んでいる。

H9陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。炭化物・焼土 (径 1～ 3 mm)各 々極微量。
10YR4/3に ぶい黄掲色ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。炭化物 (径 1～ 5 mtu)微 量、前沢火山灰微量含む。
10YR3/3暗 褐色 -4/31こ ぶい黄掲色。 しまりやや密・粘性弱。十和田a火 山灰が変色。若千 1・ 2層が混人

する。
10YR8/4浅 黄橙色。 しまり密・粘性弱。十和国a火山灰。10YR7/1灰 白色火山灰をプロック状 (径 10～20

mm)に微量含む。下位は10YR4/31こ ぶい黄褐色土の中に火山灰がブロック状に混入するという
感 じであり、上位と下位では流入契機が異なる可能性がある (分 層可 ?)。

10YR4/4褐 色 ンル ト。 しまり中・粘性中。十和田a火 山灰微量。前沢火山灰 (径 3～ 10mm)、 地山ブロ ック
各々極微量。

10YR4/4褐 色シル ト。 しまり中・粘性中。混和物の粒径が大きく、かつ十和田a火山灰を含まない以外は
5層 と同じ。

10YR4/4褐 色シル ト。 しまり中・粘性中。前沢火山灰 (径 3～ 10mm)少量。
10YR3/3暗 掲色シル ト。 しまり中・粘性中。十和田a火 山灰 (径 3 mmの ブロック状)微量。前沢火山灰

(径 5～ 10mm)や や多量。
9 10YR5/4にぶい黄褐色。 しまり中・粘性中。前沢火山灰微量。 3層より粒子粗 くしまり疎。
10 10YR3/2黒 褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。前沢火山灰微量。
11 10YR4/3に ぶい黄褐色。 しまり中・粘性中。 9層 と粒子の感 じが同じ。
12 10YR3/2黒 1目色 ンル ト。 しまり中・粘性中。10YR7/8黄 橙色土微量。
13 10YR5/2灰 黄掲色。 しまりやや疎・粘性やや弱。黄橙色粘土ブロック・前沢火山灰各々極微量。
14 10YR7/6明 黄褐色。 しまりやや疎・粘性中。前沢火山灰を含まない地山の崩落層と考え られるが、層中に

黄橙色粘土ブロック・ 前沢火山灰微量含む。
15 10YR5/3に ぶい黄掲色。 しまりやや疎・粘性中。10YR7/8(各 30mm、 しまり疎)少量、黄橙色粘土ブロノ

ク極微量。
10YR7/8黄橙色。 しまりやや疎・粘性中。地山崩落層。
10YR5/2灰黄褐色。 しまりやや疎・粘性やや弱。黄橙色粘上ブロ ック・前沢火山灰各々極微量。
10YR4/2灰黄褐色。 しまりやや疎・粘性中。下部に前沢火山灰微量。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・粘性中。地山崩落層。
10YR5/2灰黄掲色。 しまりやや疎・粘性やや弱。10YR7/6明 黄掲色上微量。
10YR7/8黄橙色。 しまり中・粘性中。10YR2/2黒 褐色土少量。全体的に疎密の差が大きく、粘土ブロッ

ク状の部分とII砂】犬の部分が入り混 じる。
10YR3/2黒褐色。 しまりやや疎・粘性やや弱。10YR7/8黄 橙色土 (し まり疎)微量。
10YR7/8黄 19A色 。 しまりやや疎・粘性やや弱。地山掘り返 し上の崩落層。色調は10YR7/6に近い。
10YR7/8黄槍色。 しまり中・粘性中。10YR2/2黒 掲色土少量。全体的に疎密の差が大 きく、粘土ブロノ

ク状の部分と粗砂状の部分が入り混 じる。
10YR2/2黒 掲色-5/2灰 黄掲色。 しまりやや疎・粘性やや弱。周辺からの流上が何回かにわたって地積 した

層。ただし、様々な色HP.lの 上がブロック状に入り混 じるためそれぞれを分層することはできない。
10YR7/8黄 橙色。 しまりやや疎・粘性やや弱。地山掘り返 し土の崩落層。色調は10YR7/6に近い。
10YR5/2灰 黄掲色。 しまりやや疎・粘性弱。13層 に類似するがさらに粒子が粗い。
10YR6/6明 黄掲色と10YR5/2灰 黄掲色の混合土。 しまり中・粘性弱。全体的にブロ ック状の崩落土が混合

されて形成された層。10YR6/6は 前沢火山灰含む地山の崩落または掘り返 し上が由来。
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12陥 し穴状遺構
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やや赤味。

白肇緑籍髪夢亀柳ゴ嬰赫ガ城監鶉熟ギ撃量。

韓ξシ:畳電g勢を指こョ:,端鸞完藩詭経)処。

韓翼匁琴異輩絲 諏呼動堰。vb層の小カックや鬱く、グ
ライ化 している。炭化物少量。

※遺構は地山浮石層 (Vb層)ま で掘 り込んでいる。
※最上層～最下層まで炭化物入る。

:専:▼′4)_!;!を与1草客i斡庸∞麟身訓掃そ
れ以外の色調ははぼ均質。

H13陥 し穴状遺構
生 L=

|∞

1高 000m全
'

!愕路学歪ツプ望落色ンル略 しまりやや疎。下部に炭粒集積。全体に灰白色粒子 (2酌

拿帯勘:雪層魯恋」雪杉写譜
m号

:'B〆争蒼ξ与[i:絶瑚焼臀伊邑
5 10YR3/3暗褐色 ンル ト。地山ブロック多 く合み、黄味強い。

6 10YR3/3暗掲色 ンル ト。

と 島硫 見 甥 黄褐色。 しまりな し。 フカフカ。地山ブロック層、壁崩落層。

9 10YR2/3黒 褐色粘土質 シル ト。 5層 に似 るが、やや黒 っばい。

10 8層 と同 じ。

微量。炭化物微量。

暦蒸憬豊膳出

',レ

ヤ0[ま ら箪牛慇稚壽伊禁終買袖灰・ 地山ブロ ックあわせて極徴量。

灰黄掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。地山 ブロ ンク (径 1～ 3 mm)微 量。

震蟹籍≧ !レ とを ,語 ?霧注幣卜鴇彰鵬 雹笠費せ ごレ議イ多≧F禿予R2/2黒褐色土

(し まり疎)少量。

11 10YR5/8-5/4に ぶい黄褐色粘土質 シル ト。地山プロ ックやや多い、 グライ化。

12 10YR2/8黒褐色 ンル ト。 しまりあり (強 )。

嚢逼埜上錦世質百層が哲菅認雰下饗惚途窪島tf格 とんど入らない団体。

H10陥 じ穴状遺構

H12陥 し穴状遺構

10 10YR5/2
11 10YR4/3
12 10YR5/2
18 10YR3/2
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Hll陥 し穴状遺構

∠4     :11与娃:ζ

`ζ

:43宮::〔て忘喜::3毛音。
化 して変色。水成堆積層。

A'

j群聯 藉福訴好監慶癬零客:怒

佳義昌彊博景毯熟m奔後量子雙続物醜餞3 10YR3/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 瑞

10YR4/4掲 色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。前尺火山灰・ 炭化物 (と もに径 10mm)各 々少量。

10YR7/6明 黄褐色。 しまりやや疎・ 粘性中。黄褐粒やや多量。火山灰層 ?

帯とξ:鳴 :景阜雪落官彰孝F::彗写ヨ1簿E静与争情兵毒罠暴藝
「
夕子駒昆言≧轟踏焔各々10YR5/3に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中

L=183100m
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2 検出遺構

H14陥 し穴状遺構

10YR4/2灰 黄褐色。 しまりやや疎
10YR2/1黒 色と10YR5/2灰 黄褐色

＼
A'

計
9

H14陥 し穴状遺構

182 000 rn

粘性弱 くブロ ック状に崩落する

1働

口
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ

．

‐
　
Ｆ
＝

Ｐ∞
］
８
ｏ
Ｂ

Ａ

一Ｌ

５

Ａ

一

|∞

=182900m

|ロ

L=182 900 rn

H15陥 し穴状遺構

A'

H17陥 し穴状遺構

A'

5陥 し穴状遺構
10YR2/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。

iI¥畳 ,チ:箋糧色IとξЪ羊:亀 i.零宰蓋Ⅲ蛇富‰霧糧}少量含
む。

10YR3/2夢
摂待鹿好

R7/8黄橙色の混合土。 しまり中・粘性中。黄橙色土はしまり疎でプロッ

10YR7/8黄橙色。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。

解畳影み壽脇曽:≒S連蟹鶴l怒騨鶴 ≧亀̀
ま

玄び紹醒ヒ稲 モ、

珀YRИ  8″ 灰白色火山灰。 しまり密・粘性弱。下部
宙めま 躍 蓬雪 労鑓催奎

として色調はあまり均質ではない。
10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。十和田 a火 I

10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。地山ブロック (径 2 mm)。 前沢火山灰各々微量。
10YR3/2黒 褐色シル ト。 しまり中・粘性中小lll山 ブロック微目^前沢大II庶 やゃ姦暑^

lu x、 3/も 暗摘ロ ンル ト。 しまり甲・ 猶性申。十和円 a火山次、貢褐粒各々微量。

軽::′:撃邑財|:環 ,事 1雛監増出究サケ覆璧鰍 期棗鯉筆微量。
10YR3/2黒 掲色シルト。しまりやや密・粘性中。10YR2/2黒 褐色土・前沢火山灰各 微々量。
10YR3/2黒 褐色。しまり中・粘性中。前沢火山仄 (径 ,mm以下)やや多量。8層より灰色味が強い。

軽量とだ準嘉易整催親亀た
まと要醤亀.1繭饒調°綿赳あ昭輩i緞 、

10YR7/8黄 橙色。 しまりやや疎・粘性中。地山崩落層。
10YR4/2灰 黄褐色。 しまりやや疎・粘性中。10YR7/8[

り中・粘性中。前沢火山灰 (径
り中・粘性中。前沢火山灰やや
り中・粘性中。前沢火山灰微量
,し まりやや疎・粘性中。10Y

10YR3/2黒 褐色。 しまり中・
10YR2/2黒 褐色。 しまり中・

前沢火山灰やや多量。
前沢火山灰微量。

10YR5/3に ぶい黄褐色。しまりやや疎・粘性中。型YR7/8・ 2/2(と もにしまり疎)各 や々や多量。

認報握桑霧垂捧
Yて鷲鵜 liO赫燿謎継夢蟄

H17陥 し穴状遺構

il韓彰与暮琶:子を免と三をi怠g:ョ彗始記疾宴覆すだお襦魁火山灰層か。
帯渤:笞書営FG:称

`三

埃:なとこ:髭甘首整摺子
10YR2だ 的̈ 咆が混凡

ЮYR73姪
疲≧声

褐色。 しまりやや疎・粘性中。全体的lul.子 帥 ち ЮYR78(し まりめ

純蟻 鍵 睡乳挿 辮 撫 蔀 与み
i解畳影:嚢糧色:しま′零零籐:態桂吊デ弱。黄褐粒

やや多量。
10YR6/4に ない黄橙色。 しまり疎・粘性弱。全体的に粒子粗い。前沢火山灰やや多量。

Ｆ
＝

岸
∞
Ю
も
ｏ
ｏ
Ｂ

監

＾
ｍ 歩独

|∞

警ぎ

A

杢(       ぅ」

H16陥 し穴状遺構

〕群畳:男 昌暑急常を与承芋場檀曇髯爵多ユ縁【,化まりやや密・粘性中。
3 10YR7/8黄橙色粘質土。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
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Ⅳ 検出遺構

A'

H19陥 し穴状遺構

A'

ァ的  H18陥 し穴状遺構

×毎 A' 硫 ?

A

H20陥 し穴状遺構

19監
輪 爆 嘉 色 と10YR3/3]音 髄 の混合上。 しまりやや密・ 粘性中。地 d」 ブロ

(径 10mm)微 量。

認¥藍チ】浜婁措雹伊急ま】る亀票:雑桂串:票殊馬濯譴窮量倍き空燈文f。

地山崩落層か。
10YR5/2灰 黄掲色。 しまりやや疎・ 粘性中。第 3層 と似 るが混和物な し。

10YR2/2黒 褐色。 しまりやや疎・ 粘性弱。黄褐粒微量。

10YR4/2灰 黄掲色。杭のあと ?。
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H21陥 し穴状遺構

場0鯵 カクラン
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!舛峰▼轟拷磯亀チ好
～
:しま′零零審:権桂&婆贈遷及桂そ示行駐桜茎伊暑吝

3 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。

謎¥部据躍覆雹9形牛♪化まら4零茅慈種常♂施山カックに1～ 3れ やや筵。
認¥母務重糧2シ好

～
:しまη卓卓審:雛乳職ツ督与ケ長桂ケ～5雨 蛙。

他のシル ト質上に比べてしまりは弱め。

i鮨専:チ与醤糧宮し与|!iS;::唇 1峰樫二}北Ξぅと
`チ

賃逸τttY4滞テ些。
粥¥聯:再壕争畿枯乙91,算七要ぢ零幣響中懇蓬盈10YR7蹟睡吐カック

(径 5～ 10mm)少 量。

認¥誘B戻簑倍笹昇七ま,ヽそ碁ギ羅甚増塔嘉デ薙缶鵠選夢菅原ぅ楚含む。ブいッ列煎こ
崩落する水成堆積層。

と5 10YR6/6明 黄褐色。 しまり中・粘性やや弱。地山崩落層。ブロック状に崩落する水成堆積層。
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尊鵡 鰯 言騨 催畢鞠薯矯需縄脇 酔

|1孝専:′専ヒξヨをそ§手tgサ::脚 提巻ゃ静櫻
電整尋毯り疎)を含む。

1勲 ξζせ:零懃 真をζ!骨を整 :そξ属縫犀堪 ,粘性やや鴨 ベー細 餌 R

麟鋤鞠翻鵜阜。

知
鴇罹儡 色シル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒微量。

炭化物極微量。
10YR4/2-5/2灰黄褐色。 しまり中・粘性中。10YR5/4(し ま

り疎、根攪乱 ?)含む。

器畳:チ9震嚢糧監置解:推桂乳褐岬掏巽色土
(し まり疎)微量。

尊勲ぞ島:ミ:ζiヒ三ど寺忘ぞIとと:ξξ拮托専謡脊歌
(粘 性強)の地山混入。水成堆積層。
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2 検出遺構
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H22陥 し穴状遺構

H23陥 し穴状遺構

馬 ア
生 L=182600m

j認
¥踏握鶴色歩兜&そ 3り審PT遇を象堺晶た昌みF占を十ζよ♂

つている。
3 10YR3/4嗜傷←ン″卜。しまりやや密。黄橙色粒子 (径 2～ 5 mm)極 微量。

炭化物極微量。
10YR3/3暗 掲色 ンル ト。 フカフカ。黄橙色粒子 (径 2～ 5田n)を 全体にやや多量に

含む。径10～ 30mmの浮石 (Vb層の もの ?)点在する。

呪晋完弓提昴斐献f哲グ量iぎ矢孔聴 。
地由カノク(Va層のもの多く含む。

フカフカ。 5層 によ く似 る。
フカフカ。地山ブロ ンク層 (10YR6/8明 黄褐色)崩 落土層。
10YR3/3暗 褐色粘土質 シル ト。 フカフカ。地山ブロック (Va層 )多量。

3層よ りはやや黒い部分目立つ。
10YR5/3-5/4に ぶい黄褐色粘土質 ンル ト。 フカフカ。 Vb層の小 ブロ ノクやや多 く

グライ化層。
※遺 4憶 は地山浮石層 (Vb層)ま で掘 り込んでいる。

洋

H24陥 し穴状遺構

A'

】認¥影先曇亀匿ケ舟糸)をまτ称声写普再b箸みェ昼探モ筆昂考吾F碑ち

二認¥畳繁量糧色シ劣tiし凄′墓デで蓬世版憲Fツ
クωaD含み、やや鍬。

:認¥影月襲色シル
～
:触

カンク還。隷榔ヽ
7 5層 と同 じ。
8※
磐醜 志罵蓬∫

レ
す著義夢送好路層歿

こ期ヒ物が面的に広がる。

H23陥 し穴状遺構
1 10YR2/3黒褐色 シル ト。 しまり密。
2 10YR3/2黒掲色 -3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり密。黄橙色粒子 (径 5 mm)極 微量。

1、 3よ りやや明るい。
3 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまり疎 (フ カフカ)。 黄橙色粒子 (径 2～ 5 mm)少 量。

炭化物微こ。
4 10YR2/3黒掲色 ンル ト。 しまり疎 (フ カフカ)。 黄橙色粒子 (径 2～ 5 mm)少 量。

3層よりやや明るい。
5 10YR4/6褐色粘土質 ンル ト。 しまり密。 Va層土の崩落土層。
6 10YR2/3黒褐色粘土質 シル ト。 しまり密。 4層 に似 るが、黄橙色粒子混入せず。
7 10YR6/8黄褐色。 しまりやや疎。粘土 ブロック層、 Va調 の崩落土。
8 10YR2/3黒褐色粘土質 ンル ト。地山ブロ /ク (Va層)やや多 く含む。
9 7層 と同 じ。
10 10YR2/3黒掲色粘土質 シル ト。 しまっている。

※遺構は地山浮石層 (Vb層 )ま で掘 り込んでいる。
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陣
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25陥 し穴状遺構
10YR2/3黒 掲色 ンル ト。 しまり密。黄橙粒子 (径 2～ 5 mm)少量、炭粒極微量。
1層 に地山ブロック (Va層 土)やや多量。
10YR3/3暗 褐色 シル ト。地山ブロック少量。
10YR3/8暗 褐色 ンル ト。
3層 と同 じ。
4層 と同 じ。
3層 と同 じ。
10YR3/3暗 褐色粘土質 シル ト。

※遺構 は地山浮石層 (Vb層)ま で掘 り込んでいる。

j認
¥母絡曇鱈盈し打

～
:と凄′零部譲学

色粒可釘五微量含む。
3 10YR2/3黒掲色ンル ト。 Va層 ブロックやゃ多量。
4 10YR2/3黒褐色シル ト。Va層 ブロノク少量。
6 2層 と同じ。
6 3層 と同じ。
イ 4層と同じ。
3 10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまり密。
※遺構は地山浮石層 (Vb層)ま で掘り込んでいる。
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H30陥 し穴状遺構

斡 カクラン

10YR6/6明 黄掲色。 しまり中・粘
格性ともに錫い。

10YR2/2黒褐色。 しまり中・粘性

醤同彬棚 ギ芳摺箱筋身亀肌 許。水成堆積層。

Ⅳ 検出遺構
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H27陥 し穴状遺構

弼丑ちチ:量儒色し托【ζ髭乱う電
。ッラ呉埠葛讐暑少量含み黄味。

10YR2/3黒 褐色ンル ト。
2層 と同じ。
10YR2/2黒 掲色粘土質 ンル ト。 しまりやや密。

※遺構は地山浮石層 (Vb層 )ま で掘り込んでいる。

く山灰・ 炭化物各々微量。

(径 3～10mm)や や多量。地山ブロック (径 2 mm)極微量。
マ5 mm)。 前沢火山灰各々微量。
～ 3 mm)や や多量。粒子やや粗い。

フまりの疎密があリプロ ノク状に崩落する。
,前沢火山灰 (と もに径 2～10mm)各 々やや多量。

部砦予朗 でネ7窺 t籠多S齋,ク 状配入。
10YR5/3に ぶい黄褐色土 も微量混入。

※ど章ヨ麓 を音をiをそ!亀骨ヨきζ

`宮

そ息3Fを首宮ョ毛『む1重独琶と:属菖玄雰畜繁皇ξじ:31を屋筆后拿虐をどめる。
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H29陥 し穴状遺構
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1韓藪顧魏暫提轄提鍮廟鑓積凰H開陥t榊の
13層 と起源は同 じ。

H30陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒微量。
2 10YR3/3暗褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒微量。
3 10YR5/4にぶい黄褐色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。黄褐粒 (径 l mm)極 微量。

地山崩落層か。

!I¥畳 :チ:誦饗暑色催墓生Fと暫貯宅幣馨写籍毯尋静強。地山崩落層。

帯学喜:チ?各嚢豊!gη二:雛義電商義姦普聖碁翌モ弼子憲永ξ虐璧歩修景;Y塩

９

１０ iI¥畳そチそ最晏亀色と売゙乱テ加拷艶ご杞壌稼監尋募鞠蒟マ諭Б題譲彊肇:輩聰i?轍ほ華選ドだ鍮オ態宗苛藤
が層状に混入甑

10YR7/8黄橙色。 しまり中・ 粘性やや強。地山崩落層。■ ЮYR78黄 橙色。 しまり中・ 13Lや
靴 褐農で乗辰与るが、境界付近にm祀 氾黒褐12 10YR7/8黄 橙色。 しまり中・粘性やや強c

色土含む。

L=182300m

第36図 H区陥 し穴状遺構 (7)
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2 検出遺構

H31陥 し穴状遺構

A
L=182300m全

'

H31陥 し穴状遺構

j :I¥畳
:チ4語頌F髪蓬△し杉ヽPゼ要τヽ増磐申括蓬編伊斃昂亨害をク

(径 5 mm)微量。

1働
∞
　

　

　

　

　

　

Ａ

．

Ｐ

＝

μ
∞
嗚
患
ｏ
ｏ
Ｂ

券
乳

▲

H32陥 し穴状遺構

H32陥 し穴状遺構

H34陥 し穴状遺構

A'
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寺BMa
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A'一
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mm)少量。
12 10YR4/2灰黄褐色シル ト。 しまりやや密・粘性中。

|: 1中学ξ:チ:景ξ写を8:::毯手三ぞB:辱壱と1毒岳多警孝多壕督ζと。※
;IF今

=£
彊でき笙売薯毛監シ奮挙歩槽竃揺義飾|ヨ法纂空慕混矢と語恋み。
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H33陥 し穴状遺構
|ロ

|ロ

0           1 : 60        2m

A'
182300m~

H33陥 し穴状送構
1 10YR2/2黒掲色 ンル ト。 しまり密。
2 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり密。 1、 3層より明るい。

:帯 と騒 昌重箔音をと鏡 常::母 飴
盈

6 10YR3/4暗掲色粘土質 ンル ト。
7 1oYR3/4暗褐色粘土質 ンル ト。 Va層 ブロック含み、黄味強。
8 6層 と同 じ。
9 7層 と同 じ。底面付近 ほど暗い。
※遺構は地山浮石層 (Vb層)ま で掘 り込んでいる。

H34陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒 色ンル ト。 しまり密。炭粒やや多く含み、まっ黒、責橙色粒子 (径 2～ 5 mm)微 量。
2 10YR3/4暗褐色ンル ト。地山ブロック (8層 土)大量に含み全体黄味強。

灰白色プロック (火 山灰 ?)微量含む。

II¥母 :チ4悟糧琶レ子ケ
～
:比島多」し,身窒P楚称饗隙Fロ

ンク(8層土)ごく微量。

4匡と台ご『
ノク少なく、4、 6層より黒っl.~い。

10YR8/1-8/2灰自色。火山灰?。

※選卿 歩ま嘩梶才込夕】:雷之〆
a層がさらにボツボツになった層。

L=182400m

1210YR6/4に ぶい黄橙色シル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロック
(径 2～ 10mm)多 量。基本的には 2層 と同じ。ЮYRν3実
梶協受権:;湛晟窒F・

‐
L・・ttlt中。黄褐粒に1耐 //Ni、

||こ専:′‡igζ§:三ビ才iそど:を〔::g:ヒ :写§::既書F登。
10YR5/4に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。
ЮYR3//2昇

得是と名弟称ゞ来議亀デ
や密・粘性中。黄掲粒微量。他層との境

10YR3/3噌 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山プロ ック (径 2～ 10
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第37図  H区陥し穴状遺構 (8)



H35陥 し穴状遺構

∧
絞

×

拳 X協

Ⅳ 検出遺構

A Ａ

一

35陥 し穴状遺構
10YR3/3暗褐色シル ト。 しまり密。
10YR3/4暗褐色シル ト。地山ブロック (Va層土)やや多。全体黄味。
10YR3/4暗掲色 ンル ト。 しまり密
10YR2/2黒褐色シルト。まっ黒。
10YR3/4暗褐色 ンル ト。 3層によく似る。
10YR2/1黒色シル ト。 しまりやや疎。まっ黒。

※遺構は地山浮石讀 (Vb層)ま で掘り込んでいる。

ン

A'

H36陥 し穴状遺構
A'

L=182 300 rn~~

0凱0カクラン

36陥 し穴状遺構
10YR2/1黒 色ンル ト。 しまり密。
10YR2/3黒 褐色ンル ト。 しまり密。 1、 3層 よりやや明るい。
1層によく似る。まっ黒。
2層 によく似るが締まりやや疎。
10YR2/3黒 褐色粘土質シル ト。 しまり密。
10YR2/3黒 掲色粘土質ンル ト。Va層土ブロック入 り、やや黄味帯びる。
10YR2/3黒 掲色粘土質ンル ト。 6層 より地山プロ ンク多く黄味強い。
10YR2/3黒 掲色粘土質シル ト。 しまり密・粘性あり。
しまりやや疎。Va層土 (地山)プ ロック層。

※遺構は地山浮石層 (Vb層 )ま で掘り込んでいる。

H38陥 し穴状遺構

)0)カクラン

38陥 し穴状遺構
10YR2/1黒 色 ンル ト。 しまり密。
10YR2/3黒 褐色 ンル ト。

褐¥聯 曇糧色絶圭畳乳監せ安τ畢お徐∫捕究影瀧響Ъ大量に含み、
黄色味強い。

10YR2/3黒 褐色粘土質ンル ト。 しまりやや疎。 3層 によく似る。
4層 と同じ。
10YR3/4暗 褐色粘土質ンル ト。 しまっている。

※遺構は地山浮石層 (Vb層 )ま で掘 り込んでいる。

0          1 : 60        2m
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H37陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色 シル ト。 しまり密。まっ黒い層。
2 10YR2/3黒褐色シル ト。 しまりやや密。地山ブロック (Va層 土)少量含む。
3 2層 によく似るが、締まり疎でフカフカ。

H37陥 し穴状遺構

(Va層 土)含み黄味。
地山ブロック少なく全体暗い。

4 10YR2/3黒褐色粘土質 ンル ト。 しまり密。地山プロック

5 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや疎。 4層に似 るが、
6 10YR2/3黒褐色 シル ト。地山ブロック大量、黄色味強。
7 5層 と同 じ。
8 6層 と同 じ。
9 10YR3/4暗褐色 ンル ト。 しまっている。
※遺構は地山浮石層 (Vb層)ま で掘 り込んでいる。

L=183300m
3

4望

第38図  H区陥し穴状遺構 (9)

一- 87 -―



2 検出遺構
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H39陥 し穴状遺構
la 10YR2/1黒 色ンル ト。黒味強い。
lb 10YR2/1黒 色ンル ト。 aに 10YR2/3黒 褐色シル トブロック、

地山粘土ブロックやゃ多量。や多 く含む層。
2 10YR2/3黒褐色シル ト。地山粘土小ブロック多 く含む。 しまり疎。
3 1bに よく似るが、やや地山粘土多い。 しまっている。
4 10YR2/3黒褐色シル ト。地山粘土少量。 しまっている。
5 4よ り地山粘土プロック多く、全体黄味。 しまっている。
6 10YR3/4暗褐色粘土質ンル ト。 しまり密。
※ 遺構は地山浮石層 (Vb層)ま で掘り込んでいる。
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41陥 し穴状遺構
10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒 (径 1～ 5 mm)微量、

炭化物 (径 l mm)極 微量。
10YR3/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。黄褐粒 (径 1～ 2 mm)極微量。
10YR5/3に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまりやや密、粘性中。黄褐糧・炭化物 (径 l mm)

各々微量。
10YR4/3に ぶい黄褐色。 しまり中・粘性やや強。両壁際に10YR7/8黄 橙色土混入。
10YR7/8黄橙色粘質土。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR5/2灰黄褐色。 しまりやや疎・粘性中。中央に10YR7/8黄 橙色土ブロック混入。
10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまりやや疎・粘性やや強。地山崩落層か。
10YR5/3に ぶい黄褐色粘土。 しまりやや密・粘性強。水成堆積層。
10YR4/2灰黄褐色。 しまりやや密・粘性中。黒色粒子 (炭 化物か)極微量。

底面付近に前沢火山灰微量。

巧戸
π

 H40陥 し穴状遺構

¢鮎ゑカクラン

40陥 し穴状遺構
10YR2/1黒 色シル ト。 しまり密。まっ黒。
10YR2/3黒 褐色 ンル ト。地山粘土プロック少量。 しまりやや疎。
10YR2/3黒 掲色粘土。 しまり密。
10YR2/3黒 褐色ンル ト。 2に よく似るが、 しまり密。
10YR2/3黒 掲色 ンル ト。 4よ り地山粘土ブロック多量。全体黄味。
10YR3/4暗 褐色粘土質シル ト。 しまり密。

※遺構は地山浮石層 (Vb層)ま で掘り込んでいる。

H42陥 し穴状遺構

H42陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒 褐色シル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒 (径 1～ 5 mm)微 量。

炭化物 (径 l mE)極 微量。
2 10YR3/2黒褐色ンル ト。 しまりやや密・ 粘性やや強。焼土・黒色粒子 (径 l mm)

各々極微量。
10YR4/3に ぶい黄褐色。 しまりやや密・ 粘性中。黄褐粒 (径 1～ 2 mm)微 量、

焼土 ?極微量。
10YR5/3に ぶい黄褐色。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒 (径 l mm)微 量、

5層 との境界付近に黒色粒子 (炭化物か)極微量。
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土。 しまり密・粘性強。
10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまり中・粘性やや強。10YR7/8黄 橙色土ブロ ンク微畳混入。
19YR5/2灰 黄褐色。 しまり中・粘性中。焼土極微量。
10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまり中・粘性中。第 6層に似るが粘性弱く混和物なし。
10YR4/2灰 黄褐色。 しまりやや疎・粘性中。東側に10YR7/8黄 橙色土プロック

(径 20mm)微 量混入。
10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまり中・粘性中。
10YR6/6明 黄褐色粘土。 しまりやや密・粘性強。地山崩落層。
10YR4/2灰 黄掲色。 しまりやや疎・ 粘性中。 9層 と酷似。
10YR6/4に なゞい黄橙色。 しまり中・粘性中。
10YR6/4に なSい黄橙色粘土。 しまり密・粘性強。水成堆積層。

0          1 : 60        2m
|

1833001n

L章 182100m

L=182300m
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第39図  H区陥し穴状遺構 (10)
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H43陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。

>)孔
43陥 し穴状遺構
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Ⅳ 検出遺構

H44陥 し穴状遺構
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13

黄褐粒微量。根捜乱多い。
根攪乱多い。
10YR7/6明 黄掲色粘土ブロ ンク

H44陥 し穴状遺構

10YR3/3暗 掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。
10YR4/3に ぶい黄褐色。 しまりやや密 。粘性中。

協¥賜 9蜜落糧争せ冨券静▼尾栓串〆雲浩継犠醤♂輩蓬讐才でむ層z醐ち
ll¥畳 |チ:鵠婁描雹福詈1)を豊夕串申推荏幣嘉握}飴暑化た地山層が変色したものか。

協¥畳形:犠雛甥韓6耀 :ゞi鍵誹模協鞘 駆記
10YR5/2灰 黄掲色。 しまり中 。粘性中。

韓勒踵艶勤∵角聾嘘攘動に践

ン］

４゙
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Ｄ
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亭
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一

ロＩ

Ｆ
＝

あ
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やや整も b:やや粘質。 しまり中・粘性中。粘性に違いはあるが堆積の

由来は同じ為同一層として認識。由来は同 じ為同一層 として認識。
10YR6/4に ぶい黄橙色 と10YR3/3暗 褐色の混合土。 しまりやや密・ 粘性中。

認¥司ンを騒蓑糧登 しま′宰 i権桂乳 部分的に刊YRγЫこ熱 域 褐t―Iが斑状

に混入。
10YR7/8黄橙色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。地山崩落層。
10YR7/6明 黄掲色。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
鍔¥畳筋深嚢糧色稚善う々宇∫セ警ぢ導輩務攣懲狸牽層監。ЮYR78離飢10YR5/2灰 :

(し(し まり疎)微量。水成堆積層。
10 10YR5/2灰 黄掲色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。黒色粒子 (炭 化物または

根攪乱)lヶ 所。水成堆積層。

H46陥 し穴状遺構
|∞

の カクラン

】器畳鋸議豊升
～
:し ま塚零g喜 i雛乳高幹塊罐箱色粘土カンク

やや多量。その周囲は若干10YR6/4に 色調が近い。

身認聯福書算

'Fヨ

与靴堰辞毛こ写蹴査ζal鶴島れぞね
:招 報 握 肇麓 &0播 務 轟 魁 鶏 遷 平 樫 鰺請 .fbt.ゃ ゃ強。カ ック状に

7 ЮYRν3昭薫奮晏倉遭亀咎土。 しまり中・粘性やや強。llYR78黄橙色粘土カ ッ

8 ЮYVβ 姿遷笹緩蟹
OY羞

管最幣馨琴簿種盈 前沢火山灰を含まない地山の崩落

層。前沢火山灰極微量。水成堆積層。

0          1 : 60         2m

ロヽ

H45陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色

(径 l mm)微 量。お

]確に分層可能。
暫十^し まりやや

L=182200m L=182 200 rn

10YR2/1黒 色シル ト。 しまり中・粘性中。地山プロ ック極微量。
10YR2/2黒 掲色ンル ト。 しまり中・粘性中。黄褐粒 (径 l mm)極 微量。

鍔¥露κ 岳恨岳髪名撞 しま′卓卓霰 :雑桂乳 盈恥 兄覇聴 土 くしまりい が

10YR3/2鷲 籠雹妊掃缶 3/8暗褐色シル ト。 しまり中・粘性中。10YR7/8黄 橙色土 (し

10YR5/3花 焦蔭蚤彊雹計tと 管号ぉ疎・粘性中。10YR7/6明 黄キ島色土 (し まり疎)が

ЮYR3/2撃 繕留FC金称ゃゃ疎・粘性中。

!I¥畳彩:隅蓑糧呂と祐ご亀先確檀雹協脅き坐∵電奪霜幣ゃ疎・粘性中。壁面付近に
明黄褐色上が多 く分布。

10YR4/2灰 黄褐色。 しまり中・粘性中。黄褐粒 (前沢火山灰か)微量。

群畳ちチ9盟藉糧Pセ冨オ幣培議?宅注増培畠ダ酢群爆霧艶ヵックに30mは

しまり疎)少量。
10YR4/1掲 灰色粘質土。 しまり中・粘性やや強。水成堆積層。

旧
　
Ｆ
＝
岳
∞
導
ｏ
Ｂ

ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒 (径 l mm)

シル ト。 しまり中・粘性中。黄褐粒 (径 l mm)微 彊
徴量。
。混和物などの

1 10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまりやや密・枯,

2 10YR3/2黒褐色シル ト。 しまり中・粘性中。
感 じでは 1層 と変わらないが、色調の点で明確に分層可宮と。

ЮYRγ 3寧
監 憲幣ぉ籍些『 iどち慾尋稚謎鞠ィ慾常期 鰐

182200m
L=182200m

11 10YR4/1褐 灰色粘土。 しまりやや密・粘性やや強。水成堆積層。
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2 検出遺構

H47陥 し穴状遺構

H47陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまり

やや密 。粘性中。
2 10YR3/2黒掲色ンル ト。 しまり

やや密・粘性中。色調
以外は1層 と同じ。

10YR3/2黒 掲色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒 (前沢火山灰か)極微量。
10YR6/6明 黄掲色-7/8黄 橙色粘質 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。ブロ /ク

状に崩落した地山が堆積 して形成された層。部位により色の濃淡が大きい。
10YR2/2黒 掲色ンルト。 しまりやや密・粘性中。前沢火山灰 (径 1～ 2 mm)微 量。

炭化物 (径 1～ 2 mm)極 微量。
10YR3/3暗 褐色シル ト。 しまり中・粘性中。地山ブロ ック (径 1～ 2 mm)微 量。
10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまりやや疎・粘性中。10YR7/8黄 橙色土微量。根獨乱

の影響でしまりは弱い。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・粘性中。ブロック状に崩落 した地山で形成された層。

他層との境界付近は黒 く変色。
ЮYRv3箋

糧呂l権量P中
。粘性中。黄褐粒 に 1耐 極微員。WYR78

10YR5/4に ぶい荒褐色ンル ト。 しまり中・粘性中。黄褐粒微量。
10YR7/8黄 橙色と10YR5/3に ぶい黄掲色の混合土。 しまり中・粘性中。層状に混

合 して形成された層。
10YR5/3に ぶい黄掲色。 しまり中・粘性中。黄褐粒極微量。杭の影響で形成された

層か。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。明黄掲色に近い。
10YR7/6明 黄褐色。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。明黄褐色に近い。

18～ 15層 は形成の起源は同 じ。いずれも粘質土といえるほど粘性はない。
10YR5/3に 本い黄褐色粘質ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。水成堆積層。
10YR4/1褐 灰色ンルト。 しまりやや密・粘性やや強。水成堆積層。

A'

H49陥 し穴状遺構

A'

182 400 rn

VB,od iw

H48陥 し穴状遺構

|゛

生 L=182400m  ▲|

48陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 褐色 シル ト。 しまり

やや密・粘性中。黄掲粒 (径
1～ 3 mm)、 焼土各々微量

10YR3/2黒 褐色 ンル ト。 しまり
中・ 粘性中。黄褐粒・ 焼上各々

微量               ~
10YR5/2灰 黄掲色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性中。黄褐粒少量。焼土極微量。
10YR2/1黒 色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。黄掲粒微量。
10YR5/2灰 黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒 (径 1～ 2 mm)や や多量。

焼土・ 炭化物各々極微量。
10YR2/2黒 褐色。 しまり中・ 粘性中。黄褐粒微量。焼土・ 炭化物各々極微量。
10YR6/4に ぶい黄糟色。 しまりやや密・ 粘性中。黄褐粒少量。前沢火山灰微量。
10YR3/3暗 褐色。 しまり中・ 粘性中。前沢火山灰微量。

認辞月長謎苛亀2泥≧継魂各弘℃】徳鮮蘊羊F催。
10YR7/8黄 橙色。 しまりやや疎・粘性やや強。地山崩落層。
10YR3/3暗 褐色。 しまり中・ 粘性中。10YR7/8黄 橙色土ブロック (径 20mm以 下)

やや多量。
10YR7/8黄 橙色。 しまりやや密・粘性やや強。楷土地山の崩落層。
10YR7/8黄 橙色。 しまり密・ 粘性弱。前沢火山灰含む地山の地山崩落層。
25GY7/1明 オリーブ灰色。火山灰。 しまり密・粘性弱。各層の境界付近は10YR7/8

黄橙色に変色するが、それ以外の色調はほぼ均質。
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H49陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色ンルト。 しまり密・粘性やや弱。部

分的に根橙乱あり。
2 10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。

下部に10YR7/8黄 橙色土ブロノク微量。
3 10YR3/2黒褐色土と10YR5/3に ぶい黄掲色土の混

合土。 しまりやや密・粘性中。中位に黄
褐色土ブロック (径 1～ 20mn)や や多量。

4 10YR4/2灰黄褐色と10YR6/4に ぶい黄橙色の混
合土。 しまり中・粘性中。

5 10YR6/4に ぶい黄橙色粘質土。 しまりやや密・粘
性やや強。地山崩落層。

6 10YR4/1掲灰色ンル ト。 しまりやや密・粘性やや
弱。粒子細かい。炭化物微量。

7 10YR7/4にぶい黄橙色。 しまりやや密・粘性中。
地山崩落層。

H50陥 し穴状遺構

H50陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒 褐色ンル ト。 しまり中・粘性中。黄褐粒

(径 1～ 3 mm)少 量、焼上微量。
2 10YR3/3暗褐色シル ト。 しまり中・粘性中。黄褐粒

(径 1～ 2 mm)や や多量。礫 (浮石か、径10
～30mm)微 量、炭化物極微量。

3 10YR3/2黒褐色シル ト。 しまり中・粘性中。黄褐粒
(径 1～ 2 mm)や や多量。焼土・炭化物 (径
1～ 2 mm)各 々徴量。

‡鸞索�観廟解1鯵騨純脚¢如弾
略 側YR解2喬

堰,と
WYRν 8黄橙色上がカ ック状に混在する層。しまり中・粘性やや強。ЮYRν 8黄橙色はW層 と

0          1 : 60        2m
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H51陥 し穴状遺構

H51陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1-2/1黒 色ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。

焼土状粒子 (径 ～ l mm)極 微量、黒沢尻粒子 (径 ～
l mm)極 微量含む。

2 10YR2/2-2/3黒 褐色粘土質ンル ト。 しまり密・粘性あり。
黒沢尻粒子 (径 ～ 2 mm)微 量に含む。

Ⅳ 検出遺構

H52陥 し穴状遺構

!貶路名金¢汚為 ハ 黒色 ンル ト。 しまり密・ IBItあ り。上位地山粒子 に ～ 1耐
極微量含む。

2 10YR2/2-2/3黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性 あり。炭化物粒子 (径 ～ 3 mm)

極微量含む。
3 10YR3/3暗褐色粘土質 シル ト。 しまりやや密・ tar性 あ り。上位地山粒子 (径 ～ 1

mm)極微量含む。

1解母:チ4揺省琶聖二見糟と羅整う彬ぜ[gあ増常恣?稚性あり。上位地山ブ
ロック多量に入る。

,認¥影を経亀乙篭局帽色狛圭賽シ好|:とξ′軍ヽ警牛亀催私幌上位地山ブ
ロック多量に入る。

8 75YR4/4-4/6掲 色粘土。 しまり中～やや密 。粘性あり。上位地山崩落土。
9 10YR2/3黒褐色-3/3暗 褐色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。
10 75YR4/6褐 色粘上。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土。

縦穴
0馳

/挙握倍こ生うζ懲霞ぎ労デ麓
・
獣亀F粘性あり。下位地山粒確～

2 mm)少 量含む。

H54陥 し穴状遺構 ml

A' H55陥 し穴状遺構

と81900m

H54陥 し穴状遺構・ H55陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色ンルト。 しまり密。

10YR2/3黒掲色ンル ト。 しまりやや疎。
10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまり密。
10YR2/3黒掲色 ンル ト。地山粘土ブロック少ない。
Va層土 (地山粘土)ブ ロック層。黄色い。
10YR3/4暗褐色粘土質 ンルト。

※遺格は地山浮石層 (Vb層)ま で掘 り込んでいる。

0          1 : 60        2m
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4 10YR3/3-3/4暗 褐色粘土質 ンル ト。
極微量含む。

10YR1 7/1-2/1黒 色ンルト。 しまり密・粘性あり。炭化
物粒を少量含む。下部に顕者に見られる。黒沢尻粒
(径 ～ 5 mm)や や多く含む。

しまり密・粘性あり。上位地山粒子微量に、下位地山粒子

11 10YR3/4暗掲色 -4/4褐 色粘土質 ンル ト。 しまり中・ 粘性あり。上位地山ブロ ック微量 に入 る

12 75YR4/6褐 色粘土。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土。
13 12層 と同 じ。
14 10YR3/3-3/4暗 褐色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性あり。
15 12層 と同 じ。
16 12層 と同 じ。
17 10YR3/3-3/4暗 褐色粘土質シル ト。 しまり中・粘性あり。
18 12層 と同じ。

鍔 ;得:鳳こεァ4にぶい黄色砂質土。 しまり密・粘性なし。十和田a畑 灰か。水t■II積の脚 を

呈し、黒褐色上がラミナ状に入る。

鶴穴
Ю榔 挽Y彿″彊緒と写舟せをまけ族申雑鍵盪称F早世地檻名簑注苛 m剛量に含む。

心     H53陥 し穴状遺構

B'A'
181900m

H53陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色 シル ト。 しまっている。根 カクランが多い。

:認¥畳繁羹呂し好|:しま′涙デ篭h歩曽丁ラおそ多織壌嘲ち
4 Va層上 (地山粘土)ブ ロ ック層。黄色い層。
5 10YR3/4暗掲色粘土質シル ト。 しまり密・粘性密。
※遺構は地山浮石層 (Vb層)ま で掘り込んでいる。
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2 検出遺構

181 900 rn

H56陥 し穴状遺構

H56陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1-2/1黒 色ンル ト。 しまり密・粘性

あり。黒沢尻粒 (径 ～ l mm)極 微量含む。
2 10YR2/2-2/3黒掲色シル ト。 しまり密 ,粘性

あり。黒沢尻粒 (径 ～ l mm)極 微量含むが、
1層 よりは少ない。

3 10YR2/1黒 色-2/2黒褐色ンル ト。 しまりやや
密・粘性あり。黒沢尻粒 (径 ～ 3 mm)微 旦
に含む。炭化物粒 (径 ～ l mm)極 微量含む。

4 10YR3/8暗 褐色 ンル ト。 しまり密 。粘性あり。
炭化物粒 (径 ～ 2 mm)微 量に、下位地山粒
(径 ～ 2 mm)hrA微 量含む。

10YR3/4暗 褐色ンル ト。 しまり密・粘性あり。下位地山粒 (径 ～ 2 mm)極 微量含む。
5層に同じ。下位地山粒 (径 ～ l cm)少 量含む。
10YR3/3-3/4暗 褐色粘土質ンル ト。 しまり密・粘性あり。下位地山粒 (径 ～ l cm)微

量に含む。
7層に同じ。下位地山粒 (径 ～ l cm)極 微量含む。
10YR3/3暗 掲色粘土質ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。下位地山粒 (径 ～ l cm)極 微量、

上位地山粒 (径 ～ 7 mm)極 微量含む。
10 10YR3/3暗褐色粘土質 ンル ト。 しまり密・ 粘性あ り。 9層 よりも若千暗い。
11 10YR3/4暗掲色粘土質 シル ト。 しまり中・ 粘性あ り。上位地山 ブロックやや多 く含む。

火山灰を臼む。
12 10YR3/3-3/4暗 褐色粘土質シル ト。 しまりやや密・粘性あり。上位地山ブロンクやや

多く含む。13層 と 8層の境界に炭化物あり。
13 10YR4/4-4/6掲 色粘上。 しまり密・ 粘性あり。
14 10YR4/6褐色粘土。 しまり中・粘性あり。中央付近に 2 cm前後の暗褐色上が層状に入る。

地山崩落と見られる本層に狭まれたものか。

据罵 ,6堵黄量をまちミ欝辞叱趣鞍監蔀晃銘豊獣世1策み畳紀七極微
量人る。

17 75YR4/6掲 色粘上。 しまりやや疎・粘性 あり。 16層 と比べるとしまりはある。
18 10YR2/3黒掲色 -3/3暗 褐色 ンル ト。 しまりやや疎・ 粘性あり。下位地山粒 (径 ～ 1

cm)極微量入る。
19 75YR4/6掲 色粘土。 しまり中・ 粘性あ り。下位地山ブロ ックやゃ多 く入る。
20 25Y6/3-6/4に ぶい黄色砂質上。 しまり密・ 粘性な し。十和田a火 山灰。下位地山ブロ ノ

ク微量に入る。
杭穴 10YR3/3-3/4暗 褐色 シル ト。 しまり密・ 粘性あ り。炭化物状粒子 (径 ～ 2 cm)極 微

量、下位地山粒子 (径 ～ 5 mm)少量含む。

荒A5pttSh

A'

H58陥 し穴状遺構

A'

1818001n

診0物 カクラン

H58陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまり密・粘性あり。上位地山粒 (径 ～ 5 mm)

微量に含む。
10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり密 。粘性あ り。
10YR2/3黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性 あり。 上位地山粒 (径 ～ 1

m)及 び上位地山塊を少量含む。
10YR2/3黒 褐色 シル ト。 しまり中・粘性あ り。上位地山粒 (径 ～ 3 mm)

少量含む。
10YR2/2-2/3黒掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性あ り。上位地山粒 (径 ～

2c「 )微量に含む。
10YR3/4暗 褐色 -4/4褐 色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あ り。
10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あ り。上位地山粒 (径 ～ l cm)

微量に、炭化物粒 (径 ～ l mm)極 微量含む。
10YR2/3黒 褐色 -3/3暗褐色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。上位地山粒

(径 ～ 3 mm)少 量含む。
10YR4/4褐 色粘上。 しまり密・粘性あ り。
10YR2/3黒 掲色ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。 3層よりは明るい土

質。 上位地山粒子 (径 ～ l cm)や や多く含む。
75YR4/6掲 色粘土。 しまり中・粘性あり。
10YR2/3黒 褐色-3/3暗 褐色ンル ト。 しまり密・粘性あり。 L位地山粒子

(径 ～ l cm)や や多く含む。

H59陥 し穴状遺構

A'

H57陥 し穴状遺構

A'

H57陥 し穴状遺構
10YR1 7/1-2/1黒 色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。下位地山位 (径 ～ 5 mm)微量、炭化

物粒子 (径 ～ l cm)少 量。下部 に多い傾向あり。
10YR3/4暗 褐色 シル ト。 しまり密・粘性あ り。下位地山塊 (径 ～ 3 cm)極 微量、炭化物

粒子 (径 ～1 5cm)極 微量。
10YR3/4暗 褐色-4/4褐色粘土質ンル ト。 しまりやや密 。粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ 2

mm)極微量、下位地山粒子 (径 ～ 2 cm)少 量。
10YR3/3-3/4暗掲色ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ l mm)極 微量。
10YR4/4掲 色粘土質 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。混入物なし。
75-10YR4/6掲色粘土。 しまりやや密・粘性あり。上位地山崩落土。
10YR3/4暗 褐色-4/4褐色粘±質ンル ト。 しまり中・粘性あり。
10YR2/3黒 褐色-3/31と掲色シル ト。 しまりやや密・粘性あり。下位地山塊 (径 ～ 5m)

少量、火山灰ブロック (径 ～ 5伽 )微量、上位地山ブロック (径 ～ 3伽 )少量。
10YR3/3-3/4暗褐色粘土質ンルト。 しまり密・粘性あり。上位地山ブロックを主体とす

”

ャＡ

一

Ａ

Ａ

一

る。
10 10YR4/4掲 色粘上質 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。火山灰プロック (径 ～ 2 cm)極微最、

L位地山粒子 (径 ～ l cm)少 量。
11 25Y6/3-6/4に ぶい黄色砂質土。 しまり密 ,粘性なし。十和田 a火山灰か。
12 10YR4/4褐 色粘土。 しまり密・粘性あり。上位地山ブロックやや多量。
13 10YR3/41き掲色 -4/4掲 色。 しまり密 ,粘性あり。上位地山粒子 (径 ～ 5 mm)微量。
北側杭穴 10YR3/3-3/4暗掲色ンル ト。 しまり疎・粘性なし。下位地』1粒 やや多く含む。

A
|〔:3)塩5p'唖穴状遺構

A

２
３

　
４
　
５
　
６

７
　
８
　
９

１０

　
■
‐２

10YR1 7/1-2/1黒 色シル ト。 しまり密・粘性あり。
10YR2/2黒 掲色シル ト。 しまり密・粘性あり。焼土状粒子 (径 ～ l mm)極 微量、上位地山ブロック少量

含む。
10YR2/8黒 掲色粘土質ンル ト。 しまり密・粘性あり。
10YR4/4掲 色粘土。 しまり密・ 粘性あり。上位地山崩落土。
4層 と同じ。
10YR3/4暗 掲色粘土質ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。上位地山ブロックをやや多く含む。

韓 駆 屠彊宮悪≧督!身昇与糧 独 1推を蔵打:盤 を将

'そ

々

°

ヶ壱櫂 篭 ];ク

をやや多く含む。

10YR3/3-3/4暗褐色粘土質 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。

堅習;智岳撞亡杓と0[蜜ら埠峰客?稚注銭サP琵畜義拷土。
10YR3/4暗 褐色-4/4褐 色粘上。 しまりやや密 。粘性あり。上位地山ブロックを微量に含む。
10YR2/3黒 褐色-3/3暗 褐色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性あり。
10YR3/41き 褐色粘土質シル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山粒 (径 ～ 2 mm)微 量に含む。
75YR4/6褐 色粘土。 しまり中・ 粘性あり。地山崩落上。
75YR4/6褐 色粘土。 しまり疎・粘性あり。地山崩落土。
10YR3/4暗 掲色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。上位地山ブロノク少量含む。
10YR4/6掲 色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。上位地山崩落土。
75YR4/6掲 色粘土。 しまり中・ 粘性あり。地山崩落上。
10YR2/3黒 褐色-3/3暗掲色粘土質 ンル ト。 しまり密・粘性あり。
10YR2/8黒 褐色-3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。下位地山粒 (径 ～ l mm)微 量に含む。
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第43図  H区陥 し穴状遺構 (14)



Ⅳ 検出遺構

[Aる +sttrn

淡
 iO陥 し穴状遺構

!盤継 緻 埓靭 鯵紬 を‰ ブ的
;II¥畳ちチカ発雛 ヴ掃やⅢ七冨子羊l稚柱Й9算薫笑隻逢隼。に～1

6 ЮYRν3暗檀笹尋命粒 しまり中 。粘性あり。上位地山カ ック 確 ～

2 cn)微 量に含む。

i:A澪レイ齢 鳥浮矯 う。上位地山
賀I喪歌1亀遭進龍七をよす′ギ.・離毯枠

=趣

肥νま力を多く含む。
協思監篇期!イ をま協議ユ亀毬愧協?紬崩落土。層の中央付近
H ttYR2/3≦屠巨±誹鶴絶野雫ξ七ま?昌 縁々性ぁり。上位地山粒
杭穴10YR2/`亀 循と翌う品謀旨替免タド。しまり疎・粘性あり。

▲+
VrAα
+Nュれ

A

ⅥA7汁
+Nlm
+Elm

A H61陥 し穴状遺構

ぬ |

H61陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1-2/1黒色ンル ト。 しまり密・粘性ややあり。焼土状粒子 (径 ～ l mm)極 微量、黒沢尻粒

(径 ～ l mm)極 微量含む。
1層 と同 じ。

解畳猪管艇鞘籠挽婆Ъ釈亨漣犠協 絶々樅研粍協託製を読怖

!肝畳Bチ1重糧豊易璧彊色り考
。卜}を娑管串管雑逸2ち。炭化物粒に～lmp極微量、黒沢尻粒

(径 ～ l mm)極 微量含む。

認¥聯ユ層糧色韓圭蜃し彬
～
:しま′零お訣学急栓祐り。

協陶 λ甥鶏旨飢l。

しご望斃与朧盪ぁ。醒趾妙鋭じる。
13 11層 と同 じ。

と;:器訪究僻 寸培

'   
粒に～hO少量含視

紙評
0灘

:/弄輻虎考絵 ガ砲町錦 絶性あり。径2mまでの地山粒を主体とする。

H62陥 し穴状遺構

鯵0物 カクラン

!虚監名轟衿芳切れ黒色シルト。しまり密・粘性あり。黒沢尻粒子に～lω

2 ЮYR2/2も晃密葛びひ与初亀てなら糾沼晶窃?撫沢尻粒子に～15の

3 ЮY罷馬 た畠響 レ篭
、
「
:!1辞

「
身とi邑 il††ィ澁譴57

4 10YR2/1黒色 ンル ト。 しまり密・粘性あ り。黒沢尻粒子 (径 ～ 3 mm)

5 ЮYR〃3賽
糧胃奪拝塀鍋 権k乳桁a絲 。

比地山粒
6 10YR2/3黒掲色粘土質シルト。しまり密・粘性あり。上位地山ブロックを
7 ЮYR74籠暑揺工畳ワ身十́せ冨命蕃l粘性あり。■l■地山崩落土。
8 10YR2/2黒掲色ンル ト。 しまり密・粘性あり。

レ%%カ クラン

H63陥 し穴状遺構

謎¥畳努Ξ繁量糧色シ好Ⅲ:しまη軍ヽ挙牛絶栓挽り。上位地山ブロックに～2巾
微量に入る。

3 10YR2/2-2/3黒 褐色粘上質ンルト。しまり密・粘性あり。上位地山ブロック多量にに入る。

li鷺徽 t:寺壽緞:鵜感s然

入名
;1盤4兆抱色絆 y掌が崇比だ樫fttPl饂亀迭土。
10 10YR2/2-2/3黒 掲色 シル ト。 しまり疎・ 粘性あり。

11 75YR4/6褐 色粘土。 しまりやや密・粘性あり。上位地山崩落土。
杭穴 10YR2/3黒 褐色-3/3暗 褐色粘土質ンル ト。 しまりやや疎・粘性あり。浮石 (下位地山)

極微量、上位地山やや多く含む。
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A L=181800m
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2 検出遺構

徽 |

炭化物粒 (径 ～ 2 mm)極
微量、黒沢尻粒子 (径 ～
2 mm)や や多 く含む。

10YR2/3黒 掲色 ンル ト。 しま
り密・粘性あり。黒沢尻粒
子 (径 ～ 2 mm)微 量に含

H64陥 し穴状遺構

多珍%カクラン
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H65陥 し穴状遺構

18

19

H65陥 し穴状遺構
10YR2/1黒色ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ l cm)微量、

炭化物粒子 (径 ～ 3 mm)極 微量。
10YR3/3-3/4暗褐色粘土質シル ト。 しまり密・粘性あり。
10YR2/2-2/3黒 褐色シル ト。 しまりやや密・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ l mm)

極微量。
10YR2/3黒掲色 -3/3暗 褐色粘土質ンル ト。 しまり密・粘性あり。上位地山粒子

(径 ～ 3 mm)微 量。
10YR2/2-2/3黒 掲色ンル ト。 しまり中・粘性あり。
10YR2/2-2/3黒 掲色。 しまりやや疎・粘性あり。上位地山ブロック少量。
75YR4/6掲色粘土。 しまり密・粘性あり。上位地山崩落土。
10YR3/4暗褐色粘土質 ンル ト。 しまりやや疎・粘性あり。
75YR4/41F.色粘土。 しまり密・粘性あり。上位地山崩落土か。
10YR4/4褐色粘土。 しまり密・粘性あり。上位地山崩落土か。
10YR2/3黒褐色シル ト。 しまりやや疎・粘性あり。上位地山粒子 (径 ～ 5 nm)微量。
10YR3/3暗掲色粘土質ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。
10YR2/8黒褐色-3/3暗 褐色シル ト。 しまり密・粘性あり。上位地山粒子 (径 ～ 3 mm)

微量。
ЮYRν4壊

糧髭蓬占爆桁ЙらP密
・ lbl■ あり。一部にЮYRν 8黄 掲色 シル トが入る。

10YR3/4暗褐色シル ト。 しまりやや疎・粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ 2 mm)極微量。
75YR4/6掲色粘土。 しまりやや密・粘性あり。 と位地山崩落土。
7 5YR4/6褐 色粘土。 しまりやや密・粘性あり。上位地山崩落土
10YR4/4掲色粘土質シル ト。 しまり密・粘性あり。
10YR2/3黒褐色-3/3Fbr褐 色粘土質ンルト。 しまり密・粘性あり。

炭化物粒 (径 5 mm)極 微量。

Ж

A'

H67陥 し穴状遺構

〓

Ａ

一
Ｌ
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H64陥 し穴状遺構

!韓翻糧魯とう謬 ;岳平ず静鷺塩詮騨F堀窮塁蜜警
論帆

;料影二
民掃身モ健難舞子

£路 鰐 荒湿投・織 f絡鉛視
6 75YR4/6掲 色粘土。 しまりやや密・粘性あり。上位地山崩落土。
7 75YR4/6褐 色粘土。 しまり密 。粘性 あり。 カクラン。

; ;繋4,s藉雛 子をまち苺熟婦二路春脇 生臆 鍛
びブロンクを微量に含む。

Ю ttY罷潟
屍隠羅子頴瞥菅鞘

土質 か 。 しまりかなり密・粘性あ 暁 期 ヒ物粒極微量、

協晨訛チ舟酔 キ品
ン
偽

=i怒

越材炒
あり。上位地山崩落土。

と1勘徽占翻誘聴推Ⅷ麒
議。

18 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。
杭穴 10YR4/4掲 色粘上質シル ト。 しまり密・粘性あり。下位地山粒を微量に含む。

/1ロ

H66陥 し穴状遺構

H66陥 し穴状遺構
l ЮYY十

謀鏃fi古星貞弘|と。冴:

鯵鯵珍カクラン

暉
＝

“

牌
吝
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癖

Ａ
A'

181200m

印→水性堆積の様相を呈 し

非常にかたい

H67陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1-2/1黒色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あ り。

炭化物粒子 (径 ～ l mm)極 微量、黒沢尻粒子
(径 ～ l mm)少 量含む。

2 10YR2/3黒掲色 -3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり密・

粘性あり。 カクランか ?
3 10YR2/3黒 掲色粘土質 ンル ト。 しまり密・ 粘性

あり。炭化物粒子 (径 ～ 3 mm)極微量、黒沢尻
粒子 (径 ～ l mm)極 微量 含む。

4 10YR3/3-3/4暗 掲色粘土質 シル ト。 しまり密・

粘性あり。 上位地山ブロ ック及び粒子 をやや多
く含む。

5 10YR2/3黒 掲色粘土質 シル ト。 しまり密・ 粘性あり。
上位地山プロックを少量含む。

しまり密・ 粘性あり。
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斡 カクラン
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進す。

解能男
榊 ≧爪場経 急岬

聰僚覧恙辛毀進甥 iS,税化
ЮYRv3ザ

編1歩置審きよ
嗚 しまり密・ ltl.Lあ 銑 上位地山カ ック及び粒子 に ～

隅

'4堤

晶亀純も写?笠 チを比亀任協ちψ牝盈監稼笠球序
と同一か。

鞠 Ⅷ
翻 招 翻 経

側YR78毒
穏呂歌厨

ンル 聴 しまりかな噺 ・ 粘性あまりな 眺 水性堆積の様相を呈 叫

10YR4/4褐 色砂質 シル ト。 しまりかなり密・ 粘性ややあり。水性堆積の様相を呈 し非常に
固い。 10層 に近い上がやや多 く混 じる。

認削 4群
奪 務 換 蒸多ギ督蘇。

・ 粘樫呪ち?街 眺 留 慧 撤 t乱
｀

75YR4/6掲 色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。地山崩落土か。
75YR4/6褐 色粘土。 しまり密・粘性あり。地山崩落土か。ЮYRγ4階

酔箱現嬬|モどηす二言室ヒ彗|を|:催 せ

';!留

よ塩健轟陰撃轟語
固い。

10YR4/4-4/6褐色粘土。 しまり密・ 粘性 あり。下位地山ブロ ック微量に含む。

10YR3/4暗掲色粘土質 ンル ト。
6層 に同 じ
75YR5/8明 褐色砂質ンル ト。 しまりかなり密・粘性あまりなし。黒褐色上が混 じる。水

性堆積の様相を呈する。
8層 と司じ
75YR4/6褐色粘土。 しまりかなり密・粘性あり。水性It積の様相を呈する。
75YR4/6褐色粘土質ンル ト。 しまりやや密 。粘性あり。一部 黒褐色上が少量入る。
10YR2/2-2/3黒掲色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。11層 と13層 に挟まれた 黒褐色上。

15層 も同 じ。
13 10YR3/3-3/4暗 掲色粘土質 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。
14 11層 と同 じ。
15 12層 と同 じ。
16 11層 と同 じ。
17 10YR3/3-3/4暗 褐色粘土質 ンル ト。 しまりかなり密・ 粘性あ り。炭化物粒 を徴量に含む。

水性堆積の様相を呈する。
18 10YR2/3黒 褐色 -3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり疎・ 粘性あり。炭化物粒 (径 ～ 2 mm)

極微量入 る。
南側杭穴 10YR3/3暗掲色粘土質 ンル ト。 しまり中 。粘性ややあ り。下位地山粒微量 に含む。

南杭が北杭を切る。
北側杭穴 10YR2/3黒褐色 -3/3暗 褐色粘土質 ンル ト。 しまり中・ 粘性ややあ り。

下位地山粒微量に含む。
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H70陥 し穴状遺構
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注 1812諾:H68陥 し穴状遺稽

嘲
H68陥 し穴状遺構
1 10YR2/3黒 4目 色 -3/3暗 掲色粘土質 シル ト。 しまり密・ 粘

性あり。上位地山粒 (径 ～ 2 cm)やや多 く含む。
2 10YR3/4暗褐色粘土。 しまり密・ 粘性あ り。上位地山粒

(径 ～ l cm)少 量含む。炭化物粒 (径 ～ l mm)

極微量含む。
3 7 5YR4/6褐色粘土。 しまり密・粘性 あり。地山の上。崩落

したような埋 まり方ではない。
4 10YR3/3-3/4暗 褐色 シル ト。 しまり密・ 粘性 あり。

杭穴 10YR4/4-4/6掲 色。粘土～粘上質 ンル ト。 しまりやや

密～疎・ 粘性あ り。

▲   ▲' H69陥 し穴状遺構
L=180900m

響 3

H69陥 し穴状遺構
1 10YR2/3黒褐色-3/3暗 掲色ンル ト。 しまりやや疎・

粘性あり。上位地山ブロックを多く含む。
2 75YR4/6褐 色粘土。 しまりやや疎・粘性あり。地山

崩落土。西に一部 暗褐色上あり。
3 10YR2/3黒掲色ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。
※検出面はVb浮石層

H70陥 し穴状遺構
1 10YR2/3黒掲色 -3/3暗 褐色粘土。 しまり密・ 粘

性あり。浮石及びロームブロ ンク微量 に

含む。
2 75YR4/6掲 色粘土。 しまり密・ 粘性あ り。地山

崩落土。
3 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あ り。

日―ム粒子 (径 ～ l mm)微 量に含む。
※検出面 はVb浮石層
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H71陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1-2/1黒色 シル ト。 しまり密・ 粘性あり。炭化物粒 (径 ～ 3 mm)微 量に含む。
2 10YR2/2-2/3黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。黒沢尻粒 (径 ～ 2 mm)や や多 く、

炭化物粒 (径 ～ 3m)微 量 に含む。
3 10YR2/3黒褐色 -3/8暗 褐色粘土質 ンル ト。 しまり密 。粘性あり。黒沢尻粒 (径 ～ 2 mm)

微量 に含む。
4 3層 と同 じ。 しまり密・ 粘性あ り。黒沢尻粒 (径 ～ l mm)極 微量含む。
5 10YR2/2-2/3黒 褐色粘土質 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。炭化物粒 (径 ～ 2 mm)、

黒沢尻粒 (径 ～ l mm)各 々極微量含む。
6 10YR3/4暗掲色粘土質 シル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。
7 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性 あり。炭化物粒 (径 ～ 2 mm)少 量、上位地山粒

(径 ～ l mm)微 量に含む。
8 10YR2/3黒掲色粘土質 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。炭化物粒 (径 ～ 3 mm)

極微量含む。
9 10YR3/4暗褐色粘上。 しまり密・ 粘性あり。
10 75YR4/6褐 色粘土。 しまり中・ 粘性あり。上位地山崩落土。
■ 10YR3/3-3/4暗 褐色粘土。 しまりやや密・粘性あり。上位地山ブロ ック少量含む。
12 11層 と同 じ。
13 10YR3/3暗褐色粘上。 しまりやや密・ 粘性あ り。
14 10YR3/3-3/4暗褐色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。上位地山ブロ ′クを多 く含む。
15 10YR3/3-3/4暗褐色粘土。 しまり中・ 粘性あり。上位地山ブロックを多 く含む。
16 10YR2/3黒褐色粘土質 ンル ト。 しまり中・ 粘性 あり。炭化物 (径 ～ 1 5em)を 極微量含む。
17 75YR4/6褐 色粘上。 しまりやや疎・ 粘性あり。上位地山崩落土。
18 10YR3/3-3/4暗掲色粘土質 シル ト。 しまり密・ 粘性あり。上位地山粒 (径 ～ l cm)少量含む。
19 10YR4/4褐色粘土。 しまりかなり密・粘性 あり。上位地山 ブロック (径 ～ 2 cm)多 く含む。
20 10YR4/4掲色粘上。上位地山 プロック主体。
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H72陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1- あり。黒沢尻粒子 (径 ～ l mm)極 微量含むc1 10YR1 7/1-2/1黒 色ンルト。 しまり密・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ l mm)極 微量含む(

2 10YR2/1黒色 -2/2黒 掲色ンル ト。 しまり密・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ l mm)微量に

含む。
10YR2/2-2/3黒 掲色粘上質 ンル ト。 しまり密 。粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ 1田Ю)極微量

含む。
10YR2/2-2/3黒 掲色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ l mm)、 炭化物粒子

(径 ～ l mm)各 々極微量含む。
ЮYR2/3量B農

Fを身イ牌慾tj絲キ誂畳き讐綿た措gt〔機播ご巌ィどラテ猪彗曖龍
l cn程度 )あ り。

1轟ち貧見斡夕誰身鑢 艶 璃 範:そま戸を。
り (厚 さ1 5cm程度)。

10YR2/2-2/3黒褐色粘土質ンル ト。 しまり疎・粘性あり。上位地山粒 (径 ～ 3 mm)極微量

含む。
75YR4/6褐 色粘土。 しまりやや疎・粘性あり。上位地山崩落土。

認鵜〃騒笹f薪盈渚ヒ粧!t後ち尋磨起魅毛!ぢY脇ウむ号ラ拠含む。
11層 と同 じ。
10YR2/2-2/3黒褐色シル ト。 しまり疎・粘性あり。
11層 と同 じ。
10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。炭化物粒 (径 ～ l mm)極 微量含む。
7 5YR4/6褐 色粘土。 しまり疎・粘性あり。上位地山崩落土。
10YR2/2-2/3黒褐色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。

最離チ【華落で坊を蛍盾遭テ″亀
・伊筆庁楔二痣裡普吋ゴ渡姥易?をやや多く含む。

7 5YR4/6掲 色粘土。 しまり中 。粘性あり。上位地山崩落土。
75-10YR4/6褐色粘土。 しまり疎・粘性あり。中間付近に層状になった10YR3/3-3/4

暗褐色上の層あり。 (厚 さ l cm前後 )

10YR3/3-3/4暗褐色 ンルト。 しまりやや密・粘性あり。
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75陥 し穴状遺構
10YR2/1黒 色 -2/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。炭化物位少量含む。
10YR1 7/1黒色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。炭化物粒 (径 ～ l mm)少 量含む。焼上状粒子微量

に含む。
10YR2/2-2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。炭化物粒 (径 ～ 3 mm)、 下位地山ブロ ノク

(径 ～ l cm)は 各 々微量に、黒沢尻粒子 (径 ～ l mm)極 微量含む。
10YR2/2-2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。混 じり物 はな し。
10YR3/3暗 掲色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性あ り。炭化物粒 (径 ～ 3 mm)微 量に、下位地山 ブロック

(径 ～ 3 mm)は 極微量、上位地山ブロック (径 ～ 2 cm)は やや多 く含む。
10YR2/2-2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。下位地山粒 (径 ～ l cm)極 微量、上位地山

(径 ～ 3 mm)微 量 に含む。
10YR2/2-2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。 と位地山粒 (径 ～ 2 mm)多 く含む。
10YR2/3黒 掲色シル ト。 しまり密・粘性あり。下位地山粒 (径 ～1 5cm)微 量に含む。
10YR3/4暗 掲色 -4/4褐 色粘土質ンル ト。 しまり密・粘性あり。下位地山粒 (径 ～ 2 mm)極微量含む。
10YR2/3黒 掲色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性あり。上位地山粒 (径 ～ 2 mm)極 微量含む。
10YR3/4暗 褐色粘土質シル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山ブロック多量に含む。
75YR4/64母 色粘土。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土。
10YR3/3暗 掲色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。西側に厚さ 2 cm程度の上位地山崩落土を層状に確認する。
25Y5/4黄褐色砂質土。 しまり密・粘性なし。十和団a火 山灰か。
10YR2/2-2/3黒掲色 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。上位地山ブロ ックをやや多く含む。
75YR4/6掲 色粘土。 しまり疎・粘性あり。上位地山崩落土。
10YR3/4暗 掲色 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。上位地山粒をやや多く含む。
10YR2/3黒 褐色 -3/3暗 褐色 ンルト。 しまり密・粘性あり。穴
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3 10YR2/2-2/3黒 掲色粘土質 ンル ト。

Hフ 3陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1-2/1黒 色粘上質 ンル ト。 しまり密・

粘性あ り。炭化物粒 (径 ～ 2 mm)微量 に、
黒沢尻粒 (径 ～ 3 mm)微 量に含む。

2 10YR2/1黒色-2/2黒 褐色粘土質ンル ト。 しま
り密・粘性あり。黒沢尻粒 (径 ～ 2 mm)

少量含む。
しまり密・粘性あり。黒沢尻粒 (径 ～1 5mm)極微

量含む。
4 10YR3/4暗掲色粘土。 しまり密・粘性あり。
5 10YR2/1黒色-2/2黒 褐色シル ト。 しまりやや密・粘性あり。黒尺尻粒 (径 ～ 2 mm)少 量

含む。炭化物粒 (径 ～1 5mm)極微量含む。
6 10YR2/3黒掲色粘土質 シル ト。 しまり中 。粘性あり。上位地山ブロックやや多く含む。
7 10YR2/2-2/3黒 褐色粘土質シル ト。 しまりやや密・粘性あり。上位地山ブロック多く含

む。
8 10YR2/2黒褐色シル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山粒 (径 ～ 2 mm)微 量に含む。
9 10YR2/2-2/3黒 褐色シル ト。 しまりやや疎・粘性あり。上位地山ブロノク少量含む。
10 10YR3/41普褐色粘土。 しまりやや疎・粘性あり。
11 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性あり。上位地山ブロ ック多く含む。
12 10YR2/2黒掲色ンル ト。 しまり疎・粘性ややあり。 上位地山粒 (径 ～ 2 mm)微 量に含む。
13 10YR3/3-3/41首 掲色粘土質シル ト。 しまりやや疎・粘性あり。
14 10YR1 7/1-2/と 黒色 ンル ト。 しまり疎・格性あり。
15 10YR2/2-2/3黒 褐色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。上位地山プロ ック微量に入る。
16 10YR17/1-2/1黒 色シル ト。 しまり疎・格性あり。
17 75YR4/6掲 色粘土。 しまりやや疎・Ia性あり。上位地山崩落上。
18 10YR17/1-2/1黒 色粘土質 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。上位地山ブロンクをやや

多く含む。
19 75YR4/6褐 色粘上。粘性あり。上位地山崩落土。
20 18層 と同 じ。
21 18層 と同 じ。
22 10YR17/1-2/1黒 色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。植物状の痕勘ヽあり。
23 19層 と同 じ。
24 10YR2/3黒褐色-3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。
25 22層 と同 じ。
26 10YR3/4暗褐色粘土。 しまりやや密・粘性あり。地山と一連か。

H74陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1黒色 ンル ト。 しま り密・粘性あ り。上位

地山粒 (径 ～ 2 mm)少量含む。
2 10YR2/2-2/3黒 褐色ンル ト。 しまり密・粘性あり。

炭化物粒 (径 ～ 3 mm)極微量、黒沢尻粒 (径
～ 5 mm)微 量に含む。

3 10YR2/8黒掲色 -3/3暗 褐色 シル ト。 しまり密・ 粘性あり。浮石 (下位地山)粒 (径 ～ l cm)

極微量、黒沢尻粒 (径 ～ 3 mm)や や多 く、炭化物粒 (径 ～ l mm)極微量含む。
4 10YR2/2-2/8黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。焼土状粒子 (径 ～ l mm)極 微量、

炭化物粒 (径 ～ 5 mm)少 量、黒沢尻粒 (径 ～ 5 mm)少量含む。
5 10YR2/2黒褐色 シル ト。 しまりやや密・粘性あり。黒沢尻粒 (径 ～ 2 mm)微量 に含む。
6 10YR2/1黒色 -2/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。黒沢尻粒 (径 ～ l mm)極 微量

含む。
7 10YR2/3黒褐色 -3/3暗 褐色粘土質 ンル ト。 しま り密・粘性あ り。黒沢尻粒 (径 ～ 2 mm)少

量含む。
8 75YR4/6掲 色粘上。 しまり密・粘性あり。上位地山崩落土。
9 10YR2/2-2/3黒褐色粘土質 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。黒沢尻粒 (径 ～ 3 mm)少 量

含む。
10 9層 に同 じ。
11 10YR3/8-3/4暗 褐色粘土質 ンル ト。 しまり密・ 粘性あり。 と位地山 ブロックやや多 く含む。
12 75YR4/6褐 色粘土。 しまりやや密 。粘性あり。上位地山崩落土。
13 10YR3/3暗 掲色粘土質 ンル ト。 しまり密・粘性あり。上位地山ブロックやや多 く含む。
14 75YR4/6褐 色粘上。 しまりやや密・ 粘性あり。
15 10YR2/2-2/3黒 偶色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。
16 75YR4/6掲色粘土。 しまり中・粘性あり。地山崩落土。
17 10YR2/3黒 褐色-3/31旨 掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。
18 10YR3/4暗 褐色 -4/4褐 色粘土質ンル ト。 しまり密・粘性あり。
19 75YR4/6掲色粘上。 しまりやや疎・粘性あり。地山崩落上。
20 25Y6/3に ぶい黄色砂質土。 しまり密 。粘性なし十和田a火 山灰か。
21 10YR2/1黒 色-2/2黒 掲色ンル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山ブロ ック多く含む。
22 10YR2/3黒 掲色 -3/3暗 掲色ンル ト。 しまりやや疎・粘性あり。
杭穴 10YR2/2-2/3黒 褐色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。下位地山粒 (径 ～ 2 nm)少 量含む。

H76陥 し穴状遺構

H76陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1-2/1黒色ンル ト。 しまり密・粘性あり。
2 10YR2/1黒色-2/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。上位

地山プロック (径 ～ 2 cm)や や多く含む。
3 10YR2/3黒褐色-3/3増褐色粘土質シル ト。 しまりやや疎・粘性あり。

上位地山ブロック多量に含む。
4 10YR2/2-2/3黒 褐色ンル ト。 しまりやや疎・粘性あり。上位地山粒

子少量含む。
5 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。
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H78陥 し穴状遣構
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H77陥 し穴状遺構

H77陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒 色 -2/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。黒沢尻粒子 (径 ～ 3 mm)微量に含む。
2 10YR2/3黒褐色 -3/3'旨褐色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山粒 (径 ～1 5cm)微 量に含む。

3 10YR2/2-2/3黒 掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性 あり。炭化物粒 (径 ～ 2 mm)極 微量、焼土状粒子及び黒沢尻粒子
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各々極微量含む。
4 10YR2/2黒掲色 シル ト。 しまりやや疎 。粘性あり。炭化物粒 (径 ～ 2 mm)少 量、上位地山ブロ ック (径 ～ 2 cm)

やや多 く含む。
5 10YR2/3黒褐色 シル ト。 しまり疎・粘性あり。上位地山粒 (径 ～ 3 mm)や や多 く、炭化物 (径 ～ 2 mm)微量 に

含む。

'解
駆 望糧呂竺う纂鼻ま彗,ノ〉島り入

・
講塩 斌鴨苓邑磯鵞 坐入る。J立地山位に～1

;招ご畳】チ;撃誹綸 王と誨免糀疎ど銘 .推極翌乳指蝙乱Fブ皆もケ帝ピだ屯吼需≒金詈多く人る。
10 10YR2/2-2/3黒 掲色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。上位地山粒 (径 ～ 2 mm)微 量に、炭化物粒 (径 ～ l mm)

極微量含む。
11 75YR4/6掲 色粘土。 しまり密・ 4● 性あり。上位地山崩落土。
12 7層 と同 じ。
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16 10YR3/4暗褐色-4/4掲 色シルト。 しまり疎・粘性あり。
※14層以下は水分を多 く含む。

H78陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色 シル ト。 しまり中・ 粘性中。黄褐粒 (径 1～ 2 mm)

微量。
2 10YR2/1黒色 ンル ト。 しまり中・粘性中。黄褐粒 (径 l mm)微 量。
3 10YR7/6明黄褐色。 しまり中・粘性中。 10YR7/8黄 橙色上をブロ ン

ク状 (径 10mm)に やや多量。
4 10YR2/2～3/2黒褐色。 しまり中・粘性中。黄掲粒微量。

根攪乱多い。
5 10YR2/1黒色。 しまりやや疎・ 粘性中。 10YR5/2灰黄褐色土

やや多量。
6a 10YR4/3に ぶい黄掲色。 しまりやや疎・ 粘性中。
6b 10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまりやや疎・粘‖生中。
6c 10YR6/6明 黄ネB色。 しまりやや疎・ 粘性中。
7 10YR7/6明黄褐色。 しまり中・粘性やや強。 3層 と似 るがより

色調が明るい。
3 10YR5/3にぶい黄褐色。 しまり中・ 粘性中。地山 ブロ ック微量。
9 10YR5/2灰黄褐色。 しまりやや疎・粘性中。
10 10YR7/6明黄褐色～7/8黄 橙色粘質土。 しまり中・ 粘性やや強。

地山崩落層。
11 10YR3/2黒褐色。 しまり中・ 粘性中。水成堆積屠。
12a 10YR6/6明黄掲色粘質上。 しまりやや密・ 粘性やや強。

地山崩落層。水成雑積層。
12b 10YR4/2灰黄13色 粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。

地山崩落層。水成堆積層。
13 10YR3/2黒掲色粘質 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性 やや強。

黄褐粒極微量。水成駐積層。
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H81陥 し穴状遺構

H81陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや密・

粘性あり。下位地山粒子 (径 ～ 2

cm)極微量、上位地山粒子 (径 ～

l cm)極 微量、焼土状粒子 (径 ～

l mm)、 炭化物粒子 (径 ～ l mm)

微量。
2 10YR2/3黒褐色 シル ト。 しまり密・ 粘

性あり。炭化物粒子 (径 ～ 2 mm)

極微量、下位地山粒子 (径 ～ 2 mm)

極微量。
3 10YR4/4褐色 シル ト。 しま り密・ 粘性

あり。下位地山粒子 (径 ～ 1帥 )

少量。

A

量、炭化物粒 (径 ～ 2 mm)微量。

10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまり密 粘性 あり。上位地山位 (径 ～ 5 Ыm)微量、炭化物

粒 (径 ～ 2 mm)極 微量含む。
7510Y亀

離静温岳ψttgr`漏 歩査?雫綿 濯型
と
鶴臨建!伽

)少量、
10YR4/4掲 色粘土質ンル ト。 しまり密・粘性あり。上位地山粒 (径 ～ 2 cm)少 量、下

位地山粒 (径 ～ l cm)極 微量含む。
10YR3/4暗 褐色粘土質 ンル ト。 しまりやや密 。粘性あり。上位地山プロック (径 ～ 8

帥)少量含む。
10YR3/4暗 掲色 -4/4褐 色粘土質ンル ト。 しまり中・粘性あり。下位地山ブロ /ク (径

～ 2 cm)微 量に含む。
10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまりやや密 。粘性あり。上位地山ブロック (径 ～ l cI「 )微

量に含む。
10YR3/3-3/4暗褐色粘土質ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。上位地|と粒 (径 ～ 3 mm)

微量に含む。
10YR4/4褐 色粘上質ンル ト。 しまり中 。粘性あり。下位地山ブロック (径 ～ 2 cm)極

微量、上位地山ブロック (径 ～ 2 cm)少 量含む。
7 5YR4/6褐色粘土。 しまり中・ 粘性あり。上位地山崩落土。
10YR3/3-3/4暗褐色粘土質ンル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山プロノク (径 ～ 3

cm)少量含む。
10YR4/4褐 色粘土質ンル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山プロック (径 ～ 3 cm)多

く含む。
25Y6/4にぶい黄色砂質土。 しまり密・粘性なし。十和田a火 山灰?

15

酔16

28(To― a)

4 3層 に同 じ。
5 10YR3/4暗褐色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。焼土状粒子 (径 ～ l mm)極微量、下

位地山粒子 (径 ～ 2 cm)微量。 ンル トではあるが、砂質 ンル トに近 いか。

6 25Y7/4浅 黄色火山灰。 しまり密・ 粘性 な し。
7 10YR2/3黒 掲色 ンル ト。 しまりやや密 ,粘性あり。炭化物粒子、下位地山粒子 (と もに

径 ～ l mm)極 微量。
8 7層 に同 じ。
9 10YR3/4暗 掲色 シル ト。 しまりやや密 。粘性あり。下位地山粒子極微量。

10 9層 に同 じ。
11 75YR4/6掲色粘土。 しまり密・ 粘性あり。上位地山崩落土。
12 11層 に同 じ。

岳
・
常¥隅

'髯

予驚〕静学急七‰ 陰帝程m咤齢乳微乳
17 10YR4/4-4/6褐 色粘上。 しまり中・ 粘性あり。
18 10YR2/3黒 褐色 -3/8暗 掲色シル ト。 しまりやや疎・格性あり。
19・ 20 75YR4/6掲色粘上。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土。
21・ 22 10YR2/3黒 褐色シルト。 しまり中・粘性あり。

9:・ 偽翻 辞

`,8堀

腎諧進絶」生
ま♂ゴL鞠 wほ餓 。も稽�明るい。上の出自は24

層と同じか?
26 10YR2/3黒 褐色-3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。

%〔識 ;亀桑鼈七盟9写膝 売そでし管ケ宅零諫1倍継曽忌争蘊 積状の火山灰多量。
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2 検出遺構
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H79陥 し穴状遺構

H79陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。上位地山ブロ /ク

(径 ～ 2 cm)、 上位地山粒 (径 ～ l mm)を 少量含む。
2 10YR2/3黒掲色 -3/31旨掲色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あ り。上位地山

プロ ック (径 ～ 5 cm)、 上位地山粒を含む。
3 10YR2/2黒掲色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山ブロ ック

(径 ～ 5 cm)、 上位地山粒 (径 ～ l mm)少 量含む。
4 10YR3/4暗褐色 -4/4掲 色粘上。 しまりやや密・ 粘性あり。上位地山

粒 (径 ～ l mm)や や多 く含む。
※平面図 1/40と り忘れ。

H82陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色 シル ト。 しまりやや密・粘性あり。黄掲色土粒子 (径 ～ l mm)

しまりやや疎・粘性あり。黄褐色土粒子 (径 ～ 3 mm)

極微星。
10YR2/3黒掲色 ンル ト。

極微量。
10YR2/3黒褐色 -3/8暗 掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性 あり。黄褐色土粒

子 (径 ～ 2 mm)極 微量、上位地山ブロ ック含む。
3層 と同 じ。
10YR2/3黒掲色 シル ト。 しまりやや疎・ 粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ l mm)

少量。炭化物 はある程度まとまっている。
10YR1 7/1-2/1黒 色 ンル ト。 しまり疎・粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ l mm)

を多 く含む。上位地山ブロック微量。
10YR3/3暗掲色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。
10YR3/3-3/4暗掲色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。
75YR4/4褐 色粘土。 しまり密・粘性あり。上位地山崩落土 ?。 11層 よりも

固く、崩落土特有のボツボツ感はない。
10YR2/3黒褐色シル ト。 しまりやや密・粘性あり。
75YR4/6掲 色粘土。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土。
10YR2/3黒褐色-3/3暗 掲色 ツル ト。 しまりやや疎・粘性あり。
75YR4/6褐 色粘土。 しまりやや密・粘性あり。上位地山崩落土。
10YR2/2-2/3黒掲色ンル ト。 しまり密 。粘性あり。

H82陥 し穴状遺構
A'

H83陥 し穴状遺構

83陥 し穴状遺構
10YR2/1黒 色 シル ト。 しまり密・ 粘性あ り。黄掲色土粒子 (径 ～ l mm)極 微量。
10YR2/2-2/3黒掲色 シル ト。 しまりやや密・粘性あ り。黄褐色土粒子 (径 ～ l mm)

少量、炭化物粒子 (径 ～ l mm)極 微量。
10YR3/3-3/4暗褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ 1田 m)

極微量。
10YR4/4-4/6褐色粘上。 しまりやや密・ 粘性あり。上位地山崩落土 ?(崩落上に し

ては色が若干暗い。)

75YR4/6褐 色 -5/6明 掲色粘土。 しまりやや密・粘性あ り。 上位地山崩落土。
10YR3/3-3/4暗掲色 ンル ト。 しまりやや疎・粘性あ り。黄掲色土粒子 (径 ～ l cm)

少量。
10YR3/3-3/4暗掲色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。上位地山ブロックやゃ多量。
10YR3/3-3/4暗褐色 シル ト。 しまり中 。粘性あり。上位地山ブロックやや多量。

9 10YR2/1黒色-2/2黒 掲色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。上位地山ブロック少量。
炭化物少量。炭化物はまとまる傾向あり。

10 75YR4/6褐 色粘上。 しまり中・粘性あり。上位地山崩落土。
11 10YR2/2-2/3黒 掲色ンル ト。 しまり疎・粘性あり。
12 75YR4/6掲 色粘土。 しまりやや疎・粘性あり。上位地山崩落土。
13 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまりやや疎 ,粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ l mm)微 量。
14・ 15 75YR4/6褐 色粘土。 しまりやや密・ 粘性 あり。上位ナ也山崩落土。
16 10YR2/8黒掲色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あ り。

症洸fm義歳◎ Hrtti:状遺構

H86陥 じ穴状遺構

H85陥 し穴状遺構                 H86陥 し穴状遺構
1 10YR1 7/1-2/1黒 色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘  1 10YR2/1黒 色 -2/2黒 褐色 ンル ト。 しまり

A'

H85陥 し穴状遺構
A'

性あ り。黒沢尻粒子 (黄掲色)微量。
10YR2/3黒掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性あり。

黒沢尻粒子 (黄褐色)極微量。
10YR3/4暗 褐色 シル ト。 しまり密・ 粘性あり。

炭化物粒子 (径 ～ 3 mm)微 量。
10YR2/3黒 掲色 -3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり疎・

粘性あり。
10YR3/4暗褐色 シル ト。 しまり疎・粘性あり。
10YR3/4暗褐色粘土。 しまり密・粘性あり。

上位地山プロック (径 ～ l cm)や や
多量。

10YR2/3黒掲色 シル ト。 しまり中・ 粘性あり。
上位地山 ブロ ック (径 ～ 2 cm)少量。

75YR4/6掲 色粘土。 しまり疎・ 粘性あり。
上位地山崩落上。

75YR4/6褐 色粘土。 しまり中・粘性あり。
上位地山崩落土。

10YR3/3-3/4暗掲色 ンル ト。 しまりやや疎・
粘性あり。

10層 に同 じ。
75YR4/6褐 色粘土。 しまり疎・ 粘性あり。

上位地山崩落土。
12層 に同 じ。
10YR3/3暗掲色粘土。 しまり密・ IIl性 あり。

聰18ぢ十
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生
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L=183100m
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H84陥 し穴状遺潜
1 10YR2/1黒色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。上位地山粒子 (径 ～ l mm)微 量。
2 10YR2/2-2/3黒掲色シル ト。 しまりやや密・粘性あり。上位地山粒子 (径 ～

2 mm)少量、炭化物粒子 (径 ～ l mm)極 微量。
3 10YR2/2-2/3黒褐色シル ト。 しまり密・粘性あり。暗掲色混じりの黄褐色粘土

ブロ ノクをやや多量。
4 10YR3/3暗褐色 シル ト。 しまり中 ,粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ l mm)極 微量。

上位地山粒子 (径 ～ 2 mm)微 量。
5 75YR4/6掲 色粘土。 しまりやや密・粘性あり。上位地山の崩落土か。一部にカ

クラン (植 物根か)に 伴う 暗褐色土あり。
6 10YR3/3-3/4暗褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。
7 10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。上位地山粒子 (径 ～ l mm)微 量。
8 7層 |こ 司じ。
9 10YR4/44母色粘土質 ンル ト。 しまりやや密・粘性あり。暗褐色上をやや多 く含

む。地山崩落に伴うか。
10 10YR3/4暗 褐色粘土。 しまりやや密・粘性あり。上位地山粒子を主体とする。
■ 10YR2/3黒褐色 -3/3暗 褐色ンル ト。 しまり中・粘性あり。炭化物粒子 (径 ～

2 mm)極微量、上位地山li子 (径 ～ 2即m)少量。
12 10YR3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり中・粘性あり。黒褐色土少量、上位地山ブロ ッ

ク (径 ～ 3 cm)少 量。
13 10YR3/3暗 褐色シル ト。 しまりやや密 。粘性あり。
14 10YR17/1-2/1黒 色。 しまりやや密・ 粘性あり。植物根か。
15 75YR4/6掲 色 -5/6明 褐色粘土。 しまりやや密・ 粘性あり。暗掲色 ンル ト混 じ

り。
16 15層 と同 じ。
17 75YR4/6褐 色 -5/6明 掲色粘上。 しまりやや密・ 粘性あり。地山崩落土。 14・

15層 と比べて混 じりものなし。
18 17層 と同 じ。
19 10YR2/2-2/3黒 掲色 ンル ト。 しまり密・粘性あり。炭化物粒子 (径 ～ 2 mm)

極微量。
杭穴 10YR3/3-3/4暗 褐色 ンル ト。 しまり疎 。粘性あり。下位地山粒 (径～ 2 mm)

やや多 く含む。

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

やや密・ 粘性あ り。上位地山ブロ ン
ク少量、炭化物粒子 (径 ～ l mm)

極微量。
2 10YR2/3黒褐色 ンル ト。 しまり密・ 粘性

あり。上位地山 ブロック少量。
3 10YR2/1黒色 ンル ト。 しまり密・ 粘性あ り。
4 10YR3/4暗褐色 -4/4掲 色。 しまり密・粘性

あ り。上位地山ブロック含む。
5 10YR1 7/1-2/1黒 色ンル ト。しまりやや密・

粘性あり。
6 10YR2/2-2/3黒ネロ色ンル ト。 しまりやや密・

粘性あり。上位地山ブロックやや多
量。

0          1 : 60        2m
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A

H87陥 し穴状遺構

▲ L=183100m

H87陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒掲色 シル ト。 しまりやや密・粘性中。地山 ブロ ック (径 1～ 3 mm)

やや多量。
2 10YR3/3暗褐色粘質 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。地山 プロ ック少量。

恨攪乱多い。
3 10YR6/4にぶい黄橙色 シル ト。 しまりやや密 ,粘性中。地山 との漸移層か

(掘 りすぎ ?)。

4 10YR5/8にぶい黄掲色と10YR3/2黒 43色の混合土。 しまりやや疎・粘性やや弱。

10YR7/8黄 橙色土 (し まり疎)微量。
5 10YR5/3にぶい黄褐色。 しまりやや疎 。粘性中。前沢火山灰 (径 2 mm)極微量。
6 10YR5/4にぶい黄褐色。 しまりやや疎 ,粘 性中。前沢火山灰 (径 2 mm)極微量。
7 10YR7/8黄橙色 と10YR5/4に ぶい黄掲色の混合土。 しまりやや疎・粘性中。
8 10YR6/4にぶい黄橙色。 しまりやや疎・ 粘性中。
9 10YR4/2灰黄褐色 -4/3に ぶい黄掲色。 しまりやや疎・粘性中。
10 10YR7/8黄橙色。 しまりやや疎・ 粘性中。地山崩落層。
11 10YR5/4に ぶい黄褐色。 しまりやや疎 ,粘性中。
12 10YR5/2灰黄褐色。 しまり中・粘性中。水成堆積層。

※全体 として色調が淡 く、混和物が少ない

キ莉麟
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H89陥 し穴状遺構

H89陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。焼土微量。
2 25Y8/4 淡黄色。 しまり密・ 粘性弱。十和田 a火 山灰。 10YR7/1灰 白色

火山灰をブロック状に含む。
10YR4/4褐 色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。十和田 a火山灰やや多量。
10YR4/4褐 色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒少量。
10YR3/3暗 褐色シル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒少量。
10YR3/2黒 褐色シル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒少量。
10YR3/2黒 褐色。 しまり中・粘性中。地山ブロック微量。
10YR3/2黒 掲色。 しまり中・粘性中。 7層より粒子粗 くしまり弱い。
10YR3/2黒 掲色と10YR7/8黄 橙色の混合土。 しまり中・粘性中。

地山ブロック・前沢火山灰 (径 5 mm)各 々やや多量。
10YR5/2灰 黄掲色。 しまり中 。粘性中。黄橙色粘土ブロック少量。
10YR2/2黒 掲色シル ト。 しまり中・粘性中。前沢火山灰 (径 1～ 2 mm)少量。
10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR3/2黒 掲色。 しまりやや疎・粘性中。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・粘性中。前沢火山灰含む地山の崩落層。
10YR4/2灰 黄褐色。 しまりやや疎・粘性中。前沢火山灰 (径 1～ 2 mm)徴 量。
10YR7/8黄 橙色。14層 に比べて粒子が粗 くブロックが大きい。
10YR4/2灰 黄掲色。 しまり中・粘性中。水成蛙積 ?。

L=182600m

H88陥 し穴状遺構
10YR2/1黒 色ンル ト。 しまり中・粘性中。焼上 ?微量。炭化物極微量。
25Y8/4 淡黄色。 しまり密・粘性弱。十和田 a火山灰。10YR7/1灰 白色火山灰をブロック

状に含む。
10YR4/4暗 掲色ンル ト。 しまり中・粘性中。十和田 a火山灰ブロック微量。
10YR3/3暗 掲色ンル ト。 しまり中・粘性中。炭化物・黄褐粒 (径 1～ 2 mm)各 々微量。
10YR3/2黒 褐色ンル ト。 しまり中・粘性中。前沢火山灰 (径 1～ 2 mm)微 量。
10YR3/3暗 掲色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。十和田 a火 山灰極微量。前沢火山灰微量。
10YR3/3暗 褐色ンル ト。 しまり中・粘性中。炭化物極微量。黄褐粒 (径 1～ 2 nm)微 量。
10YR3/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。前沢火山灰微量。
10YR5/3に ぶい黄掲色。 しまり中・粘性中。
10YR7/6明 黄褐色。 しまり中・粘性中。地山崩落層。
10YR5/2灰 黄掲色。 しまり中・粘性中。地山ブロック微量。
10YR7/8黄 橙色。 しまりやや疎・粘性中。地山崩落層。
10YR2/2黒 褐色と10YR3/2黒 褐色と10YR7/8黄 橙色の混合土。 しまり中・粘性中。

全ての上が互層状に入り組む。

i解畳子ケな長蓬世議堡号化まら子中急権監″許戻央缶戻答尋妃hの崩落層。水成堆積層。

1働 H90陥 し穴状遺構

H90陥 し穴】犬遺槽

認¥謡κ震智琶災乱たしまι審:懲桂盈季指留誓笑晶段層。灰白色ベースだが茶掲色系の色調の
部分がある。二次堆積か。

認¥認握彙離シ打
～
:ヒξ′零導審:雛乳琴警紫ら麗矯窃〕暦よ拙Ξラと

`ケ

継繊垂
10YR4/2灰 黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。前沢火山灰極微畳。
10YR3/8暗 褐色ンル ト。 しまりやや密・格性中。前沢火山灰 (径 l mm)・ 地山ブロック各々微量。
10YR7/8黄 橙色粘土。 しまりやや密・粘性やや強。前沢火山灰を含まない地山の崩落層。
10YR6/3に ぶい黄橙色シル ト。 しまり中・粘性中。色調は若千10YR7/6に 近い。
10YR3/3暗 褐色ンル ト。 しまり中・ 粘性中。下部に前沢火山灰少量。
10YR3/2黒 褐色。 しまり中・粘性中。前沢火山灰 (径 1～ 2 mm)微 量。
10YR4/3に ぶい黄褐色と10YR7/8黄 橙色の混合土。 しまり中・粘性やや強。とくに10YR7/8は

粘性が強くブロ ック状に崩落する。
10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。地山崩落層。
10YR2/2黒 掲色と10YR5/2灰 黄褐色の混合土。 しまり中・粘性中。前沢火山灰・地山ブロック

各々少量。全体としてやや粒子は粗い。
14 10YR5/2灰黄褐色粘質土。しまりやや密・粘性やや強。前沢火山灰 (径 1～ 2 mm)少量。水成堆積層。

0           1 : 60         2m
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H91陥 し穴状遺構

H91陥 し穴状遺構

〔譴が2量慈琶9彬 倖言どゴぢ華≒8と搬♂嘗f;報承栞鰍章歿観 輻謂粗い。
(径 l mII)各 々微量。

10YR3/2黒 褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。黄掲粒・黒色粒子 (炭 化物か)(と もに径 1～ 2 mm)

各々微量。
25Y6/4 にぶい黄色。 しまり中・粘性中。地山掘り返 し上が流入して形成された層。
10YR3/2黒 褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。地山ブロック微量。
10YR3/3暗 褐色。 しまり中・粘性中9前沢火山灰 (径 5～10mm)微 量。
10YR3/2黒 掲色。 しまり中・粘性中。根鶴乱多く、 7層よりしまり疎。
10YR7/6明 黄褐色。 しまりやや疎・粘性中。前沢火山灰微量。
10YR3/3暗 掲色シル ト。 しまりやや密・粘性中。黄掲粒微量。
10YR5/2灰 黄褐色。 しまりやや疎・粘性やや弱。黄褐粒やや多量。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・粘性やや強。10YR2/2黒 褐色土やや多量。地山崩落層。
10YR6/2灰 黄褐色。 しまりやや疎・粘性やや弱。地山ブロック (径10mm)微 量。
10YR7/8黄 橙色と10YR5/2灰 黄褐色の混合土。 しまりやや疎・粘性中。地山掘 り返 し上が

流入して形成された層。
10YR3/2黒 褐色。 しまりやや密・粘性やや弱。10YR7/8黄 橙色土ブロック微量。

しまりはあるが、全体的に粒子が粗 くブロック状に崩落する。
10YR5/2灰 黄褐色。 しまりやや疎・粘性やや弱。10YR7/8黄 橙色土プロック微量。粒子粗い。
10YR2/1黒 色。 しまりやや疎・粘性やや弱。ブロンクイ夫でしまりは弱 tヽ 。
10YR4/2灰 黄掲色。 しまりやや疎・粘性やや弱。

92陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性 中。黄掲粒徴量。
10YR4/4掲 色 シル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロック

(径 1～ 3 mm)や や多量。
10YR2/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性 中。黄掲粒 (径 l mm)

極微量。
10YR3/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや密 。粘性 中。地山ブロック微量。

部分的に10YR5/2(根 糧乱か)混入。
10YR5/3に ない黄掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。

10YR7/6明 黄掲色土 ブロ ′ク微量。
10YR3/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性 中。恨攪乱の部分に

地山ブロックを含むが、基本的には混不口物な し。
10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまり中・粘性 やや強。地山崩落層か。
10YR4/1掲 灰色粘質 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性やや強。水成堆積層。
10YR8/8黄 橙色粘土。 しまりやや密・粘性強。前沢火山灰を含まない

地山の崩落層。水成堆積層。

A

Cヽt

A'

100m

H94陥 し穴状遺構

斡 カクラン

H94陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄褐粒微量。
10YR3/2黒 褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロック (径 1～ 3 mm)少 量。
10YR3/2黒 掲色シル ト。 しまり中・粘性中。黄褐位微量。
10YR3/3暗 褐色ンル ト。 しまり中・粘性中。地山ブロック微量。根捜乱多い。
10YR7/8黄 橙色粘上。 しまりやや密・粘性やや強。
10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまり中・粘性やや強。

認¥誘ガ ≦寇担夢煽&tξ ′率 :雑桂馳 嚢糧維継晟童ヂ
分的にЮYRγ深 褐色土微量混入。

10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまり中・粘性中。10YR3/2黒 褐色土やや多量。
10YR2/1黒 色。 しまり中・粘性中。
10YR5/2灰 黄褐色。 しまり中・粘性中。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR5/2灰 黄掲色粘質シル ト。 しまりやや強・ 粘性やや強。水成堆積層。

0      1:60     2m
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H93陥 し穴状遺構

H93陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロック極微量。
2 10YR2/1黒～10YR2/2黒 褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。

黄掲粒微量。 1層 より黒い。
3 10YR3/2黒褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。黄4局粒極微量。
4 10YR5/2灰黄褐色ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。

中央付近がやや10YR4/2に 近い。
5 10YR7/6明黄褐色粘質シル ト。 しまりやや密・粘性やや強。水成lt積層。

-100-
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Ⅳ 検出遺構

笏物%カクラン

H8陥 し穴状遺構
10YR8/3浅 黄橙色～3/6黄橋色。 しまり密・粘性弱。十和田a火 山灰。暗掲色上に

大量のテフラが混入するという感 じで純粋なテフラ層ではない。そのため

色調も不均質。
10YR3/3暗 掲色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性中。十和田a火山灰はブロ ンク状に微量、

炭化物 (径 5 mm、 恨 ?)極微量、黄褐色土粒 (径 l mm)微 量。

|∞

|ロ

183300m

H8陥 し穴状遺構

A'

と

10YR4/4

10YR4/4
10YR4/4
10YR4/3
10YR4/3
10YR4/4

10YR4/4

10YR7/8黄 橙色。 しまり中 。粘性やや強。地山掘り返 し上の崩落層。10YR5/2
(粘 質土)、 10YR2/2(し まり疎)各々微量、黄褐色上粒微量。

10YR5/2灰 黄掲色。 しまりやや疎・粘性中。10YR7/8黄 橙色上プロック (径 5 mm)

微量。
10YR2/1黒 色。 しまり中・粘性中。前沢火山灰を含む地山の掘り返 し土。
10YR7/8黄 橙色粘質上。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR7/8黄 橙色と10YR2/1黒 色の混合土。 しまり中・粘性中。互層状に入り組む。

10YR7/8は 粘土プロックの状態で混入。
10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR7/8黄 橙色。 しまり密 '粘性弱。前沢火山灰を含む地山の崩落層。10YR5/2

灰黄褐色上が10YR7/8黄 橙色粘上ブロック (火 山灰含まない地山の崩落層)

の隙間に入り込む。水成堆積層。

鵠 c餌

A'

12陥 し穴状遺構

A'

2陥 し穴状遺構
10YR2/2黒掲色ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロック (径 l mm)極 微量。
10YR5/4に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。10YR7/8黄 橙色上、

10YR2/2黒 掲色 ンル ト各々少量。
10YR2/3黒 褐色シル ト。 しまりやや密・粘性中。地山プロック (径 l mm)微 量。
10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまりやや密 。粘性やや強。地山崩落層。
10YR3/2黒 褐色。 しまり中・粘性中。10YR7/8黄 橙色土やや夕量。
10YR7/8黄 橙色粘質上。 しまりやや密・粘性やや強。地山崩落層。
10YR3/2黒 褐色。 しまり中・粘性中。地山ブロック極微量。
10YR7/8黄 橙色。 しまり中・粘性やや強。 4,6層より粒子粗い。
10YR6/2灰 黄褐色。 しまり密・粘性中。水成堆積層。
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182700m ~
11陥 し穴状遺構

1陥 し穴状遺構
10YR5/3に ぶい黄掲色シル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロック

0          1 : 60

微最。
10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト。 しまりやや密・粘性中。地山 ブロックと前尺火山灰

あわせて微量。 1層 より粒子粗い。
10YR3/2黒 褐色粘質 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性やや穐 地山 ブロック・ 前沢火山灰・

10YR6/8黄 橙色粘土 ブロ ック各々極微量。
10YR5/6黄 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。地山 ブロ ック・前沢火山灰 (径 3～

5 mm)各 々少量。
10YR4/3に ぶい黄褐色粘質 ンル ト。 しまりやや密・ tOr性 やや強。前沢火山灰微量。
10YR4/3に ぶい黄掲色粘質 シル ト。 しまりやや密・ 粘性中。前沢火山灰・ 10YR6/8

黄橙色粘土 ブロ ノク (径 20mm)各 々少量。
10YR2/2黒 褐色 と10YR5/8に ぶい黄掲色の混合上。 しまりやや密・粘性中。

ンル ト質。前沢火山灰微量。
10YR5/4に ない黄褐色 シル ト。 しまりやや密・粘性中。前沢火山灰極微量。

地山ブロック微量。 7層より_上 の層 と比べて粒子は粗 い。
10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト。 しまりやや密 ,粘性中。地山 ブロ ック・ 前沢火山灰

(径 l mm)各 々微量。
10YR6/6明 黄褐色。 しまり中・粘性中。粒子ややlEい 。地山崩落層。
10YR3/2黒 褐色。 しまり中 。粘性中。上部に10YR7/8黄 橙色地山崩落 プロ ック

やや多量。
10YR7/8黄 糖色。 しまりやや疎・ 粘性中。地山崩落層だが全体的に しまりは弱い。

部分的に粘土 ブロ ック状になってお り、固まりで崩落す る。
10YR3/2黒 褐色。 しまりやや疎 。粘性やや弱。粒子粗 く大 きい。 10YR7/8黄 橙色

土ブロ ック少量。
10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR7/8黄 橙色 と10YR4/2灰 黄褐色の混合土。 しまりやや疎・ 粘性やや弱。粒子

粗い。 (ヽ ずれ も径10mm程 度のプロック状で、 ほぼ均質に縄拌 されている

13陥 し穴状遺構

A'

3陥 し穴状遺構
10YR3/2黒 掲色と6/6の 混合土。 しまり中・粘性中。6/6は粘質土

ブロック状、3/2中に地山ブロック極微量。
10YR5/2灰 黄掲色。 しまり中・粘性中。灰責褐。
10YR7/6明 黄掲色。 しまり中 。粘性やや強。明黄掲。地山崩落 ?
10YR6/6明 黄褐色。 しまり中 ,粘性やや強。明黄褐。地山崩落 ?

3層 より色調暗い。
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(径 1～ 5 mm)

掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。十和田a火山灰極微量、炭化物

(径 5 mm、 根 ?)極微量、黄褐色土枇 (径 l mm)・ 地山ブロ ック各々微量。

掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。前沢火山灰微量。炭化物極微量。

偶色。 しまり中・ 粘性中。地山 プロ ック (径 1～ 2 mm)全 体に微量。
にA.い 黄褐色。 しまり中・粘性中。地山ブロ ック (径 1～ 5 mm)少量。
にぶい黄褐色。 しまり中・粘性中。地山ブロ ック微量。

掲色 と10YR4/3に ぶい黄褐色の混合上。 しまり中・粘性中。

地山 ブロ ック微量。前沢火山灰微量。

褐色 と10YR7/8黄 橙色の混合土。 しまり中・粘性中。地山掘 り返 し土と

周辺か らの流上の混合層。
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2 検出遺構
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A'  17陥 し穴状遺構

14陥 し穴状遺構

A'

15陥 し穴状遣構

A'

5陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。混和物ほとんどな し。
10YR3/3暗 掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロ ンク (径 l mm)極 微量。
10YR5/3に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。地山ブロック微量。

10YR7/8黄 橙色地山崩落 ブロック微量。
10YR7/8黄 袴色粘質土。 しまりやや密・ 粘性やや強。地山崩落層。
10YR4/2灰 黄掲色と10YR7/8黄 橙色の混合土。 しまりやや疎・ 粘性やや弱。
10YR2/2黒 褐色。 しまりやや疎 。粘性やや弱。 10YR7/8黄 橙色上極微量。
10YR5/2灰 黄掲色。 しまりやや疎・ 粘性中。地山ブロ ック微量。
10YR2/1黒 色。しまり疎・粘性弱。粒子粗くボツボツ。

4陥 し穴状遺構
10YR2/2-3/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロ ック (径 2～ 5 mm)微 量。
10YR3/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや密 。粘性中。地山ブロック (径 1～ 2 mm)少量。

部分的にしまり強 くプロンク状に崩落する。
10YR2/2-3/2黒褐色シル ト。 しまり中・粘性中。地山ブロック微量。

第 2層 より粒子粗い。
4 10YR3/3暗褐色。 しまり中・ 粘性中。 10YR7/8黄 橙色地山崩落土 (径20mm)微 量。
5 10YR2/1黒色。 しまり中・ 粘性中。地山ブロック微量。
6 10YR5/3にぶい黄褐色 と10YR7/8黄 橙色の混合上。 しまり中・ 粘性中。黄橙色土

(径 20～ 30mm、 しまり疎)多量。
7 10YR7/8黄橙色 と10YR5/3に ぶい黄橙色の混合土。 しまり中・ 粘性中。 6層 と割合は

逆で 黄橙色土は粘質土 ブロック。
8 10YR7/8黄橙色。 しまり中・粘性やや強。 10YR2/2黒 褐色土やや多量。

地山崩落 と流上の混合層。
9 10YR2/2黒掲色。 しまり中・粘性中。 7層よりしまり、粘性 ともに強い。

混和物 はほとんどな し。
10 10YR7/6明黄褐色。 しまり中 。粘性中。地山崩落層。 3層 に類似するがより色調が暗い。
11 10YR2/1黒 色。 しまり中・ 粘性中。水成堆積屑。
12 10YR4/1掲灰色。 しまりやや密・ 粘性中。混和物 ほとんどな し。水成堆積層。

寺 C20k+Elm
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16陥 し穴状遺構
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6陥 し穴状遺構
10YR2/2黒褐色シル ト。 しまりやや密・粘性中。地山ブロック (径 1～ 3 mm)

やや多量。
10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト。 しまり中・粘性中。地山ブロック (径 l mm)微 量。

10YR7/6明 黄掲色土やや多量。
10YR2/2黒褐色ンル ト。 しまり中・粘性中。 1層よりしまり弱 く混和物も少ない。
10YR4/2灰黄褐色。 しまり中・粘性中。 2層 と類似するが粒子やや粗い。
10YR3/2黒掲色。 しまり中 。粘性中。混和物なし。
10YR4/1褐 灰色。 しまりやや密・粘性やや強。水成堆積層。

L=182500m

7陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 褐色 シル ト。 しまりやや密・粘性やや強。地山ブロ ノク (径 1～ 3 mm)微量。
10YR3/3暗 褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。地山ブロック極微量。
10YR3/3暗 掲色 ンル ト。 しまり中 。粘性中。 2層 よりしまり弱い。

4 10YR3/2黒掲色と6/6褐色の混合土。 シル ト質。 しまりやや密・ 粘性中。6/6は根カクランか。
中に地山ブロック微量。

5 10YR3/2黒掲色シル ト。 しまり中・粘性中。やや粒子粗め。
6 10YR5/3に ぶい黄褐色。 しまり中・粘性中。
7 10YR2/2黒掲色。 しまり中・粘性中。6/6極微量。
8 10YR5/3に ぶい黄掲。 しまり中・粘性中。分層可とも思われるが、境界が非常にあいまい。
9 10YR6/4に ぶい黄橙。 しまり中・粘性中。分層可とも思われるが、境界が非常にあいまい。
10 10YR3/1黒褐。 しまり中・粘性中。やや粒子粗い。由来は同一と考えられる。水成か否かのみ

が分層基準。
11 10YR2/1黒色。 しまりやや密・ 粘性中。水成堆積、曲来は同一と考えられる。水成か否かのみ

が分層基準。
※全体的に層の境界があいまい。ほぼ全て自然堆積で根カクランも多い。混和物 も少ない。

0            1 : 60          2m

182 300 rn
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Ⅳ 検出遺構
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」2陥 し穴状遺構

認¥聯ち難呂し舟
～
:し まη零零密:雛乳軸ヵンクに1～ 2

mm)微量。
10YR3/41を 褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。根投乱があ り、 しまりの

弱い部分がある。

II¥畳影B理売孵象箋労夢出
】
稜4・辮 F葱裂緒蓑

°部分的に
粘上がブロ ック状に混入。

器畳務髪縫継量結錫皐灘峰1鍵♪砲臨鯉給の
混合層。

韓ξ;チ専羹豊ig′ ::博権ギ稔監寺をと急景,ぉ争たょりしま
り、粘性 は弱い。

10YR5/2灰 黄掲色。 しまり中・粘性中。 10YR7/8責 惜色土微盈。

10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまり中・粘性やや強。 13屑 との境界に10YR2/2
黒掲色土を薄 く挟む。

10YR7/8黄 橙色粘質土。 しまり中 。粘性やや強。地山崩落層。

10YR5/2灰 黄褐色粘質土。 しまり密・ 粘性やや強。水成堆積層。

＼く了  」5陥 し穴状遺構

Ａ

一

評騨駆 薫層監しまη率:雑乳
地山崩落。

18 16層 と同 じ。

養※1勲を鳥与写ζさfごとをせを与与i鞠孝景衰蛇檀Fり
あ暁

1 10YR2/2で
て屋髯iミ寄今争擁点章音ヨ権事!Sttξヨi」l」

'と

ノ
クやや多量。地山ブロ ック (径 1～ 2 mm)微 量。

2 10YR5/3に小い黄褐色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性中。

地山ブロック微量。
3 10YR4/2灰黄褐色。 しまり中・ 粘性中。地山プロ ノク

微量。
4 10YR7/6明黄褐色。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。

:弼¥磁握墜落担争化まら路中亀種常″蔀分的に灰黄褐色
に変色。

7 10YR6/4にぶい黄橙。 しまりやや密・ 粘性やや強。
地山崩落層か。

8 10YR4/2灰黄褐色。 しまり密・粘性中。粒子細かい。

水成堆積層。

キA'

」4陥 し穴状遺構
A'

」4陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。

地山ブロック微量。
2 10YR3/2黒褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。

地山ブロック少量。
3 10YR3/2黒掲色 ンル ト。 しまり中・粘性中。

10YR7/6明 黄掲色土やや多量。
4 10YR3/2黒掲色 ンル ト。 しまり中・粘性中。

地山ブロック (径 l mm)微 量。
5 10YR7/8黄橙色。 しまりやや密・粘性やや強。

地山崩落層。
6 10YR3/3暗褐色 シル ト。 しまり中・粘性中。

地山プロ ンク微量。
7側YR7/8壱

禦 辞
6縦

斜爾仔昇?予ケ議量。
8 10YR4/3にぶい黄褐色。 しまり中・ 粘性中。

地山 ブロ ック極微量。
9 10YR7/6明黄掲色。 しまり中・粘性中。地山崩落層。

10 10YR3/3暗掲色。 しまり中・ 粘性中。
■ 10YR5/3に ぶい黄褐色。 しまり中・ 粘性中。
12 10YR3/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。

水成堆積層。
13 10YR5/2灰黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。

水成堆積層。

第54図  」区陥 し穴状遺構 (1)
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(い ずれ も径 l mm)各 々少量。
2 ЮYRν3緊

簡籍潅縫経貿号り生私0

mm)や や多量。火山灰層の中央部を切るよ

うに堆積 (杭痕か )。

3 10YR5/2灰黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。

地山ブロ ック少量。
4 10YR5/2灰黄褐色 シル ト。 しまり密・ 粘性中。

3層 に比べて混和物な し。

525Y73蔑
覺益央氏患阜染害1と焔妹召ちゞ1報界寓

にブロ ノク状に崩落する。層の境界付近 は

やや灰黄褐色に変色。
6 10YR5/3にぶい黄褐色 ンル ト。 しまり密・ 粘性中。

色調を除いて 4層 と同 じ。
7 10YR7/8黄橙色。 しまり中・粘性中。 10YR2/2

黒褐色土やや多量。
8 10YR5/3にぶい黄褐色 シル ト。 しまり密・粘性中。

色調 を除いて 4層 と同 じ。
9 10YR4/2灰黄褐色。 しまり中・粘性中。

粒子やや粗 い。 10YR7/8黄 橙色微量。

Ю ЮYM堀
歴多皆写ナ

。湛:襦ダ議宣∫栄践鍵経豊

0           1 : 60         2rn
|

Ａ

一

生

　

命
ｇ

54

Ａ

一

A
A'

」3陥 し穴状遺構

A A'
L=18800m

7

-5

9

109

181300m

-103-



2 検出遺構
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6陥 し穴状遺構
10YR2/2黒 掲色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。地山 ブロ ック (径 1～ 3 mm)少 量。
10YR3/3暗 掲色。 しまり中・ 粘性中。地山ブロ ック微量。 1層 よ りしまりは弱 い。
10YR3/3暗 褐色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性中。 10YR6/6明 黄褐色土 ブロ ック微量。
10YR7/6明 黄掲色 と10YR3/2黒 掲色の混合土。 しまり中・ 粘性中。粒子やや粗 い。
10YR7/6明 黄掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性やや強。地山崩落層か。
10YR2/2黒 掲色。 しまり中・粘性中。地山 ブロ ンク極微量。
10YR7/8黄 橙色。 しまりやや密・粘性やや強。地山崩落層。

ll¥母 :チ9戻婁倍芭|を ま,零密魯輩雑違零零監世宗晨是接蓬伊
量含む地山崩落層。

10YR7/8棄
寝晃穫雷苦考比言れ害ふむ瞥よ悪輩ぉ錯よFロ

ツク微量含む地山崩落層。

7陥 し穴状遺構
10YR3/2-2/2黒褐色 ンル ト。 しま り中・ 粘性中。地山ブロック (径 1～ 2 mm)微 量。
ЮYRフ2嬌

羹彊呂主なをぉモヽ2豊。

・ lbF■ 中。 ЮYR7瞭 橙LEL■ OYRν 6

10YR7/6明 黄掲色。 しまり中・粘性やや強。地山崩落層。
10YR6/4に ぶい黄橙色。 しまり中・ 粘性中。 3層より密度 は低い。地山崩落層か。
10YR5/2灰 黄掲色。 しまり中・ 粘性 中。 10YR7/6明 黄褐色土少盈。
10YR7/6明 黄掲色粘質土。 しまり中 。粘性やや強。地山崩落層。
10YR2/1黒 色。 しまり疎・粘性弱。粒子粗 い。
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」 8陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまり中 。粘性中。地山

ブロ ノク微量。
2 10YR3/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。

地山ブロ ック微量。根攪舌と多い。
3 10YR5/3にぶい黄掲色。 しまり中・粘性中。

粒子やや粗い。地山ブロ ックやゃ多量。
4 10YR4/2灰黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。

混和物 ほとんどな し。
5 10YR6/2灰黄褐色。 しまり中・粘性中。

若干粘性強い。
6 10YR6/4にぶい黄橙色。 しまり中・粘性中。
7 10YR3/2黒掲色。 しまり中・粘性中。

10YR6/4に ぶい黄橙色土少量。
8 10YR4/2灰黄褐色。 しまり中 。粘性中。

4層 よりしまり弱 く粒子 も粗い。
9 10YR5/3にぶい黄掲色。 しまり中 。粘性中。

7・ 8層 より粒子細かい。
10 10YR6/6明黄掲色。 しまり中・粘性やや強。

地山崩落層か。
■ 10YR4/2灰 黄掲色。 しまり中 。粘性中。

10YR7/8黄 構色土少量。
12 10YR7/6明黄褐色。 しまりやや疎 。粘性中。 しま

りは弱めで粒子やや粗 い。 10YR5/2灰
黄褐色上多量。

13 10YR4/1掲灰色。 しまり中・粘性やや強。
水成It積層。

14 10YR4/1褐灰色粘貿土。 しまり中・ 粘性やや強。
※全体 と して混和物 は少なく、層の境界は不明瞭

」10陥 し穴状遺構
1 10YR2/1黒色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性やや強。地山ブロ ック

(径 10～ 80mm)多 量、円礫 (径40mm以上 )多量。近現代
の ビッ ト (覆乱 )。

2 10YR2/1黒 色 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。地山ブロ ンク

(径10～ 30mm)少 量。 ピッ ト埋土。
3 10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。地山ブロ ン

ク (径 1～ 5 mm)微 量。 10YR6/6明 黄†母色土 (根攪乱
か)少量。

4 10YR3/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性やや強。地山プロ ノ
ク (径 1～ 5 mm)微 量。

5 10YR2/2-3/2黒掲色 シル ト。 しまりやや密・ 粘性中。地山プロ ノ
ク微量。10YR6/6明 黄掲色土 (地 山崩落上の流れ込みか )

多量。
10YR4/2灰黄褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性やや強。混和物な

し。杭痕 ?。

10YR5/2灰黄褐色 と10YR7/8黄 橙色の混合上。 しまり中・ 粘性中。
地山プロ ック少量。 10YR2/2黒 掲色土微量。黄橙色土は
壁面付近にブロ ンク状に堆積。

10YR4/2灰黄褐色火山灰 ?。 しまり密・ 粘性やや弱。火山灰層 と
した第 9層 と色調を除いてほぼ同 じ性質。ただ しヲF常 に

粒子の細かい上である可能性 もある。色調は極めて均質。
25Y7/8 黄色火山灰。 しまり密・粘性やや弱。粒子粕Hか い。下部

は部分的にブロック状になるが、比較的均質に堆横。 J

5陥 し穴 1犬遺構・ J9陥 し穴状遺構の火山灰と類似する
が、 こちらのほうがより色調 は均質。一次堆積か。

10YR7/8黄橙色粘質上。 しまり中 。粘性やや強。地山崩落層と流
土の混合層で10YR2/2黒 掲色土を層状に少量含む。

10YR3/3暗褐色。 しまり密・ 粘性中。第 8層 より粒子 は粗いが色
調以外は酷似。火山灰か。

25Y7/8 黄色火山灰 ?。 しまり密 。粘性やや弱。粒子細かい。
10YR4/2-5/2灰 黄掲色。 しまり中・粘性中。 10YR7/8黄 194色

地山崩落 プロ ノク微量。
10YR4/1掲灰色。 しまりやや密・粘性やや強。水成堆積層。
10YR4/2灰黄掲色。 しまり疎。粘性弱。杭穴埋上。
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」 9陥 し穴状遺構
1 10YR2/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。

地山ブロ ンク(径 1～ 3 mm)や や多量。
10YR3/2黒褐色 シル ト。 しまりやや密・粘性中。

地山 ブロック(径 1～ 3 mm)微 量。黄色火山灰
ブロ ック極微量。

10YR3/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。
2層 より混和物少ない。地山ブロ ノク極微量。

10YR3/2黒掲色 ンル ト。 しまりやや密・ 粘性中。
地山 プロック(径 1～ 3 mm)や や多量。黄色火山
灰 ブロック極微量。

10YR3/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。
地山 ブロック(径 1～ 3 mm)や や多量。黄色火山
灰 ブロック極微量。 4層よりわずかに色調が明
るい (同一層準か )。

10YR4/3に ぶい黄褐色 ンル ト。 しまり密 。粘性やや強。
地山 ブロ ノク・ 炭化物各々微量。 しまりがあり
非常に固い。

25Y7/8 黄色火山灰。 しまり密・粘性やや弱。粒子4mか
い。下部は部分的にブロ ック状 になるが、比較
的均質に堆積。流入二次lr積 か一次堆積かは判
別困難。

10YR3/3暗掲色 ンル ト。 しまり中・ 粘性中。 ンル ト質だ
が粒子 はやや粗 い。黄色粒子 (火 山灰か)微量。

10YR2/2黒褐色 ンル ト。 しまりやや密・粘性中。炭化物・
焼上 (径 1～ 2 mm)あ わせて少量。

10YR3/8暗褐色 シル ト。 しまり中・ 粘性中。炭化物・焼
土各々極微量。地山ブロック微量。

10YR3/3暗褐色 ンル ト。 しまり中・粘性中。炭化物・ 焼
土各々極微量。地山ブロ ック微量 (10層 と同 じ)。

10YR5/4に ぶ い黄掲色粘質土。 しまり中・粘性やや強。
10YR3/2黒褐色。 しまりやや疎・粘性中。地山ブロック

少量。
10YR4/2灰 黄褐色。 しまり中・ 粘性中。 10YR7/8黄構色

土微量。
10YR7/4に /S.い 黄橙色。 しまりやや疎・ 粘性やや弱。

根攪乱か。
10YR7/8黄橙色粘質土。 しまりやや密・粘性やや強。

地山崩落層。
10YR5/3に ぶい黄褐色粘質土。 しまりやや密・粘性やや

強。 10YR7/8黄 橙色土 ブロ ック微量。
10YR5/2灰黄褐色。 しまりやや密・ 粘性やや強。地山ブ

ロ ック(径 2～ 5 mm)微 量。水成堆積層。
10YR2/2黒掲色。 シル ト。 しまりやや密・ 粘性やや弱。

地山ブロ ック極微量。水成堆積層。

」9陥 し穴状遺構

L=181 200m
聖 ,lβ
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V 出  ±1 達: 物 (第56図、写真図版68)

今回は58,700ピ という広大な面積の調査を行ったにもかかわらず、出上 した遺物は非常に少なく、

土器・石器合わせて小コンテナ (42× 32× 10cm)約 1箱である。以下でその内容について述べる。

1土  器

全て破片であるが 9点登録 した。 7の みが土師器と考えられ、その他は全て縄文土器である。

とはA19陥 し穴状遺構の底面から出土 した。地紋は単節RLで ある。特徴的な文様等がないので、

縄文時代のどの時期になるかについてははっきりしない。

2は A25陥 し穴状遺構の底面から出上 した。地紋はLR―RLの結束羽状縄文である。胎土中に繊維

が含まれている。縄文時代前期のものと考えられる。

3は A25陥 し穴状遺構の底面から出土 した。地紋は単節RLの横回転である。特徴的な文様等がな

いので、縄文時代のどの時期になるかについてははっきりしない。

4は Att I B14 aグ リッドの耕作土中 (I層 )か ら出土 した。磨耗が著 しいが、沈線が施されてい

る。縄文時代後期前葉のものと考えられる。掲載資料のほかに同一の個体になると思われる破片が多

く出上 しているが、小片が多 く接合できなかったため、一番特徴を示 している当該部分を掲載 した。

5は C区黒褐色土上面から出土 した。磨耗が著 しいが、地紋は単節LRで ある。胎土中に繊維を含

んでいる。縄文時代前期のものと考えられる。

6は C区耕作土中で出土 した鉢とみられる口縁部である。縄文時代晩期のものと考えられる。

7は C区 トレンチ壁面の I層耕作土中から出上 した界の体部である。小片なので、時期については

はっきりしない。

8はH18陥 し穴状遺構の埋土中位から出土 した。深鉢と考えられるものの口縁部である。地紋は単

節LRの横回転である。胎上の特徴及び施紋方法から、縄文時代晩期の大洞A'式のものと考えられる。

9は H90陥 し穴状遺構の埋土中位から出上 した。深鉢とみられるものの回縁部である。波状の日縁

を持つ。器形及び製作技法などから、縄文時代晩期の大洞A'式のものと考えられる。

2石  器

9点を登録 した。 うち、実測図を掲載 したものは51～ 55の 5点である。陥し穴状遺構という遺構の

性格、表採および検出面からという出土状況等を考慮すると、遺物の時期がそのまま遺構の時期とな

らないと思われるため、時期については言及 しない。

51は D2陥 し穴状遺構の 1層上面 (検出面)か ら出土 した凹基無茎の石鏃である。破損品と考えら

れ、先端部及び基部の片側が欠損 している。材質は赤色頁岩である。

52は GttШ A18Wグ リッド検出面から出土 した凹基無茎の石鏃である。片側の基部が僅かに欠損 し

ている。51と 比べると基部の快 りが少なく、平基無茎のものと間違える可能性がある。材質は石英で

ある。

53はH8陥 し穴状遺構の検出面で出上 した有茎の石鏃である。尖頭部より基部が短い。材質は石英

である。
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2 石

54は H区で表採 した石箆である。材質は頁岩である。

55は排土中で見つかったスクレイパーである。材質は頁岩である。両設打面の石刃核から製作され

た石刃を素材とする。素材を正位に用いている。両側縁及び先端部に刃部を作り出している。先端部

刃角は平均66度、刃縁には逆三角形・台形の微小剥離痕が連続する。

56はBl陥 し穴状遺構の底面で見つかった礫である。材質は花南閃緑岩である。

57は C区③南コーナー部の I層耕作土中で見つかった剥片である。材質は頁岩である。

58は H33陥 し穴状遺構の埋土上部で見つかった剥片である。材質は頁岩である。

59は VA2m～nグ リッドの検出面で見つかった礫である。材質は安山岩である。
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察Ⅵ

火山灰を含む陥 し穴状遺構について

岩手県における陥 し穴状遺構の研究では、溝状が縄文時代中期前後、円形が縄文時代前期、楕円形

が縄文時代晩期から平安時代までの間で捉えられている (田村 1987ほ か)。

このうち、楕円形の陥 し穴状遺構には、西暦915年頃に降下 したとされる十和田 a火山灰が含まれ

ていることがある。楕円形の陥 し穴状遺構が縄文時代晩期から平安時代までの間で捉えられているの

はこのためである。

今までに岩手県内で確認されている十和田 a火山灰を埋土に含んだ陥 し穴状遺構は、八幡平市水神

遺跡や荒屋Ⅱ遺跡、盛岡市上八木田 I遺跡、北上市岩崎台地遺跡群など28遺跡で確認されている。 こ

れらの遺跡で見つかった十和田 a火山灰を埋土に含んだ陥 し穴状遺構の帰属時期を見ると、十和田a

火山灰降下以前の記述がいくつかはあるものの、大部分は縄文時代後晩期とされている。陥し穴状遺

構は縄文時代に使われたという前提があったために、このように考えられていたものと思われる。

今回の宮沢原下遺跡では十和田a火山灰とみられる灰白色火山灰を含んだ陥 し穴状遺構が47基確認

された。平面の形態別に見ると、開田部が楕円形 もしくは幅広溝状でかつ底面が方形状を呈するもの

(A類)が 43基、開口部が円形に近いもの (B類)が 4基である。 ここでは、陥 し穴状遺構の形状及

び火山灰の堆積等から、陥 し穴状遺構の年代について検討を加えてみたい。

(1)火 山灰 の堆積状況 につ いて

本遺跡で確認された十和田a火山灰を含む陥し穴状遺構47基を火山灰が堆積した部位で分けると第

7表のようになる。圧倒的に埋土の上～中部に堆積しているものが多いか、なかには埋土の下部及び

底部に堆積しているものも複数認められる。上部～中部に十和田a火山灰が堆積しているものの場合、

少なくとも火山灰が降下した頃にはすでに陥し穴状遺構の機能は停止し、放棄されていたということ

はできよう。だが、下位及び底面で確認されたものの場合、火山灰が降下 した時点では使用されてい

たもしくは放棄されても日が浅い状態であったと推測される。

第 7表 宮沢原下遺跡における十和田 a火山灰を含む陥 し穴状遺構一覧

埋土上～中部に堆積するもの 埋土下部に堆積するもの 底面に堆積するもの

A9◎ B14 G18 H13 H50◎ H34※ B8※◎
A10 D6 G19 H14 H88 H51 B9※◎
A13◎ D7 H2 H17 H89 H57◎ H80◎
A28 G3 H4 H18 H90 H74 H81◎
B6◎ G4 H5 H22 」5◎ <B類 > H75◎ H56◎
B8※◎ G12 H8 H32◎ J9◎ <B類 > Jl◎ <B類 > H10◎
B9※◎ G13 H9◎ H34※ ◎ 」10◎ <B類 > H48◎

苔|こ阜痛咎孝ご啄評意舞死思え,の
。

-108-



Ⅵ 考察

(2)火 山灰 を含 ん だ陥 し穴状遺構 の形態 につ いて

では、埋上における火山灰の堆積位置別に、陥し穴状遺構の形態を見ることとする。

①底部に火山灰が確認されるもの

全部で 7基確認される。平均は開口部222× 125c14、 底部206× 65cm、 深さ110cmである。平面形態は、

上記A類のみで、B類のものはない。断面形態は漏斗状ないしはビーカー状である。ただし、今回確

認された断面はビーカー状であっても、本来は漏斗状であった可能性もある。削平のために、漏斗の

上部が削られ、下部のみ残ったものを今回の調査で確認しているものもあるためである。底面は凹凸

がみられることが多い。杭穴は、短軸側の壁面に1～数個設けられるが、まれに見つからないものも

ある。底面の中央や長軸側の壁面に設けられることはない。

②埋上下部に火山灰が確認されるもの

A類、 B類両方認められる。A類 5基、 B類 2基が確認されている。平均は、A類が、開口部197

×97clll、 底部178× 45c14、 深さ113cnl、 B類が開口部119× 97cm、 底部94× 88clllで ある。断面形態は、

A類は漏斗状ないしはビーカー状、 B類はビーカー状である。ただし、上記①と同様に今回確認され

た断面はビーカー状であっても、本来は漏斗状であった可能性もある。削平のために、漏斗の上部が

削られ、下部のみ残ったものを今回の調査で確認しているものもあるためである。底面はA類には凹

凸がみられることが多いが、 B類はほぼ平坦である。杭穴は、A類は上記①と同様、短軸側の壁面に

1～数個設けられるが、まれに見つからないものもある。底面の中央や長軸側の壁面に設けられるこ

とは少ない。 B類はほぼ中央に 1～ 2個設けられている。

③埋土上～中部に火山灰が確認されるもの

上記②同様、形態によりA類、 B類両方見つかっている。A類29基、B類 2基が確認された。平均

は、A類が、開口部203× 109cm、 底部156× 48cm、 深さ124cm、 B類が開口部99× 85cm、 底部88× 76cm、

深さ54cmで ある。断面形態は、A類は漏斗状ないしはビーカー状、B類はビーカー状である。ただし、

上記①②と同様に今回確認された断面はビーカー状であっても、本来は漏斗状であった可能性もある。

削平のために、漏斗の上部が削られ、下部のみ残ったものを今回の調査で確認しているものもあるた

めである。底面は、A類には凹凸がみられることが多いが、 B類はほば平坦である。杭穴は、A類で

は上記①②と同様、短軸側の壁面に 1～数個設けられるが、まれに見つからないものもある。底面の

中央や長軸側の壁面に設けられることは少ない。 B類も上記②同様、ほば中央に1～ 2個設けられて

いる。ただし、埋上の性状が層状になっているか、ブロック、粒状になっているかは、時間差を示す

上では大きな要素になるが、形態で見た場合、有意な差は認められなかった。

④小結

十和田a火山灰の堆積位置に着目して陥し穴状遺構の形態変化の有無を見ていくと、埋上のどの位

置に十和田a火山灰が埋まっていても基本的な形態は変わっていないということが分かる。

すなわち、①底面の形態は隅丸を含むにしろ、方形状を呈していること、②底面に杭穴があるが、

穴の方向が底面に対して垂直ではなく、斜めに入っていること、③杭穴の位置は短車由の壁際にあるこ

とが多いこと、などの特徴が見いだされる陥し穴状遺構は、十和田a火山灰が降下する頃の陥し穴状

遺構の形態の典型例であるということができそうである。

(3)年 代 につ いて

年代については、現在までの研究で十和田a火山灰の降下は西暦915年頃とされている。すなわち
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1 火山灰を含む陥 し穴状遺構について

一次堆積により堆積 した火山灰であれば、年代はおおよそ特定される。宮沢原下遺跡では多 くの陥 し

穴状遺構埋土から火山灰が見つかったが、火山灰と同様に炭化物 も多く見つかっている。炭化物 も一

定量以上あれば放射性炭素年代測定により年代の推定が可能である。そこで、埋土中から出土 した炭

化物によって、放射性炭素年代測定を実施 し火山灰との関係について比較 した。A類 3点、 B類 1点

の計 4点である (第 8表 )。

第8表 火山灰を含んだ陥し穴状遺構における放射性炭素年代測定結果

このようにみると、火山灰の上から見つかっている炭化物の年代は十和田 a火山灰が降下 した後に

なるが、火山灰の下の炭化物の年代はかなり古 く出る傾向がある。だからといって古 く出た年代が陥

し穴の構築年代にはならない。埋没する過程で古い土壌が埋まったという可能性も考えられるからで

ある。 しかし、火山灰よりも上で見つかった炭化物の年代が古代のものであるということを示すデー

タは貴重である。 このことは火山灰降下年代の前後があるにせよ、古代の段階では開回していたとい

うことを示そう。

ただし、 B9陥 し穴状遺構や 」5陥 し穴状遺構のように、火山灰の下から見つかる炭化物には十和

田 a火山灰の降下年代よりはるかに古い結果が出ているものもある。この年代の差については陥し穴

状遺構の埋没過程を考える上で今後検討 しなくてはならない課題 と思われる。

(4)ヤ吉 論

上記 (1)～ (3)を通 してみてゆくと、少なくとも、開口部が幅広溝状あるいは楕円形を呈 し、

かつ底面が方形状を呈 している陥 し穴状遺構の年代は、十和田 a火山灰の年代、放射性炭素年代測定

等の結果を勘案 しても、平安時代を中心とした古代の段階ものであるということができそうである。

仮に放棄されていたとしても、平安時代にかなり近いところで年代の上限は設定できるのではなかろ

うか。

また、 B類とした開□部が円形に近いものにも、十和田 a火山灰が入ってくるものが出てきており、

古代の陥し穴状遺構として使用されていた可能性があるものが出てきた。特に埋上下部に入っている

ものが 2基ある。現段階ではまだ類例が少ない(つ ため、可能性の域を脱 してはいないが、今後注意

を要するものと考えられる。

註  (1)埋上の上～中部であるが、開口部が円形に近い陥し穴状遺構で十和田 a火山灰が入っている可能性がある例として、

北上市本郷遺跡ⅡC-1、 2号陥穴の例がある ((財)岩手県文振埋文センター 1992)。

遺構名 登録遣構 火山灰出土層位
炭化物採取層位

(火 山灰確認層との上下関係)
年代 (yrBP)

B8陥 し穴状遺構 B-08(a幻貫) 中位・底面
6層 (上 ) 11lo=L30

23層 (中位より下・ 底面より上) 1140=二 33

B9陥 し穴状遺構 B-09(a類 ) 下位
中央 (上 ) 1070三L40

底面 (下 ) 2780=L40

H50陥 し穴状遺構 H1203(a類 ) 下位 火山灰直上 (上) 1180430

」5陥 し穴状遺構 」-05(b類 ) 中位 10層 (下 ) 5220三L40

A23陥 し穴状遺構 A-24(a類 ) 【参考】 6層 1130± 30
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Ⅵ 考察

工具痕について

宮沢原下遺跡では、H32及 びH90陥 し穴状遺構で壁面に工具痕と思われる痕跡を確認 している。形

状は、開口部は楕円形、底面は方形を呈 し、杭穴をもつ。杭穴は短軸側の壁際にあり、底面に対 して

斜方向に杭は打たれている。底面の凹凸が著 しい。埋土上～中位で十和田aと みられる灰白色火山灰

が確認される。

同形態の陥し穴状遺構で、工具痕の認められる例が同じ奥州市で見つかっているので紹介する。

見つかっているのは、奥州市前沢区古城地内に所在する明後沢遺跡群である。平成13年度に実施 し

た10次調査の10SK-174と 10SK-184、 平成14年度に実施 した15次調査の15SK-212の 3基である。

これらの遺構は、前沢町教委は、埋上の状況、遺物の出土状況等から、積極的根拠に乏 しいものの、

弥生時代の遺構としている (前沢町教委ほか 2005)。

10SK-174は 、形状は開口部、底面ともに方形を呈 し、短軸壁際に底面に対 して斜方向に入る杭穴

がある。北西側が調査区域外のため、全体規模ははっきりしないが、規模は長辺 140cnI× 短辺52c14、

確認面からの深さは95clllで ある。パ ミス層で工具痕が観察されている。

10SK-184は 、形状は開口部、底面ともに隅丸方形を呈 し、短軸壁際に底面に対 して斜方向に入る

杭穴がある。174同様北西側は調査区域外のため、全体規模ははっきりしないが、規模は長辺125cm×

短辺67cm、 確認面からの深さは68cnlで ある。壁面に鋤先状の工具痕が明瞭に観察されている。

15SK-212は 、形状は、開回部は精円形、底面は隅丸方形を呈する。杭穴は認められない。規模は

長辺205clll× 短辺 110clll、 確認面からの深さは133cmで ある。平安時代の竪穴住居跡15SI-139の床面直

下で検出されており、平安時代以前であることは確かである。壁面の固い部分で工具痕が観察されて

いる。

上記 3つ の陥 し穴状遺構の形態は、いずれも宮沢原下遺跡で確認されたH32及びH90陥 し穴状遺構

と類似 している。また、工具痕は観察されなかったものの、類似形態の陥 し穴状遺構には十和田 a火

山灰が埋土上部で観察されているようである。とすれば、工具痕と十和田 aは方形の陥し穴状遺構に

は共通要素になる可能性があるということができよう。

文献にみ られる陥 し穴について

今回の調査では平安時代に構築 。使用されたと考えられる陥 し穴状遺構が見つかっている。とすれ

ば、陥し穴についての記述が古文献にあることが想定される。そこで、文献上にみられる陥し穴につ

いて、触れることにする。

陥 し穴は史料では「 (坑)穿」と記されるが、文献上の初出は『 日本書紀』天武 4(675)年 4月 庚

寅条である。そこでは、かこいや陥 し穴、バネ仕掛けの槍などの狩猟を禁 じている。その後の『養老

令』雑令第10で は、陥 し穴等の罠を作ったり、弓矢を使う時は、道を塞いだり、人に危害を与えない

ようにすることと記されている。また、『続日本紀』天平 2(730)年 9月 庚辰条では、無許可で檻を

使用し、兵馬人民を使ってのイノシシ・ シカの駆除を禁じている。さらに、『続日本後紀』天長10(833)

年 6月 丙辰条では、山城、近江、丹波等の都に近い山での陥 し穴等の民を作ることを禁 じている。

上記のように、幾度となく陥 し穴等の民に関する記述があるということは、陥 し穴を使った狩猟が

古代においても確実に存在 していたことを示そう。
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3 文献にみられる陥し穴について

特にこの頃は仏教隆盛の時期である。仏教では殺生を戒めてお り、信者の間では肉食を忌むように

なっていた。 このため、仏教に帰依 していた支配者階級 は、陥 し穴ばか りでな く、簗や機槍、鷹や狗

を使 った狩猟及 び殺生の禁令 (1)を 相次 いで発 している。場合 によっては肉食そのものや、 1年中殺

生を禁 じるΦ)こ ともあった。一方、仏教があまり普及 していなか った地方の民衆にとっては引 き続

き狩猟が行われてお り、陥 し穴猟が狩猟の方法の 1つ として行われてきたということがで きよう。

註 (1)天武天皇や聖武天皇のほかに、称徳天皇などがこの種の禁令を出している。

(2)孝謙天皇は天平勝宝 4年の大仏開眼の年の記述に、「 1年中天下の殺生を禁じ、生計を立てるのが困難なものには

根を給する」(『続日本紀』)がある。
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Ⅶ  ま と め

今回、遺跡範囲の約1/3と こあたる58,700だ を調査 し、その結果、多 くの陥 し穴状遺構が検出された。

岩手県内におけるこれまでの陥 し穴状遺構研究では、放射性炭素年代測定や遺構の重複関係によっ

て、円筒形は縄文時代早～前期、溝状は縄文時代中期末か ら後期、楕円形、特に十和田 aを含むもの

は縄文時代晩期から平安時代までの間というように、形態別におおよその年代が推定されてきていた。

今回の調査結果は、上記の前提の再検討を迫るものといえよう。

底面に火山灰が堆積 していることにより、開口部が楕円または幅が広い溝形で、底面の形態が隅丸

を含めた方形状を呈 した陥 し穴状遺構の年代は十和田 a火山灰降下の前後であることが明らかになっ

た。すなわち平安時代の遺構であることが確定 したといえよう。

また、火山灰の堆積状況を比べた時に、底面に火山灰があった場合でも、上～中位に火山灰があっ

た場合でも、陥 し穴状遺構の基本的な形態に変化が認められないということは、類似 した形態のもの

は時期的に近い可能性が出てきたことを示そう。

また、今回の調査では工具痕とみられる痕跡を残 した陥 し穴状遺構も見つかっている。類例として

あげた奥州市前沢区明後沢遺跡群の陥し穴状遺構も、工具痕のある陥し穴状遺構の形態は酷似 してい

る。ということは、平安時代の陥 し穴状遺構を構築する際には工具類を使っている可能性が高いとい

えよう。使っていた工具は何かとなると、今回の調査では工具として使われたとみられる遺物が出土

していないことから詳細は不明である。 しかし、掘削等に使 うということを考えると、鋤状のもの等

が想定されよう。

さらに、これまで円筒形の陥 し穴状遺構は岩手県内では縄文時代早～前期で捉えられてきていたが、

今回の調査で円筒形陥 し穴状遺構にも平安時代に開日していたものがある可能性が出てきた。これに

ついては、把握 している類例が少ないため、確実なことはいえないが、今後注意 していく必要があろ

う。

今までの、形態によりおおよその時期を推定する方法は、なかなか遺物が出土 しないことが多い陥

し穴状遺構の場合、ある程度役に立っていたわけだが、今回の調査を通 じて、やはり、埋土の堆積状

況の詳 しい観察や火山灰、放射性炭素年代測定をはじめとした自然科学分析等により、年代の推定は

なされるべきであると感 じている。
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編附

宮沢原下遺跡における土坑出土炭化物の放射性炭素年代測定および火山灰の分析

パ リノ・サーヴェイ株式会社

イよじめに

岩手県奥州市胆沢区宮沢原下遺跡は、胆沢扇状地を構成する段丘上に位置する。今回の発掘調査で

は、土坑を中′亡ヽとする遺構や縄文土器・土師器などの遺物が検出されている。それらの中でも、土坑

については、供伴する遺物が乏 しいために、その年代観が課題とされている。

今回の分析調査では、発掘調査時に土坑覆土から検出された炭化物について放射性炭素年代測定を

行い、さらに土坑覆土中に認められた火山灰 (テ フラ)と される堆積物の性状を明らかにし、それが

テフラである場合には噴出年代の明らかにされている指標テフラとの対比を行う。これらの分析結果

から、土坑の年代に関わる資料を作成するものである。

(1)試 料

試料は、宮沢原下遺跡 B8陥 し穴状遺構の覆土より採取された炭化物 1点と火山灰試料 1点である。

炭化物は、微細な炭化材の小片が数片からなるものであり、電子顕微鏡による炭化材の組織観察か ら

樹種はエゴノキ属に同定された。また、火山灰試料の外観は、灰黄褐色を呈する粘土混 じりの砂である。

(2)分 析 方 法

①放射性炭素年代測定

測定はAMS法で実施する。放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期5,568年を使用する。また、測定年

代は1950年を基点とした年代 (BP)であり、誤差は標準偏差 (One Sigma)にホロ当する年代である。

なお、暦年較Iは、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAK/1 CALIB REV5.0(Copyright

1986 2005 M Stuiver and P」 Reimer)を 用い、誤差 として標準偏差 (One Sigma)を 用いる。

②テフラ分析

試料約20gを蒸発皿に取 り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散 し、上澄

みを流 し去る。 この操作を繰り返すことにより得 られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察

する。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量

の多少を定性的に調べる。

火山ガラスは、その形態によリバブル型 。中間型・軽石型の 3タ イプに分類 した。各型の形態は、
バブル型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラス

であり、軽石型は小気泡を非常に多 く持った塊状および気泡の長 く伸びた繊維束状のものとする。

さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標と

する。屈折率の測定は、古澤 (1995)のMAIOTを使用 した温度変化法を用いた。

-114-



附編

(3)結 果

①放射性炭素年代浪1定

同位体効果による補正を行った測定結果は1140± 30BPで あった。暦年較正に関 しては、本来10年

単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再

計算、再検討に対応するため、 1年単位で表 している。また、北半球の大気中炭素に由来する較正曲

線を用いる。測定誤差をσとして計算させた結果、その年代はcalAD877 972で ある。

②テフラ分析

処理後に得 られた砂分は、多量の軽石と少量の細砂～極細砂径の火山ガラスとから構成される。軽

石は、最大径約0,7mmで粒径の洵汰は非常に良好、白色を呈 し、発泡はやや良好である。火山ガラス

は無色透明の塊状の軽石型であり、繊維束状のものも混在する。

火山ガラスの屈折率測定結果を図 1に示す。nl.503～ 1.509の レンジに入 り、nl.505～ 1.506に モー

ドがある。

(4)考 察

土坑覆土中の炭化材は、較正された暦年ではおよそ 9世紀後半から10世紀後半に至る範囲の年代幅

を示 した。一方、火山灰試料は、細粒の軽石および火山ガラスを主体とするテフラである。このテフ

ラは、上述 した砕屑物の特徴および宮沢原下遺跡の地理的位置と、これまでに研究された東北地方に

おけるテフラの産状 (町田ほか (1981,1984)、 Arai et al.(1986)、 町田 。新井 (2003)な ど)と の

比較から、十和田aテ フラ (To―a)の 降下堆積物に由来すると考えられる。

To aは、平安時代に十和田カルデラから噴出したテフラであり、給源周辺では火砕流堆積物と降

下軽石からなるテフラとして、火砕流の及ばなかった地域では軽石質テフラとして、さらに絵源から

離れた地域では細粒の火山ガラス質テフラとして、東北地方のほぼ全域で確認されている (町田ほか、

1981)。 また、その噴出年代については、早川・小山 (1998)に よる詳細な調査によれば、西暦915年

とされている。なお、町田・新井 (2003)に記載されたTo aの 火山ガラスの屈折率は、nl.496～ 1.508

の広いレンジを示す。ただし、nl.502以 下の低い屈折率の火山ガラスを主体とする火山灰層は、南方

へは広がらず、十和田周辺とその東方地域に分布が限られるとされている (町田ほか、1981)。 おそ

らく、今回検出されたテフラは、低屈折率の火山ガラスを含まないTo aに本目当するものと考えられる。

以上のことから、今回の試料は、炭化材とテフラのいずれもほぼ同時期の年代を示 していると言っ

て良い。土坑の構築年代については、この結果と覆土中におけるこれら試料の堆積あるいは包含状況

を合わせて考慮することにより判断されるべきであると考える。

なお、分析所見としては、今回のテフラ試料では、テフラの本質物質である軽石や火山ガラスの量

比に対 して、テフラの構成物質ではない石英粒や岩石片などの砕屑物が非常に少ないことから、テフ

ラ試料が採取された堆積物は、土坑の埋積が進行 している時期に降下堆積 したテフラである可能性が

高いといえる。その場合、土坑はTo aの 噴出した10世紀初め頃より以前に構築されていたことにな

るが、これは上述 した年代の炭化材がその覆土中に混入することと矛盾 しないといえる。

引用文献

Arai,F ・心近achida,H ・ Okumura,K ・ ふ71iyauchi,T o Soda,T 。lramagata,K,1986,Catalog for late quaternary marker―

tephras in Japan Ⅱ
=Tephras occurring in Northeast Honshu and Hokkaido一

Geographical

reports of Tokyo ふッletropolitan University No 21,223-250
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1 宮沢原下遺跡における土坑出土炭化物の放射性炭素年代測定および火山灰の分析

古澤 明,1995,火 山ガラスの屈折率測定および形態分類とその統計的な解析に基づくテフラの識別 地質学雑誌,101,123133

早川由紀夫・小山真人,1998,日 本海をはさんで10世紀に相次いで起こった二つの大噴火の年月日―十和田湖と白頭山一火山,

43,403-407

町田 洋 。新井房夫,2003,新 編 火山灰アトラス東京大学出版会,386p

町田 洋・新井房夫・森脇 広,1981,日 本海を渡ってきたテフラ科学,51,562569

町田 洋 。新井房夫・杉原重夫・小田静夫・遠藤邦彦,1984,テ フラと日本考古学―考古学研究と関連するテフラのカタログー

渡辺直経 (編)古文化財に関する保存科学と人文・自然科学 同朋舎,865928

年代値の算出には、Libbyの半減期5568年 を使用。
BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。
付記 した誤差は、測定誤差σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算 した値。

暦年較正結果表2.

表1.放射性炭素年代測定結果

試料名 種類 樹種 補正年代BP δ13C (%。 ) 測定年代BP Code NO

B8陥 し穴状遺構
23層 炭化物

炭化材 エゴノキ属 1140=L 30 -2542± 091 1150=L 30 IAAA-50535

試料名
補正年代
(BP)

暦年較正年代 (cal) 木目文甘ナヒ Code No

B8陥 し穴状遺構
炭化物

1140=L 33

σ cal AD 877 -cal AD 972 cal BP l,073 -  978 1000

IrLAA-50535
2σ

cal AD 781 -cal AD 790 cal BP l,169 - 1,160 0027

cal AD 807 -cal AD 988 cal BP l143 -  967 0973

1

2

3

烹十算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV50(Copyright 1986-2005ふ 江Stu�er

and PJ Reimer)を 使用
計算には表に示 した丸める前の値を使用 している。
1桁 目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやす
いように、 1桁 目を丸めていない。

図版 1 テフラ

屈折率
1.To aの 軽石・火山ガラス (B8陥 し穴状遺構火山灰)

B8陥 し穴状遺構火山灰

図 1 火山ガラスの屈折率測定結果
1 5mm

個
数
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2 放 射 性 炭 素 年 代 測 定 の結 果

株式会社加速器分析研究所

1)年代値の算出には、Libbyの 半減期5568年 を使用 しています。

2)BP年代値は、1950年からさかのばること何年前かを表 しています。

3)付記 した誤差は、次のように算出しています。

複数回 (通常は 4回)の測定値についてX2検定を行い、通常報告する誤差は測定値の統計誤差

から求めた値を用い、演」定値が 1つ の母集団とみなせない場合には標準誤差を用いています。

4)δ 13cの 値は、通常は質量分析計を用いて測定 しますが、AMS測定の場合に同時に測定される

δ13cの値を用いることもあります。

δ13c補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載 しておきます。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%0,パ ーミル)で表 したものです。

δ14c= [(14As-14AR)/14AR]× 1000        (1)

δ
13c= [(13As-13APDB)/13APDB]× 1000     (2)

ここで、14As i試料炭素の14c濃度 :(14c/12c)sま たは(14c/13c)s

MAR:標準現代炭素のμC濃度 :(HC/乾 C)Rま たは(14c/Rc)R

δHCは、質量分析計を用いて試料炭素の博C濃度 (13As=弼 C/乾 C)を測定 し、PDB(白亜紀の

ベレムナイト (矢石)類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算します。

但し、IAAで は加速器により測定中に同時に博C/乾 Cも 測定していますので、標準試料の沢1定値と

の比較から算出したδBCを用いることもあります。この場合には表中に 〔加速器〕と注記します。

また、△望Cは、試料炭素がδ tt C=-25.0(%0)で あるとしたときのHC濃度 (里AN)1こ 換算した

上で計算した値です。(1)式の里C濃度を、δ tt Cの 測定値をもとに次式のように換算します。

14AN=14As× (0,975/(1+δ 13c/1000))2(14Asと して14c/12cを使用するとき)

または

=14As× (0,975/(1+δ 13c/1000))(14Asと して14c/13cを使用するとき)

△14c= [(14AN~14AR)/14AR]× 1000 (%0)

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガ

ス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行なった年代値は実際の年代との差が大きくなります。

多くの場合、同位体補正をしないδMCに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のものと

考えられる木片や木炭などの年代値と一致します。

MC濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、pMC(percent Modern Carbon)が

よく使われており、△口Cと の関係は次のようになります。

△μC=(pMC/100-1)× 1000(%0)

pMC=△ 望C/10+100(%)

国際的な取り決めにより、この△MCあ るいはpMCに より、放射性炭素年代 (ConventiOnal Redi

ocarbon Age,yrBP)が次のように計算されます。

T=-8033× IN[(△望C/1000)+1]

=-8033× IN(pMC/100)
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2 放射性炭素年代測定の結果

参考 IAAA 51662に 関しましては、上を処理 し浸1定 した結果になります。

IAAA-51003

♯1026-1

試料採取場所 :岩手県奥州市胆沢区

宮沢原下遺跡

試料形態  :炭化物

試料名 (番号):MHS― A7 A23陥 し穴状遺構 6層

Libby Age(yrBP)   :  1,130 ±  30
δBC(%0)、

(加速器) =-2453± 091
δコC(%0)       =-1310 ± 33
pMC(%)       = 8690 ± 033

(参考)   δおCの補正無 し

δ ll C(%0)       =-1302 ± 28
p MC(%)       =  8698 ± 028
Age(yrBP)        1  1120 ±  30

IAAA-51004

♯1026-2

試料採取場所 :岩手県奥州市胆沢区

宮沢原下遺跡

試料形態  :炭化物

試料名 (番号):MHS― B10 B8陥 し穴状遺構 8層

Libby Age(yrBP)    :  1,110 ±  30
δBC(%0)、

(加速器) =-2632± 089
δHC(%0)       =-1238 ± 32
p MC(%)       = 8712 ± 032

(参考)   δおCの補正無 し

δ ll C(%。)      =-1311±  28
p MC(%)       =  8689 ± 028
AFre(VrBP)        :  1130 ±  30

Iッ生AA-51006

♯1026-3

訳料採収場所 :岩手県奥州市胆沢区

宮沢原下遺跡

試料形態  :炭化物

試料名(番号):MHS― G17 G29陥 し穴状遺構 5層

Libby Ageく yrBP)    :  5,650 ±  40
δ]aC(%0)、

(加速器) =-2779± 092
δHC(%。)       =-5049 ± 22
pMC(%)         =  4951 ± 022

(参考)   δ
“
Cの 補正無 し

δHC(%。 )       =-5077 ± 20
p MC(%)       = 4923 ± 020
Age(yrBP)        :  5,690 ±  30

IAAA-51007

♯1026-5

試料採取場所 :岩手県奥州市胆沢区

宮沢原下遺跡

試料形態  :炭化物

試料名(番号):MIS H6 H50陥 し刺避 構 火山灰直上

Libby Age(yrBP)    i   l,180 ±  30
δBC(‰ )、 (加速器) =-2414± 095
δコC(%。)       =-1365 ± 35
p MC(%)       = 8635 ± 035

(参考)   δ tt Cの 補正無 し

δ ll C(‰ )       =-1350 ± 31
p MC(%)       = 8650 ± 031
Age(yrBP)        :  1160 ±  30

IAAA-51008

♯1026-6

試料採取場所 :岩手県奥州市胆沢区

宮沢原下遺跡

試料形態  :炭化物

試料名(番号):MHS― H12 H54陥 し穴状遺構 6層

Libby Age(yrBP)    :  5,010 ±  40
δおC(%。 )、 (加速器) =-3012± 098
δHC(%0)       =-4643 ± 26
p MC(%)       = 5357 ± 026

(参考)   δECの補正無 し

δ ll C (%0)         = -4699 ±

pMC(%)       = 5301 ±

Atte(yrBP)        :  5100 ±

加

記

４

IAAA-51659 試料採収場弥 :岩手県興州TF胆沢区

宮沢原下遺跡

試料形態  :炭化物

試料名(番号):MHS」 l J5陥 し穴状遺構 10層

Libby Ageく yrBP)    :  5,220 ±  40
δBC(%。

)、 (加速器) =-2763± 087
δHC(%。 )       =-4778 ± 27
p lNIC(%)       =  5222 ± 027

(参考)   δいCの補正無 し

δHC(%0)       =-4806 ± 25
pMC(%)         =  5194 ± 025
Age(yrBP)       :  5,260 ±  40

とAAA-51660

♯1092-2

試料採取場所 :岩手県奥州市胆沢区

宮沢原下遺跡

試料形態  :炭化物

試料名 (番号):MHS B12 B9陥 し穴状遺構 16～ 18層

Libby Age(yrBP)   :  X,070 ±  40
δBC(%。

)、 (加速器) =-1754± 088
δHC(%0)       =-1244 ± 41
pMC(%)       = 8756 ± 041

(参考)   δBCの補正無 し

δ」C(%0)       =-1109 ± 38
pMC(%)       = 8891 ± 038
Age(yrBP)       :   940 ±  40

IAAA-51661

♯1092-3

試料採取場所 :岩手県奥州市胆沢区

宮沢原下遺跡

試料形態  :炭化物

試料名 (番号):MHS一 B13 B9陥 し穴状遺構 底面

Libby Age(yrBP)    :  2,780 ±  40
δ13c(‰ )、 (加速器) =-2122± 091
δ]HC(%0)       =-2926 ± 37
p MC(%)       =  7074 ± 037

(参考)   δ]acの 補正無 し

δHC(‰ )       =-2871 ± 35
pMC(%)       = 7129 ± 035
Age(yrBP)        :  2,720 ±  40

IAAA-51662

※土を処理し

測定した結果

♯1092-4

試料採奴場所 :岩手県奥州市胆沢区

宮沢原下遺跡

試料形態  :炭化物

試料名(番号):MHS―G16 G23陥 し穴状遺構 13層

Libby Age(yrBP)    :  3,870 ±  40
δEC(%0)、

(加速器) =-1979± 082
δ口C(%0)       =-3821 ± 28
pMC(%)       = 6179±  028

(参考)   δBCの補正無 し

δ tt C(%0)       =-3754 ± 26
pMC(%)       =  6246 ± 026
Age(yrBP)        :  3.780 ±  30
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宮沢原下遺跡出上の火山灰について

弘前大学理工学部地球環境学科 柴 正敏

宮沢原下遺跡より採集された、火山灰サンプル (33試料)について、以下の観察・分析を行 った。

これら試料について、超音波洗浄器を用いて水洗 し、粘土鉱物など数マイクロメーター以下の粒子を

除去 した後、偏光顕微鏡を用いて、火山ガラスの有無、火山ガラスが存在する場合にはその形態、構

成鉱物の種類を観察・記載 した。その結果を表 1に示 した。火山ガラスは、その形態、屈折率、化学

組成、共存鉱物などにより給源火山を推定することができる (町田 。新井、2003)。 火山ガラスの化

学組成を決定する方法として、近年、電子プローブマイクロアナライザー (以下EPMA)が 用いら

れるようになってきた。本報告では、 4試料 (試料 2、 8、 11及 び55)の 火山ガラスについてEPMA

分析を行った。使用 したEPMAは 弘前大学・機器分析センター所属の日本電子製」XA-8800RL、 使

用条件は加速電圧15kV,試料電流 3× 10-9ア ンペアである。補正計算はZAF法 に従った。

33個 の試料は、偏光顕微鏡観察より、以下の 3つ のタイプに分けられる (表 1):

(1)主にTo aテ フラからなる試料 ;構成鉱物は、斜長石、単斜輝石、斜方輝石、石英、鉄鉱か ら

なる。ガラスの形態は「軽石型」を主とし、「バブルウォール型」を含む。褐色ガラス (オ ブシディ

アン)が普通に観察される。これらの試料は、試料 2, 8,23,25,26,33,34,40,45,49,54,

55,56及び57の 14試料。

試料 2、 8及び55に ついてEPMA分析を行った (表 2)。 既存の十和田aテ フラのガラス組成デー

タと良 く一致する (青木 。新井、2000,柴ほか、2001)。

(2)To aテ フラと下層 (基盤)の混合物 ;(1)の 構成鉱物およびガラスのほかに、粗粒で変質

の進んだ斜長石、単斜輝石、斜方輝石、ホルンブレンド (長柱状～針状)、 黒雲母、鉄鉱を含む。粗

粒な石英を含むことが一般的で、形態は高温石英であることが多い。ガラスの形態は「軽石型」で、

発泡度は普通である。下層 (基盤)を構成する岩石は、珪長質火砕岩の可能性がある。

これらの試料は、試料 3, 6, 7, 9,10,11,12,13,15,22,29,32,35,48及 び51の 15試料。

(3)To aを殆ど含まない下層 (基盤);構成鉱物は、粗粒で変質の進んだ斜長石、単斜輝石、斜

方輝石、ホルンブレンド (針状のものも含む)、 黒雲母、鉄鉱からなる。粗粒な石英を含むことが一

般的で、形態は高温石英であることが多い。ガラスの形態は「軽石型」で、発泡度は普通である。 こ

れらの試料は、 1,39,43及び53の 4試料。下層 (基盤)を構成する岩石は、珪長質火砕岩の可能性

がある。
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判図軍童





宮沢原下遺跡遠景 (面上空から 矢印が調査地点)

調査区全景 (南上空から)

写真図版 1 航空写真
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A区 (西から)

■
ォ

■
工

　

りヽ D区② (西から)

F区 (西から) G区① (東から)

G区② (北から) G区③ (西から)
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写真図版 2 基本層序 (1)



G区④ (西から) H区① (西から)

H区② (東から) 」区 (西から)

8/29 Tl検出状況 (南から)

8/29T2検 出状況 (西から)況 (西から)                  同左 断面 (西から)

写真図版 3 基本層序 (2)、 8/29確認調査状況

―-127-



調査前状況 (1)(南東から) 調査前状況 (2)(南西から)

作業風景

ミ
　

，十
　́
・

＼
　

　

一ｒ

Ｆヽ
一“　
一ウ
一一

同左 断面 (東から)

r■ ■  ン  j .      ・
・

A2陥 し穴状遺構 完掘                     同左 断面 (南か E

写真図版 4 A区  調査前状況・確認調査状況・陥 し穴状遺構 (1)

Al陥 し穴状遺構

同左 断面 (南から)
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.主亀

A3陥 し穴状遺構 完掘

A4陥 し穴状遺構 完掘

A5陥 じ穴状遺構 完掘

一́●
撞

峰11

A6陥 し穴状遺構

荘|

完掘

―
  1驚ふ

,

同左

陥 し穴状遺構 (2)

同左 断面 (南から)

工講(警 イ|■――f移ず'    |

断面 (南から)

写真図版 5 A区
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A7陥 し穴状遺構 完掘 同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)

斡

1轟ユ= ・
亨…

A8陥 し穴状遺構 完掘

イ
ィ
寺
津

同左 断面 (南から)

陥 し穴状遺構 (3)

All陥 し穴状遺構 完掘

A12陥 し穴状遺構 完掘
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写真図版 6 A区



織澪

ｒ
礁

ヽ

，
一Ｆ
隷

―

 ,| |

||1第―

生
●
″
´

IⅢ .

ltri

A9陥 じ穴状遺構 断面 (西から)

A9A10陥 し穴状遺構 長軸断面 (南から) 作業風景

譲手|

議長

‐ |■ _=1鑢 i

A13陥 し穴状遺構 完掘 同左 断面 (南から)

写真図版 7 A区  陥 し穴状遺構 (4)
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A16陥 し穴状遺構 完掘

同左 断面 (南から)

I I ヽ

同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)

同左

陥 し穴状遺構 (5)

A15陥 し穴状遺構 完掘

オ:競逮鏡i
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A17A30陥 し穴状遺構

写真図版 8 A区

断面 (南から)



｝一す一一一

オ【，一一す一舛， 〓ド一一

一寺，ｔ‐‐Ｌ
■

同左 断面 (南から)

,,■Ⅲ単IF  t

Fi節

■
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ト
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一　
　
　
一　
　
Ｌ　
　
　
　ヽ
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

'生
|.(事

同左 断面 (南から)

陥 し穴状遺構 (6)

絆

同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)

A21陥 し穴状遺構 完掘

写真図版 9 A区
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A22陥 し穴状遺構 完掘

A23陥 し穴状遺構 完掘

諄 争f

一
・
〓

A24陥 し穴状遺構 完掘 同左 断面 (南から)

A25陥 し穴状遺構 完掘 同左 断面 (南から)
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写真図版10 A区  陥 し穴状遺構 (7)



A26陥 し穴状遺構 完掘 同左 断面 (南から)

垂■1進
窯暮纂笠■―r子

j'■―
f棄

|″Ⅲオ=
豪:そ

ィ す. 1轟iか竜

A27陥 し穴状遺構 完掘 同左 断面 (南から)

A28陥 し穴状遺構 完掘 同左 断面 (南から)

A29陥 し穴状遺構 完掘                     同左 断面 (南から)

写真図版1l A区  陥 し穴状遺構 (3)

荘
″ヽ等
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調査終了状況 1(南から) 調査終了状況 2(北東から)

調査終了状況 3(北から) 馬頭観音碑

調査終了状況 4(北から)

写真図版12 A区 調査終了状況
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調査前状況 (北東から) Bl陥 し穴状遺構 礫出土状況 (南から)

Bl陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

B3陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

写真図版13 B区

同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)

調査前状況・ 陥 し穴状遺構 (1)

B2陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

票悪摩1筆

同左 断面 (南から)
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B4陥 し穴状遺構 完掘 (北西から)

,'4, rt i.

同左 断面 (南東から)

同左 断面 (南から)

B7陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

写真図版14 B区

同左 断面 (南から)

B6陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

同左 断面 (南東から)
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陥 し穴状遺構 (2)



B8陥 し穴状遺構 完掘 (南東から) 断面 (南東から)

断面 (南から)

B8陥 し穴状遺構 底面状況完掘 (南東から) (西から)

=: iェ

‐

B9陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

B9陥 し穴状遺構 底面火山灰検出状況 (南から) B9陥 し穴状遺構 検出状況 (南から)

写真図版15 B区 陥 し穴状遺構 (3)
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完掘 (南東から)

同左

B区 陥 し穴状遺構 (4)

Bll陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

B12陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

B13陥 し穴状遺構 完掘 (南から)
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写真図版 16

断面 (南から)



B14陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)B15陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

調査終了状況 (北西から)

写真図版17 B区  陥 し穴状遺構 (5)・ 調査終了状況
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Cl陥 し穴状遺構 完掘・断面 (西から) 土器出土状況 (西から)

C2陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (西から)

同左 断面 (北西から)

C3陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

写真図版18 C区

同左 断面 (南から)

陥 し穴状遺構 (1)

C4陥 し穴状遺構 完掘 (北西から)
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C3陥 し穴状遺構 検出状況 (南から) 調査終了状況 1

調査終了状況 2(北から) 調査終了状況 3(東から)

調査終了状況 4(南から) 調査終了状況 5(東から)

作業風景 作業風景

写真図版19 C区  陥 し穴状遺構 (2)・ 調査終了状況
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=~~イ

調査前状況 (南東から)

D3陥 し穴状遺構 完掘 (南東から)

断面 (東から)

断面 (南から)

作業風景

Dl陥 し穴状遺構 完掘 (東から)

D2陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

同左 断面 (東から)
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写真図版20 D区 調査前状況・陥 し穴状遺構 (1)



D4陥 し穴状遺構 完掘 (西から)

D5陥 し穴状遺構 完掘 (西から)

同左 断面 (南西から)

同左 断面 (西から)

D6陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

写西から)                 同左 断面 (南から)

写真図版21 D区 陥 し穴状遺構 (2)

D7陥 し穴状遺構 完掘 (南西から)
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鎮|=す
く―

|

「
:ゝ 二七露

ン

1,ィ ホ学I

|,I  i床葬k
同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)

D8陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

費浄4-・1藤＼ヽ捧玉江:i
同左 断面 (南から)

D9陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

D10陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

調査終了状況 (北東から) 作業風景
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写真図版22 D区 陥 し穴状遺構 (3)。 調査終了状況



El陥 し穴状遺構

ゝ静鱗
―■

|` 
Ⅲざ■

(南から)

同左 断面 1

同上 断面 2(南から)

調査終了状況 1(東から)                  調査終了1

写真図版23 E区 陥 し穴状遺構・調査終了状況

同左 検出状況 (南から)

E2陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

同左 検出状況 (南から)

調査終了状況 2(北から)
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|■

・`
: ジ

調査前状況 (南東から)

.テホ _

Fl陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

F3陥 し穴状遺構 完掘 (南から)                 同左 断面 (南

写真図版24 F区 調査前状況・ 調査終了状況・ 陥 し穴状遺構

X!・ニォi↓譲守tい

lt手
工|

調査終了状況 (西から)

錢ォ転″
‘

，Ｗ
４
一

i
療

「
I

静 擁
iⅢ

子:1 顧
F41
減',It

同左 断面 (南から)F2陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

エ

準fl―

′1与 孝

!=五

同左 断面 (南から)
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調査前状況 (南西から) 作業風景

Gl陥 し穴状遺構 完掘 (南西から)

G3陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

写真図版25 G区

同左 断面 (南西から)

同左 断面 (南から)

調査前状況・ 陥 し穴状遺構 (1)

G2陥 し穴状遺構 完掘 (南東から) 同左 断面 (北東から)
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G4陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

断面 (南から)G5陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

G6陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (北東から)

G7陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左

陥 し穴状遺構 (2)
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写真図版26 G区



同左 断面 (南東から)

G9陥 し穴状遺構 完掘 (南西から) 同左 断面 (南西から)

G10陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

Gll陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

陥 し穴状遺構 (3)写真図版27 G区
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G12陥 し穴状遺構 完掘 (南西から)

G13陥 し穴状遺構 完掘 (南西から) 同左 断面 (南西から)

同左 断面 (南から)

G14陥 し穴状遺構 断面 2(北から)

写真図版28 G区 陥 し穴状遺構 (4)
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G14陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

作業風景



G15陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

同左 断面 (北から)

i  ,工攀竜

G17陥 し穴状遺構 完掘

G18陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

写真図版29 G区 陥 し穴状遺構 (5)

作業風景
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G19陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

::ゞ監矮轟|

ir.:,|ず聰馨||1李強
同左 断面 (東から)

同上 断面 (南から) 作業風景

同左 断面 (南から)

ニユ子
…

ヽ

l r‐  ド

_′ デー・P

G20陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

G21陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)
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写真図版30 G区 陥 し穴状遺構 (6)



靴軍

G22陥 し穴状遺構 完掘 (東から)

G26陥 し穴状遺構 検出 (東から)

同左 断面 (南から)G23陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

G24陥 し穴状遺構 検出 (南東から) G25陥 し穴状遺構 検出 (南から)

G27陥 し穴状遺構 検出 (南東から)

写真図版31 G区 陥 し穴状遺構 (7)
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裸奏巖亀す盈

ヤI■  ―IIT″||
G28陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 1(東から)

同左 断面 (東から)

作業風景

贅′

G30陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (東から)
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写真図版32 G区 陥 し穴状遺構 (8)



G31陥 し穴状遺構 完掘 (南東から)

同上 断面 (東から)

調査終了状況2(東から)

写真図版33 G区

同左 断面 (南東から)

調査終了状況3(南から)

陥 し穴状遺構 (9)・ 焼土遺構 。調査終了状況

G区 焼土遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

調査終了状況 1(南東から)
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調査前状況 1(東から) 調査前状況 2(南東から)

Hl陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

1猛 :
´
鋒f

!Ⅲ    I

挙 i
Ⅲptri■

H3陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

写真図版34 H区

同左 断面 (南から)

調査前状況 。陥 し穴状遺構 (1)

H2陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)
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H4陥 し穴状遺構 同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)H5陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

H6陥 し穴状遺構 完掘 (南から)
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同左 断面 (南から)

陥 し穴状遺構 (2)写真図版35 H区
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H8陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

H9陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

Ⅲ練1鰻轟転,遺`義逹す
底面状況 (南西から)

同上 断面 1(東から) 同左 断面 2(南東から)
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H10陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

同上底部火山灰状況 (東から) H8～ H10 検出状況断面 (南西から)

H8陥 し穴状遺構 検出 (南から) H9陥 し穴状遺構 検出 (南から)

H10陥 し穴状遺構 検出 (南から)

写真図版37 H区 陥 し穴状遺構 (4)

作業風景
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H13陥 し穴状遺構 完掘 (南東から) 同左 断面 (南東から)

同左 断面 (東から)

同左 断面 (南から)

陥 し穴状遺構 (5)

H14陥 し穴状遺構 完掘 (東から)

H15陥 し穴状遺構 完掘 (南から)
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H17陥 し穴状遺構 完掘 (東から)

H18陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

同左 断面 (南西から)

同左 断面 (東から)

同左 断面 (南から)

H19陥 し穴状遺構 同左 断面 (南から)

写真図版39 H区 陥 し穴状遺構 (6)
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H25陥 し穴状遺構 完掘 (南から)
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H26陥 し穴状遺構 完掘
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H27陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)
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H29陥 し穴状遺構 同左 断面 (南から)
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同左 断面 (南から)
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H35陥 し穴状遺構 完掘 (東から)

写真図版43 H区

同左 断面 (東から)

陥 し穴状遺構 (10)

H32陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

H33陥 し穴状遺構 完掘 (南から)
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H34陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

H36陥 し穴状遺構
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写真図版44 H区 陥 し穴状遺構 (11)



H38陥 し穴状遺構 完掘 (東から) 同左 断面 (東から)

H39陥 し穴状遺構 完掘 (東から)

断面 (東から)
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H40陥 し穴状遺構 完掘 (東から)

H42陥 し穴状遺構 完掘 (南東から)

写真図版45 H区 陥 し穴状遺構 (12)
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H41陥 し穴状遺構 完掘 (南東から) (南から)

同上 底面炭化材検出状況 (南から)

H43陥 し穴状遺構 完掘 (東から)

H44陥 し穴状遺構 完掘 (東から)

写真図版46 H区

同左 断面 (東から)

陥 し穴状遺構 (13)

検出状況 (北から)

同左 断面 (東から)
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H45陥 し穴状遺構 完掘 (東から) 同左 断面 (東から)
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H48陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

写真図版47 H区
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H52陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)
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写真図版48 H区 陥 し穴状遺構 (15)
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H55陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

H50陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

写真図版49 H区 陥 し穴状遺構
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H57陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)
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H58陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 断面 (南から)

断面 (南から)

H60陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

写真図版50 H区

同左 断面 (南から)

陥 し穴状遺構 (17)

H59陥 し穴状遺構 完掘 (南から)
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H61陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

同上 副穴分布状況 (南から) 表土除去状況

同左 断面 (南から)

H63陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

陥 し穴状遺構 (18)写真図版51 H区
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H64陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

同左 断面 (東から)

(南から)                  同左

写真図版52 H区 陥 し穴状遺構 (19)
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H66陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

H67陥 し穴状遺構 完掘 (南から)
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H68陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)

同左 断面 (南から)
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H69陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

完掘 (南から)

H71陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

写真図版53 H区 陥
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H72陥 し穴状遺構 完掘 (南から)
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H74陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

H75陥 し穴状遺構 火山灰確認状況 (南から)
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写真図版54 H区 陥 し穴状遺構 (21)



H75陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

燕要懸

同左 断面 (南から)

断面 (南から)H76陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

H77陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

H78陥 し穴状遺構 完掘 (北から) 同左 断面 (南から)

写真図版55 H区 陥 し穴状遺構 (22)
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H80陥 し穴状遺構 完掘 (東から) 同左 断面 (東から)

同上 底部火山灰検出状況 (東から) H81陥 し穴状遺構 底部火山灰検出状況 (南から)

H81陥 し穴状遺構 完掘 同左 断面 (東から)
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H83陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

H84陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

H85陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

写真図版57 H区 陥 し穴状遺構 (24)
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完掘 (南から)H86陥 し穴状遺構

H87陥 し穴状遺構 完掘 (南から)

同左 断面 (南から)
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同左 断面 (南から)

完掘 (南東から) 同左 断面 (南東から)

H89陥 し穴状遺構 完掘 (南東から) 同左 断面 (南東から)

陥 し穴状遺構 (25)
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H91陥 し穴状遺構 同左 断面 (南東から)

同左 断面 (南東から)

H93陥 し穴状遺構 完掘 (南東から) 同左 断面 (南東から)

陥 し穴状遺構 (26)写真図版59 H区
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H94陥 し穴状遺構 完掘 (南東から)
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調査終了状況5(西から)                  調査終了状況6(北西から)

写真図版60 H区 陥 し穴状遺構 (27)。 調査終了状況 (1)

調査終了状況 1(南西から) 調査終了状況 2(西から)

調査終了状況 3(南から) 調査終了状況 4(南西から)
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調査終了状況 7(北から) 調査終了状況 8(北西から)

調査終了状況 9(東から) 調査終了状況10(南東から)

調査終了状況11(南東から) 調査終了状況12(南から)

調査終了状況13(東から)
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写真図版61 H区 調査終了状況 (2)
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写真図版62 1区 陥 し穴状遺構 (1)
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17陥 し穴状遺構 完掘 (南東から) 同左 断面 (南から)

現地説明会の様子 現地説明会の様子

写真図版63 1区 陥 し穴状遺構 (2)
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」4陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

同左 断面 (西から)

同左 断面 (南から)

」7陥 し穴状遺構 完掘 (南から) 同左 断面 (南から)

写真図版65 」区 陥 し穴状遺構 (2)
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写真図版66 」区 陥 し穴状遺構 (3)



」区 調査終了状況 1(西から)

I区 調査終了状況 2(北東から)

」区 調査終了状況 2(北西から)

I区 調査終了状況 1(北から)

I区 調査終了状況 3(東から)

」区 調査終了状況 3(北西から)

調査関係者集合写真

写真図版67 1・ 」区 調査終了状況
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所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所  在  地

コ ー  ト ゴヒ 糸専 東 経
調 査 期 間 調査面積 調 査 原 因

市町村 遺跡番号
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宮沢原下遺跡
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所収遺跡名 種 月」 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宮沢原下遺跡 狩場跡 縄文時代

平安時代

時期不明

陥し穴状遺構  206基

焼土遺構    1基

縄文土器 。土師器・石

器 に勘停 スクレイパー

・石箆)

要  約 ・縄文時代及び平安時代の陥し穴状遺構が多数検出された。

・十和田 a火山灰を含む陥 し穴状遺構の特徴が見出され、平安時代を中心とした古代の陥

し穴状遺構の形態の一端が特定された。
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付図 1

付図 2

付図 3

宮沢原下遺跡遺構配置図 1

(A～ C区)

宮沢原下遺跡遺構配置図 2

(D～ Fく I～ J区 )

宮沢原下遺跡遺構配置図 3

(G、 H区 )
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付図2 宮沢原下遺跡遺構配置図 2(D～ F、 I～ J区)
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